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大正 三年  

大正 三，， 四 年  

大正 五— 十 一年 頃.... 

大正 六 年 以降  

大正 六 年  

大正 六 ：- 十三 年  

大正 七… 十四 年  

大正 七 年頃— 十 年頃 . . . 
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大正 八 年  
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大正 十一 年  


大正 四- i 十二 年  三 〇 五 
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大正 十二 年 マ字悽 中日 記.)  四 〇 七 

大正 十三 年 (nl マ字悽 中日 記)  四 二三 

大正 十四 年 (；ロ 1 マ 字懷 中日 記)  四 四 五 

大正 十五 年. 昭和 元年 广 nl マ字悽 中日 記)  四 五 火 

昭和 二 年 (>  1 マ字懷 中日 記)  四 七三 

昭和 二 年頃  四 八 一 

昭和 三年 (口 1 マ 字 懐中 日記)  四 八 五 

昭和 四 年广ロ ー マ字懷 中日 記)  四 丸 五 

昭和 四 年頃  五 〇 五 

昭和 五 年 (口 1 マ 字 懷中曰 記)  五 〇 七 

昭和 五 —九 年  五一 七  3 


fl-om  .Mr.  wuwakl 


14:?  ucpal-t  frsu  Tolcyo 

Ticket  s ひ 

15 さ Stay  ill  Osaka. 


16a..  Depart  from  wobe. 


175  Arrive  at  Kochi. 

postal^e  10  sen.  Mr.  IIOmF 

地図 一 一枚 

器械の ペン  二 個 

換 へガラ ス 管  一 

紙 及 紙 人 筒 

ノ.， -ト  二 

July 12 さ 


■prellmlnaly  experij-12lt  at  olucri, さ ith l-pctlll-cn-  Jfonda  iul(l  .Mr.  yosllidj- 

read  JJi.po  10  Ion. 

-」 2-">  JVIr.  Hoiida  arrived. 

戶原海 嘯 の 際 wave が 海岸 近く にて 二分せ し 由 

大潮、 又 沖の 大波 ある 時內 海に 潮 狂 ある 事 

海上 高く 見えし 事  ノ 

.23?  July  (Teij 

No. 1. 

weg-hl  2 一-  35---  p. 」=• 

JVTark  : さ 23-- -、 

4--  303  a  pait  of  jiipe  SC1-CS21 

Mark  k 二に -stol さ in, に- 5 一" 

11  一 w 

IJegiiimng  mark ひ- - ； jti"- 
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(Damped  by  Cos 

tlumderst()r:m  from  the  western  coast  6-  —  b に 0. 

1 ！ ■  Ho. 2513/111 


安政 海 嘯雜記 (手 結) 

七 回 (最大 三回) 

I>eriod 一  時間 以上 

最低の 時 岬 前の 磯 露出し 最高の 時 松の 根元 迄 来る r- 甲所の wg.- ハ 乙所ノ  35.^ 

hlcl.ease  gradual  or  b.okenly. 

大海 稿の 前 は 潮狂甚 しく 八 駄網を 用 ふる 能 はす 

24 さ July  (舊唇 六月 朔日) 

No.  2.  5- 15  a.m. 空 .IK の 人り たる を 除く 曇 夭 十時晴 

9-  573 千 潮の 爲 水銀 面 を 高める 

0 一-  7 ョ 更に 高める 
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Stoi5  4--  OS 

■wflvc  ca-lju. 


No.  3. 

Begin  4 一】 lis 

clouJy  from  3-- 

滿潮六 時 頃  , 

Stopped  9 一-  383  p. ま 紛 管と 接績 せる ゴ ム 管 ハ ヅ レ 水銀 溢 出す 

teegin 10-  49 一一- 1, w-r 

？ >づ SCI" 及 pipe  ノ接鑌 点の マ ヮリに 鬢付油 を 塗りた る爲 か。 air  r?^^ の 侵 人 止る 

25? 

NTo.  3.  Bcg.iu  5 一-  44 ミ a.J-l. 

lia-ill,  .wave  net づ eiy  consjseralble 

CCJnpal-ison  of  2  .watches  :— 

手  J  nickel  7- 一  ひ」 3  0«  a.  s. 

帳  一 silver  H-  3 ョ 2s"  a.m. 
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west  一 VJ51  <-:】lsi-l2-ahlo 

き 

snlcke  Ilys  a お itatelv  . 

violent  rainfall  fl-OJU  thur  to  time. 

stoJ>l〕c!d  8 一- に ひ 

Level ヲ shift スル際 一度々々 cylinder を 取り除き clamp ヲュ ルメル ハ 不便 故 背面に ppo- を 

作り て 上下 を 自在 ナラ シ ム 

N.C.  ^.  JBeguii ！) 一- ひョ m. 

晝 十二時 半 頃 風向 南より 東南に 変じ 風雨 稍强。  - 

同時 刻纷 管の 先端 を 下に 曲げ 干潮の 爲 露れ ざる 樣 にす 

干潮の 際に は兩 側の 碟の 先端 波打 際の 水面に 近く 從て di き rbali 強く  dylilica 一  l)rim.c 

ノ方著 敷なら す やとの 疑 あり 

JVlaik  4 一-  ^7 ミ 

Shifting  ノ前 ail- ノ人リ 居た るを發 見せり 依而 更に Junction を 堅く し髮付 

油 を 塗りたり 

ノ  四時 頃 A の 小 河流れ 出で 図の shaded  part に 燭水を 示す 
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帳 手 


午後に 到りて は 降雨 間断な し C 波 稍 高し 

此日 宇佐 沖に て 漁船 顚複 

に (i?  July 

ち- ； {0=-  ;1.  m,  -shift  (二 ミ\1 こ 

此時氣 泡 左 図の 如く 人り 居たり 


Stcpl-Ml  7-- に-し-一- a.  m. 


B (お. ill 7--  27 ミ a  J-l. 

Shift  » 56 ミ 、ゝ 

incessant  J-alll 

ニー-  r)s-"  a」 --. と :} ョ p.  J-l. と 一 一回 ail-  bubble ヲ除ク 

午前 十一 時 頃より 雨止み たれ ど 日光 を 見す， 蒸 暑し 無風。 一 時半より 又 降り出 づ • 

昨日の 同時 刻と cmve の 形 著 敷 変れ る 如し。 器械の irrefrulal.ity にや 又は 風の 有無に 哉 

午後 一 一時 前より 東南 風 起 や 雨 戶をガ タツ 力 ス 
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jsilve-- に 一- 0- 一一  0,  p.m. 

一 nickel 1 一- ：さ ミ 20"  P. 1? 


一- dative  rate  ！ Jel-  hour  =  23.6* 


2-  38ミ 小 氣泡を 除く  . 

雨 一 時 晴れ 日光 を 見る 少時に して 曇り 風 止む 

Maik  3 一-  03 

Shift  (down)  G 一-  7 ョ p」u. 

夜 六 時 過より 波浪 高くな りて 器械の 上に 白 泡 を 飛ばす 

夜 東北の 風 

Shift  !> 一-  42  P.  m. 


->7 さ 

Stop  4-  52 ョ a」ll. 


No.  6.  (27 さ- I 

weg.  4 一-  50"-  a.m. 

晴模樣 あり c 朝日 光 を 見る と雖 も。 雲足 はな ほ 北に 向へ 


帳 手 


Shift  (up)  9- 一  4G---  a.J? 

快晴 雲の 峯 立つ 

一  jiNi 二 ccl .vvatdl  p--^c^?--  to  the  (二 c<-k 

一 of  Al〈aoka  Post  〇ffis!  at 10 一- ひひ， 

jiihkcl <|--  30- 一- 1 二- 1. 

一 silver  Ci 一-  :53ミ 5(>a  j>」ll. 

stepped  (i 一一  2 一一-一  p.ju. 


2--  *2 ミ p.  W-. 泡 を 吹 出す 

•Jl 一 *〕m  、ゝ  グ 

東南 微風 烟 水平 


No.  7. に 7? 

？,^ B 《な- に SS  Jrlu.  ？ 

〇 Damping  increased 

Mark  6 一一  き- 
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(Bl  ノ後 少時 t ガ廻ラ ザ リシ ヤノ 疑 ァリ故  一一 S ヲ 付ス) 

晴天、 雨雲 時に 沖合より 來る 

午後 十 時 驟雨 過ぐ 西 天 電光 問く 

波 は 昨日 の 如く 高から， 1 

Shift  (111)) 10 一-  313  at  the  beginning- 

's さ  July  1903. 

Shift  d ミ vn  6 一一  lis  a.m.  at  the  15g. 

(同時に 氕泡ヲ 去る) 

26.05  C 

Fine  w. め atllel- 

Gentle  sea  lireeze  (9 一-  a.  In.) 

Shift  (up) 10-  21 a.m. 

U 一-  563  ^^^f  removed. 

時計屋に 到る。 修繕な 〔す.」 べき 模様なる により 野 市屋に 一泊の 事と 决す チ 一向-: ノ 
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慨手 


29?  Ju】y 

No.  8. 一 一時 廻し 

S 一一  7 ョ a.  111. 

(Malic 以前 は danlpitl.ti- 

Stop  9 一-  44  a.  m. 

9 一一  44 

8  7 


樣ナ ラズ) 


aca-a  lu/ji 一 H 


1 一- 37«= 

nU 一 sten  ^.©^  0T 


No,  9 

1:51- 9 一一  4G 一"  a.  111. 

Stojp 11-  253  PJ? 


N.O.  .10.  .9 
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Beg.hl に 7ョ a.jii. 

air 多量に 人り 居た る 故 吸 出す 

stol) ； 12 一-  36 ョ a.m. 

wig-ill 1 に-一 41 ョ a.m. 

All-  removed  ,2*-  p.  0 

Stop  2 一- 16-"  p.s. 

No. は. 

No.  】3. 

Begin  3--  54™  p.m. 

>Ia.k  4- 】ョ p.  2. 

stol) 5 一-  30s  p.m. 

No. 14. 

； Beg-in  5--  413  p.  m. 

曇天と なる。 八 時半 驟雨 到る。 遠雷 

以下 時計の rate 前と 異なる 
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帳 手 


:"0 さ July  . 

W  (-；  一  ih2*  1:IH1V 

TIK-  liaiidl つ o 一-  tll(- u| モ (二-  2Jck  was  brckcMr 

廿 九日 午前 九時發 中央 氕象臺 警報 あり 沿海 を 警戒す 

Stoi>  "一- 14 ミ 1>」--. 

さ). m 

JVlaik  ； ニ=- 1>」--. 

小 HF: 泡 あれ ども (ビ ニ< 破れし 爲吸 出す を得ス 

海面 黑色 

夜滿 潮の 頃 波濤 高く 時 i 器械 を 洗 ふ。 其 最大なる 波の 來る illt2-val は 二分： 五分、 十五 分- 

三十 分。 

(舊曆 六月の どうこう 波の 時 は干滿 に不關 潮の ョ vellm.u- ありとの 事な り) 

西南に 雨雲 黑く 電光 閃く 


1? 


Wave 
max 
〇llh  33" 
37 
x4I 
〇 42 
〇 43 
45 

〇 47 
◎  48 

49 

51 

55.5 

O  57 

58    general  level 
cr>  raised 


5  5  2 

u  4  -n  5  6  6 

h 

o 


0-  55 ョ p し-. 

1 J=/Jl-  =  3,9*2  3 一  きす 


31 さ July  一 

-  朝見に 行きし 時 c 氕 泡の 高さ 三分 位に 增し 居たり 一 

一 ミ 、お 晴。 沖に は eusulo  ^^^.P^SK 

一  Sea  breeze. 幡 多の を 望む Mil.ase  ゝ 
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zc.  一. {J. 器械の s.lass  ja 一.； を 改め 1-21 ノ  r: 二 ヲ短 くす 

roifiin  3 一-  ョ  一二 一- 

©ATa  k  4-  5s  p.m.  . 

波濤 益 丄咼し 

空 はよ く 晴れ 西の 地平線に は sstratms 高に は clumlli を 見る 

A-gll ァ t に £ 

N.O.  17. 

weg.in  S 一-  r)s=  a.J-l. 

海士の 臼く 浪の 起らん とする や 表面 は穩 かなりと も 海底の 動搖甚 し、 又穩 ならん とする や 表 

面の 動搖 にか 、はらす、 海底 は靜 なり、 

午前 十 時 頃より 日の 景 現 はる 外 明內暗 

i」ipe  ノ長サ 不足なる 爲 干潮の 時 は 先端 波打 際に 近く  -Iy】u51i(.al  i 二 .l.cct 犬なる 爲 zigsm. 大ナ 

ル如シ 

wave  s-l-a-h-a-llv 1- 三 ax  ill?;-  Jts  for--,. 

s 一-  一二？ 

手 午後 十 時 一日； 2sk ヲ 止め 器械の 位置 を 高き に 移す 衣 間の 高潮に 洗 はる、 恐 あれば なり 

0 
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Is  20™  sta  t; 


3 一."  August  - 

ひ 一- ひ 5s  a IB.  stoplwed 

朝 二 時 頃 起き 出し 時 は 星斗 闌 千たり しが 西南の 風し きりに 吹きて 曇天と なる 


6 &  22e  a.  m. 

la-  25s  p.  3. 


WE  August 

Begin 

南西の 風 

高 知に 歸着 

Susaki 

August  3 1903. 

舊 六月 十七 日 

月 出 6- ひ 5- 

月 尺 5-  29M 
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帳 手 


No. 1. 

Kigiu  3- 15s  p」？ 

Cloudless  , 

ささ 朝纷 管と ガラスの 接繽 はづれ 水銀 溢 出せり、 よって 更に 装置す 

Mean  period  36.R- ひ 

33. ひ 


土用の 波 ある 時に 西 まぜと 名く る 風 吹け は 波靜穩 となると 云 ふ 

No.  IT  (10s  August) 

Migin  6_-  39B  a. lu. 

午後 見に 行きた るに 何者の 惡戲か 紛管を 引き 外し あり、 水銀 溢 出せり。 對 岸の 濱に 器械 を 移す 

Bscs  rise  7*-  *2SB  p. 1? 

set  ュ . 23  a.  m. 
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No.  3. 以下 對岸 にて . 

wigin  8 一-  a.m. 

Stop  47 ョ p.  In. 

Weather  very  fine 

At  S 一-  24s  p し？  a.  bl.ig.bt  luetcol-  was  seen. 

MagtUtude  1.2.  (？) 

aecidcdly  bl.ightcr  than  vcli. 

Juocn  rise  -s 一- Is  P-In. 

set  7 18  a.m. 

i. 一  Is ず =  3.922  一- 

き. 4. 

1^5  August 
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JiKxm  rise  x-_  33 ョ p.  ju. 

2-t  ,S 1;" a.m. 

Beg-il- U 一-  41 p.  J--. 

八月. H 一日 夜より 十三 日へ かけ 台灣 地方 暴風雨-. 石垣 嶋 西方より 北西に 進み 台灣海 を 或 一へ 南 

淸に 人り たる 如し (万 朝)  きお i-^ 

>  一- K.us.t 

stop  4-- に！ 一一-  一二-一. 

=|::11 risr  ！ (is 一一- 

水 產試驗 場 小 松 氏の 談話 

〇 旋 流と 稱 する 潮流 海岸と 黑 潮の 間に あり。 山 汐出汐 上り. 山汐 下り 山汐 上り 出汐 下り..^. r,^,- の 

名 あれ ども 實際 ハ 千変万化 定 りなし  ，•  0 

I 〇 せと 稱 する 暗 礤 海岸に 略 並行に 走れり. >  須 崎より は 十四 里 位。 與津 より なれ はな ほ 近し。 之 

れ より 外 は 急に 深く 百尋 以上に 達する も。 セ. の 所に て は 75,198 尋 位なる が 如し 
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■20  nil 


.4 


〇.l 一 淀川の 排水量 大 となる 時 は 爲に黑 潮の 径路 南方に deviate す 

っ黑 潮の 流れ は 図に 示せる 如し、 窒戶 岬に 突き 當 ると 稱 する は 誤れり 


二 


ダ望 

、 グ 

C 一時間 まわし) 

Beg-hl 4 一-  37S 1). 0. 

Mal.k  5 一一  2 ョ 、ゝ 

時計 止り たるに より 終の 時間 を 知る 事 を 得す 

NC.  7. 
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帳 手 


f  〕u.  ^.  9 一-  ^,2  P.  0. 

、ゝ s. 10  7  a.  31. 

に-  ； |>21 を 取 出し 油 を さす 

時計と まる 

0-Athuiralty  M.amial  of  S221tihc  inquiry. 

〇 General  Instruction  fol-  Hydrog-raf>l:uc.- Surveyors, 


朔望高 潮  High  Avat2-  full &  a5l 

大潮 升  spring-  rise 

小潮 升  1 J> 1-isc 

小潮 差  iieap  range 

潮時 率  Establishment 

潮 齢  Age  of  tide 

日 潮 不等  <liu5n-l  Tl.-eqlu,t,lil;y 

半月 潮 不等  Seiiiimensual ゝヽ 
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No.  S.  ALl,rc:ust 14 

wegin  5 一一  3ゴー p.  m. 

L-evel ヲナ ホス 

Aiisrust Ir)  . 

(水 產試驗 場より 日本 水路 誌。 水路 測量 書。 及 海図 を 借り 来る。 須崎及 野 見灣の pslg-ps-sa 

を estisate する に 15S 以上の もの は impossible なる 力. 5 し。) 

■vveattlel- nne 

Inloon  rise  10 一-  wl 13- In. 

一  set  U  0  a.m. 

Stop  3 一-  33s  p.m. 


No.  9. 

wesill 3ー>  40--  p.lll. 

l(i さ August 

stol)  2 一-  2 一一 5  p.  3. 
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Kegijl  に 一- 2SS 1>」？ 

3- 夕立 雲 西 i 北より zenith に 近き 遠雷 閒ゅ" 海面 黑く漣 立ち 海 軟風 止む 

4- 一  ひ0-=  sky  overcast  with  clcud  ；  the  thunder  gradually  approaching,  Coiistaut  samly, 

AU,J;.ust  IT- 

NO.  11. 

lie- に. in  1-- 12 ミ p.m. 


最滿潮 の 汀よ り 水面 迄 の height  :1 

に 一一 15B  0.83  m 

17  0.83 

37  O.SG 

40  0.S4 

A き st IBS 

Stop 11 一- 1 a」ll. 

手 N? 12.  (二 時間 廻し) IS さ August 

帳  wegill  11 一- 14 ミ irm. 


23 


stopped  or  44 ョ p.  Ill- 

scale:  345  3/3  =  90s 

一 1 3  =  3.833  m/iu 

■ 1 m/m  =  0.262  te 

須 崎の 安政 津波。 (某 老人の 話) 

地震 後 直ちに 來る 最初の 一 回 最大。 家屋 流失 土 藏殘る 

No.  13. 

wegin  0 一一  48 ョ p.m. 

綿雲の 小片 北西に 動き 波 稍 高 からん とす (4 一-  30  p.£: 風向 例 曰の 如くなら すと 見え 沖の 歸 

分の 南風 を 受けす。 樓 上に は 間断 的に 風吹キ 人る 

Aug.ust 19  . 

最滿 汀より 水面へ の髙サ 

1.77  in  at 10-  wss 

Stopped 11  一一 OB  a」ll. 

No. 14. 

wegin  11*-  5 一"  a.m. 

器戒の 時計 止り たるに より 終の 時間 を審 にせす 
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帳 手 


No. 15.  (2tja 一  Aug.) 

wegin  9 一一  44 ョ a.  m. 

水面 高 (同前) = 2.01m  at  10--. 45s 

stol)  11-  OS  a.m. 

No. 16.  (20 さ Aug..) 

Begin  11  一一 7" 一  a.m. 

August  21 さ 

き. 17. に 1 August 

lB。g.in  9 一-  49 ョ a.m. 

原 

5-  p.m. 前より {仝 曇り 天候 稍 儉惡の 模様 あり 

夜 稍 晴れたり 

に 2 さ August 

step  s*- 14™  a.  in. 

No.  IS.  (二 時間 廻し) 22  August 

Begin  S 一一  23B  a.m. 
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ひ lop.   

No.  19. 

wegin 10 ゴ 5 ョ a.m. 

◎ 干 潮時に 備 ふる 爲め 水銀 面 を 高める "： 

水面の 高さ (同前) 0.47m  at  5ー>  50B  p. In. 

曇天。 夜 夕立 

Augdst に 3a> 

wcgin  8 一-  37 ョ a.ln. 

雷 島 

夕方 見に 行きし 時氕 泡の 人り 居る を發 見した る 故 吸 出す (5>-  3SS  p.m.) 

Stoj;>  6-  35s  PS  24--  August 

No.  21, 

Begin  G 一-  ^03  a.m. 

stolp  p.m. 
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帳 手 


^o.  22.  (24,  >r£ 

13e.n.iu  6-  53  p.  el 

No.  23.  (25 さ Alls. し 

Begil.l  4- 一  23= 一  p.  jii. 

Mo?  August 

No.  *24.  Begin 1  一一 38 一- 1ド in. 

夜 凝 雨 雷電 

翌朝 取り 換 へ に 行きた るに 時計 止り て 何物 を も 書き 居らす 遣憾 

に7さ August 

No.  25.  (N? に 4 と 同し 紙に 書かし む) 

Beg-in 1 ヒー "ios  a.  111. 

28 さ August 

Stop  1 一- OS  a.jii. 

小船に 乘 して 與津に 向 ふ 午前 八 時半 着 大黑屋 事 久保淺 治 方に 投宿す 
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O1902 津波の 際 潮の 越したり と稱 する 岩の 高サ 十七 尋餘 と稱 す、 之れ よりな ほ 高き 萄ロ岬 上 

の 松を沒 したりとの 事 (  ) 

〇 一 回 侵 人より 次の 襲来 迄の 時間 三十 分 位の 由 

一 週間 位 前より 日々 波高く 降雨 あり 其 前日 又 前々 日頃より 井水 獨 りたり (今 日に 至る も 井水 復 

舊 せす 漉 味 を 生じたり) 


〇 時に より 風な きに 大潮 時の 干潮 充分に 退かざる 事 あり。 其 時 は 天候 狂 ふ 

當 地に て灣 口の 東の horizcs に 見 ゆる elslulus の 頭 北に 傾ける 間 好天 氕 なる も 南に 傾く  4^ 

は を 催す 

g  August, 

Yo1;su 

No.  L  Begin  2 一-  393  lu. 

天候 儉 悪と なるべき 模様 あり。 空 曇り。 雲 西に 急ぐ 

舊 七月 六日 七夕の 宵な り。 

29 さ 

Stopped  7 一一  17B  a.m. (暴風 1! の模樣 あるに より 器械 を 引 上ぐ) 
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N.C.  2. 天候 回复 

Kcg-in  5 一-  CB  p.m. 


30 さ 引上げ 小船に て 夜 上 ノ加江 泊 

31 さ 午后 一 時半 須崎着 

Sept.  2. 

夜 十 時 須崎發 

Sept.  3. 

午前 一 一時 歸高 


時計 を 比較す 

watch  9_-  20=-  a.m. 

clock  393 ゝゝ 


，丄. iliay 

自宅 井 戶の觀 測 を始む 

-02 頃 驟雨 烈敷 至り 暫時に して 晴れ 北風 吹く 

Sept.  ^. 

8-- .1 5 ョ cls.k ヲ引 出シさ IH^ を 除く 

、ゝ 19--  Beg-hl 

朝 降雨 あり 

No.  2 11  一- 56 ョ a.  w=.  wesiu 

止る 

No.  3.  WCKin 10- 一  ：13s  p  sr 

始 むる 前 泡 ヲ出ス 

4 一-  30  ，- 少雨 
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帳 手 


7- き 、、 

Sept.  G.  . 

7 一- に： 2---  a.ju.  IVhuk 

No.  4. 

に-一  p.l-r  raiii 

Sept.  7. 

Bt お. ill  .10 一-  22 ミ ；rj? 

5 一- I!)™  p. ヒー. 器械 を §S5 上げる 

51- ；さミ 、、 高所に 移して Besiu 

旅 行 日 記 (調査 會に 出した る 日記の 寫)  寺 田寅彥 

一 七月 十六 日 東京 出 發大阪 着 
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一 ^ 十七 日 大阪發 

一 ^ 十八 日 高 知 着 

一 . 十九 日 高 知發手 結着 

一 ^ 十九 日 ヨリ 卅 一日 迄 滯在 

一 V 卅ー. 日 手 結 發高知 着 

一 八月 一 日 高 知 發須崎 着 

一，， - 一日 ョ リ 廿日 迄 須崎滯 在 

一 . 廿日 須崎發 與津着  . 

一 y 廿日 ヨリ 廿 二日 迄 與津泊 

一 . 廿 二日 與津發 須崎着 

一 . 廿 三日 須崎發 高 知 着 

一 ^ 廿 四日 高 知 滞在  • 

一 . 廿 五日 高知發 

一 . 廿 六日 東京着 

どうこう 波と 稱 する は； 母 年陰曆 六月 土用 中に 起る 大波に して。 風雨に よらす して 起り 之れ に 次 

くに 暴風雨 を 以てする を 通例と す。 其 甚 しき 時 は tide の 干滿の 如き は認 むる を 得す 干潮の 時と 

雖も波 清 松の 根に 迫り 滿 潮の 時と 雖も 遠く 退く 
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驗 潮器ノ 改良 ス ベ キ点 

〇 背面 ヲ蝶 交ヒ 一一 スル 「 

〇 横に 小窓ヲ 開キテ rs.o-.dill.ti.  ノ狀ヲ 見得 ル樣 -ース ル 「 

0  slide  ノ  clamp ヲ外很 ニス ル 「 


◦  tube ト ち 一 i<l(>  ヲ長 クスル 「 

〇 吸上ボ ンブヲ 附スル 「 


接 手 


手 帳 (明治 三十 六— 三十 七 年) 


pr(-limlnary  Research  of  Atslli  Geyf^er. 


に 7 さ Jv-b  HK 一^ 

ち- 15s  p. ヨ began 

At  the  Des-il-lins-  the  tenip.  is 


〔第 十 一 卷 ニニ 〇 頁參照 J 


28 さ Feb.  11S4 

に ひ  si-  increased  with  l-<>al-il お. 

31  g-eys2-  gradualJy  i】lcrc-asill-n-  hi  i.s- さ- 

o ひ  steam  ^vith  l-oal-hl.t;.  _ 


〔同前〕 
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「1<-  ゝ、 receded 

二 I  nmrlll.tv  set  in 

-)-s  二 1<><|  a 一 vay, 

.  此間 K マ： vsor  ノ lla-llso ァ リ 

Ifi  stop 

…一- ,15  steaiii ャ 、 多ク 地下. 動 を 聞く 

き  同上 

39  り1 ノ穴ノ 下なる 水ヲ 汲 ミ 取リ テ驗ス s;i.T>  ( . 

42  1 ヨリ 少シ 流出 ス 

45  り1 ノ穴ノ 湯 89. CC 

1 ョ リ 流出 ヲ始ム 直チ 一一 ャ ム 

47  1 ョ リ 噴出 き。 

48  ク 
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帳 手 


11 一一 


ひに 

54 

ひひ 

?「> 

表 _ 


14 


5 


0 

0 

.4 ひ 


V  ミ. T> 

2  ノ 穴 SSC  , 

1 HI リ 

^ 稍 盛 一一 流出す- 4.  。5 流出 頻繁 トナ 

C  ーノ穴 ！ミ。 

流出 頻繁 

止  . 

流出 强く孔 に充っ 

止ム 

出て 始ム 弱シ 

止ム 

出始ム 孔に充 つ g. 。ひ 


流出 時間 延長す 


比處 時計に 異狀ァ リ 直す， 
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. 小 間歇 數多 あり 

17--- :ミ=- 出 强 

に 1  止 

此間少 流出 あり 

に 7  出で 始む 强 §.。5 

(3  ノ穴 ヨリ モ出始 む) 

31  止む 

34  小 流出 始まり 間歇 あり 

； W  稍强  - 

間断な く 流出 時. -强弱 あり 

42  大 流出 始まる S.05 

4;}  向ひノ 岩に 當り始 む 

2  ノ溫度 95.。- 

1 ク 96.0 

47  益强 向ひノ 石垣 一一 達す 

52  甚强く  steam モ甚 多し 

54  主 ュ steam ヲ烈敷 出す 

1-oariu-g  hollcw  SCUIKI 
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帳 手 


58-=  stesll 稍くな り 水 ノ迸出 ヲ始む ま.。 5 

ひ  hteal-l,  l-oarnlK 始 マル 

splash  ノ昔 モ聞ュ 

{5  s,p】as】l ャミ roal.nly- ハ s  i 盛 ト ラル 

10  roaring 止ミ splash ヲ始ム 95.。5 

■16  roaring- 始 マリ .splash ャム 2  ノ水 9 に.。 C 

21  roaring 止 splash 始む しかし 迸 出 弱ク急 に 劇 敷な ら す に .1 に 至りて 向 ひの 

石に 當り始 む 95.T> 

26  劇甚？  steal  一 I モ 多く 混し 始めたり 

28  一- oariug 始まる。 なほ 多少 ノ  splash を 聞く 

29  splasli ャ ミ l.oarillji- 益强 

.34  一- ョ IrlllK- ャミ s,p.-i.lsh ヲ始む 

ま  向 ひの 石に 當る ミ.。 一一 

39  null-h ヨ- 始まる 

4 ひ  rearing 止み splaah ヲ始む 

4(i.s5 さ lash 止み roaring- モ 止む 流出 凡て 停まる 

47  59 又 流出 を始む 94.。 
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.49™  wo. 向の 岩に 當り始 む 流出 は 直ちに 僅少と なり steal-  ノ 小なる sa -illg をな す 

ひ 1  steam  ノ ミト ナル 弱し. 

cclTectloll  of  tijiio  =  +-28 ミ 

© 他ノ 湯の temperatm.e 

小澤 tsnlj.  99。 

河 15^ 一 

一 92。 

JPost  cface  2-  34 ョ 

watch  2 一-  6s 

に S ョ 

r)-- 10s  p  JF  .1st  splash  began 

1 ひ  頃 roaring 稍强 くな りたれ ど splash ハ 以前 大差な き 如し 

20  頃 steam 稍う すし splash 《烈し 

に 3  splash  ノ音 弱り roaring 起る 

27  sal- 止み splash 始 
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帳 手 


35=-  l-cill-n お- Ik お- ail,  splasli  stopped. 

39  sal- ャム st-lash 始まる 

44  roar 始まる 

ひ 0  rcul- 止む  ノ， . 

ひに  sphisli 始まる、 

5G  riril お 始まる splash ハ 止ま， f- 后 り minuto 位に て splash 止む 

f; 一- 1  一-  rs 二- ャ ム 

^  splash 始まる 

後 sal-ing 弱く 起り しも 次第に 止み 

1 ひ  に 至り 靜穩 となる 

9 一一  45 ョ 11」=. 噴出 始 

4,  Frb. 19 一一 4  〔同前 ニニ ー頁參 照〕 

一二 suHuii  59.T)  C  at 11  一- a」--. 

Yi お- aAvm.u  r)2.0  C  (Milx=,-  is  ii<l  to  hi-  143。  F) 
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手 帳 (明治 三十 九 年 } 


,\|>-.ニ 13, 

尺八 製造 師ノ 談話。 

〇 竹ハ有 馬ノ  . 山ノ モノ ヲ 最良 トス 石山 ノ モノ 宜シ。 半面 日 ノ當ル モノ ハ 半面 ダケ 堅ク 

テ 不可 ナリ 

〇 理想的 ノ 尺八 ハ裏穴 ノ處 一一 テ 周回 三寸 七 分 重量 百 目。 

節ハ 三寸 四寸五 寸六寸 二 テ 始メノ 三寸 ノ間ュ 二 ッノ節 アル モノ。 

Curvature ハ端 ヨリ ノゾキ テ 他端ガ 三日月 一一 見へ ル位ノ モノ。 

中部 ノ少シ 小 ク兩端 ノ稍擴 ガレル モノ ヨシ 

〇 上調子 ノ モノ 尺 ニ寸位 

〇 Adeline トム ロス モノ  二 尺 一 寸位 

〇 俗曲 者 ハ裏穴 下 レリ 

手 〇 表 穴ノ最 モ上ノ モ ノ ハ管ノ 中心 ヨリ 三分 乃至 一二 寸五 厘上ル モノ トス 裏穴ハ 表穴ノ 最上 ノモ 

0  ノ ヨリ 他 ノ穴ノ 間隔 ノー). 75 上 一一 ァリ 
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表穴ノ 間隔 ハ長 サノ  3 ト稱ス  ， 、-レ 

〇 穴ヲ或 度迄大 キク ス レバ P 一？ 一) ハ餘リ 変ラズ に 一 tensity 大 トラ ノ  ノミ. 

つ 表 穴ノ 最下 ノ モノ  ノ 次ニハ 是非 節 アル コ^. 必要 ナリ  ： ，.„ トレ。 十，？ 一一- 

. ,- I- 1 t  I  3^  ノ  t ヲァケ タル キノ 音ガ高 クナル 針佘 一一 テ 

Open  Sid ガ薄ケ レ 、ハ closed,  hole  ノ  i- 音 端 ノ穴ヲ 7 ケ タノ-  R 

縊レ ハナ ホル 

〇. 中ヲ漆 一一 テ塗レ ハ pitch 上ル 

Q 管柔ケ レ ハ pit。h 低シ 

S ナ ケレハ pitch ガ 里 ハルノ ミナ ーフズ 音色 p§  "ナレ つ  、 レ 

一 Joil ヨリ 見テ節 見へ ズ。 霞 tr ョ.. 見 テ節ノ 見へ ル樣 一一 スレノ ま鳴ノ 

..〇. 穴ヲ. 斜 ユア ケレハ 上 調！ t ガ合 ハヌ樣 ニナ ル  - 

:J 管ノ 大ナル モノ ハ穴ヲ ル 必要 ァリ 
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帳 手 


H  (明治 四十 年ヒ— 八月) 


July  111. 7 一- IrlF 靈 岸嶋發 

P  4 一-  ； S  a:  111.  新 嶋村着 

にに 5-  July 


r1"= に<| 

fi 一-一 

7. 一" 10 

に r) ミ ，「>  二 


；. I  gust  or  -Scully- 

clatter 

lisle 

calm 

少シ 左方へ マ 、ノ 


氣溫 に 「) 「リ。 10-  一 >.  w-r 
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草ノ 類火 口-一向へ ル方 ハ皆枯 レ反對 の側ハ 綠色ヲ ナセル 「 

M3  July 

朝 六 時 四十 五分 lio.r  C 

Graph  N.O.  2. 10 一-  3fi 一一-  a. llr ii  aik 

0^  5s 頃 山上 着 

.11 ヨ 迄靜穩 

11 ョ ョ リ急 二  if. 聞ェ 次テ硫 氕ヲ增 シ之レ ヨリ 又 一回 clatter 此時 C  ノワレ メ ヨリ 

stc-am 出ッ 

1 ひ 頃硫 A1 バハ稍 多キモ 音低ク C モ 亦ャム 

S 小 51 曰 

18.35  ,/ 

///  Sand  1-Jpplt- ： 

/,  i  ノ處ニ ハ 大粒 白ク現 ハレ valley ハ黑キ 小 砂 チリ 

/  i  crest  ノ頭ニ ツー 一割 レ タル 如 ク見ュ 


46 


■  ま 


木 枝ノ折 レ落チ タル モ ノ 一一  モ 同樣ノ モ 

P  ノ  *It メナ ル？ 阪ノ  slope ト此小 柱. 


S ヲ 生セリ  一 

傾 キトー 一 ハ定リ タル 關係 十キ ガ如シ 


〇 竹 ヲ割ル 如 キ音ノ 後 二 ハ必ス 烟多ク 出 ヅ叉此 時 ュま… づ 

〇 Fissure ヨリ 出 ツル yteaj-l ハ 1 ョ ノ如 ク噴キ 出サル - 

〇 時え ドンと 云 ふ爆聲 ノ如キ モノ ヲ聞ク 「ァリ 

cab= ナ ルキハ 殆ント 音ナク 時. -遠キ 大浪ノ 音 


原 

. 康キ モ 


-出ッ ル st-eaJ-1 ノ如キ モノ モ増ス 


處ァ 


聞ュ 


手 

帳 


湯 場 老人の 話 

〇 人 「ヨリ 一 週間 位 前 火光 穴亍 一映 シ タル 「ァ 


47 


に 4 さ July 雨 

昨夜 發熟 ノ爲メ 宿に て 休息、 一 oil 3 一一 liter を やる、 中 村 先生 獨リ湯 場へ 行く。 

夜 八 時 t  =  23 ヒ。 

Ju-y  25. 曇り 

湯 場へ 登リ B  ノ穴  一一 tido  .§11,1^-0 ヲ 仕掛く 一」 歸 りに 途を 間違へ る 百合の 花 を 取る (爲 朝と 

云 ふ 百合な り) 

,luly  曇後晴 

湯 場へ より 原へ 出で 炭燒 小屋 を歷訪 す。 三 原の 雲烟 盛なる を 認めて 頂上に 登る。 火口の 噴烟は 

先日に 変らざる も。 火口の 上より 盛に 雲を釀 せり  . 

三 原 頂上 鏡 端の 側 t  =  lG.})。 

skt-tch ヲ ナス 

硫 一! バノ 急に 立 昇 リシ 時間 


帳 手 


ひ 

に 7B>  5 

30  0 
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5 

3 
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4 

ひ— 43 
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^ひ 0- 


^8 


8 〇 

に 〇 

ひ 


〇  . 

烟稍多 クナル 

烟ー 時 止み 
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八月 一 一日 

朝 五 寺大高 せ E 湯 場 迄 行き l.ciecl.d の^を^り て歸る 

中 村 氏, 夜 ヨリ 下痢、 石 谷 君と 炭燒 小屋の 處迄 行き ォ を 立て、 歸る 

八月 四日 

tent こ节： ^を 運び上げて 舍內を 一通り 整理す 

霧 深し、 法制 經濟 新報 記者 火口 中段に 下り 辛 ふじて 歸り來 る。 

夜雨 テント 漏り 布 圑を濡 す 

八月 五日 

レ、 き 己一； 1IZ.、 雾荣 レ 虱 句 東より 南へ まわる 

.ii 村 iir 晝 飯後湯場 に 行 I  ノ  f を 取り外し 石 谷 君 本 村へ 持歸 る。 

八月 六日 

朗5^*^6-11:氏ょ湯3^ へ 風車仕掛をなす爲め行く  ， 1 

U I ヨリ 正南の 低き 所より 登る、 途中 迄は烟 霧濃 く 吹き 来りし も 上 


so 


り盡 したる 頃 は 晴れ 烟 直上せ り、 火口 內には 変化 を 認めす。 唯 青竹 を 割る 如き 音 は 今日は 聞へ す 

中段に 下る 途を 求め、 崖の 3/4 位 迄 下り 引返す、 硫黄の 如き 多孔 質の 塊 を 砂 層 中に 得たり。 三 原 

頂上に 向 ふ 途中 所觀 

〇 杉 葉の 如く 削れた る 砂 ， 

〇 砂 層 中の 空隙 

〇 落下して 割れた る岩片 


〇 凝^ 中に 幅 五寸深 一尺 位の 割目 火口に ォ S お eni-al 一 

n 杉 葉 珍 (稍 摩减 せる 如き) の 板の 上に 帶 黄色、 厚サ 

一寸 弱の 凝 砂が 平滑に 布き 其 上の 割目 直線に 近し。 其 中 

雀ミ タル 處の 廻りに ladial &  tangential  fissure を 見る 


〇大 なる 石彈 A 


. 〇密 なる 岩の 核 を 有する 石 餅 矢 張 紡錘 狀 にて Concent 

〇 鑛滓狀 の 層の 上に 流れた る帶 黄色 の 細 砂。 其 緣端洗 は れて 木耳 狀 をな す. 

凝 雨に 會 ひて 山 を 下る。 馬の 背の 邊は雨 下方より 吹き上げら る。 雨の さ ひ. 

力 前方に convcrg.e シテ 面白し 

手 山上に て 見た る 動物 

帳 蛇 (薄き 黄褐色)  . j 


Kafcl- (揭葉 色、 靑き iridescent) 

てんとう 虫 

油蟬 

午後中 村 氏と 鏡 端より 野增 道の 處迄 行く、 霧 深し. - 人の 見えすな る 歩數百 歩位歸 りに 雨に 逢 ふ 

歸着 後天よ く晴 る。 三 原 近く 見 ゆ 寫眞 一枚と る = JTalo 現 はる、 東北に 燈臺見 ゆ、 Tclseol 

にて 見れば 附屬 官舍の 如き も の も 見 ゆ 

友し. 、口の 上方 赤くなる 時刻 を (-bserve す、 雲 西南より 東北に 向 ひ 不断 走りて よく 觀測 する 能 は 


大梅、 火口 泵 tent の處 にて 見た る Halo 

右 〔下〕 図の 如し 

始めて observe シ タル 時刻 5  一-  p.  m.  57 

の 方 は 少時に して 消 ゆ しかし 25。 の 方 は 

長く つ く 

海上に 白き 燈臺の 如き もの 見 ゆ 其 Kear- 

ing  24!>。 岬の 內 側に 見 ゆ 

澄臺 長くな り 叉 短くなる 樣に見 ゆ、 
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八月 七日、 霧、 西の 風、 

石 谷 君 十一 時 頃 登り 來る、 魚 を 送り 來る、 剌身を 作る 白馬 會の人 四 人 立 寄る、 午後 三人に て 

三 原に 登りた れど烟 深く 風强く 得る 所な ク、 三時 頃 teiit に歸 着、 獨り湯 場に 到り tide  f^auge 及 

風車の 紙 を 取り換え、 元 村へ 下る、 本道と 間道の 分岐点より 村 外れ 迄 2300 歩 {dcuhle)。 人 浴、 

食後 雷雨 烈敷 到る。 早く 就寝 

八月 八日、 朝 雨、 元 村 は 南風 

島廳に 到りて 謄寫 版の 有る 事 を 確め て 山に 登る C 南 爪と ヨき 及 大根 を途 る、 十 時 四十 分 

着舍。 午後 石 谷 君 は 下痢の 爲 下山 兩人は 湯 場へ 行き Tl-2..moJ^Taph の 紙 を 取り かへ る、 虱 車の 

方の Cylinder を 二 時間 廻し にして 試む 四時 四十 分 歸舍。 夜 も 霧 深く 何も 見えす 

八月 九日、 霧 深し、 風向 は 依然として 南西、 

午前 は 何もせ す (i§th2- など 讀む 午後中 村 氏 は 原へ、 自分 は 湯 場へ rssra を 取りに 行く 霧 

や \晴 る、 湯 場より は 伊豆の 山 i よく 見 ゆ、 湯 場の 望遠鏡に て 見れ は 千ケ崎 附近に 釣船 出で たり 

手 八月 十日 晴 

帳 八 時 頃 登山、 甚靜穩 なり 九 時半 頃 音 稍 高く 時. -ピ シャ く又ド ンと いふ 音 あり 十 時 頃 一 時殆ン 
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ト音 なく 時え 遠雷 ノ如 クド P 々と 云 ふ 音 あり 

火口の 頂上 馬の 北 = の處 にて 前日と 同様の 蛇 を 見る、 

火口 附近に て 見た る 動物 は此 外に 尾部に 鉄の ある 虫 

火口 ヨリ 北— 東 五 点の 處 より 皺 ある 燒石 

火口 西 東. - 馬の 背の 中程に ての 傾斜 

外側 ；ミ。 

內側 ； 32。 

馬の 北 R より 結 壁に 移る 途中の slope に 稍 南に 傾ける 薄き 凝 灰曆、 iHva 片 

の 下に 現 はれ 居る を 見る、 此邊縱 皺 ある 芋 石 あり。 

火口に 對し 北— 東 7.4 l」t より 絕壁 

此邊 にて 给 形の K§ib ヲ得 

歸 りに 鏡 端に 對 する S1CPC にて 叫 聲を發 す、 反響 三 秒 半 位 P3121S ス (此 時よ く 晴れたり) 

歸舍、 中 村 氏 着- - 霧 叉 起る 

午後 二 時 前後 十回 位ド ー ン (遠き 大砲の 如き) と 云 ふ 音 を 聞く 三時 過 中 村 氏 石 谷 氏 は 湯 場に 

自分 は 1* び 登山。 霧 深 けれども 時. M 火口 內を 瞥見す る を 得。 火口 內は 靜穏唯 僅に 低き 波の 如き 音 

を 聞く のみ (中 村 氏の 話に よれ は 3 一-  25"-p」u. 湯 場へ 行く 道、 外輪山の 頂に て 二度ば かり 應聲 

を 聞きたり と 云 ふ 此 時刻に は 自分 は 火山の 斜面の 脚下に ありし 頃と 思 はるれ ど 少しも か、 る 音 

を 聞く を 得 ざり し) 一 つ 石の 少し 內 側の 低 所に lapilli  ノ 間に 犬なる 芋 石の 存 する を 見る。 其 周 
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帳 手 


圍はづ 砂 や lapilh の 外 小 許の 塊狀 熔岩の 破片 あるの み、 もし 芋 石が 山 崎 氏の 云 ふ 如くに して 生 

する ものなら ばか \ る 處に存 する 理由 鮮し 難し 

一 つ 石 方面の 外側に は 莎草及 虎杖の 處 M に 生せ る を 見る も 他の 側 は 殆んど 不毛なる が 如し 

歸 り-一中 村 氏と 會す。 午前の 如く 反響の 有無 を試驗 したる に 少しも 聞え す 

八月 十 一 日 

午前 〇 時半 頃 雷鳴の 如き 音 を 聞く、 電光 も 見たり。 朝 雲 小き 故 登山、 

Station  A にて 火口の 寫眞 1 一枚 中段 小 丘の 寫眞  一 & とる 
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station  A より 火口に 向 ひて 左の 方の 岩の 裂 目より 火口 內に 下る 第一 中段 は veraiidi 一  の 如 

く 崖の 下 北より 西の 部分に あり 其 幅 五六 間 位な り。 下り 口より 右に 迂回して Nss.alln^-  811e 

に 登る、 粗 砂の 表面 溶けて 皮 を 被り 所. -の 割目より 蒸 111；： を 出せり 其れより 第二 中段に 下り 累. - 

たる 燒 石の 堆積せ る 上 を 過ぎて Station  A の 下に 到る。 中 村 石 谷 二 氏の 下り 來れ るに 會 して 共 

に 火口の 東方に 到る 嵯峨 たる 熔岩 片の 尖端 炎の 如き 形 をな し 岩の 表面 は 白き 物に 蔽 はる。 此處 

にて {ぉ 眞四枚 取る。 岩の 間より 蒸 J! バを吹 出す、 硫臭 なし 針狀の 結晶 岩の 窪み 砂の 上に 布け る を 

發 見す。 晝 食の 結び 一 つ 食 ふ C 其れより 三人に て 引き返し 再び Nausanll^s  cone に 向 ふ。 途中 

溶岩の 拾れ て 芋 石 を 成せる もの 累. - たり。 第二 中段より cone への 登り 道 は 小 砂に て 表面 熔 くる 

に 至らす。 途中 黄色 及 紅色の 土塊 露出せ る 部分 patch をな して 存す 蟻の 巢と 名く。  Naiiniann  一  S 

cone を 越へ て Station  A の 反對の 側に 至る。 帶綠 色堅總 なる 熔岩 片の 巨大なる もの 其 表面 桃 紅 

色に 変した るが 累 えとして 崩れ か-^ れり 其 脚下なる 絡 壁の 裾に platform あり。 石 を 投げて 音 

を 聞く 迄に 殆んど 四 秒 半 を 要す 其 platform の 先は眞 直に 火口に 陷る 此處 にて skadl 數葉 

を 作る 0 

づ 59S  40"  splash 

に-  0  、ゝ  K ン 

4<>  ビシャ 々 々。 烟 少し 

1 51}  靜、 直 チにド ン 
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帳 手 


にョ ；ミ"  烟稍多 

;}  40  烟無  - 

「) 一一  烟少出  1 

^  -2()  ジ ャ 1 

r>  ,15  K ン 、 ジャ， I 

1-  烟 次第に 增す 

7  ；ミ  ピシ ャ々々 、 烟盛 

S  45  ド ン C  splash 

一- >  ,-「>  烟多出 

I 1 ； 5  ジ ャ 1- 

I に"  y ド ン 

ョ  シャ ー 烟多 

13  0  シャ ー 烟 

1:" ；ミ  ド ー モピ シャ々 も 盛 烟も盛 

14  30  ド ン 烟多 

15  27  大 なる ド ン 。 $ ジ ャ — 

烟は 却て 稍 薄  お 


tC     to     tC     to     to     IC  DO  tC  r-i M  r-i 

CX     <1 O     rf^     CO     tC  H-  O  00     ^  C5 

ISDrf^r-'COMtOCnrfi.Coa-tC  Ol(~>  w     cn  M 

CrtOOOOOCOtOOOC:OOiCTOOCO>ti. 

ひ 


音 一 時 弱りて 後烟多 

烟 厚し 

ジ ャ ン、 遠雷の 音、 烟盛 

烟 出で 

靜 

烟 薄し (甚た 薄し) 稍靜 

烟ノ  gust. 

ジャ ー 烟 次く 又 ジャ— 

黄烟 一朶 

ドン々々 

シャ 1 

烟 薄ク、 ..トー 

烟 出ヅ。 シャ— く 

ピシャ グ 

烟 多くなる 

ピ シ ャ ン 

力 チリ々々 
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帳 手 


28】 

a】 

31) 

さ 


41 


に 一- ^4" 

2- ひ 7 一 


ひ08 

に ひ 

ひ 0 

に 「) 


き 

き 

10 

き 

3 ひ 

き S 

0" 


シャ ー 烟 急に 出で 

シャ T -々々 烟出 

直ちに 止む . 

烟 盛に 出て すぐ 止み 又 ゆるく 

K ン (大) 

頃 遠き 地下 にて 雷の 如き 音 あ 

き 音と なる 

ピ シャリ 

グ 

シャ T -々々 烟 薄し 

迄烟 出す 

少し 出始む 

シャ 1 

ピ シ ャ ン 

頃 再 ひ activity 盛と， なる 


出づ 


上の 方の ド ン 々 々と 云 ふ 音 弱り 波の 如 


寺 田 一 

中 村 一 


時計 比較 
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舊路 により 第 一 中段 を 廻りて 歸る。 風向 東南に 変り 少し 上れり。 食後 少許雨 直ちに ^ 

晴る。 登 下に 火口 內の 想像 喜 図 を 作る 

夜 山 赤し 

八月 十二 日 晴 

朝 八 時 頃 出發。 吾等 三人の 外に 隨伴 者、 稻葉喜 一一 i 郞 (炭 商) と 外に 大宮の 者に て 一 時炭燒 小屋 

に 寄寓 4- る 某と なり。 携帶 せる 物品 は l)hototheodrit の 外に 糸枠に 卷 ける 麻糸 六 百 間、 石灰乳 等 

なり 

先づ 第一 中段に 下り Base  line を定 む、 長さ 七 八 尺の 木の 棒に 白き 布片を 縛りた る もの を 

line の 端に 立つ、 60 余メ ー トルと 九十 余 米と 二つ 相 接して Bases を 作る。 此の 棒の 位置より 主 

なる 諸 点の Azimuth を Prisnmtic  compass にて 取る。 其れより 第 一 中段 を 右に 廻り Nauinn 

2se の 上に 降り。 之れ を 越えて 所謂 白 石の 崩れに 至り phototheodl.ite にて 撮影 

晝飯後 火口に 糸 を 渡さん として 着手す 先 づ白石 崩れの 岩に 糸の 一 端 を 結び 喜 三郞石 谷氏兩 人に 

て 糸枠 を 持って Naiann、s  8ne に 登り 第一 一中 段に 廻る 中 村 氏と 大宮の 男と は steam  fissure 

の 頂上に て 糸 を 操る。 

Stm  tls. と 螭の巢 との 間 は 無事に 張り 渡す を 得 たれ ど 最後に stmlls の 断崖の 一 角に 引懸 りて 

-す。 後日 を 期し 糸 を 其 儘に 殘 して Ptoto に 取り か、 る 始め Nalsmnn の 第二 峰に て 二お 

第二 中段 低處 亀甲 石に て 一 枚。 其れより 累々 たる 熔岩 原 を 越え 晝食 場に. 至りて 一 枚 をと る。 


糸 張り を 中止せ し 頃炭燒 小屋の 者 1 一人 下り 来る。 

喜 三 郎等 晝食 場に て 石 を 探 取す。 

余 は sketch 數葉 とる。 晝食 場に て 波浪の 卷返 すに 勢 驚た る 培 岩を寫 す。 

三 原の 崖 下に は 炎の 燃へ 上れる 如き 熔岩の 累 えたる 處 あり 

鰹節に 酷似せ る 芋 石 を 拾 ふ (station  A の 下の 崩れに て) 

夏 目 氏へ 土産に とて 水盤 用の 石 片を燒 石 原に て 採取。  . 

石灰乳 は Na§ulnu、s  cone に 1 一箇所 印したり 

最高 峯には 十字形 を Cardinal  pt に 向けて 引き 第一 一峯に は 東西に 一 線 を 引く。 石灰 汍 人り のビ 

—ル 瓶此處 より 轉 落し 途中に 止まる。 

歸舍 食後、 山 非常によ く 晴れた る を 見る。 即ち 登山に 决す  - 

衣 九 時出發 Acetilenc 燈ニ箇 C 三人の 外に 大宫の 男隨ふ 最初 例の 如く 北側の 低 所より 登り 

fetation  A にて sketdi 其れより 一 つ 石の 方に 廻り Station  B を 通過し Station  C の 手前に て 

叉 sketch す 

霧に 次て 細雨 至り 寒冷。 

舊路を 取りて 引返し 十二時 半 過歸舍 C 湯 漬飯を 食 ひ Kl.andy と 水の 混合物 をのみ 熟眠. し 

rNausann-s  sne の 頂上の fissure の 中の 溫度」 

手 staticnw の 近に て 蒸氕を 吹く 處 あり 先日 來 りし 時にはな かりし 如し 
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八月 十三 日、 夜來 雨、 朝晴る 

中 lE 氏 は寫眞 種板 取り かへの 爲め 下山す。 

石 谷 氏と 午後 湯 場に 行き 紙 を 代へ 叉バ 予 C 風車の) を 弱き 方に 取換へ て歸る 四時 頃 中 村氏歸 

着。 霧 深くなる。 . 

八月 十四日、 霧 

朝 中： & 氏に 顏を 剃りて 貰 ふ 
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帳 手 


手 帳 (明治 四十 二 年) 


Gcog-rapljlsclles  Collocjuiiim 

〇 日照時間の 分布 

露西亞 全体に 於け る 各ステ ー シ ョ ン に 於け る觀 測の 統計 (五 年間) よりして Relative  somlcm- 

schein の 同し 点 を 列ね る 時 は 等 日照 線 を 得。 又 Bewolk? にっきても 同様の 線 を 噂。 比の 二つ を 

比較した 

又 Feuclitigkeit にっきても 同様の 事 をな す を 得べ し 

叉 T%.lich  Isaxn- が 季節に より 如何に 異 るか を 調べたり 

8.  6,  i 

〇 Ice  crystal の 成長、 犬なる 結晶が 小なる 結晶 を 侵して 生長す。 此れ は實驗 にて 確む る 事 を； # 

ると いふ。 (此れ はしかし 接觸 面の curvatus 等に 關係 ザす や？) 
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f の Schichtung は廣き Becken にて は horisstal なれ ども 狭き 谷に 人れ は Faltung 

を ml し 比れ が甚敷 なれば vcrtikal cd.  facher  Schichtung を 起す 


Gr つ tsdier の Bewegung は SchicLt  zu  SchicLt に 起る と考 へざる ベ 力ら 

す。 即ち 各 M の Schicht は 変形せ すに 下の 層の 上 をす ベり 行く。 而 して 其 各 

相 隣る ScMcU の relat,veGesclsv. は 下層 程大 にして 極上 層に て は 極めて.^ 

. より。 ち M 上層 は Ganze として 動く と考 ふる を 得。 但し absolute  Geschw. 

.H 上方に 至る に 從ひ大 なる 事 は 勿論の 事な り 


〇G1-Undriss  del-  stM-dte  von  1)1- 

新 市街と 葡巿 街の 相違 etc 


-hii (や 30.t;-l.al)lliscllell  Kollcqukun,  d.  6.  7, 


さ 9. 


^sr  の 此れに 對 する wen§kw 中日 本 や 支那の 市街が 東西に 向き 居る 事 を 注意した」 


plyck 敎授 ElcktKS  theory と stshlung  PI との 調和の 困難に つきて 諸家の 說を 引き 論 


模手 


す。 

〇17.  Juli ビ 9  . 

l」rof.  warlburs- 

d  stl.ahlcll の Abl21k ミ 1.14. 

〔講演 筆記 略〕 

〇d. 19.  Jruli 

Ivlllscsll  dos  Mcereskunde 

K. l)cli(-rter  Steinsalzblock  aus  doL-  Anhydritrcg-iou  des  Stassfurter  Steinsalzlaeers. 

7  mm  Starke  Schichten  vou  A】llly(l 一- it  (cilsp)，  wccliln  w-it  s—9  §1 starken  NaCl, 

10000  Jahre  f  al-  900  "n  ;Lag-cl に 

Stciiisalz の曆の 厚さ を 建築と 比較せ り 

2.  Masgslkucllsl 直径 四 センチ 計り 

〇 八月 三日 
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Potsdam に Schmidt 敎授を ij^sl 

Masletisches  Observatorium 1 覽 

Absolute  Mesig 

W き Inlcn- 1  o  02.. をき める 爲には t 

Relative の 方 は photogl.aplue と bye  cbs.  > ^^？ _  プ 

一 0 に coil を まきたる もの を 附屬レ あり。 

. I  〔第 十一 卷四五 〇 頁參 照〕 

Ila  (1909) 出品 

〇Rei;i&tl-ielappal-at  ク  。 

1. f  Boit  fiir  Ballonides.  Barogr. は;^ 形 

2.  Alal  fiu-  Feilhalter. 電 UK にて Asphation をな す 

3  Marvin,  f lil-  Drachen.  Barogr. は Drum 形 

4.  ASSHrnnn,  ftil-  wal.  sonde. 壓 縮空氕 にて Aspil.atsn をな す 

〇Aitken*s  staubzuhler 

OLibellenquadrant  von  ButenscbSn  (Hamburg) 

比 外 Fuess の 各種 UK 象 器械 

slwindler  Foyer の 器械 


68 


帳 手 


Bane.e の Ballontheodrite 

OAachen  i! バ象臺 より 種々 學術 的の 出品 あり。 此氕象 臺の報 吿文は 重要と 認む。 

owallonsondc のゴ ム の耐 カ試驗 器。 頗る 大 仕掛な り。  — 

〇 各種の 寫眞 中、 落雷の 爲 Draehcn の 針金が 燃へ て 空中に 烟の線 を 引きた る もの あ」 

ozcppelin の 舵 は 凡て 1)1 一 lly と 糸に て 動かす と 見 ゆ 、 ^1 

〇 鳥 や 虫の 羽根 陳列 

蠅の 羽根の 振動 曲線 を 書く 器械 鳥の 羽根より 起る 風 を 示す 装置。 

owerson のの りたる 氕球 pl.euin の 內部を 見せる (內に 風 を 送りて 膨らせ あり) 

owallon  Haus の Design 

owallon 射撃の 大砲 (自働 車に のせた る も あり) 

〇 水素 瓶 を 積みた る 車。 
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帳 (明治 四十 三— 四十 四 年) 


十月 十三 日 〔明治 四十 三年〕 

； Landesajistalt  fur  crcrvvasssrlcunde,  wilhelmstr.  7 の を 訪ひ Geh.  Ilelhnann の 介に て Di 

1  つ isdier に面會 Prcussen の Hydros-raphie にっき 慨要を 聞 取る。 


明治 四十 四 年 

Am 16  Mf  vormittags  nahm  ich  seine-da!fer  am  Quai  de  Tuillelie.  Hagel,  sclie 

und  Rln  abwechselnd.  A ョ Pont  de  i.  steige  ich  i.  Ich  kehre  in  eiin  besclgdin 

I.okal ein  I  Dejier  zu  nehgn.  Nach  dem  Friihstlick  ein  a  Besuch  g  keri- 

sehen  Museum.  - 

Um  2 ぜ n.  gelai  ich  Bureau  International. ま nsieur  Benoit  selbst  fUhrt  3】ch  dm.ch 

1. Einfaches  ws き arator,  wrunners.  Prototype 

2.  DO!>pelfol.m  fUr  versehiedene  Temperaturen. 

3  Grosses  Universalkoniparator づ on 

4.  Rsgistrierende  Kontaktkoglator,  2  W3  f ぽ 1>  Sicherheit  2/10 卞 Etaloi  fur 

schicdene  lia-nge. 

一 、ノ  Ende  des  zyliudrilen  Etalon  ist  die  Kugelirnche,  die  das  Durchgs- 

^  ih^^^M  0^2.  Enge  hat.  Diese  Etalonne  sind  f  Ur  die  pl.acision  Mecna- 

V  nik.  Besonders  flir  die  Kriegtechnik. 

5.  Komparator  fiir  4  metre  Maitab.  gr  die  Einheit  des  vlleils,  sind  fast  alle 

Massstabe  der  verschiedenen  Jiandem  hier  gemessen  Borden. 
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手 


Del-  erste  Massstab  一 vurde  mit 1 metl.c  Massstab  verglichcn.  Daim  die  andcrc  mit  -iesem 

6.  Im  ICellorraiuu  bafiudct  sich  etwa  30135  m  langes  E:oiTidol.,  das  fdl-  die  A-ergleiclmng 

der  jSderin  Dl.Jlhte  IbL-nutzt  wird. 


7  fcste  Punkte  an  d。r  Wrmd.  Die  Tsllpcn..  d.  .vvand  g-elnesseil  durch  eingesteckteu  Thol-lno- 

scitor. 10  flir  A^cl.g-leichung.  :Prof.  wenoit  1-ttluut  der  Zweckmassigkeit  der  jdderm 

D-.aht.  Er  schlli._:5t  cs  vol.,  die  zsll  der  wasis  vcrnshren ;  was  durcli dg  kleineren  ； kassn 

Im  Shuplontuniicl  hat  riian  die  Entfernung  von  42 km  in 16  Hp^.o  2  ma】 10i=.  Also 

ca ひ kin  pro  Tag-,  daboi  Avcnig-er  Personal  aufwand. 

Die  Anwcndung-  del-  Invar—blinder  die  in  Ansl-ika  ausgefUlirt  wth-dc,  ist  bedenklich.  Die 

Herstelluns?-  del-  Bander  sou  sehr  schwel-  sein. 

7.  wasn や Hiue  waa^^e  ahnlich  derselben  in  Tokio.*  Eine  .vvaage  in  A^acuo  von  Bung-e 


？ 3 


die  iiacli  Prof,  weuoit  nicLt  allzu  s.elbraucljbar  sein  soll: 

p.t.  uiiu  aucli  Quaitz 


Gl-ii¥  clazu. 


*unl  den  sunittpllbaren  W^OB^P^^  z,wischen  den  .vvaag.escllaleu  unci  die  G.2vlchxe 

zu  vermeiden,  wel-den  Z.V51  gleiclie  Qual.tz;platte  als  die  unterlag.e  del-  Ictzieren  an- 

p-ohraclit.  Man  fUrchtet  die  nietalhsclie  JLOSUng-  ！ 

In  cliesem  Raum  l-ef indct  sich  ein  Aj>iparat  fih-  die  verg-leichung-  des  Barometers. 

8.  op-tischcr  Raus.  Hier  i&t  del-  Ap-l〕al-at,  init  tleiu  prof.  Miclielson  zlsl  ersteii  Male 

(lie  J ミ. trischc  liills-e  mit  der  wellenlang-e  des  Kathiiimii  L-icLtes づ ergliclien  hat.  ；? I.OI.  til— 

chclscn  soil  hicl-  (-a 10 IVIOnate  gearbeitet  ^^p^ros. 

pel-rot-FalHysclle  Ideine  AIJlTal-at. 

9.  0!astll2-lucjllt-t2-.  chapfsis  Uritcrsuchungcn  del-  Glasarten  siiid  lucr  -ul-chgefallrt 
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10.  Einfachel-e  GastllerlllslK-tcl-.  Ilior  wiinlo  (lie  Anwel-hmg-  (ICS  -Toluols  fur  一- as  T112.mo- 

nlctcl-  crtliicli け. 


c 


ト 


T  

；-ず 


手  IJ-l  iraiizoii  Frillllo-eldl  sind  3  Kasls  vcl-llalKlclr 

0 


75 


Das  aerodynamisclie  observatorillm  m  TI.ap;pes. 


r】 $ff 

act 


ま 


Papierballon 

30  f r.  pro  wlillc.  JVUhsr  hat  San  woclientlich  2  od.  3  Aufstieg-  gciiiacht,  abcr  jetzt  ； 

； 30  o<L  -40 In.o  Jalu-. 

wallon  aiegt  sehr さ eit  0-5-5^  nach  wosnien.  H-gas  el-zcugt  aus  Eiscii uml waGP. 

Dl-achc :  ^nMHJ  kleiner  als  in  Lindenbarg.  Aiich  zusainiucnstellbare  grdssere  Dl.ache  flu. 

^  一な JEXlr-editionen. 


Registriel.cndes  Instrument : 

300  Granune  Ge.wlcht. 
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FLU.  die  Ablesiui に., wcndet  inan  den  ,A.I〕IJal-at  -^21 I  ？ 


Trclsllcl  gil.eLt  durcli ein  Elec.  Motor  vsl 4  P.K.  Alles  Iglichst  bilug-  geniacht. 

F-ilotballon  fast  niclit  aufgestiegen. 

BsbaehtM  tics  Ballons  aus  bekanntel- ； Basis. 

Die  TJitkkcit  ties  obscrvatol-iui  liat  im  Lauf  der  cinigen  Jalirc  abgenommen,  weil  Herr 

Teiircnc  dc  Boit  sich  mehr  mit  den  Expeditions! Isd  del.gleichen  bescMftigt  1st. 

Jetzt  wird  seine  i\rbcit  kul.zlich  verspentliels  wcrdcn.  .  A 

D2-  Drachciiaufstieg  wil-d  jetzt  gei\ ざ rdet さ egen  del-  Tramway  Leitun.e:.  (In  Tcgel  hat 

eine  Unfall  el-eignet,  vol-  dsn  ullRu.q-  nach  L-mdenborg.) 

Die  Zahl  del-  Ballons  liier  aufgestiegen ザ oluuft  sicn  auf ト400. 

Die  samtlichcn  vcniffientli Chung-  herausgegeben  von  Gauthicr-Villars  in  Paris.  WIS  jctzt 

3  wande  cnscllis(>n.  Band  E  noch  nielit.  Bd.  N  gtllalt  die  Resultatc  des  Drachenbeob- 

手 apuung-en.  Ein  Band  fth-  Ballonide. 
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I」"Ecok;  nationalc  des IVLincs. 

,L.  ； Laboratol.i ョ >i del-  experimental™  ^50^5-^^^^. 

Atzfk-ul-ell  del-  vcrsuchssttickp 

に. Itaboratorium  fiil-  Hkktsteclmik  fiir  Pi  aktikanten. 

Dynamo,  Motor,  Htc, 

a.  DJtmlmgskoeia 

ra-eheizt  in  Elcik.  Ofen 


，.l>ml).  g-suesscn  dul.ch  Ife  Chatctier  pyrcnster. 

13.  M<"sslmsr  d.  J?ol-osit;it  tun-  l》05ellan  Etc. 

c.  Mx>ssmi に- d2-  Iln-ltc 


帳 手 


(1. UJlnvJllKuln お 21 (1->S  Stalils  ； phoxog-raphjlsch  g.cz2chnet. 

!>ie  ozcanogra;ph.k}  in  Franco. 

1 ト Stnxioiicu  an  del-  ivuste.  tjast  nur  _blolog.lsche  Al-t>elt.  in  Mcllaco  inaclit  juan  cine 

1-eg.cllnassig.e  Beolbaclltuns-  (Itu-  Wassertemperatur  und  des  salzgcllas. 

T.houlct  lla-t  +fruLKn-  eine  g-rosse  Anzahl  i-lasdlenposten  aus め esel;zt. 

Physilcalische  ulltal-sudml お -en  fang-en  cl-st  jetzt  an,  iiut  del-  Errichtung-  des  Institulies. 


zwcn  gTosseld  KofCer  alb;^.cllah;  von  der  folg-cnclcn  ！ F-lnua  :  Jos.  J  •  M-,05-^p^^,^. に 6 1-. Btn.g^l-C, 

Paris  zul-  JFOl-del-ullg-  jiach  London, (19  Trelbo づ 01- Rd.) 

MJiiz  26,  PI 

At>fa-hrt  voii  P-Jl 一- is  (1*2-  40)  na-ch  Brussels 

27,  . 

Uecle  izob3elvatoll-e  Roy,  sel-vlce  ； M^teorolos^lqllc 

Konalasche  p>110I;0g-r.  l.einstricl-ull.t;-  (ICS  Tncnlur  15(1  Bal-OTneters. 
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woltsnmesser 

stevcnsollschc  I:uit;1;e 

stralllung-snssser  (dasselts  wic  5  P*arc  Mt  rsc ョ-】 る 

〇 Service  Astronsnlque 

chronos-raph-Gauthicr.  Das  Instl.lullcllt  driickt  bis  auf  S (二 sn<lc  die  ZiCit  (les  Signals 

uhr  sJimtlicli  von  Ricaer  in  Iviunchen. 

2  Jioriz.  Pendel  fth-  .2  Koluponcn^en. 

1000  kg-  .wiecttert  flk lioriz.  Koinp. 

Wiechertsclie  -vel-tlKal.  Jnstl-t. 

Galitzinsdies  Tnstr.  in  Aufsiclit  genonclsll. 

Erd.  Mac:: 

JEn^lisch-e  systsu  (！ Icglstr) 

Kew-inag?  (Absol し 
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帳 手 


Wilde  (Absol.)  一 

.Aim.  Elek: 

Bendol-fsclle  1-eg-.  fnstr. 

Board  of  Agriculture  & IPisliery,  White  Hall  Palace,  S.W. 一 

〇Thc  free  atniosphere  in  ttie  l-c^loll  OH  tlie  ； British  Isles  一 

P>Repoit  of  tlie  ad.vjsol-v  COJllmittces  j 

1) Wind  structure  一 

*2)  .vel-tieal  sstion  in  tiie  atmosph.ere  t 

3)  Rotatory  inotion  in  tlie  atmosljllere 

4)  Bcsrfort  scale  of  .wind  force 


Gcoj>livsical  Laboratory,  .washln^k-n 

◦  specific  Meat  of  CJuaitz  (white 氏) 

〇 急の 冷却 により 熱せる 時の 狀態を 見る 事 

(de  Khotinski  cf?Inent) ガラス 類と 金屬の 接合 

C-Gas  therm.  (Mr.  Day) 
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◦  Diffusion  of  Metal 

. 〇 Eion.gatlon  (washin,gton  obelisk) 

QTUlcllng- 

〇Jlig.h  pressure  \vlc.  Am.  J.  S. の June  Number に發 表の 害 

〇 Expansion  of  pt. 

〇Day 氏 は 英國滯 在中の 由な り。 

T§§ann の 壓搾ポ ン プ は 不完全 との 評な り 

Pressure  sfsgc は schaefeel- * &  teodcMlbcrg- を 用 ひ、 又 absolute  Ji auoluetel- も mF ゆ Rock 

の Bending- 等 は Montreal の Adams 氏 研究せ る 由な り 

◦  Hlectric  Furnace は Fire  clay にて プラチナの コイル が內 壁に 卷き ある 点 著し 

©cement の 分 祈 もな せ  り 

〇 鑛 物の M.  P. 

◦  Rock に對 し高壓 高熱に 於け る蒸氕 や gas の action 

〇 乇 ー トルに directly に couple せ るパ テ ン ト穴 ェ氕ポ ン プ 

〇 パ ラ- ヂゥム Furnace 

〇 四 年 前 現在の 場合に 移轉 せる 由 
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〇 Diffusion  <jf  J~l,tal に は 種 i の setal の cylinder の end に 金 を鎮し 此れ を press. し 

Bureau  of  Standard 〔s  I- 

atHolut"  current  balance  (內 外コ ィルの Effective  rad. の ratio を slag-n.  needle に 及ぼす 

作用に て 定め 此れより mutual  Induction を 計算す。 watcu-  circulating..  Absolute  capacity 

measul-snent. 各國委 n 貝の silver  VOHamets- 比較 (Filler  paper は chemical  action ありて 

不可な り。 素 燒を用 ゆべ し) 

Standard  indllctan(s は 一 は saster  of  Paris に、 他 は JV!arble に卷 けり 

Air  condensor と 比較して Absorption の调定 

stantlal-tl  cells  (clifccrentlal  nletlKKle) 

Standard  Resistance  (濕氕 の セラ ッ クに 及ぼす 影響 を 防ぐ 爲ケ 口 シ ン を滿 せる もの を當 場に て 

製 出せり) 

Potentiometer は 多く  philadelf-hia の Leeds  &  Northrup 製 を 用 ゆ。 

手 3000  Amp の Cs-r21t  (ナイフ 等 を 引き 付く) 
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Ltusnor  &  Bsdl 目 n 但し photometer と Standard の距り 一 定し、 他方の 距りを Mh-um 

に record し 平均 を 取る 

Metl-onosy  ： 

Steel  Tape  with  notch,  Illval-  Tapes  of  50  metre. 

T-hermometry 

高 SI の は oil を circulate する ものの 外に、 Ail-  bath を用ゐ hot  air を 

circulate? せる もの を 用 ゆ。 此方よ しと 云 ふ 

旦し內 部の 溫度を 一 層 一 樣 にす る爲 Copper  cylinder を 熱し 其 中に air を 廻す。 

calorls.e.try 

Gas の heat  value を In- る各國 器械の 比較。 (現今 は gp" は 光よりも 寧ろ 熱の 爲に用 ゆる 

故 今度 Gas  Bill 新に 通過 さる & 事と なれり) 

Magnetic  Testing- 

「2/1  I-esting  Department 

Paper  Etc. 

(Pittsburg に 支 場 あり、 此處 にて 材料の testing- を 主にな す 由な り) 

Chemical  Part 

見す。 
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Liquid  Air  pislt 

ITampson の modification なり、 なほ c〇2 や 1,12 の 液化 もな す 

高 溫度部 

vacuum  J\u 110X6 等. -rhenuoclemcllt の illjlojuog-eneity の檢査 

其 外 

Oil の viscosity の International の 測定 

Bureau 全体にて 250 人 程の 人員 從事 せり 

Weather  —Bureau 

臺長 Mool.e  (w.  li  ) 

Chief  Assiditst  ：  Williaius  (H.  E)  Bigclow 氏 は Argentine に移轉 せり」 Abbe 氏 父子 

並に Marvin 氏に 會ふ。 M 氏 は 器械 部の 長な り 

liibrary  ： 

豊富、 

器械 部 

手  standal-d  wanxnleter は大 なる Fortiii 氏。 長き rod に ivory の 尖端 を附 したる もの を垂 

帳 下し cathctollltter にて 計る。 外に Adie 製の も複 標準と して 用 ゆ。 


85 


ryrrhelisueter  (Marvin  Nickel の Ribbon を Spiral に卷き 此の 面に 一一 スを塗 

りたる 上 を camphor の烟 にて いぶし 一 分 毎に Expose して 其 Resistance を 測る。 時計に て 

不断 大 陽に 面せし む。 木製の R き 器に て蔽ひ 急なる 溫 度の 変化 を 防ぐ。 後 此れに current を 通 

じて 執、： し 其 Energy の 量より absolute  value  of  radiant  energy を定 む。 なほ relative に不 

断 record する 爲には Callenclar の 】-ecol-din や Instrument を 用 ゆ。 

也 震 計 は omori-wosch の：^ に l\Ial-vin 氏の Inverted  p-cndulsn を用ゐ 居れり。 Wiechert 

氏の は 理論 上 可 なれ ど meclmnism 不可、 殊に vertical のは溫 度の 影響 多くて 不可との 評な 

り。 Galitzin の vertical は最 可との 說 なり 

1^ 水の g-slgc は inccamcal 式な り。 

天 11K 豫報部 

普 i 豫 報の 外に Cold 及 Heat  Avave の豫 報、 Hurricane の豫報 をな す。 停車場 其 他に 揭 

示す。 (pamphlet を 見よ) 別に 北半球 全 休の Chart を 作る。 此爲に は 世界中の record を電 

報に て 集む。 又 Aleutian 嶋の Station は 汽船より 無線電信 にて 洋上の 觀測を 受取る。 此の 

にて Typhoon 等の 米國に 達する 前數日 此れ を豫 知す る を 得。 Typhoon が 米國に 達す 

るに は 九日 を 要すと いふ。 此れ は 米國の 獨特の 仕事な り 

長 E. II.  ； BO,vvie 

河川 增水 報知 

地方に より 雨量より 計算 すれ ど 大部分 は Hmpirical なり 
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帳 手 


海洋 u バ象部 

汽船 報告の 宽集、 Mcteorclogicfll  chart の 製造。 

北大西洋の 部の 新しき addition は Fcg-  Frequency の Iso  curve を 入れた る 事な り c 

大平洋 等 は 僅に seasonal  chart のみ 

coast-  &  —Good  oti  0,^^11 T. V.O V 

Harris 氏に 會ふ。 (五月 廿日」 

此 liim さ U の 主なる 仕事 は Triangulation なり。 メキシコ より ァラ ス 力に 到る 大 aiv, 米國を 

東西に 橫 ぎる ァ I ク、 其 外 Philippine にも 三角測量 をな せり。 

Harris 氏 は レ llalysel- を 作りた れど當 局に て は 余り fare せす。 用 ひすに ありとの 事な り 

五月 二十 三日 更に Harris 氏 を訪ひ 氏の Analyser の 寫眞を 貰 ふ。 K.  0.  Fischer 氏の 案內に 

て 器械 部 を 見る。 タの测 定に用 ゆる Pendulum は D  0 形な り。 Absolute の 器械 はなし 

Tide-predictinJ?  Jrilline は 目下 鮮體 して 掃除 中な り 寫眞を 貰 ふ。 Lcvcllinf? の 器械 は 甚だ 佳な 

り。 Bubble を 同時に 左 眼に て 見る 装置な りフ H リス ( ) 氏に 會 ひて Cheltenham に 於け 

る觀^ 所 及 Sitka,  Arizsla 其 他 Station の 装置 をき く。  sawdust—ail-l-sawdust と 三重の 壁に 
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て 園み 0.2。  ， ^丄の daily  change はなしと いふ。 器械 は Es.ch§llagen  (relative)，  Eschenhagen 

(absol.) 及 Adie  (abs)  Earthinductor  (Edehmnn) 等 を 用 ゆ。 

地震計 は omol-i-Boscll にて ホ ノル ヽ のみ Milne を 用 ゆる 由な り。 地震の 震源の 距 りを定 むる 

Curve は大森 敎授の result と Rizzo のと 合せた る ものな り。 

(セォ ドラ イト 等の vertical  axis の 長き 事 をす、 め rs れり) 

Dep.  Tyyrr.  Ma^.  Qarnegie 

Bauer 氏 は 目下 Newzealand にあり。 Colonibo に 向 ひ 同地に て 觀測船 Carnegie に會 する 害 

なり C 

Fleming  (J.  A.) 氏に 會ふ 同氏の design せる ignetometer を 示さる。 又 Institution の 

觀没者 力 南 矛 中米、 トル キス クン、 アフリカ 等に て 活動せ る狀を 示せる 図 を 見る。 不遠 第一 回 

の SUIluual-y を 出すべし とい ふ。 

同氏 は英國 製の 器械 を 評して Clamsy  &  awkward と稱 す。 叉獨 逸の 器械 も 重くて 不可と いふ。 

同氏の 下に ある 職人 は Swiss 人と German なり。 米 國人は 商 一せ.^ と 云へ り 

Met.  W6>ather 

wslry 氏 臺長 

■Ivlmball 氏、 Pyrrheliomtter 及 Jpclal-ization 


88 


帳 手 


Su  nsli 1 llel-cco  l-dcr 


Ma お. Olbscrvatory 

Bar.  M:ax  ^  Min の 時に 於け る 周圍の 風向 を 種 立の 高さに つきて Tabulate し 居れり、 不遠 

發 表の 箸。 

高層 用自， ；記 機— の，： S 

CCS" にて 冷せ る Alcohol を spiral に 通じて Circulate して 箱 中の 空氕を 冷す 箱內 のさ 氕も同 

時に cirslate す。 而 して 同時に psnp にて evacuate し實 際と 同 狀况の 下に Calibration を 


89 


なす。 

Humidity の ealibr. は單に 他の 函 にて 三種の 狀况の 下に 。illibl-atKm をな す 

PSVC1-  House あり 電力の 供給 をな す。 

Station は Bluemout の 停車場より 六哩の 山頂に あり。 馬車 二 弗 半" 

Baltimore,  Johns  Hopkins 

Prof.  Reifl (地質) 

地震計、 ミルン 式 

.Philadelphia,  Morgan  Physical  JLaboratory 

Oscillogi  aph.  :M:cuth  col-rn  of  ol.san  pipe- 

Boston,  Jefferson  Phys.  IJal). 

Jpl.of.  Hall 

Salnne  , 

窒內の 音響の 分布 
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帳 手 


Ele(.tric  OS? の cul-ve を Bro さ n  ti  一 b。 にて 寫 n 具す る 事 

は ridgnian 氏、 高壓に 於け る 水の性 質 

Spectrograph  of  Ir"  ., 

P>hio  I 卜 111  observatory 

l〕l-of.  A.  L;lwl-212i  Rctcjl 

Mr.  L.  i\.  Wells 

w  IJ. 1〕. Steaiu  cnsnne 

Meteorograph を 紙鳶の 前に nx する 事が 特点 なり。 A き gsTaph は Rcbillson 氏な り。 Wire 

を 支へ る爲 めの 第二の Kite を 付ける 装置 は Lindenberg に 同じ。 

Ricl 一 al.d の Anemoc-inelnogTaloh を 用 ひ 吾れ り 
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帳 (明治 四十 四 年) 


25.  E ,  ノ L1. 

； LO.UVTG 

Ein  wirkliches  Meisterick  zeichnet  sich  dadm-ch  aus  das  es  uns  iib。rllaupt  nicht  zu  wun- 

sch.en  iibrig-  IS-sst. 

L-a  chaise  de  ral-tiste  cu  maniac  (pun  escalier. 

L-cs  autl.es  pikss  de  .Vinci  me  parait  cvgtl-e  pl-csque  nuue. 

Dans  le  piiicc  "  St.  Anne  A^irg-e  。t  Jesus,  je  reconnaitre le  visage  dc  Mona  Lisa. 

Madonna  von  Botticelli  die  in  del-  Reproduktion  mir  gar  nicHt  sch き crschien,  fessclt  meni 

手 wliclc  <3urcli  eine  sondert>are  tSchonlieit. 
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Die  Malerin き vor  Mona  Lisa  aif  ist  ja  holucderne  und  due  angekieidet !  Ein 

Diskol.d.  一 


Vor  dsu  Dcnlaual  von  ciubetta き ht  ein  Mil(-hwag.§. lli  ist  ciu  Rad  gebrochg.  Man 

t 一- m.t  l-llge  a.  Da  cin§  jicu  wu-a  (lie  Mf  b  vsn  f  eftigcn  whKlsti 

An  den  Ixi-lel-s  an  jimgen  Lcutcn,  fgt  grosser  Krageihonev  auf  •  Z5ueist 

von  tlla-1 ち- iin (ヨ o 二.  blausl  Fallsn,  mit  wciin  Strcifen  am  Ende. 

126.  ； DL,  SchSn  windig. 

Morgcn  :  Nach  Notre  Dame,  Mie  一一-  Kh-lcr.  Del-  pfai 一-  i み I  alter  Mann,  nut  kah- 

li  ScMdd,  dunkelroti  Gellt  und  dabei  Ir  stark.  Scin  Migc 一 vand  ist  von  violctter 

JFaibe,  l.eichlich  Istickt.  Kin  Ministrant  im さ eisseiu  Gcwaml,  Aval-tet  aui  ihn,  sc.heilt  die 

Gllc  und  1-eicht  den  heiligcn ま in  u.  s.  w.  Mich  mutet  der  Knabe  tr 画 is-  g.  Das  Licht  der 

Kcrzc  lihtet  die 1.&  BHnder  am  Mcssbuch.  Oben  stiiJmt  fahles  Imrpums  Licht  vom  Fiter 

hcruntel-  und  fal-bt  den  kahlen  Scliiidcl  (ICS  pfarrers. 

An  liauptaltar  ff gt  auch  die  Messe  an.  Choi-  Sid  (lliilindc  Orgelklang.  Emponvlr- 
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Ibslnde  weihl-a-nrh,  二 5-  von  d21 stl-a-llh-.n  vsu  Fellstel-  IKilt-lldltot  wil-d.  sill  Gk-ncr  „;a〕lullelt 

(llc  Rodlnully-,  vol-  ihm  srhl-olts  (lor  Aui.sLvhoL-  Aviil-UJg-  cnllKU.,  iiiit  seinsu  sts. に iind  unifon-l. 

vcr  dsu  Stamilbild  JVla 二 cllllas  l£ni21  cini-iid  Frsuluo.  NC-bo】l  dieseiu  steht  ein  G.itslbild  von 

JungTl-au  von  Orloan.  Fii 一-  二 icses  soil  el-st  das  Gold  g.esa.mjue】t  一 vol.don. 

consol-vat ョ-づ dcs  Arts  L-t Ivldtiel- : 

Aju  Sonnti お. (； .vv-erdell  zwoi  i3 ゆ-. .vortl-lis^e  aljg-dhalt21 1. a】-l  .10, に jim に- ャ 

Ntulhluitta.!;- ：  Bois  de  Koclcg-ny.  Ut>ur  3  J- 一 al g-ross  Avie  ，rlc31 お a-rtan.  I>er  Wald  sidit  Juohl- 、 

narh  d.  Niu.lll- aus  ais in  ulcssu.  All£-ll3i  Fiilirta  sind  hicl-  in  balltsu  Hi n-1. Irld-Jlel.-  v5-treten  : 

Autos,  dannlsu-  lll,\uricisestps  Galaauto,  Mictautos,  Alltodl-oso-Ese,  und  soleho  fiir  Reniieii ; Fja, 

cl-os,  th.oscllkL-,  Eselg.aspn,lm  ml 二  so-i^al-  llansoj?  Die  Illsas-soll  j-ii--  j 一- -121  Fillll-ten  z(-id-mMl  sirh 

\-ou  enlalldol-  alls.  Ich  Sf311(！  2ne  <)der  zwoi  scliiijl-  Klltsd- 一  dhi diclit  an  二 211 liii- お ol-stoi, 叫 il- 

siu-l-u  rfaohj-uttelg  hiel-  untor  den  llluntel-cju  Vcrkelir  verbriug-21  一 yill,  und  viclleicht  an  ilirc 

Jug-endzoit  zii  tl-illmlcn.  Ju  der  s^o  ^00  :?ol-te  Maillot  fiihrt  uinc  kleinc  Eisenbahn,  wohl 

き 

手 an  (13-11  vvall-1;. (！  "ult  enieiu  RtulauillstmJ-lslt.  ubs-all  JBliite  vou  dslfcjtti. 

Die  btrtncilllclzel-  che icli tns  tsuto  Jii Paris  IK-kalu  sm(l ja  selll-  argdlii 二 r  Aii del-  Spitzo 
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sind  sie  niit;  Schweiel  iilsrzo^en,  das  sclll-  lan^saln  15l-cnn<;  naclldejn  pjtosphol-  luit  einein  kiurzen 

reeht  lusnentanen  Funken  ausg.eg.ang.en  ist.  In  windigen  stl.assen,  muss  ich leider  (larauf 

づ erzielltcn  auziistecken,  Oder  muss  icli  1-echt  ecklig.es  802  sdimeclcen. 

に 7.  JI,  L-luldi-  .NKa-.i?eux, 

Je  vais  visits-  J  a  Soci6t か Jvl^t か orclogique,  50  soi.pente.  .n  fi*y  a  i)as  do  bureau,  sauf  ie 

tuolictheque.  On  se  reunie  ici  seuleinent  aux  jcurs  des  stances.  L-e  ^C^.CM-C  se  tsuve  dans  la 

bureau  central  lTlete9rolog.icluc,  1-ue  de 1  一 IJni\^ersite  176.  La  stance  as  a lieu le lll-enlicr  iiiardi 

au inois. 

Ich  will  daraui  das  ozeano^rapllisclle  Institut  in  rue  St.  Jaccme.  Au;^  dem  Boulvard  SL 

Germain ist  em  riesiges  Mensdusgedrange.  Auf  jueincs  Anf rage  antwortet  ein  alter  Hen- : 

Qest  penterrsncnt  du  ministre  de  la  s-uerre."  Die  Men^e  .wachst  inuuer.  Ein  scliSb 一 -o-er 

Bursch  bietet  ein  Stuhl  flk  cin  Franc.  "  o^rop  c ぽ rc"  bsHel-kt  ein  Nachbar.  An  del-  Stelle 

さ o  eine  kleine  Querstrasse  in  den  Boulevard  miindet,  hat  man  einige  wa.t^en  aufgestellt  um 

davon  eme  g-ute  TribLine  zu  maclsn.  Gegen 12,  gelangt  die  Prozession  die  Hcke  St.  Midiel. 

Die  kurassier  als  vorlst.  Dann  folgt  die  Klat-elle.  Der ILei chenwagen  .vvil.d  von  einem 

secllsg-espann  gfezogen. 

L.J.nst.nlul;  oceanotofrapMOUB.  k  .  L  .  [  rc 


Iiistitut  sell als  SHineii  Zwcclc  die;  all お 2?  5f5Pentlidicn  usterricht  auf  dcju  Gcbiete  dcr  ozeano- 

glal.>hlc  get>£l.  FLU-  tlicseu  Zvvect:  sincl  (lie  iilf.  .voi.lesullg-en  von  (leu  r*rofcssol-en  mchl-2-e 

Male  woclieiitlidi  albi?cllalt£r  ； Pr6f .  wel.get  ist  an  del-  Spitze  del-  physild.  Abtoilung-  gcstellt. 

bjtzuns-  der  Akacjemle  des  Sciences  :  L>ie  sitzun-i?  iyt ち inz  iilfeiitlich.  Jcdcl.J=an  kanii  ohue 

At-sld  :  F-ollo-Ker.ti-ere  "  .ra  Revls、*  Japaniscllel-  Tars,  vcn-leilluns-  des  Adlel-S  von  David 

- (-Tableau  vivant).  Football-spiel  iiiit  deiu  publilsm  etc.  Nt>ben  mil-  sitzt  ein  JPaar  aus 

Amcrika. ひ ic  .verstehen  kein  Franzdsisch.  Sie  habsl  zdin  Frauc  bgsajhlt  f&r  den  IPJatz  von  6  fr. 

,28.  IVIal-di  g-rsxs. 

sales  ckM-  tlecol-atlvsl  JLvuiist ist  jetzt  g-eoirllt-t.  uutel-  amku-ell,  die  Austellullg-  del-  Miibt31. 

Iiu  MusesI 二 st  Moreau  sajni-lluns-  Unt2 お. elbracht.  Seheiiswerte  Werke  von  Delacroix,  Corel; 

etc.  二 anz  obon  sarrlj-lhljljn-  ^=-£^p  :  Uta-Irlald  IVIOronclHl  otc. 

uonlettl-schlacht  .von  JVJ】l(lcl-n  hi  Tul.lle:rl(>  Gal-ten.  Die  Drache  auf  doj-l 1》L  (.1.  I.  CCIleol-dc. 

手  Hotelldcs  In.valides.  Das  Gl-alD  Napol6cns.  Kin  alter  ofuzler,  dcin  das  1-echte  liohi  vor- 

sw   

Itru づ pelt  und  -von  eincm  Stolzbcine  K- ゥ stiitzt  ist,  fol.del-t  die  naclllasslg-en  wesuch.el.n  ih.1-31 9 


Hf  It.  lit  一 St  es  g  rl  di  I  Filn 麵 ie-lis 

ir  Auf  I  II  一 St  I  i  I  I  I.  I  l  i き- 

Gp  ei§-  Hahn  nl  E 一 n  Band  dev  il  II 麵 .le 一-  f  Ise  s 

t  I  III.  f  II  .Hl^^ 

aie  scgfe  und  I  "Ala.  一一  Der  will  I  weht  die  Flut  I  bunten  pi.  s  kI 

は He!  Ila!  sft  a  t  .  so、  J.  £。  a  c!1 ! 

VI. li  I  I  i  I  一 n  SI  von  Din.  Auf  r  I  I  a 

den  wiitell  eiii  wauf  von  Konfetti. 

1. Mars.  M61.credl. 

Mle  de  cllsy- 

f  GuichI  :  rircices  de  scanique  applique. 
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帳 手 


2.  Mi. 

w^^^^o^^s^^s  nationelle  ：  sol-bollne  ：  wihlig-  sul- le  jniissance  de  peng-in  ^  explosion.  Au 

soil- : Ic  rolllei.ence  dc IVI.  .Bertllelot  sur  rayons  ultraviolets  a.vec  des  exf-^nmelits  et  projec- 

tions. (；L*.Anlpllith.eater  Rlclullcm).  Fluorescence  t-amlje  a ン、 apeul- d. IVIel-cure,  XJtensiles 

cliumque  21 qual.tz  ； l、llliluence  tmetericide  (Ic 1-ayon  ；  pls1;olyse  ； la  fixation  (razote  et;c. 

w.  Mars. 

Die  vol-leslulji;-  ties  Ilel-nl  Prof.  Lihiuc  :  Thel-:nlod.v.nalnik.  Luxclutsul-O.. 

Die  sltzulls-  (12-  Societe  fran§.  de  Physiaue. 

Die  vol.lesullg-  .von  La^pplnann  iit-ol-  die  optik. 

Die  weslelltlgtsg-  del-  I-aboratol-leu づ on  Herreii  Lippjuiaiui  iiiid  Boutv  : 

X  Fa  -  t>erl.pllctpsJ;Tafxhle 

X  Ivafull^rmotol- 
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xKap.  weklt-llKtel-  i.ih-  die  ;Praktikanten. 


X  selsimil- 

XD.  sisle  die  man  sich 

X  Ricsenelelctl-suagns 

Etc. 


wostillununra-  -v-on  OJSl  Isdicnt  f 


ひ. Ma-rz,  solultag.. 

Del-  Chor  in  i  Madelaine.  Die  wlangfarbe  del-  Orgel ist  vcrtrdlllcll. 

^^； lii;;:l>a^lgr-koil t  im  Tsd.  verllung  der  Adler  durch  Napol6cm.  Auf  dein 

Rikkwo^,lahsn Ir  durch  die  MIe  (lie  il Dorffest  vcrsaxsnelt  hat.  Die  Buden  der 

strighller  haban  etwas  allches  I  <12 一  unin.  JKi-  improvisieites  schalielhaus  hat 

(-h>ktrische  wcleuchtung,  daflir  hat  man  sogal-  einen  Generator  aufs-cstellt, 

III  der  ghc  von  ssv-.es  gibt  cs  ein  Ort  mit  I  Nail-  "La  Is  si  me. 一、 
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接 手 


Aiii  AlJLn-<l  sam:m( 二 u  sich  die-  ivnsislil-l-c  il-l  s:llcn  一 m(l amusit!ren  sich  J-ut  lllklg.21  s.psvll. 

/:  B. V2tt>i 一 t  r-a-iel-  sltel-  den  -TeihlchnlsKlcn.  Zu2-Tt  schl-est  Il-an  deii  Niu-lcn  lrg2-l- 

eiiics  IleiTii uml liiindi-ut  cx  /Aiiu  Niicllstsitzcjlden,  imlsll  luan  vcl.ller  das  palMcl-  J^eialtcTi  una 

versteckt  avjis  J=all  Scsch--ieb21  Imt.  Darm  schl-cibt  w-l  den  rlamon  3n2-  Daine  ；  dann  Avas 

del-  Irerl-  del-  Daino  21 に. t  ;  Diuin  was  sie  illj- 一  ； llltwolt(-t  ; ミ i<l  zlll(-t/.t  was  da-illls  2sstew;. 

Naellllol-  lies ァ t iiiaii -ー i<-  JKOSUltat-  一 k-1-  zllii.=llll,ns(-tzllng-  vol-. 

Empfange  das  Gepiick  im  GUterbahjihoC  I.a  cllalsllo.  Die  zcllrcvisi (ョ ist  /」2-lllch  strellji. 

auf, き fiihrt  fm-  die  S.svi5hnlichell  Giitel- ； uiclit  allzu  sdinell bf --St.  Mir  1st  (-S  oa  2  stu--le 

e-ekofstt-t  Ibis  os l-olTl.ti-  -vvill-. 

1. KUnst ご che  Mineiaie 


S;pim  二- 


sa.pl 三- 
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A:patit  (pulver) 

Magnslt 

1X0.6X0 ひ ^5tlaku 

3. 玉 K-ephelite  de  Sib6rie,  Oiine,  Intle 

Ara,re.onite  dans  ot-sldlennes 

Egypte 

Anthracite  .polished 

0.1 anat 

Moi-elos  Mexique 

Granite  orblculau.e 

Finlande 


4. 

5. 

6. 


^9 


National  ^physical ； Laboratory. 

MI,  Selby  took  trouble  for  us  to  arrange  our  looking  over. 
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手 


1. Ael.odynajulcal D な i;lr 

a.  T-ul-n  table.  Area  30  ft.  measure  the  rotating  current  produced  by  the  al.ea,  they 

usos  a  similar  a^JDaratus  as  D5C、S  ansnc- 

But  the  al-l.ang-emellt  for  l-easlu-n お tlhe 

IPitot  Head  is  very  interesms..  ]. 

-This  jiieniscus  is  sie.hted  h>y  a  luicl-oscols.  Th.o さ hole  apl).  is  tilted  till  ttie  Jllenl- 

scus  attains  the  Issition.  sle  amount  of  tilting  measures  the  csubinod  l--cssurc  &  suction. 

It  is  s こ ml  justed  tlmt  the  cent  l-ifug-al  force  just  countel.lbalancc  tls l^itot  action,  so  long- as 

there  is  ah-  current,  .when  air  is  luo.ved  tlie  JPitot  action  is  the  llK-asure  CM  it. 

The  correction  due  to  this  current  is  2  %. 

lb.  Petrol  motor  testing-  for  acro!>lanc>s. 

Air  coolin, め co 一- l-espontlius  pc.^cp^  cases. 

c.  Kanal 

T-hc  ^p^p«-«o  is  so  arl.ang-ed  to  mra-sm-e  tlie  -pllft  and  tlie  hori- 

zontal pull  at  the  same  time. 
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◎ アメリカ にて 目につく もの 

skyscrapers 

Chewine  Gum 

細長き 人間 

黑 人の 多き 事 

菓物 野菜の 豊富 

アイス クリ —ム 

床屋の 看板 

靴磨きの 高き ベ ン チ 

白 シャツに て 歩く 人 

巡査の 棍棒 

Bar の 扉 

金網の 扉 

廣吿の Illumination 

消防隊の サイ レ ン 

n 女 情の 形 

車掌の 撗柄 
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帳 手 


手 帳 (明治 四十 四 年) 


〇 海の 底 を 通る 地震波の 速度と 大陸の 底 を 通る 者の 速度との 差異 

◎ 津波の 速度が 計算の 結果より 少なる は Crust の yieldhvl4- によるに あら f- や 

◎ 四 十四 年 六月 十五 日の 琉球 大嶋 地震に 於け る津浪 

©燒 岳と 淺 間との 噴火の 關係 

〇 四十 四 年 五月 八日の 淺間 噴火に 際する 降 灰の 方向 は 約 南東、 此 時の 表面の 氣流は 西側 は 大体 

西北の 風 東側 は 反 對の風 

降 灰の 境界線 波 狀を呈 せり 

四十 一 一年 十一 一月 七日の 噴火に も 43 年 十一 一月 一 一日の も 灰 は 唇 正東に 流れ 居つ 


Oct.  P 1!U1 〔明治 四十 四 年〕 

東京 出發、 上野 發八時 五十 分、 十一 時 石 岡 着、 波 付 岩 上 林 を 經て怖 岡に 到る 嚶川 旅館 泊 
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W3 さ 晴 

高 友 鯨 岡、 大塚、 瓦會 野 田 柴間 踏査、 


24 き 晴 

上會 小幡、 靑柳 富士山、 


南 麓に は殆ん となし 


に 5 さ 晴 

富士山 全体、 

Diluvium の 境 は 約 40 米の contour な. 

午後 神岡發 片野を 經て髙 倉 を 見 分す  、、，t.  t 

高 倉の 人家の 上の 臺地 以北 は 殆んど 全部 波 付 岩の 如き さ 0**2-  i  .^p? と 田 へ は 可..^. 

面より 堅き 岩迄甚 近し、 

七の Terrace は Erosion にて 殘 りたる ものな らん 

髙倉 以南の 臺地は 皆 diluvium なり 


表 


帳 手 


手 帳 (大正 二—. 三年) 


大正 二 年 十月 廿 四日 京都 行 

897 潔 車 寢臺共 

20 赤帽 給仕 

に 新閜 

4 ひ 車 

20 烟草 

1 に ェ ハガキ 

00 ミ ャ ゲ 

52 雜誌 

548 一 

宿屋 

S ミ 嵐 車 

に 0 赤帽 
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ひ 朝飯 

ミ 車代 

京都 上 加 茂觀測 所觀覽 

大正 二 年 十月 廿 五日 • 

冬期 歸 鄕豫定 

廿ニ 日夜 出發 

廿 四日 歸着。 即日 片付に 着手す 

沖 道具 は 桑原 氏へ 讓る 

陶器 倉庫 人 

戶棚簞 司 類賣却 

神棚 

物置 

小作人 ト ノ交涉 

暇 乞廻リ 

銀行 ノ 始末 
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帳 手 


伊野部 へ 器物 送り  1 

正月 二日 休  2 

鄕里滯 在 十五 日間 

八日 出發、 九日 神戶 着、 同夜 行に て 十日 東京着 

〔第 十 一 卷 五三 〇 頁 參照〕 
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帳 手 


手 帳 (大正 三年) 


父上 墓表 

桂 石 は 墓地 面 ヨリ 二 寸下. 


すま ム 


J ュ 


あ 


n ンクリ ー ト 

墓石 ノ下 八寸厚 

桂石ノ 下四寸 


ス 


父上 墓碑 ト夏子 墓 トノ間 ノさ地 約 一 .ァー また. 一 マ 

丈 五 尺 余 . 
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碑文 三百 八十 二字 • 

一字 ー戔 七厘 (作 書 共)— 酒 百 字-一 付 三 升 

正面  一 R 五 拾 

七月 廿 九日 高知發  •  〔第 十一 卷五七 六頁參 照〕 

午前 五 時 發八時 根 引 峠 着 休息、 十 時半 杉 着 大杉ヲ 一 見シ晝 食、 十 一 時出發 正午 穴內 なる 吉野川 

橋 を 通過す。 十二時 二十 五分 大 田に 着 休 憇氷を 食 ふ。 車夫 等晝食 六 時半 川口 着 泊 

七月 卅日 晴 

五 時 發十時 猪 鼻！ t を 越え 十 一 時戶 川に 休 憇晝食 一 一時 戶川發 途中 小憇 四時 金 刀 比羅着 みやこ 屋 

に 着 

七月 卅 一 日 琴平發 7ー>  40-" 

九 時半 高 松 着 玉藻 丸に て 宇 野に 渡り 十二時 八 分 岡 山 着順 迎に來 る、 山 佐 旅館に 泊る、 夜 順と 空 

氕枕を 買に 行く 

八月 一日. 

前 4-  30 岡山發 
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帳 手 


觀 測と 想像、 

質的と 量的、 主觀 的と 客觀的  ： 

觀 測の 正確度、 正確度の 均等なる 分配、 

觀測 結果の 鮮釋 

二 元と 三 元、 四 元と 幽靈、 

高層 In- 象、 溫度 濕度壓 カノ 分布より 運動の 推定、 海洋 觀測、 溫度 塩分 (必要なる 精密 度) 作図、 

內禅 法、 基礎 條件 (象と 盲人の 話) 

比重の 差違より 起る 流れ 地球 廻轉の 影響、 摩擦、 熱量、 tr: 候との 關係、 東北 饑饉、 

獨 逸人の 方法、 カイゼル ト 高層 u バ象、 水産 家と 海洋 觀測、 
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帳 手 


ピ 力 纷 帽 
ンパ筆 子 


手 帳 (大正 三—， 四 年) 


ヽ 子 ジ廻シ 

、糸 

、張 金 

、 テ— プ 

O 買物 

、紐 


ン 

セット 


〇3  il.vdl-o:luetel-s,  一- yllndel- 

〇 、、 Stand 

〇-stol:>  Avatcli 

〇Tapc に. 

〇4.  .eas  roueftol-s 

〇 海図 
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主 

車 

機 

水 

砲 

航 

副 

fit 

は 笑 

關 

田 

術 

海 

長 

長 

長 

長 

長 

長 

長 

m 
田 


大大 少大少 大中大 
計 醫 佐 尉 佐 尉 佐 佐 


軍艦 高千穗 行動 豫定ノ 件 

新嶋 調査 ノ爲 軍艦 高 千穗ヲ 派遣 セ シメ ラル、 儀 一一 關シ本 月 三日 付 官房 第一 一七 七 号 ノニヲ 以テ及 

通牒 置 候 處同艦 ハ本月 七日 午前 九 時 十五 分 橫須賀 發同九 曰 午後 一 一見 ュ 寄港 ノ上新 嶋ノ 調査 一一 向ヒ 

十七 日 午前中 一一 橫須賀 へ 歸港ノ 予定 一一 有 之 候 

右 通牒 ス  (終) 


庶發四 三 ノ中 

小 笠 原 南 硫黄 嶋 附近 ノ 海中 噴火 一一 付テ ハ 過日 及 申 報 置 候 處嶋司 ヨリ 別紙 ノ通 中越 候 條重テ 及 

報 4" 候 也 


古 贺 賢 吉 

間 宮 愛 

北 嶋周作 

堀 ロ平彌 

安達 榮藏 

德田 壽太郞 

石 井林 藏 
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帳 手 


大正 三年 一 一月 四日 

東京 府知事 宗 像 政 印 

東京 帝國 大学 理科大学 長 

理学博士 樓井錠 二 殿 

己 

11 一一  n 

本 月 十三 日 父 島 及 母 島 一一 降灰ァ リ蓋シ 其 前日 噴火 シ クル 鹿 兒島縣 櫻 島 餘灰ナ ラ ン ト 思料 致 候 得 

共 硫黄 島 ハ 常 一一 噴火 シ 近來 住民 頓 一一 增加 セル ヲ以テ 若 シ 異變等 ァ ラサル ヤヲ 盧リ 當廳 所有 船 母 島 

丸 ガ 漁業 試驗 ノ 爲同島 方面 一一 向ヒ 出帆 スル ヲ幸ヒ 島廳 書記 ヲ 便乘 セシメ 同 島 一一 派遣 シクリ 而シテ 

同船 ハー 一十 日 午前 十 時 一 一見 港ヲ 出帆 シ 同日 午后 五 時 三十 分 沖 港 一一 着順 風 ヲ待チ 二十 一 日 午後 沖 港 

ヲ 出帆 シ 二十 二日 午後 一 時 硫黄 島 - 一着 島狀ヲ 視察 スル - 一同 島ハ十 五六 日頃 僅 一一 降 灰ァリ 雨後 木 葉 

一一 多少 白色 ヲ止 メクル ノミ 一一 シテ 住民 中 一一 ハ氣 付カサ リシ モノ 多キ 位-一有 之 其 他 何等 ノ異狀 ナカ 

リシ カ廿 三日 午後 四時 三十 分 ヨリ 南 硫黄 島ノ 東京 約 三 海里 ヲ隔ッ ル 海中 一一 於テ 一 大 噴火 ァリ 白煙 

濛. H 咼サ 大凡 一 万 尺 一一 達シ 溶岩 ヲ 噴出 ス ル狀况 凄 マシク 噴煙 ハ 當初 時. - 断鑌シ 其回數 一 時間 廿六 

回 ノ多キ 一一 達シ 夜間 一一 至テ ハ 噴煙 中 煙火 ノ如キ 火光 ヲ發シ 光景 頗ル壯 絡ヲ極 ム翌廿 四日 ハ殆ン ト 

絕へ ス噴烟 アリシ 力 他-一 異狀 ナク廿 五日 午前中 ハ 曇リテ 見へ ス 同日 午後 一 時 頃 一一 至リ稍 i 晴レ同 

時 二 喰 堙ノ下 一一 一 新嶋ノ 湧出 セル ヲ發 見シ タリ 高 サ約ー 4 尺周圍 大凡 ソニ里 (三十 餘 海里 ヲ隔テ 

テ 望見 シ タルモ ノナレ ハ 推測 一一 過 キス ト雖モ 新嶋ト 並立 セル 南 硫黄 嶋ノ約 三分 ノ  一  ノ高サ 一一 シテ n 


周圍 ハ 唇同嶋 一一 同シ) 蓋シ 明治 卅七年 十二 月 湧出 シ タル 場所 ト 同所 ノ如ク 當時實 見 シ タル 者ノ談 

二 ョレ ハ 今回 ノ 噴火 ハ其當 時 ノ約ニ 倍大 一一 シテ新 嶋ノ大 サ亦大 約 二倍 大ナ ラン コ トー 一有 之 候而シ 

テ 1^ 回ノ 噴火 一一 付テモ 硫黄 嶋 ヽノ 何等 異狀無 シ 北 硫黄 島 ハ 風浪 ノ 都合 一一 依リ 寄港 スル 能ハザ リシ モ 

遠望 スル -ー 何等 異狀ナ シ母島 丸 ハ 一 一十 五日 午後 四時 硫黄 嶋ヲ 出帆 シ廿 七日 午前 沖 港 一一 歸着致 候 

以上 


,1,- 正 三年 二月 六日  〔笫 十一 卷 五一 1 一九 頁參 照〕 

午後 七 時 四十 分 新橋 發 十 時 十分 橫須賀 着 小 倉 池 上兩氏 停車場 迄出迎 はる、 三 富 星に 宿泊す ハ 

1 一月 七日 

水ケ 浦波 戶場七 時 一一 一 十分 發 

水溫 7.05 

高 千 穗濂艇 一一 搭乘、 乘 艦す、 11K 象臺長 谷川 君 も 急に 便乘 する 事と なりたる 由に て來 る。 東京 府 

德田 氏。 九 時半 出港 

晝食半 一一 シテ 氕分惡 しくな り 休息、 驅逐艦 櫻 gyrocompass 試 驗の爲 め 出動せ る を 見る。 動搖 

の 影響 を驗 する もの X 由、 夕方 三 宅 御倉 諸島 を 右舷に 見て 過ぐ 


幅丰 


齒  翁 

^  ^  a  >g 

OS ド； D 

9'1 30  a 

noon 

noon 

m 

ot   ta   o  ^ 

I'l 30 
C'    0  p 
8"   0  a 

ひ l_i l_i ひ 

LC     M     M  U) 
0     Or  0 

0     0     CD  0 

1 

0 

Speed 

八日 

波 稍 高し、 低 I 一 K 壓 種子 嶋 より 東進す る 由 

九日  ， 

午前 四時 squall 來る。 昨夜 船首に ありし 洗濯 桶 を 波の 爲に洗 ひ 去られし 由 


午後 三時 二見 人 港、 嶋廳の 人.. 來艦、 艦長 室に て 談話 を 聞く。 


談話 筆記 (杉 原 氏) 

廿日 午前 二見 發  、 

ガス ノ爲北 硫黄 見へ す、 其 間に 通り越し 中 硫黄 二着 シキハ 221〕 なりし 異狀 なし 

翌日 東北 風の 爲ー 泊す、 午後 四時 字 元 山 (蒸 浴場) にあり しに 噴火 ありと いふ。 南方 を 
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見る に眞 白なる 雲の上る を 見る。 しかし u り"，^ 

こで〕 究 乎，， ^こ 长ク、 三，， 1、！^  ,:| 力 --の 力け になり 下の 方 見へ さる 故 半 信半ギ なりし 

や tnu" ま マ はに 行き 岩の 上より 望見す る、 喷 出 後 約 一 一十 分 頃な りしな" 

U 四時 五十 分 f りし 由 南 I の 東約昌 里の 北に 非常 e 驚 あり、 S 切よ ま" 

時下に 嶋見 ゆ、 § 回數 一時間 26  (I の 計ぎ  I  S 切ォ ると 思 ふ 

一 ^ に 至りて は 噴火す る ，火 見 ゅ火焰 S あらす、 花火 か 炭火の はねる が B し 

翌日 午前 八時歸 らんと して f せし 時 は 前 曰 お" は、 ひ 

爲歸り 西南 隅き、 遙に 火光 I みし も g は 見す ジ，. て) 出 發せ しも 逆風の 

を 一^) 曰 再 上陸す、 囊は 曇りて 喷火 見へ す、 囊 晴れ たれ は嶋を 現出し 居たり。 (見取 図 

.1 海里 を距で 見た る處 によれ は 南 硫黄の 周 園 SI  . 

順風 を 得て 歸 りたる 故 其 後の 狀は 不知  , 

噴 烟の高 南 硫黄の 三倍、 雲 を 貫きて 見へ たり 

J^s はは "K^uf れ其 上より 烟を ふき 止む 時 は-の 如き f 見； 

音 も 微動 も 少しもな し 

見取 図 は 最後に 認めた る 形な り 

廿四 

電光 は 見 ざり しと 田む ふ 
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帳 手 


玉 

Li  1 

llh 13™ 

OA  、、 

-kfcf 

28 

7 

35 

17  a 

へ 

タ 

31 

o 

23 

49  p 

ナ 

H 1 

4 

33 

34  p 

2 

6 

41 

9P 

メ 

4 

6 

30 

4a 

ケ 

5 

6 

38 

40  a 

松 

'/ 

4 

58 

31 p 

0 

0 

6 

丄丄 a 

7 

10 

39 

41 a 

1/ 

9 

55  p 

8 

3 

5 

44a 

o 

9 

53  p 

9 

4 

28 

a 

1 

lavii  fl2v の 如き もの は 見へ す 

烟は 根元 灰色、 上は眞 白な り 

火花 を 噴出す 前に は 一 度。 ハ ット 明るくなる。 


測候所 技師 談話 (吉田 余 三男 氏) 

新嶋 噴火の 頃ゴ —とい ふ 昔 を 聞きたり 

に 3< 一  4 一-  43--  pm 雷鳴と 思 ひたり 夜 電光の 如き もの を 認めたり、 3L 迄 方向 S  to  SW 

一 月廿 三日 午後 一 一時 〇 分 十四 秒 -ー 微震 

平日 毎月 平均 四 回 十 1 一月 は 一 一回な 

りし 

夏 は 稍 多し 

此 の 如き 頻繁なる 時 は近來 稀な り 

(技師 は 昨年 八月より 來れ り) 
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夕方 上陸 玉樹舘 金子 方に 投宿 測候所に 至る 隣の 錢 湯に 人 浴。 島廳 書記 杉 原 氏 も 人 浴に 来り 居 2 

り、 玉 井光 瓶の 娘の 婚嫁先 を 聞く、 宿の すく 筋 向の 大 沼と いふ 商店の 由な り、 宫に歸 りて 十二 寺 1 

頃 迄 一 行と 談話。  . 

淺野 君の 難 波 遭難 談を 聞く。 

十日。 朝大 沼に 至り 主人 夫婦に 面會 其より 一 行と 山に 登る。 

三日月 山に 登る 展望 甚佳 也。 池 上 小倉兩 君と 南方に 下り 歸化人 村落に て 砂糖 を 製造す る を 見る。 

山上に は 到 所た この 樹椰 子等 あり。 樹間鶯 目白の 囀 を 聞く 


中 硫黄 嶋の話 (嶋 司談) 

箭四年 120 間 位 海岸 を 離れし 所 二 杭 を 打ち ありし に 今日は 海中に あり、 嶋の 西側な り、 

中 硫黄 ノ 東半 浬 二 海中 噴火せ る處 あり 時丄晉 響 を發す 


叶 日夕 大 沼より 呼に 來り 同氏 方に て 人 浴 小 倉 池 上 一 一氏と 共に 馳走に なり 一 泊す 

二月 十一 日 紀元節 

朝 嶋廳に 至り 中 硫黄の 地図、 各 標本な と 見る。 

十一 時ノ ランチに て歸 船す、 艦長 以下 正服 を 着けたり、 十二時 祝砲 二十 ー發 二 待 出港 せんと 


帳 手 


せし も 錨の Chain 穴に か、 りて 上らす 其爲 出港 二 時間 後れる 

四時 出港 

七月 十二 日  ， 

G 一- ヨ-- 噴烟ー 一箇所 左方 高し (右舷に パ ィフを 望む 頃)。 

噴出せ る白烟 はー圑 となり cumulus の 如くな りて 上れり。 

漸く 新嶋を 望む (G 一-  57---) 右方 高く 見 ゆ、 Bag は 南 硫黄の 116 位に 見 ゆ、 高さ は 1  一 S 位 

ならん か 

7--  7-"  RKPlosiol- 中 硫黄の 北 6。 東 2S_= 

7 一-  Ixr-  Kxp. 

此烟 晴れた る 時 Kahs 南 硫黄の 丄 3 位に 見 ゆ 

一で。 9「)=- 

7--  .As=-  向 側より 白烟 上る  . 

に 9 ョ  向 ほへ ゥ xlvloslsl 

30. ョ 5 

7 一-  42.5  explosion 向 側 (此前 一 時 前面の 白烟 中止)、 此 explosion の烟は Coluiun をな したる 

儘 東方に 流さる 45=- にして 旣に嶋 の 長さ 位 東 (東端より) 流さる" 前面の 白 烟再ひ 始まる 

7 一-  59= 白烟 止む 直 一一 始 
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ひに  (？x;pl. ^0 

7-  55 ミ  前面 explosion 

58_" 前面 左方 3P1. 

中央 前面の 不断 喷焖揚 す 

Photo.  I.  Az. 145。 

8 一-  32 喰烟 休止 

づー lot?  2.  8 一一  11 三 ，200。 

此時 前面 白烟現 はる 

S1- .15.5  前面 expl. 烟眞 s^i 

Photo.  3.  S 一- 】s.55 

S 一- 19.™ ひ exlilosisl. 

Photo.  4. 195。 

8ゴ 39 

ph(>to.  5.  8  r)0£  182。 

Photo,  p  S 一-  53 182。 

〇Exl〕loslou 

09 一-  05  Exi 二. 

1730  J- 一一  ひ… 


I 
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rimtc.  /に 

09--  5ミ 

硫 臭を感 す、 

〇9-- にに… 

〇9 一-  ;!; マ- 

ー-一-  4「> 


!ヒ- I ゼ-- 

1 一回 一な pi. 

砂 ふる SEh; 

ー丄 "xl>l. 

9--  ； 二，  i7 

14c。 

7100=- 


〇9 一一  51 "一 

Photo.  9. 

〇9 一一  56 ョ 

P1S 1 ョ 


1407 

9 一一  52=- 

Ex や 


T-hoto.  --.  U5。 

1。 一一 28 ョ 

OEXP. 10-  27 ョ 長く 鑌く 

OEXP. 10-  38S 1ョ 50" 績く 

〇s--42"- 右端の 海中 (？) より 白烟を 上ぐ 

〇10 一-  55™  Exi>l" 灰が slope を 下る に 151208 を 要す 

〇10 一-  r>S ョ expl. 


J  26 


帳 手 


〇 11  一- 7--- 

〇1ヒ- に-」 ミ 

〇11  一- 39--- 

ph。t。.  11. 

〇0 一-  203 

0】 一 29 ョ  ゝゝ 

0 一-  34-"  Expr」 

南 硫黄 東南 方 黄色 浮流 物 ァ 

驟雨 来り 見へ す 

〇ヒ- 1 ョ expl. 


Expl. . 

Expl 一一 

Expl. 

go 

11  一- 48 一 


け- て； 


つ 返す 


〇1 一- 10ミ 

〇ヒ>  に G ョ 

Photo. 12. 


1  一 >  3 ひ 


Expl. 

§。 

1-  3 に- 

80。 

1 一- 35 


南 硫黄 正東に て 軽石 採集す 


〇 Photo.  B 1 & に. 

1 一- 4? ゾ 


〇 ヒ- 48 ミ P  Exl:-. 

i)lst?  B  ：广 

110。 

1  一一 <49- 一- 
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pilot?  ^. 1,200 

此 位置 水溫 21. 。2  C. 

pilcto.  5. 13 に。  ， 

に 一- 

Photo.  6. に- - 

0 に 一- 12 ミ Kxpl. 

に I- 」7--- 水溫 に l.。2r) 

〇2 一- に 4 ョ EXP1, 

相 川 氏 測定 

〇2*-  38>「) 北の 崖より 白烟 

雨 

に 一- 50=-  水溫 に 1.-5 

phot?  ； B  7.  140。 

に 一一 1 に- --1> 

〇 "一- -22-"  KXP, 

永く 續く 
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Photo,  w  8.  3 ば 25 135。？ 

31-  223 よりの 烟は 長く 鑌く  、 

sts§ 多くなる 2SS 迄継績 せり。 其 後 頻繁 ュ断鑌 して ノ  4 

31-  40 ョ 水溫 20.O9 ひ C 

〇3h  47 ョ Expl. 

淺 野氏パ チ 々トイ フ音ヲ 聞く 

驟雨 來 

食事 

4- 10 甲板に 上る 

OKXP:  , 

^プ *21, ひ 

4 一-  .28 頃 迄績く 

Photo.  9.  4-  36 水溫 21.2 

143。 

架 10  fathsn 

of. . や 5 ョ 

5-  373 表面 水溫 20.。42 

つ 5 一一  43S 1) KXP10S10U 


I 
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薄暮 紅色 を 認めす 

H-l) 迄 望見せ しも 何者 を も 認めす 


航海 長 測定 

東西 0.7  slile 

南北 0.5  、、 

位置 南 硫黄 最高点の N  20  E. 

高さ ：，i90ft. 


十三 日 

午後 一時 二見 人 港、 上陸 嶋廳- 一到る 

金子に て 夕食 七 時半 ノ 汽艇に て 歸艦 

chart  soiu にて 航海 長に 出發 以来の 船路 を chart に 記入して 貰 ひ 叉新嶋 附近の 廓大図 を寫し 


中 硫黄 地溫 (技手 豊 嶋恕淸 氏) 


May  地表  地下 五寸  地下 二 尺 

16  80.W  80 ヒ  81.9 

17  79.9  80.4  S2.2 

に 3  S2.4  S1.7  84. に 

Juli 

1  84.4  S4.4  86. ひ 

s  S7.1  S6.5  S7.G 

20  91.S  88.3  90.1 


根ノ達 セル 部ノ 最高 溫 45。  C 位 

地表 一 寸內外 二 テ 40。  C  ノ處 一一 テ 四五寸 一一 至レハ 60170。 トナリ 尺 ヲ下レ ハ 100 內外 一一 達ス 

地表 3(>。  ノ虚- 一 テ四五 寸下リ て 40。|50" トナリ 尺 ヲ下レ ハ 70180 位 トナル 

小 笠 原 測候所 地震 (前 ノッ  >  キ) 

tla-te ナ シ 


1 一月 十三 日夜 は 艦 中に 泊す、 夜間 は ダイナ モ ノ音モ 聞へ す 月 丸窓 を 照す 
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ゴ C  、-、  ネ' え 5 


i や あ 

%  。'ぶ 


1 一月 十四日 

午前 九 時半 1 一見 發 

正午 聲嶋ノ 沖 ヲ過グ 


水兵 g 叭ノ 練習 ヲ ナス 

夕方 軍歌  一 
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十五 日 晴 日曜 

朝 八 時 過 輊石ノ 浮游し 來るを 見る。 九 時半 頃 迄 見 ゆ 

甲板 士 {:n 艫に て 弓術 をな す 

夕方 防水 練習、 後甲板に て 環 投げ をな す 

十六 日 曇 

朝 御藏 嶋 霧中に 見 ゆ、 漁船 二三 艘見ゅ 

士官 室に て 兵糧 パ ン 試食。 

便 乘諸費 八 円 六戔。 ボ— ィ心付 五十 妻 

十 一 時 舘山沖 を 過ぐ 


Height  of  the  Eh.uption  Htc. 

杉 原守久 氏の estimation によれ は 初期の 噴 烟の髙 さは 南 硫黄の 三倍 即約 Ipooo 尺な りしと 

いふ。 吾人の 見た る處 にて は 精. -南 硫黄 嶋位か 其 一倍 半 位の 高さに 見へ たり。 

初期 噴 咽 は 雲 を 貫き 上層 氣 流に 伴つ て 下方と は 反對に 流れし とい ひ。 叉 雲 を 貫きて 見 へ たりと 

い へ は 或は 信 を 措く に 足る ベ し 

噴 咽の 高さ を 知る も、 最初 ノ  explosion にて project さる 上 咼さを 見ら ざれば 賁 出の 初 は 

知り 難し。 
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stea】u  ノ 上昇す る 高さ は 其の 溫度 等に もよ るべ ければ なり 

〇 初の 噴出 ノ 高さ 山の 一 一倍と すれば 其 高さ 約 780 尺 =  273  m 

-.. き！！ 11  = さ お 力，^ J7 

實 際に 於て は 噴出 物 は 微細 一 1 シテ さ氣の 抵抗 犬なる 故 初速 は此數 倍に 上る も 知る ベから す。 然 

し 十倍に は 登らざる ベ し。 

何人も 噴火の 音響 を 確實に 聞きし 人な きょり 察する も 初速 即ち Explosion の K112\ey は 余り 

に大 なる もの に は あらざる ベ し 

明治 卅七年 噴出の 際 も 硫黃嶋 にて は 音響 を 聞 かざりし (噴出 前に は 聞け り) 

噴出の 際 夜間 火光 を 認め ざり しが 初期に は 炭火の はねる 如き を 見たり とい ふ。 三十 七 年 噴出の 

時 は 夜間 何事 も 認めす と あり。 想 ふに ； Lava 等 は 殆んど あらざる べし 

Depth  oi srosjon 

Huiit:  British  coast  Kl-rsion  still  at  70;--l. 

ク : Ihstul-ballce  at ISS  s. 

今回 新嶋の erosion  ノ模樣 ヨリ 察ス ル 二 北部 漸次 一一 削ラ レ テ 南方に 延 ブル 形跡 ァリ" 前年 ノ新 

嶋 噴出 後 約 二 ヶ月 後 測量 シ クル キ左 図ノ如 キ形ヲ ナセル ハ或ハ erosion の 爲メ旣 一一 半ヲ削 ラレ タ に 


ル ヲ示ス 二 非 ズャ、 果シ テ然ラ ハ後四 ヶ月 ヲ經テ 殆ント 削 磨 セル ハ怪ム 二足 ラザル ベ シ 

比ノ 削磨ノ  5te ハ善 今回 ト同ジ order ナルハ 注意 スべシ 

尤 モ ession  ノ ミ ト シ テ ハ 余リ 一一 急速 ナ ルカ 如キ感 ァリ 又 軍艦 松江ガ 測深 シ 

テ に (ミ I せ ヲ得タ ルガ 眞ナラ ハ wave  erosion  ノ ミ 一一 テ ハ 說明 シ難シ r  土 封ノ沈 

降モ" リシナ ラン。 要スル 二. 確 實ナル さ umlil ナケレ ハ 断定 シ難シ (明治 四 

十四 年 實測図 -ー テ ハ 此邊 き 0 以上 ナリ)  . 

Plate  of  sandstolm 10 Isl  thickness  produces  wave  of に 3. 叫 kin  len^1;il, 

sic 

distribution  of  volcano- 

Geora:raT:>l,lical  Ilomolog-y: 

Etna-,v.ulcalla  .  43  mile. 

■vulcano-stromboli  3c 

IJipari-strsnbou  28 
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Central  Amcrlca 

Atithiuo 

V.  ck 力】 Fuego 

Jzalco 

S.  Miguel 

cosequula 

Monotoiubo 

Pofis 

Alaska 

Tallasa 
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K.ol-o.vvik  V 

Makushm 

pos-omnol 

Schiischalain 

Ag.illeen 

Alai 

Ang-itm 】：. 

Farallon 

Gavi  I  (urak) 

AgTig-an 

Pagan 

Ali.ag-an 
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提手 


金 溫 浪 

峰 杲 岳 

岳 岳 


0 


P  .A pi 

Mlik 

sol- ョ I 

Nil a 

Tiyan 


ロノ 永 良 部 

海 聞 岳 


高千穗 

霧嶋 


S 一  57 

に r) に に 


26 

25 


139 


兩由九 阿 
子 布 重 蘇 
山 山 


白山 火山 系 

三 瓶 山 

大山 

大岡 山間 鍋.！ 

白山 大日 岳 

乘鞍 火山脈 

立山 

硫黄 岳 

乘鞍岳 

御岳 

富士帶 ， 


47 


に！ 2 

13 


I 
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靑八御 三 神 新 利大天 
ケ丈藏 宅津嶋 嶋 嶋 城 
嶋 嶋 嶋 嶋 嶋 


10 


A;pril, ド 」910  odaAvara 

Analvse-S  oi tlie  sound  of  wa づ es, 

between  U ー广 7 一"  m- 

1. With  smaller i づ ssultors  tlie  Intel.Jluttencc  iS  juore  irequeirt  than  withj;lai お- er  ones. 

Resonator  ostilTrntea  frequency  . 

Vt2  3 

12  4 
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Mil  w 

a  the  aperture  of  Vt,  the  frequency  iy  be  adjusted  down  s  as  to  be  nearly  2/i. 

(Re 画 k:  Cloudy,  Str. 10,  i  2.  The  above  observation  was  ide 氧 bin 10  meters  of 

the  breaking  waves.  Receding 15  画。， no  eill  lice.  Wave  at  i  60  §  hi) 

1 

S 一"  p.  m. 

T?he  observation  was  repeated  in  the  room  of  the  lodging  house. 


； JVIi"  no  more  discernible 

Ap>ril 3.  S  一一  a.m. 

Cloudy  Str. 10.  foggy. 

Wind  OIH 


*20  3  fl-oln  1;he  wa.ve 
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Vt2 

S0I2 

s。】3 

JFOl-  strong-  ^<p^0  thte  Intcl-Juittent  nature  luay  t>e  discerned  even  101- a  vel-y  hls.h  note,  (ax 

？ Q  shore) 

Any  sound  oi-  very  short  duration  l-ept-atcd  in  a l-esnllal.-  Intel.val  inay  produce  a  sound 

whose  fl-equcncv  is  ^^5^  oi  the ,  repetition. 

For  example  .tile  collision  OH  p*cl>bles  occul-lng:  in  a  vel-v  irregular  wav,  inay  be  analysed 

iroin  tlie  statistical  consideration,  into  a  spectrulTa  OH  M-owd^p-^.  sound.  To  lualis  t-hle  case 

iiiorc  olbvious,  consider  a  case  .when  a  jet  01 sand  &  jpebbles  are  projected  to  a  plate.  The 

larg-er  p>ebbles  collide  lucre  rarely  with  the  p】ate  than  the  SHlallel-  ones. 

llie  l-esuk  will Ibe  a  complete  sped;l-u:ul  of  sound. 

.Beside  the  impact  of  pelblbles  the  I:-ufc  cf  air  produced  when  tlie  ail-  enclosed  an&  com- 

pl-cssed  in  tlie  rolling-  water  finds  .vent  to  the  OJSn  air.  T-he  tn-ealcillg-  of  Ibt-lDlbles  may  also 

be  ； -ncluijed 111 tlus  categdry.  Now  ili is  very  SP^SW.M-^  t:o  assuine  that;  the lai お e  cavi.ties  are 


t2 

7 

0 


143 


ral-er  tJian  th.e  smaller  ca\d.2es,  Ibut  thie  amplitude  of  the  ； puff  will Ibe larger  for  lal.s2-  one. 

Put  §  the  si^raM-  of  cavities  breaking  shuultanecusly  and  the  ain!>litude  a.  then  tlie 

Intensity  of  sound  .vvave  p-el-  unit  area  (or  length)  of  the  source 

I  on  さ 

wut  a  oc  I  (linear  dinlellsloll) 


Ncxi  the  rmiiilber  of  frequency  of  bl-eakhlg.,  -  may  be Ist 

1, 

I  oc  V  K、 

I  =  l,  K、, 、 = で IC  K- 

probably  2  &  .«:、=1 

Jf  so : 

I  oc  V。 

.-. 1 const 

Thus  hal-  tlie  same  discussion  applies  whether  we  attribute  thie  sound  to  tlie  collision  of 
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^0^^-5  or  to  the  Ibreaklns-  CH  a 一 r  cavities. 

Tf  tlie  fonu2-  alt2-llat」vo  is  ti-uc  tho  polbWcs  ol- sand  nsst  a  slxture  of  lar,c:e】v 

fc^^^  5  Orlawara  inc  saml  was  ,>f  rather  ^r-^H05^  size  at  tho  very  place  Avhel-r-  tl】o  wa-vc 

IS  tM-eakin-i^-.  Bosk 一 os  -t is  dmibtful  tliat  the  souml  of  (6h】slon  of  ； pet>tHes  】lla」y  JJllpnrt  anv 

conslaeral)le  sonorous  wave  to  the  air. 

on  thie  ctihel-  l)an(l  the  Isff-theory  is  .vs-y  ！ nucli  】nore  J〕r013ab】e.  Since  ni this  case  1;he 

orlgjn  OH  sound  is  tJie  I5ff  of  all-  ^^^^^^  and  it  may Ibe  expected  that  tlic  alnputude  would 

ts  consiaerable. 

The  nitennittent  CI5,ra301-  may  【ls〕  casijy  expla 二 ird if  avo  flssn】5?  the  stl-cllsth.  of さ five  .vanes 

； periodically  alolls-  tlic  shore  lino,  ^uell a  j:>eriod  j 一一 ay  Ibe  illustrated  by  tlio  wavy  olltllTS 

of  tho  sliorc  Inl?  >w5^-5-.  cause  nmy  itlso  t>e  considered  i.e.  tlic  intermittence  is  In-CKluced 

e づ en  Jit  p  c ョ tani  ^-w^so^^  J)oltlc】l  of  tho  ノ va づ e  front  if  tJie  :fonration  and  tn-eaking  of  ail- 

cavities  OC2U-S ン vitli  Joenod  by  any  c^p-.p^.^^-^.  pf  the  rolli】l,i^ 

weslde  the  -^op^^w-^.  so ョ i 二  .li-radually  nl2-easos  a-】l(一  fades  away,  havhls-  a  nmx ョ in  s-en2  al. 

手 

*"  In  i\ftenlocn  tlie  wa づ c  gradually  g-rows  iugher.  Rolling  sound  CIlHte  tljs("elnil>le  to  the  H 


I  i ま I;  a  Ij  yri  i  when  I  with  a  it 

，rhis  kind  of  beat  is  however 15t  i ョ-lalKaol 一 y  7 

witli  smaller  OSes. 

at  the  period  of  the  swell 6-7  sec 

S.5  sec 


A1: 1  一一 p.  111. 


6 一一  l, w-r 

ョ 3 


3 


Ai リ ril ^ 

7. 一一  p.m.  Sea  rough 

CS に. 


wave 1 or ひ？ 

.wind  0 


F~2  (128) 

F*3  (256) 

(512) 
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四月 一 一日  【第 卜 一 卷六ニ 一  頁參 照〕 

午前 十 時半 東京 發 一 一時 頃 小 田 原 着、 養生 舘泊。  ， 

四月 三日 

晝前 ヨリ 雨 午後 益 i 强シ 

鹿兒嶋 縣內務 部長 服部敎 一 氏 並 二 縣屬山 口 兼 雄 氏 來訪、 鹿兒 嶋內灣 水位の 変動 二 つき 意見 を徵 

さる" 雨 稍 强く浪 高し 

四月 四日 

朝 早 川の h の 丘に 登る 晝食后 午睡、 眼覺め たれ は 快晴と なり 居たり、 波 は 可成 高し 週期 六 七 

秒 C  Weiitscher 讀む。 夕方 觀 測に 濱へ 出つ 


早 川 人家 裏の 田甫 にて は hiEl  pitch の noise ハ聞 へす low  pit- ふ- の もの、 み 聞 ゆ。 しかし 

背 后の 丘に て は llis.ll  pitch の も 聞 ゆ。 小 田 原 市街に て は 余り 聞へ す 

四月 五日 

朝風 祭 迄 歩き 電車に て 湯 本 着、 徒歩 底 倉に 至り 蔦屋 にて 晝食人 浴、 一 時半 頃 發小湧 谷に 到り 引 
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返す、 底 倉に て 大閣石 風呂なる もの を 見る 大平臺 にて 休息、. 湯 本へ 五 時に 着く、 途中より 微陶 

を崔 したる が、 電車に 乘り てより 本降りと なる 六 時歸宿 


A 1)1-11 -- 

箱 に 行 く。  Resonator  Mi" を携. へ 行く 

、八  1 川の 音 £ まの 音 いづれ も 波の音と 性質 同様な り、 特に 水電 (塔 澤) の满水 池の 餘 水の 落ち 来る 

處 など 明に ドン，， ，\ と 間歇 的の 音 を 聞く。 矢 張  一 OW  pitch の 者 程 beat  ノ  frequency 小な り- 

瀧つ 場合に は 落下す る 水量に 明に  一〕 si* の 如く 間 欲 ある 故、 原因 は 明な り . 

四月 六日 

朝 土產勿 買に 出で 九 時の 電車に て 九 時 三 五の 潔 車に のり 正午 東京着 . 


要するに 波の音の 中には あらゆる pitch の sound を 含む と考 ふる を 得 此れ だけ なれ は 寧ろ 當 

然の 事な り。 何と なれ は 任意の irregular  wave は Fourier にて expand さる、 を 得 其： Fourler 

の fundamental  IDel-iod は 叉 全く 任意に 取る を 得れば なり。  、 

しかるに 稍 面白き 事實 は、 Resolmtcr にて 閜く 音が continuous ならす beat のタく 多少 15<31.- 

mitt§t にて 丁度 大鼓の 如く 聞へ、 しかも 其 beat の frequency は pitch の 高き 者程大 なる 事 
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なり， - 固より 此の heat も、 必 しも l-pi-ulal- -なら す。 

又定 りたる pitch にても 單 純なる beat に は あらす 図の 如き ものなる は 勿論 なれ ど其內 最も 

フ /L/lzv-> 著しき 者 は 二 isceniible にて 數 回の 觀 測に て 唇 其 回數の order を定 むる を 得 (此 

一 一 一 一 5 れには 音樂の Trill. と 比較す る を 便と す) 

次に 注意すべき 事實は 波の 最強き 時 は Kesonator なく 共 低き pitch の 音の beat の 如き もの 

を 明に 聞く  (芝居の 浪の 音に 擬 する 大鼓の 如く ド>  、マドン ドン 、 、 、 、と 始め 急に 後 稍 緩徐に 聞 

ゆる 事 あり)。 叉此ノ  beat の intensity は 1,^  WV の 如くなる 場合 多し。 若し 特別の pit  (ユ h 

なしと すれ は 如何にして 此の 如き definite なる beat を 聞き 得べき 哉 疑問な り 

なほ 場合により 波の 頭が 遠くより 折り返し 來る時 は。 ハタ、 ヽ 、 、とい ふ 拍音を 交 ゆる 事 も あり" 

Kesomito 一- にて 聞く 時 は 眼前の 波が 靜 まりた る 時 にても beatill,ti.scml(l は 著しく 弱らす、 唯 

稀に 遠近 一 体に 平靜 となる 時に 限りて 聲を收 む。 

. 波の 同時に 折り返す 範圍 は數十 米より 一 一三 百 米 位 迄 

しかし 二百 米 も 同時の 事 は 殆んと 稀なる が 如し、 一 つの front の 中 一 部が 同時に 折り返し 一 秒 

程度の 間隔 をお きて 其 隣が 折返し 順次に 傳 はる 場合 多し。 


帳 手 


手 帳 (大正 五 ー 十一 年頃) 


物理 學の 根本 問題 

物理 學の 定義と 範圍 因果律 

一 般科學 の 成立 

^3^^  and  error 

-ト： ，i  ：  f IHfass-eluent 

事 實と觀 察 

一 R お. 101  body 

Generalizaxion 

ilated  svstem 

に iw 万物 相關 

Hypothesis 

scel:>T;lc;sm. 
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J^osltlvlslu 

づ ragiuausiu 

Thllc- 

K  aiit  schopelllmuer 

f  Euclidian 

^principle  of  Relativity 

Force 

Inerrla 
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Mass 

Dynamics 

Whl2 お y 

Heat  t^s iuol;ion  , 

Electricity  as  luctioll 

Mechanloa-l  exlyl ana^loll  of  ？ 0  universe 

Electronic 

Ether. 

Electrical  CXJPln-natlos  of  the  universe 

Tlic  sp^c-.o  of  clccl;nc  ions. 

Iwosltlve  electricity 

手  Mutual  mass. 
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constitution  of  atoi 

Radioactive  transformation 

SJSCtslu  Ihie 

protjlem  of  Radiation. 

.wljite  Radiation 

Plauck 

SOISnerfpld 

Det>ye 

Hingtein  sclrwallkuug- 

Law  on  Biiiidel 

に ik1 L-aw  o.f  t;lier:iuodyiituuics 
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帳 手 


Siuoluchowski 

Einstein 

iytaulstlcal  ichallies. 

Its  ^c^c-.c. 

Theory  of  Gravitation 

The  possibility  or  identifying  the  Gravitation  and  electric  attrsu.tion  and  repulsion. 

P. 190 

Physics  col-f  ehen 二 s  its  rSle  when  it  lulsli  matter  ii 一 the  direction  of  spatiality. 

Mattel- ナケ レバ き ace 尸 conceive シ 難シ。 l=atte--  ノ  difeel-21t  1-alts ヲ區刖 スル際 二  space 

ノ  conception ヲ生ス 。而シ テ此ノ 區別ハ 視覺ト §iulal-  Seng トー ーョル 

191 

〇9】c  easlot  ii.st  too  much  (m  the  aitiAcial  element  in  the  nlatheitical fom  of  a  physi- 

cal law,  and,  coiisequeiitly,  in  om-  scientific  knowledge  of 
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Mattel-  is  ballaste(l,  so  to  speak, き th  geoluftl-y.  . 

物質 ト 生命 從テ inteluMslcc ト lutuitioii ハ ニッノ 相反 スル 運動 ナリ 

Bergscl- ハ Ka-t ュ 對シテ 吾人 ノ 智識 一一 ハ 科學的 智識 ノ外ニ ナホ metaphysical ノ 智識 ァリト 

考へ。 智識 ヲ得ル 手段 ト シ テ ハ iiitelligence  ノ外ニ ナホ liituitioii ナル 「 ヲ述 ベタリ 

19,1 

Bergssl ハ leant  ノ如ク iiitelligence ヲ考へ タル 如シ 彼ハ次 ノ.^ キ 言葉 ヲノへ タリ 

一 cadl?s)  mould  anterior  tc  all  experience,  iii ン vhicli  our  experience  comes  to  nisei t  itself. 

Kl ハ强テ 感覺ノ 形式 ト理 鮮ノ 範赌ノ 必然 ナル 「ヲ 假定 セル ガ爲ニ 困難 ニ陷 レリ。 然ル 一一 

Bergsoii ハ此ノ 弱点 ヲ 看取 シ次ノ 如 ク考へ タリ 

即チ (1) Regarding  space  as  a  form  "  illtrsluced  into  the  real  >vith  a  view  to  acuoii  and 

not  Avith  a  view  tc  kllsvledge.  (2〕  Regarding  space  as  immanent  in  matter,  and  so  not 

fol-eifnl  to  ttie  form  of  l)ercepuos. 

197-S  ！! 
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科學 ハ concept ョ リ thil-  ニ移ル モノ ナリ 

B3i ハ irlcs 一一 於テ考 フル 如キ， nme ハ I 應ナル モノ ト考へ タリ 彼ノ 所謂 I 議 

space ト pure き】 ati§ トノ間 一一 起レル 要素 ノ 交換 一一 ョル モノ トセ リ即 ミ im- 一 ics の Tu  一  S  ノ 

**Fo ョ th  dij-eusioll  of  Sva2>  " ナリ トセ リ 

sp^^ow-s^^op^  space 

(concelltual  space 

1 perceptual  space 

Bl. 謹 ハ f ヲ hsiii 雲 1 画 ト名ケ 居レド モ此レ ハ 定義 一一 ハナー フズ ^1 

ト云フ 言葉 ハ旣ュ ps-c  space ヲ 豫想シ ト云フ 言葉 モ 同様 ナリ 

帳  Ciiusality  ， 
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◦  science  ノ 用語 ハ 有限 ナル 言語 一一 テ 明白 一一 說明 サレ 得べ キ モノ ナルヲ 要ス。 正義 トカ 道德ト 

カ云フ 言葉 ハ 此故 一一 科學上 ノ 用語 トナリ 難シ 

哲學 書ナド ヲ見ル 一一 瞹昧ナ ルー 一一 一 II 葉 一一 テ充 サル。 始メ 漠然 タル 觀念 一一 先ッ 名前 ヲ付 シ、 後 ヨリ 此 

レ ヲ 分析 セ ン ト ス ルガ 故 ナリ。 

物理 學ナド 一一 テ ハ 名前 ノ 出來ル ハ 分析 總合ノ 後 ナリ" 有無 ノ分 ラヌ モノ 一一  名前 ダケ 付ケテ 議論 

ス ルカ 如キ 「ハナ シ 

Efroit  and  a  stelo  toward  reality. 

〇 素人 ノ 問題 ハ 分析 サレ居 ラズ。 何ガ 問題 ナ ルカ > 明白 ナラヌ 「多 シ。 素人 ノ 問題 ヲ科 擧上ノ 

問題 一一 分解 ス ルガ 科 學者ノ 一  ッノ 仕事 ナリ 

〇 觀測 一一 主 觀的客 觀的ノ 酉^ ヲナ セ共哲 學者ナ ドノ 云 フガ如 キ絡對 的の 區別 一一 ハァ ラズ。 
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如何 ナル 客觀的 測定 ト雖 トモ 主觀ノ 分子 ナキ ハ ナ シ 尺度 二 テ長サ ヲ測ル 一一 モ 最後 ノ析 ハ csti, 

jnatioii 一一 ョル。 此 レニ ハ IJOl-sonal  2-rcr ガ隨 伴ス、 

此レ s^- チ subjective  dcjiicnt ナリ、 

〇 觀測ノ 結果 ノ 平均 ガ實際 ノ價- 一近シ ト云フ r ハ 誤差 分布 ノ 方法 ヲ 確定 シ タル 後 ナラデ 《適用 

シ難シ 

例 へ バ breaking  weight  ノ 測定 等 ノ如シ 

oc^illten  of  electricity ガ absolute  二  determinate ナル モノ ナリト ノ考へ ハ 吾人 ノ もテノ 

經驗ヲ 超越 スル モノー ーテ metaphysical ナル 要求 ヨリ 來ル モノ ナリ、 吾人 ノ經 驗ノ 立場 ヨリス 

レ 、ノ  f^f  二 モ又 variety ァリ其 ノ  im さ n  value  ノ如キ モノ ガ definite  vjiliic ヲ有 スト 考フ 

ル 方穩當 ナラ ズャ、 殊  一一 2-e-.fiy  quantum  ノ如キ 吾人 ノ從來 ノ考へ 二 對シテ 非常 二  shockirly- ナ 

ル ハ此 ノ理ニ ョル 二 ハァラ ズャ、 quant§ ナル モノ ヲ statistical  ,lm-an ト考へ テ ハ 如何 ナラ ン 力 

tpti-lc  indicates  the  1(1211  m<  the 二  cf  scientific  ccllstl.uctisl,  \vhih>  PCHitive  qlistoluclcsy  points 

(Kit  its  actual  JUC-thsL 前者 ハ proof  ノ 方法 一一 過 ギザ レド モ 後者 ハ discovery  ノ 方法 ヲ與フ 

手  ヒ】 nrlquclx-  48  jo. 

He  (Helmhol〔t>-)  is  entitled  to  fame  fol-  havhls- -12 二； 1.1-21  tlst  the  discussion  (>f  all  sol-ts  pp  ^ 


scientific  questions  kads  to  exnstelllologjcal  ipl.olblelns. 

〇 哲学 は 個人の 哲学な り 此等ハ 一種 ノ心界 現象 或ハ歷 史的 ノ事實 なり。 故に 心理学 ゃ歷史 研究 

ノ 村 料 トナル モノ ナリ 

OQ§」ity  and  ocps^^^^ 

Kant ハ此ノ 15^ 別ハ 主觀的 先驗的 二 確定 サレ タルモ ノト 考へ タリ 

Stnait  Mill ハ此 ノ考ヲ 採用 シ 一層 明瞭 一一 セ リ即チ 異種 ノ知覺 ヨリ 起 ル差ハ 量的 ノ 比較 ヲ許サ 

ズ、 此 意味-一 於テ Heat ハ Jsltion ト 量的 比較 ハナ. シ得ザ ルべシ 

比レ 二 對シテ Caitesian  principle ハ 物理 世界 ヲ凡テ extentioii ト motion  二 テ 設明セ ン トス 

(後者 ノ  coiivciitioiial ナル r ハ 明白 ナリ、 nschallical  theoiy  of  light  二 テ ハ光的 現象 ノ凡テ 

ハ含マ レズ)、 

又 positive  science ハ此ニ 反シ、 物理学 一一 起ル 質的 一一 種- -ナル 現象 ハ 此等ノ  3c(lel トナル ベ 

キ 唯一 ノ  process 一一  ヨリ テ 代表 サル、 而シ テ此ノ  Jnodel 一一 ツキ テハ唯 量 ノミヲ 考フレ ハ 可ナリ 

(此考 一一 ョ レ ハ 質的 15^ 刖ノ實 存ハ夢 ノ如キ モノ ナリ。 或ル 意味 一一 於テ ハ此ノ  J-lodel ハ ；K;ll-t  ノ 

認識 形式 ノ擴張 トモ 見 ラレ ズャ )、 

〇 先例 打破 ノ 快感 

Ga-lllel  etc. 

〇 見る目の 変化 
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〇 夢 ト現實 ノ區刖 

唯一 一見 ルノ ミナ ラズ、 任意 ノ 時 ュ 見得 ル possibinsty 

Correspondence  of  the  sensations  .witll  tlie  expectation. 

Historical  fact  (wlllch  can  not  b3 づ erceiv21  directly). 

Enric-ucfv- 

-- Mechanic  is  the  hl-st  e,xl;3nslcu  ot*  srcoHuitrv. 

xwi  time  - ヲ 加味 スレハ 直チ ニー  kinematics ト ナル、 

Timo  ： — 

前後 トー K フ 言語 ハ 一 ッノ  intuition 一一  テ 現象 ノ引キ 鑌キヲ 排列 スル standard トナル モノ ナリ 

I-lme  ノ  dul-atloll ノ  measure 一一  ハ phenomena  ノ  series ヲ 甲ュル 外ナシ 

二ッノ  tijue  interval  ノ 出發点 ヲ並 ベル r ハ 不可能 ナ リ 

ol-Jvif-tn-e  cllal.tlctor  of  abs1;ract  thue. 

手   . —— I  

1 I ト sliould  <:aKe  on<3  single  scale  made  4^  of  a ゴ 2-iodi<*  series  of  cllenss?】la,  ？ would  ^ 


f  us  a  relslation  of  time  as  a  ^c^i^. 

But  the  vat  of  II  i 一一  I  II  I  I  tc  I  I  I  .  I 

ycl-ies,  .which   

t ハ absolute  tf ナル モノ ヲ考へ f 画 霞 一一 無關 係 ナルモ ノト 考へ此 レヲモ 、"一 ァ 

lion ヲ 比較 スル 爲ノ  1(1 [ トセ リ。 此考ハ I 一一  ヨリ II サレ 

Madi ハ time  ノ  measure ヲ temperature  ノ Ineasurc  二 比セリ 

I  -  t  ノ き #?ト*>1 ！寸 クレヲ ンモ。 此 レニ ハ .fan ォ ヲ S 与 フ 

一〕 rinciple  of  inertia ヲ以テ time  ノ定 義ト 名付ク ノラ，. ンさ i  - 

即チ two 囊 f  -  bodies  not  acted  upon  any  fi,  travi  two  spai  a,  b,  5  the  I 

tf  they  will き 1 tlulh  space  pit  to  a  I  b  in  the  i  ti. 

Objective  ility  of  f  ノー io 此レヲ ii シ且ッ tf ヲ ォキテ i. ヲ 

作 リ實驗 ト合ハ シ テ確ム 

物 I の 範圍 は 天文 や 動物学の やうに 對象 によって 限られす、 I によって 限られて 居る。 此 

点 お siplx る 性質 を 具へ て 居る G 後者の 如き 種類の もの は I になる 


帳 手 


物質に も 意志が あるか も 知れない が 其れ は 自由で な い 

科学の 主導 原理と しての 觀照性 (Alilululichkeit) と 單純性 (Killfaehheit) 

目的 觀的 自然 說 明の 放棄。 (主 觀的內 的 理解 をす て X 客觀的 外的 說明を 取った 事) 

方 則 概念と 其發達 

上野 直昭 「精神科 学」 第 六 章參照 

私の 書物 は讀 者に 何事 をも敎 へない。 讀 者を敎 へるべき 書物 は 余りに 多い、 私の 書物 は 始め か 

ら 終り 迄？ の符 號で充 されて 居る。 私 は 唯 私の 獨 りて 持て 餘 して 居る？ を讀 者の 前に さらけ出し 

て讀 者の 鮮决を 示唆す るに 過ぎない 

私に は 書く 事 は考へ る 事で ある。 

此れが 私の 書く 所以で ある 

〇 認識と いふ 事實を 形成す る 二つの 要素 「知る 者と 知られる もの」 と 二つ ある、 其內の 前者 即 

能 知 を 捨て \ 後者 即所 知者の 間の 關係を 取扱 ふの が 科学者 だとす る 云々 (紀平 19) 

〇 自然 研究 は 哲学 史上 人事 学に 先って 發 達した 後者 はソ I クラ テスに より 獨 立した。 プ ラトン § 


は 此兩者 を 合せん と 試み ァリ スト テレ ー ス が此を 一 層 擴げ整 S した 

〇 フ ロタ ゴ ラス の 感覺論 

人 は 万物の 尺度な り 

概念論 

唯名論 

Nlnvtoluan  space  ： 

球 上つ 多くつ 問 は 地 求に PX せる coord. にて 足る も 此れに て は大陽 系の 諸 天体の 運動 說 

明に 困難な り 

次に ±yf と恆 星に tlx せる もの を考 ふ、 しかし 此れで は谊星 中の 運動 說 明に 困難 故、 次に 恆星 

に coord. を 移し 大陽は 其 中に て 】Ii"les 坐に 向 ひ ：12 さ iles/i の 速度 を 有すと 考ふ 

〇 Ether の 問題 

N-e-utoJlitln  sljaee  was  void  ot,  anytlling-  ii 一 at;erlal. 

，「tleory  of  lij^llt  iicccessitated  the  assumption  of  such  thing. 

Theory  of  R3】ativity  again  discarded  such  an  assumption. 

(see  T-ohnan). 
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〇Das  Redcdlsll  Einstein  Jusal-cl  (aus  Kerliner  Ta.geblatt  24.  Sept.  1920)  

Lena 一. d  :  Kin  solches  G i avitationsfeld  milsste  CEl audi  anderweitig  noch  A^ol.giinge  112-- 

vorrutoii, W2m ich 】-ir  sein  v-rhandensein  anscbau 一 ich  machen  一 Wll ！ 

ぼ I  Was  del-  M21sch  als  aiisdiaulich  betl-adltet,  Lft  groill  Acnderggen  untenvcrfg, 

ist  eine  Funktion  del-  Zait.  Khi zoitg-elloi  Galileis  hse  dein  Mcchanik  auch  fiir  sehr 

unanlaulich  erkls.  】)ii  "  all 層 lichen"  vcl.stellungen  l-abg  ihre  Liickcn,  llau  wic 

del-  viel  zitiei  te  "  gesundc  Menschcllvel-stand."  (Ileitelkeit) , 


手 

帳 


o  Object 一  」 

arJiDO-rent  object 

(Broad  p.  8) 


c Descartes  oc  tocko  rejected  secondary  qualitic 

welkeley  &  wraflly  rcjecte〔d〕  I)l.ijllal-y  ^-, -p--^_-CM 
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OLOCkc の rsd  in  watcM-  cxp に する 弁駭 (p-  -of). 

〇 異なる 音 は 同時に 3ist す 

◦  reality  ノ 判断に 觸感 が視感 より 重んぜられる 事 (P-  W4) 

OSchlick,  Rauin  u.  Zcit  in  (1. J;-es.2lwiirtlg.21  Physik. 

Isach  ノ考 へし 感覺的 要素 は 却って S さ Uty にあら す 

no. され 得る elc(. trie  iicld やなん か 5i 取 も positive な l-eillity なり 

Hilfsbegl.s  sehi,  (-ino  alslloluische  Fiktioii,  sondern  k5iuite  ebcnsc  wolil  cineii  l.eakm  zu- 

1001  Oder  Ks-lplex  solchcr  objektivcn  Eleme-te  bseichil wie  etwa  (lev  Besnff 

i  "Ich"  eineu  lealeu  Kiplex  alii 旨 licher  3.】lelueutc  bc(12 き t,  dein  elgliimlichen 

zuiinhai-  iu  del- 具. " Einheit  <13  Bewitsein  -  bestellt.  Das  Wcltbild  dcr  Physik 

wiil-e  ein  in  chi vie-.dill-slsiollalcs  scli>a  M.i-dnc>t。s  Zeich き- systi,  llul-ch  (las  wir  die  Reall- 

tiit  oti  ..  also  ihr  als  t  blosst-  llilfskonstriictioii, um  mis  ZAViscll21  (lell  s-cs さ 2 一 2. 

ansehauliclien  K121121t21  zllreclltzllflmlell. 
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帳 手 


ニッノ 見鮮ノ 决定ハ 困難 ナレ トモ sdllicko ハ 後者に 傾く と 云へ り 

最も 簡單 なる Tileol-ic ハ單 一一 思考 節約 二 ナルノ ミナ ラズ又 ciii  Mhlhmu-l  Ysl  Avulkih-licllell 

M.O:usntcn ヲ包 有ス。 

Schlick 尸 Einstein  ノ 仕事 ヲ lllu-le  ノ  substa-1-z 二- ml  Kausalitiitsvorstdlull.li- ト 同一 ノ 哲学 

的 antwicklung-srcihc  -ー屬 スト 云へ リ 

〇cohn 

器械 的 宇宙 觀が M.g-  Kxpcrh-lcllt 一一  於て fail せり、 此れ か R.  P. の 起る 必要 を 生せ り 

詳しく 云、 は 二 iililei  N,2vtoll ノ  Kinematik は Fizojiu  Kxp. に は 可ナル モ 1VL  M.  J.】xp. に 

は不當 

^ち IVL  M. より、 uiiiform  motics は meellar-icitl ノ ミナ ラス cl<H.trls:l  optical  二 乇 vcriiy 

する を 得ざる 事と なれり 

, M.  M. と Fiz.  Kxp.  ノ 調和 ハ mitbGwegt 一一  於 ケル時 { 〈ェの 変り にて 遂げら る 

Kauiii,  Zeit  unci  Kelativitiitstlleol-le. 

(Abh. 11. づ ortriis-e  aus  deiu  Gebietc  del-  Matli.,  NatLU-w-  u. l-echllik.  llcft  5. 15.  c.  ，rcut-nel-). 
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鉄道の Fahrplan 図ヲ 借リテ Lol.entz  Tl-ansfornln 等を說 明せ り 

Lag-range ハ Mec.  Anal.  (1788) 一一  於テ mechanics ガ 四元ノ 幾何 ナル 「ヲ云 ヘリ 

露西亞 ノ 生理学 者 E.  von  Cyon ハ 3  dimensional  space  ノ 起因 ヲ半規 管 ニォ クン トシ タリ 

彼 ハ Lamprct  (Neuaugen) 〔半 規管ー 一個〕 及 日本 ノ舞鼠 〔半規 管 一 個〕 一一 就キ テ試驗 、ン 此等 S 

物 二 欠除ヒ ル半規 管 一一 頃當 ス ル Abmessuugen の .STOrstellung ガ欠 ケ居ル コトヲ 示 シ タリ (t-  g 

Cvon, に Oreille,  Paris  1911, 叉 oas  ohrlabyl.inth  als  Organ  rlel-  ithematischen  Sinne  fur 

Rauni  und  Zsit, 132 lin 1908) 

N2vton ハ Bentley へ ノ 手紙 デ Action  at  distance  ノ考へ ノ 不都合 ヲ 自白 シ て居ル 

R.y.  Hf-5S  ノ實驗 一一 テ 凡テノ 物体 ノ 重力 加速度 ガ 20I600I0I00 迄 同一 ナル 「ヲ 証セリ 

(32P,  ノ. 12 行目ノ 記事 ハ 誤れり) 

(34  P. 10111 行モ 誤) 

日独 時 一一 於 ゲル 光線 屈折の 測定 ハ旣 一一 1914  Aug.  21 の 日蝕 二  Kaukasus  二  # ァ獨逸 葡设隊 力 

行 フ香ナ リシ モ戰 爭ノ爲 露國ノ 捕虜 トナリ 中止 シ タリ、 後 S19  May  29.  Biasil 一一 於テ 英國ノ 

expedition 一一  ョ リ 途行サ レシ ナリ  —— 、 
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沏量 術の 起源 ハ埃及 一一 テ ナイル 河 氾濫 ノ爲、 年々 一一 田地 ノ 境界 ヲ定ム ル必耍 アリシ 爲發 達セリ 

始メ ハ全ク 経 驗的ノ モノ ナ リシ ガ後 希躐人 ノ頭腦 一一 ヨリ 論理的 ノモ ノト ナ レリ 

sctllesulg-el-  ノ書ノ 終  一一 L-iteratlll nachweise ァリ  

OLUdwlg-  Lang.e  ：  I>ie  g-esehichtlich,e  Eiit さ iclslun^  des  JBSVegung-sbegTiffs  un(l ihr  .vor- 

aussiditliches  Enderg-elbnis.  Leipzig-  J886. 

CP  causs,  IJlsqssitlones  g.enel-ales  a -op  superficies  C=l-Yas,  1828.  Werke  F 187. に. 

S.  217. の 獨譯ハ wangerin,  Ostwalds  Ip-lssiker  wd.  5.  I^sip.  」SS9， 

Co.  li.  Hinton,  Scientific  Roruanc な 「, L-OIKIOn  Issp 

〇E.  A.  Abott.  Flatland,  London  1884. 

〇M.  r>ehu  u.  P.  Hccgaal.d,  Analysis  situs,  Enzyr  cL IVIath.  Wiss  s.  N.  Aw  ^. 

Htc. 

〇P..L-enard.  TD-bel-  Relfltivit, ま sprinzip,  Ather,  Ohavitation.  3te  Aufl.  J=it  eineJii  Zusatz, 

tsTil-effend  die  N-aullcinler  Diskussionen.  Hirzel  in  L-pzs-  19W1. 

嶽車ガ 急-一 start すれ は 車內の もの は 動搖し 或は 倒る、 しかし 車 外の 世界 は 平氣で 居る。 此場 

手 合に は gl-avitation でない 力 (friction なと) が ある 故 ainstdn の 一 般說は held せす 故-一 E 

巾 の說は 重力の みの 場合 二 制限すべし 云々 
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(比れ は objection になら す) 

人 は 或る Theorie ガ 唯一 二の 實驗で verify さる、 と考 へる が 此れ は 誤り だ 云々 (此 おは 同 

感)、 

uchtkrmsuung- や perihelbsvegul お が 他の 源 因に よって 說明 さる、 可能性の 

Mass に 比例す る 力なら ば E の說は apply す 

E5tv5s の實驗 にっきて は 他の物 質 H や He の 事 を 云へ り。 ：？ ハ Kptllodenstrahlen の吸收 

が I に 比例す る rule に 外れる 故、 此れに つき Weighing と solil vel と を 比較して 見る 

がよ し 云. - 

J^enard が gesunder  Verstand を 云 立す るに 對し Einstein は 潔 車の 機 關手を 引出し 「自分 は 

土 也 を：^ -: したり 油 を 引いたり しないで 關車を 熱し 油 を 引いて 居る。 だから 動いて 居る の は竊車 

>M 一と 云って special  R.T. を も 否定す る 事 を 述べた。 

i れに對 し 1. き ard は 「その 嵐 關手は gesgld でない。 何となら ば 地面 か 動いても 矢 張 火 をた 

き 油 を 引かねば relative  motion は 起らぬ」 と 云って 居る 

(此の 問答 は 皮肉 だ) 
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帳 手 


K  (大正 六 年 以降) 


六 年 五月 十日 石 原 君に 

藍色 にす みて 風な き 湖の 上 に眞 白き 船 の 波 を臾き 行く 

綠萌 ゆる 湖の 畔 りの 草原に あまた 群れ 居て うたげす る 見 ゆ 

李 さくま づ しき 小屋の 裏庭に 畑 打つ おうな 裾 長く 着たり 

紅の もすそ 折りし き 草原に うれしむ 乙女 等 ひれふる が 見 ゆ 

谷 深く まづ しき さまの 村 見 へ て 寺の 白堊に 夕日 きらめく 

隨道 を 出 づれは 春の 國 ありぬ 李 かほりて 遠き 湖 見 ゆ 

外 國の春 は 淋しき しか は あれ ど 此國の 春に 心 慰む 

彼の 國の春 はと わなり 君が 歌の 林檎の 園 は 吾 も 見 つらめ 

谷 蔭の 葡萄畑 をめ ぐらして 石垣 使く 木戶斜 なり 

夕闇の 道端に しるき 聖像の 前につ かづく 媼を 見たり 

眉に せまる 峯の水 河に 夕日して 綠の谷 はすで に 暮れ行く 

嵐 車 の 窓に 迫りて 黑き 樅の 木 の 梢に 高く 氷河 か &る見 ゆ 
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靴の 上に 靴 足袋 はきて 氷の 野に 行き 惱む人 を 見れば おかし も 

山 見れ は 山 は 唯黑し 氷の 野の 眞 中に 立ちて しばし 憇ふも 

氷の 野に 憇 ひて あれば 底知れぬ 氷の 奥に 水 音 聞 ゆ 

そ 2^ ろ 凄き 氷の 原 を 渡り 來て 岩間に さける 草の 花つ みぬ 

姐 道 をし ばし おり 來て 顧り 見れば 氷河に { 仝の 光 かげろ いぬ 

まの たたり 氷河の 見 ゆる 一 つ 家の 庭に 憇へは 汗 おさまりぬ 

五月 十六 日 藤 原 tOf 君に 

我 は 世の 幸 を こそ 思へ いか なれ は 世の 人な ベ て 我に つれな き 

風なくて ひなげしの 花 そと 散りぬ 椽の 日向の 金魚の 鉢に 

我れ 死なば 人 や は 笑 ふかくて あれば 人 や は 憎む さも あらば あれ 

我が 病 愈え で此儘 あれ かしと 思 ふ 夕の なきに しも あらす 

泥 鉢の 土 を やぶりて もえ 出る 一 一葉 を 見れ は 心 うれしむ 

我 胸に 溢る & 血潮 思 ふ 儘 土に 注が は 心安から め 

文よ めば 心 慰む さは あれ ど 文よ むの みぞ 余り 淋しき 

七 年 七月 三日 

我 庭に ふさ はしき もの は 萩 芒潷も ありて 心の ま \ に 
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帳 手 


我 好む 秋の 草々 植ゑ 了へ て 見れ は うれしき され ど 淋しき 

宵闇の 書 II に 人れば 窒の內 に 籠る 木の香の ひたと 迫り 來る 

棚の 上に 並 ふ 書物の 靑き 赤き も 美しと 思 ふ 春の 夜の 灯に 

新しき 敷物し きて 一 一日 三日 うれしく は あれ ど 心 落 居ぬ 

七月 三日の つ き 

我植 うる 芒白获 女郎花 子等 は うれしみ 水 注ぐな り 

何もな き 庭 を 詫し み草植 うと 瘦せ たる 土 を 掘りく だく かも 

荒 庭の 土 掘り 居れ は 色. -の 物が 出で 来て 心 詫し き 

草植 うと 土 掘りく だく 鍬の 先に 一 一 つ になり て 朽ちた る 小 櫛 

七 年 八月 廿日 夜 

稻妻ゃ 妻 は 芝居の 夜もすがら 

七 年 十 一 月 一 日夜 書齋の ガス スト ー ヴ 

の； W にて 

さやかなる 焰の音 を 聞き 居れ は文讀 むから に 心 落 居る 

しう/^ とかす かに 燃 ゆる 火の 音に 夜の 寂寞 は 胸に しみ 人る 
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琺瑯の 綠 美しき 爐の 中に 赤く 燒 けたる 柱 並み居る 

スト ー ブ に 足 をのば して 火の 中 を 見詰めて 居れば 冬 は樂 しき 

スト ー ブ に 文 見て 居れば 妻 も來て 好める 菓子に うまき 茶を吞 みぬ 

たのし さは スト ー ブ の 火の 燃 ゆる へ に 好める 画帖 ひろげ 見る とき 

外つ 國の ありし 圑 欒も樂 しかれ ど 我家の 爐火 にしく もの はなし 

スト ー ブ の 燃 ゆる は 樂し戶 の 外に 雨し ぶく 夜 は 更に 樂 しき 

スト ー ブ の 燃へ さかるな ベ に 風 ありて 壁に 生けた る 菊の 葉う ごく 

十 一 月 十四日 

夕 時雨 淋しき 頃 を 一 人 居て 妻 待つ といへば 早歸 り來ん 

溫 かき 夕げ のむ しろ 眼に 浮びで 雨の 大路 を 急ぎ 歸り來 る 

紅の 鮪の 肉 は 美しき に 防風の 綠 大根の 雪 

浴室 (大正 八、 一 一月 十三 日) 

ベ コ 二 ァの 霜に 枯る \ が 悲し さに 湯殿に 置きて 眺 むる 今日は 

湯浴み 果て k 手桶に さめし 湯 を 少し 小鉢の 草に 流して やりぬ 

湯烟 りに 籠れる 糠の 香 を かげ はいと けなき 日の 故里 戀し 

！ りに 窓の がらす は 曇りつ 滴り 落つ る 溫き露 はも 
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帳 手 


湯烟り の 渦卷き 上る！ i の 上の 小 窓 の 外 は 雪 ふりしきる 

硝子 戶は 露に くもりぬ おろ/. \ に 映る 軀は我 か 現し 身 か 

据風 RI の 火口 ゆ 炭の こ ほれ 落ちて 光る と 見れば やがて 消へ けり 

硝子 戶に兒 等が 画きし 指の あとの 父の 似顔の 鬚 見れば 悲し  〔第 七 卷四六 二 頁參 照〕 

何となく 心に しむ も 冬 の 夜の 湯船 に 汽車 の 笛 聞く 今夜 

うら 、 に 澄む 溫 泉の 湯船の 湯の 中に 朝日 さしけ り 山の 峡間の 

おのがし . ^物 云 ひ 歌ふ錢 湯の 片隅に 我は默 りて 居たり 

番臺の 湯屋の 娘に もら ひたる 釣戔の 銅貨 はつめ たかりけ り 

越へ て 来し 幾日の 船路し ぬび つ、 湯殿の 窓 ゆ 湯 見る 今 は 

一 一年の 旅路 は 果て 、今 こ \ の 風呂に はいりぬ 日本の 風呂に 

絕て 久しき 我家の 風呂に 人り 居れば いとけ なき 子が 物 云 ひに 來る 


幼稚園に 見知らぬ 子等と 群れ遊 ふ 我 子 を 見れば 胸 迫り 來る 

幼稚園に たまく 來 たり 人の子の 中に 交りて 我 子が 居る も 

いたいけ に 小き 人の 國に來 て 何 か はしらす 淚 流しぬ 

子供 等の 手拍子と りて 歌うた ふかた へ に 我は淚 ふき 居り 

幼稚園の 遊びの 庭の 片隅に 猿 も かひけ りに くき 小 猿 を 

敎 場の 壁に かけた る 子供 等の 獪を 見て 居たり 淚 流して 
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幼 積 園の 隣 は 人の 家に して 三味線の 音が 聞へ くる かな 

幼稚園に 子 を 送り 來て 春寒き 梅-^、 く 門の 中も靦 きぬ  〔第 七 卷四六 三 頁參照 3 


大正 八 年 五月 一日 

子供 等と 晝餐 をし 居れば 窓の 外 を もの 騷 しく 電車 は • 通る 

子供 等 は 皿の 鹽 をめ づら かにう ちま もりつ 、フォ ー クを 取らす 

背なる 食卓に して 母と 娘の 唯 ひそ やかに 物 食 ひ 居たり 

ナフ キン を こ \ だ 干した る 物干の 下 は 土 姆に蔦 生 ひ 茂る 

夏 近き 都 大路に 若葉 萌 ゆる 並木の 名 を 子等に 敎へ つ \ 

公園の 人 を 許さぬ 芝の 上に 黑犬 一 匹 ころがりて 居り 

此 わたり 人 疎なる 杉 木立 小暗き なへ に 木萚花 さく 

園丁 は 樹陰の 土 を 掘り 居たり 溢れる 土の 香 は 迫り 來る 

藤棚の 下に 集 ひて 人 あまた 藤 は 見やらす 鲤を 見て 居る 

山吹 はきた なくなりて 石橋の 下に t 卞句 なし〕 

金 鶴 を 追 ひ 退けて 誇りが に 鵝鳥 〔の〕 雄 は 羽 はたきし けり 

人の子に 物 云 ふが 如 物 云 ひぬ 媼は 猿に 钭を やりながら 
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大正 八 年 十 一 月 五日 人院 

スチ ー ム バイフの 昔 

夜 明の 鳥の 聲  - 

十八 年 來人院 して 居る 神經 衰弱 患者の 話 

モヒ 中毒 患者が 注射 を まちかねて 朝 三時 頃から 廊下 をバ タ々 々あるく 話 

中 村 書記官が 雨の 降る 日に 風呂敷 包 を さげ 一 人で あるいて 退院した 話 

ボイ ンセ チアと サイ クラ メン 岩波より (十一 日) 

正 一 一 か來て *w ん とす しかき を 食った 事 

御迥診 C 大名行列、 助手の 多數は 額の 鎗の 批評した りえんの 額 を 見て 居た 

十二月 十二 日 金曜 

三時に 眼が さめた が 又す ぐ 眠って 四時 半から 眼が さめて しまった、 六 時半に 村 川さん が体溫 を 

とりに 來る、 木 村さん は それから おきる、 今朝 は 寒い せいか スチ ー ムが 中よ 届かぬ、 

八 時半 頃 まち か 来た、 粥へ 牛乳 を かけた のと 葛湯、 

伊藤 君と 津田 君に はがき を かく 中 > "草臥れる、 靑楓の 雀の 軸 を かける。」 ん晝 前に 來る、 

手 午後 竹 內潔高 橋 胖君來 る 其 他 ；… " 木 下 君 江 口 君と 來る Chester  (； ut の 陶器と H ハガキ を 貰 

帳 ふ 東 ー來、 タリ ー ムを 作る、 夜 陟來、 シュ ー タリ— ムの 中味 二 箇食ふ 
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拾 ひ 得し 命 を 惜しむ 火 縫 哉 


子供の 寢額を じっと見 つめて 居る とよく 額をピ ク 々 々させたり、 眼険の 中で 眼球 を 動かす 事が 

ある、 なんだか 自分の 見つめて 居る 爲に 眠って 居る もの . ^潜在意識が 影響され るので はない かと 

いふ やうな 氣 がする、 そんな 事 はありそう もない がし かし、 一概にそう もい はれない、 此方の 見 

詰める とい ふ擧 動に 移る 時の 運動 や 見詰めて 居る 時の 呼吸 や 其 他 機微な 或る 者が 音響 や 光の 分布 

の 微細な 表現と なって 眠って 居る 者の 知覺を 刺戟 するとい ふ 事 も 不可能と は 云へ ない • 

〇 結果が 起ら なけれ は 原因 は 原因に ならない 結果あって 後に 原因が 成立す る、 

腹 を 立てる とい ふ 事が あれ は 其の 原因が ある、 いくら 他の 人が 考へ て 其れが 理由に ならなくて 

も 其 人に は 腹 を 立てる 原因 はあった。 もし 其 人が 腹 を 立てなければ それ は 原因がなかった ので あ 

る 0 

天体の 運行が 如是て ある、 此れ を 結果と 考 へれ は 始めて 重力の 方 則が 存立す る、 此 場合に も果 

があって 始めて 因が 存す るの だ 

或る 現象が 起って しまって 後に 其 結果に 歸與 した 原因の gssuble を 求める は 比較的に 容易で 

あるが 原因と なり 得べ き 因子の 全 系統から 結果 を豫 測す る 事 はいつ でも 困難で ある、 科学 上の 豫 

測は此 等の 因子の 數を 極めて 少數な もの だけに 限定す る 事に よって 始めて 可能と なる、 此 限定 は 

尤 らし いもので あるが 人爲 的で ある、 
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こんな 意味で は 結果 は 原因 を 生み、 未来が 現在 を 生 するとい つても い.， 

〇 星の 光が 過去の 光で ある やうに 雨の 音 も 過去の 音で ある、 同じ やうな 意味で 吾人の 今の 生活、 

今の 考へは 過去の 餘韻 である、 一 mejt である、 


まん 曰く 

「貴方 は 馬鹿に ハイカラで 西洋 かぶれが して 居る と 又 馬鹿に 日本 流の 昔氣 質な 慮が あります ね」 

又 日く 「ッ マリ 勝手な 人です ね、 自分の 都合の い 、方に …… - 

實 際そう かも 知れない G 

朝飯 を 食いながら、 西洋の 野菜の 話 をして 居た のが こんな 話に なった のであった 

〇 大 3 プ年 一月 十三 日の 朝 十 一 時 寝て 居たら 飛行機の 音の やうな ものが W へ 出した 行 幾が 

十臺も 飛んで 居る やうな 音で ある、  ， チネ もフ 

雲 は S が 低く 立ち籠めて 居た が此 頃から 少し 破れ かぶて 其れが 可也な 速さて 北に 飛んで 居る 

矿目 力ら は CK と SK が 見へ る、 二階へ 上って 見る と、 どうも 電車の 音ら しい、 虱と 上層 氣 Hi の 

I 關 係で 遠方の 電車が こんなに 聞へ るの かも 知れない、 風 も f2,orable だし、 又 S の 上の空 氣が 

日光で 温められて rcfnsti§ を 助けて 居る のかと 思 はれる、 唯 二階で 聞く とちが つて 1^ で ss><  g 


と 音色が 如何にも prop  (！ ller の やうに 聞へ る、 事によると —— いや 多分 此れ は 砲兵 H 廠でモ ー タ 

1 の試驗 をして 居る の だら う 十二時 近くから 果して 南風が 強く 出た、 上層の 溫 度の 高い 風が 下 

りて 來 たの だ、 午砲が 強く 響いた、 耳の 遠い 母上が 珍しく 今日は ドン を 聞いた と 云った 

〇 病氣が 直る の は 病人の 血液と 共に 身体 をめ ぐる 不思 儀な 力が 病 氣と戰 つ て 勝利 をし める 爲で 

ある、 .m 血球が どうの かう のとい ふの は 丁度 重力の 方 則が どうかう と 云 ふのと 同様に 人間の 無知 

をゴ マカス 言葉に 過ぎない 此の 力 を 神様と 名付ければ 結局 神様のお かげて なほる ので ある、 

看病人の 有効な の は 看病人の 魂が 患者の 血液の 中に 流れ込む 時に 限る、 醫者ゃ 看護婦 は 無能で 

ある。 

醫者は 病氣を 診断す る 本営の 診断 は 患者の 過去 現在の 外面 的 及內面 的の 生活 をよ く理鮮 しな 

くて は 出来ない 害 だと 思 ふ、 かう いふ 意味で どんな 藪醫 者で も 子供の 時から か \ りつけ の 醫者は 

尊い ものである。 死に か \ つて 大学の 先生 を 呼 ふの は あれ は 別の 意味で ある C 

看護婦 も 時として は 有効で ある、 それ は 矢 張 看護婦の 魂が 患者の 血液の 中にはい り 込む 時で あ 

る、 理想的の 看護 は 如何なる 息 者に 對 しても そうな り 得る 事で ある、 H ライ 御 醫者樣 でも 此 点で 

は 弱い 看護婦に 劣る 事が 多い、」 

患者と 容易く 戀に陷 る やうな 看護婦 は此 意味で い 、看護婦 かも 知れない 

〇 糟 画の 面白味と 深み は 不器用、 不恰好、 不 釣合から 生れる 場合が 多い、 今 ドラ ク&ァ の 画 を 
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見て 居て 一 層そう いふ 感じ を 深く した、 名高い 「，L>allte  and  virg.ii」 でも 船に まつ はる 怪物 は 別 

問題と して、 ダンテの 赤頭巾で も 着物の 襞で も あまりい \ 恰好 (普通な 意味で) と は 思 はれない、 

しかし 一種の 面白味 は其處 から わいて 來る、 「アル ゼ リアの 女」 でも 同様な 事が 云へ る Manet の 

多くの 獪 でも そんな 處が ある ， 

恰好が い \ と いふの は 理想で あると 同時に 永い 時代の tradition で 固めた snvelltislul な 美 

である g.21el ahzatioii であり abstraction である G 

近代 藝術は 凡て generalization を錢 けて individual を 求めて 居る、 唯 intlivid 一  lal な もの 、 

みが 實存 する、 generalize された 美 は 美で もなければ 眞 でもない 

C6zalu5 の 林檎から 角ば つた 事 を 引き去り、 布 片の襞 を 恰好よ くしたら 何が 殘る だら う。  <lc.i4-ll 

の 人物が 美人 や 好男子で あったら ど うだらう、 

こんな 事 は 云 ふ 必要の ない 程 分り切った 事で あるのに、 此れが 分らない 人が どうして かう 多い 

事 だら う 

〇 どうして かう 何 をす るの も 職な の だら う、 讀 むの も 厭な り 書く の も 厭で ある、 書かす 讀ま す 

は猶更 厭で ある、 醫師は 此の 狀態 をノ イラ ステ 二 ー だとい ふ。 

自分 はこん な狀 態が 時々 起って 來る、 自分の 能力が potential の狀 態に なって 居る 時の やう だ、 

手 其內に Kinetic の狀 態が 來る だら う 

帳 
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〇 航空機の 發 達が 人類に 及ぼす 影響、 

一、 距離の 感じの 違 ひ、 世界が 少 さくなる 

1 一、. 空 中に 於け る 境界の ない 事、 

此の 二つから でも 蝸牛 殼 上の 爭が 馬鹿らしく なり 平等の 世界的 國 家の 建設 を 早め はしない か 

人間の 一 日に 端から 達し 得る 距離 位が 一 つの 國の 恰好の 距離で あると すると、 昔からの 歷 史が此 

考を support する、 

〇 私が 死んだら どうなる だら う？ 

J; 同時に 世界が なくなる の だ、 世界 はお 前と 一 處に 生れて お前と 一 處に 死ぬ もの だ 

2、 なんでもない のさ、 裏の 山の 椎の 木の葉が 一枚 落ちる と 同じ 事 さ 

3、 お前の 肉 休 はお 前の 子孫の 肉 休の 中に 生きて 行く の だ、 子供がなくても お前の 友達の 心の 

中に 生きて 行く のさ、 お前の 物質 は 土地の 肥しになる ではない か 「それで は 私 は 死んでも 死に 切 

れ^いので すね， 一 そうさお 前と いふ もの は元來 生れた もので はない の だから 死ぬ 事 もない のさ 

3  、神様の 御 側へ 行く のさ、 「その 神樣は 何處に 居る のです か そして 其 處で何 をす るので す 

か，」 それ は 誰れ も 知らない、 そう 信じれば い k の だ 、「どうも 私に は 信ぜられません 一 それで は 

地獄へ 行く の だ 

一 休 どちらが 本當 でし やう、  ^ 
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帳 手 


みんな 喊だ 

みんな 本當だ 

〇 一 休 私 は 何の 爲に 生れて 來 たでし やう、 

1、 親の 無意識な 生の 執着 を滿 足させる 爲に、 

2、 未 來の爲 に、 未來は 同時に 現在 だから、 species の爲に  ， 

3、 死ぬ 爲に 生れた の だ 「それなら 生れない 方が よかった」 そんな 事 はない。 しかし 死の 意味 

はお 前が 死ぬ 時が 来ねば 分らな い 

4、 他人の 爲に 働く 爲に 生れた の だ 「それ は本當 です か 何だか 嘘の やうな 氣 がします が」 そ 

うか 實は噓 だ しかし 他人の 爲に 働いて 見ろ そうすると 此の 噓が實 になる の だ 

5、 飯 を 食って 酒 をのんで 遊ぶ 爲に 生れた の だ、 「それ も 何だか 噓の やうです が」 實は噓 だ、 

しかしそう やって 御覽、 それが 本當 になる から 

6、 ナポレオンの 爲に、 ワシントンの 爲にゲ ー テの爲 に、 一一 ュ ー トンの 爲 にあら ゆる 偉人の 通 

り 道に 敷布 を 敷く 爲 めに 生れた の だ 「それで は實 につまらないで すね 一 なに、 ちっとも つまらな 

く はない のさ。 偉人 等 は， お前が 敷布 を ひろげる 爲に 生れて 來 るの だからね。 お前が 生れなければ 

偉人 は 生れ はしない 

7、 お前と 同じ やうな 人間と 互に 愛し 合 ふ爲に 生れた の だ 「でも 私 は 誰れ を も 愛する 事が 出來 

ません が」 そうかし かしお 前 は 自分 を 愛する 事 は 出来ない か、 少 くも 自分の 生命 を 愛する 事 は 出 
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來 ないか、 そうだら う」 それでい、。 自分の 中には 大勢の 他人が 居る からね 

8、 お前 は 苦しむ 爲に 生れて 來 たの だ、 永劫な 「苦しみ」 の歷史 を連鑌 させる 爲に 生れさせら 

れ たの だ 「何と 云 ふつら い 運命でしょう」 つらい から 生 甲斐が あるの だ、 

9、 宇宙の 目的 は その ヱ ン ト&ピ ー を增大 する にある、 お前 は 其の 大海に 一滴 を 注ぐ 爲に 生れ 

たの だ 

^、 お前 はお 前の 世界 を 造って 其 世界の 中心に お前 を 安置す る爲に 生れた のさ、 澤 山な お前 等 

の 世界 を どうす るか それ はお 前の 知った 事で はない 

〇 私 はどうして 生きて 居なければ ならないで しゃう 

1、 理由 はない、 義務で もない 眞實 なの だ、 死に 度ければ 死ぬ るが い、 さ、 誰れ が 何とい つ 

て も かまう 事 はない、 遠慮なく 死ぬ がい、 さ、」 しかし 死ねる かどう かそれ は 保証 は 出来ない よ、 

一 体お 前 は 世界が 人間の 爲に 存在す る ものと 思って 居る のか 人間が 人間に 自由にな ると 思って 

居る のか、 それ は 間違 だよ 

2、 世界 はお 前の 爲に 造られお 前の 爲に 飾られて 居る それ を享樂 しないの は 損で はない か 

「でも 私 はちつ とも 樂 でありません 苦しい ばかりです」 そうか ではお 前 はもう 死んで 居る の だ 

3、 神様が お前に 生きる 爲に命 を 授けた から 生きなくて はいけ ない 「それ はちつ と 無理で は あ 

りません か、 いくら 神様で も」 無理で も 何でも さう だから 仕方がない 「それ は 無体です」 そうか 

ではお 前 は あっちへ 行け 
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4、 お前 は 親 を 亡った 子供 を 見た 事 はない かね、 妻 を 亡った 夫 を 見た 事 はない かね 

〇 问故私 は 死な， - ければ ならないで しゃう、 

泵 

1、 生れた からさ、 「生れ \ は 死な、 ければ ならない と 云 ふ 理屈が 私に は 分りません 一 私 も 分 

ら ない、 林檎が 落ちる の は 何故 だか 分る かい、 「生れた くもない のに 生れさせられて そして 死にた 

くな い の に 死な 、 ければ ならない とい ふの は あんまり ヒ ドィと 思 ひます」 誰れ が ヒドィ の だ、 ヒ 

ドィの はお 前 だよ、 生れろ と 云 はぬ に 生れて 來て そして 死ねと も 云 はない のに 死ぬ るの だもの 

2、 お前が 死んで くれないと 外の 人が 迷惑す るから ね 「それなら 始めから 生れない やうに して 

くれ \ はい、 のに」 いやお 前が 生れて くれないと 外の 人が 困る から、 「それで は 私 は 丸で 人の 爲 

に 道具に な つ て 居 るんで すか」 そうだと も、 しかし 其れ は みんなお 前 自身の 爲 にだと い ふ 事 を 忘 

れ てはいけ ない 

3、 お前が 死んで は 人が 困る から 死ぬ るの だ、 誰れ もお 前が 死んでも かまわぬ 位なら お前 は 死 

ぬ 事 はない、 お前と いふ もの はない の だから、 

4、 お前が 死な、 いと 人世が 單 調で 困る から、 お前 か 返 屈する から、 死がない 生の 無聊 を 想像 

して 見なさい 

5、 死の 美 を 味うた めに、 死の 苦 を 味うた めに、 此れ を 味 はなければ 生れた 甲斐 はない の だ、 

手 死 は 生物に 與 へられた 最大の 恩典で ある 、「私 はそんな 恩典 は 慾し くありません J そうか、 それ 

帳 ではお 前に は 恩典 をヌキ にした 死を與 へやう 
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5、 お前の 最も 多く 愛する 人の 死に 臨んだ 事が あるなら、 それ は 分る 害た 

〇 私て， はどう も 何が何だか さつば り 分りません、 一 休 どうしたら い 、でし やう 

1、 おれに も實は 分らない 

2、 おれに も 

3、 おれに も 


X、 石に は 石の 事 は 分らない 人間に は 人間の 事 は 分らない、 人間より もっと 分らない もの は 

いくら も ある。 花が 疾く實 がなる 實が 落ちる。 私に は 此方が もっと 分らない、 此れが 分らない う 

ち は 人間の 事 も 分らない かも 知れない、 此れが 分っても 人生の 事 は 分らない かも 知れない。 それ 

が 分る 保証 はない、 

しかし 石で ない 石 は 石の やうに 見 へ て も 石でなくなる。 花で ない 花 は 矢張り 花でなくなる 

人間の 亡びない 限り は 人間 は 人間で 暮 して 居れば よい、 獸は獸 で 居れば 〔よ〕 い。 獸が 人間 を 犯 

さう とする 時 は 人間 は 出来るだけ 防げ はよ い、 防ぎ 切れない 時 は 負けて しま ふ 迄で ある。 魚 は 鳥 

の 世界へ 移住 を 企てない 方が い、、 企てれば 口が 干 上る 迄 だ、 

哲學 者な ど k いふ 者の 云 ふ 事に 余り かまわない 方が い、、 彼等 は 大体 哲學 者で 人間で はない、 

そして 彼等の 特別の 贅澤 として 色々 の 事 を考へ て 居る の だから 


186 


宗教家の いふ 事な ど は あまり 眞に 受けない 方が い、、 彼等 は 嘘 言 者で なければ 氣狂 である C 勝 

手な 理想 を こしら へて そして 自身 が 其 理想 其 者 の 化身 であると 思って 人間 を 信者 と 不信者 に 分け 

て 不信者 を Iffi 迫 しゃう とする もの だから、 

人格者な ど > ^いふ 者に うっかり 感， 服し ない 方が い、 そうい ふ 人 は 大抵 暨物 であるか、 さもな 

ければ 智的 良心の ない 鈍物で あるから 

道德 など 、いふ もの は 元 來少數 が多數 の 壓迫を 防く 手段と して 考へ 出し た 武器 である。 銘々 か 

自分の 利益 を 保護す る爲に 人に 强 ひる ものである 

こんな 名前の ついた ものに はド ー セ 碌な もの はない。 本當 にい、 者、 正しい 者、 眞な ものに は 

名前がない、 此の 名前の ない H を 生涯 求めて 居れば それでい、、 幸福 は 此の H ではなくて 唯 此れ 

を 求め る途筋 にある だけで ある、 

〇 日常生活の 世界と 詩歌の f 界 との 境 は 唯 一 枚の ガラ ス 板て 距 てられて 居る 兩の 世界の 通路 

は 極めて 小い 狹ぃ 穴が あるば かりで ある …… 

しかし 始終 兩 つの 世界に 出 人して 居る と 段々 此の 穴が 大きくなる。 …… 

しかし 叉 比の 通路 はしば らく 出入し ないで おくと 自然に 段え 狹く なって 來る 或は 人 は 此の 穴 

を 捜さう としないで 一 方の 世界から 他方の 世界 をガラ ス過 しに 眺めて 居る 

手 或る人に は此 穴が 余り 小さ 過ぎる 爲に 生涯 通りぬ けられない …… それが 偶然の 機會に 病氣ゃ 

帳 貧乏のお かげで 心 かから だ 痩せた ために 始めて 通過す る 事が 出来る 場合 も ある …… 
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稀に は 此の 距 ての ガラス を 天の 焰で熔 かしてし まふ 人が ある 其 時に 始めて 二つの 世界 は 一つ sg 

になる。  

〇 詩人よ 何事 を 如何に 歌 はう かと 屈 托するな、 先づ 眼に つ いた もの を どうで も 勝手にな るべ く 

大きな 聲で 歌へ。 自分の 歌 ふ 聲が獨 りで 詩 を 作って 行く …… 

科学者よ 何事 を 如何に 研究し やう かと 考 へるな。 先づ 手に 觸れ たもの を 一 心不 乱に 研究せ よ。 

其 物事が ひとりで 研究 を やって くれる。 …… 

木の はし、 土 くれに も 詩と 眞理の 全世界 は 含まれて 居る。 そして 詩 を 呼び出す もの は 詩で 人間 

ではない。 眞理を 呼び出す の も眞理 自身で 科学者で はない。 

〇 多くの 哲学者 は複雜 巧妙な 議論から 平凡な 結論 を 導く。 

二 ー チ H は 一 足 飛びに 卓拔な 結論に 達する、 

他人が 山麓の 森の 中に 小径 を搜 して 居る 間に 彼は大 跨に 山頂から 山頂 を 飛んで あるく、 

彼れ はどうしても 藝術 家で ある 学者で はない、 

Kosnios とい ふ 言葉 は， greek で 美 を 意味す る 


自匿像 

〇 鏡 を 見て 自画像 を 描く 中々 似ない、 一生懸命 にやって 居る と；^ の顏が 本當で 鏡の 中の 額が 

うその やうな 氣 がして くる、 . 

苦しんで もうまく 行かない のを楣 間に かけて 見て 居る と 肖像が また 、きをす る やうに 思 ふ 時が 

ある 

夜ね て 薄團を かぶる と 翁の 額が 見へ る、 妙に ゆがんだり 二つ に 見へ たりす る、 

近くで 見て 描いて 丁度い \ と 思って 遠くで 見る と 変な 顔で あるの てが つかりす る 

Dessin の 間遠った の を 額に 寫 して 見る と 誤りが よく 見へ 全く 異 つた 顏に 見へ る 

始めに 或る 額が 出来て それが 自分に は 似ない が 或る 一 人の 人ら しくなる。 すると 此れ を 色々 に 

変へ て 自分に 似て やうと 思って 眼 を 上げたり下げたり いろんな 事 をして 居る 內に 何時の間にか 又 

もとの 或る人の 顏に戾 つて 來 る。 そして ギ ヨットす る 

なんだか 違って 居る やうな 氣 がして どう 違って 居る か 中々 分らない 段- -に いじって 居て それ 

がう まく 本 當の處 へ ぶつ \ かった 時 は不思 儀な 感じが する、 永く 尋ねて 居た ものが 見付かつ たや 

うな、 肩の 凝りが ス ー ッ ととけ たやうな 叉敍の 調子 を 合して 行って ピ タツ と 合った 時の やうな、 

しかし それ 共ち がった 妙な 感じで ある、 子ヂを はめ やうと してう まく 嵌らなかった のが やっと 嵌 

手 つてし つかりと きまった やうな 

* 人間の 顏は胡 魔 化せない、 輪廓が 一 ミリち がっても ト ー ンが夢 程ち がっても 駄目た、 此れ は 素 
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人の 事 だが、 セザ ン ヌが 林擒を 見て かいて 居る 時には やつば り 同し 心 持が したので は あるまい か- 

林檎の 顏が やっぱり 胡 魔 化せなくて 苦しんだ ので は あるまい か、 林檎 だって ャッ パリ 「額」 が あ 

るに 相違な いから 

氣 のりの した 時にはい 、かげんに 交ぜる 緣の 具の 色と 調子が 面白い やうに はまって 行く、 縫の 

具の 方で 合点して よろしくやって くれる の を 自分 は 唯 其處迄 搬んで やって 居る だけの やうな 氣が 

す る 

此れに 5 してう まく 行かな い 時になる と： Is の 具が ス トライ キを やって 居る 

緣の具 を 持つ て 行く 場所で も 自分の 知らない間に 獨り でうまい 處へ. 行つ て くれる 事 も ある、 此 

んな 時には 居 合拔が 刀を拔 くやう にして いきなり 筆 をぶ つ 、ける と 面白い やうに 眼が 生きて 來た 

り、 頃の 肉が 盛り 上る、 そして 描いて 居る 當人は あっけに 取られて 居る そして 妙に 愉快に 興奮 

して 無暗に うれしくなる、 かう した 後で は 馬鹿に 機嫌が よくって 庭 を 見ても 小 供 等の 顏を 見ても 

みんな 愉快で ある、 そして 妙な 事に は 腹が へって くる C 

こんなにして 一 通り 出來 上って しま ふと、 もう それ を 再びい じる の は 恐ろしくて 容易に 手が 出 

せない。 バ ッ クゃ 着物に さへ 手 をつ けたくない 

うっかり やる と 吃度惡 くして しま ふ。 其れ を 構 はすい じり 始める 時 は 一 かどの 勇氣を 要する、 

そして ヒロイックな 氣持 になって やり 出す すると 色の 調子が 丸で 間違って ヒャリ とする 手元 

が 狂つ て 額が イビ ッ になる、 叉 ハ ッ として 慌て 出す ともう だめ だ 

描いて 罟る 額が 眼 を 細く したり、 口 を ゆがめたり するとなん だか 自分 もそう したくなる 事 力 あ 
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帳 手 


る。 描いて 居る 自分に 取って は 擦の 中の 人 は 立派な 一 人の 人格で ある、 そして 自分と は 切っても 

切れない 仲で ある。 自然の sympathy が 通って 居る。 繪の 中の 額が 晴れ々々 して 居る と 自分の 

氣持も はれ々 々する。 たから もし どうかした 拍子に 繪の 額が 非常に 厳な 恐ろしい 表情に でもなる 

と、 どうも 其の儘に して 明日 迄お く氣に はなれない、 もし 措け は 自分の 氣持は あす 迄 其の 顏に支 

配され なければ ならない から。 

二つの 自画 象 を チャン ボンに やる。 甲と乙と は それ々々 少 しづ" 自分に 似て 居る。 しかし 甲と 

乙と 御 互に はまる であ かの 他人で ある、 しかし B. も 乙 も 描いて 居る 我に は 「自分」 である" 

同じ 寸法に 自画像 を 十 枚 も かいて 其の 重ね どり i!^ ぉ眞 をと つて 見たら 自分 其 儘の ものが 出來 はし 

ないかと 思 ふ。 色々 の 誤差が 普通の 誤差の 方 則に 支配され る ものなら きっと 十 枚の 平均 はかなり 

本物に 以る だら う。 しかし 多分そう は 行くまい。 Iwersonal  cqii や systematic  error 力 あらう 力ら 

それても し 十 人の 画家に 一 枚づ、 十 枚 か、 せれ はどう かとい ふ 問題が 起る" 

横顏を かいて 見る 積り で 顏をニ 枚お いて 观 いて 見た、 そして 驚いた。 實に 奇妙な 額で ある、 鼻 

が 思つ て 居た よりす つと 高く 憎らしい やうに 突き出て 居て 顎が こけて、 額が そげて 後頭部が 飛び 

出して 何とも 云へ ない 氣 がした、 此れが 自分 かしらと 思った。 一寸 勇氣が 沮喪して 中止して 居る „ 

此れに ついて 思 ひ 出す 事が ある。 いっか 寫眞屋 で、 ある 美しい 女の 寫眞を 見せられた。 其れ は 正 

面の 寫眞で 光線の 工合が 可也 面白く とれて 居る 其 次に 叉 一 枚刖の 寫眞を 見せられた、 それ は 前の 

と は 別の 人の 横顏 だと 思った が 聞いて 見る と 同じ 人 だと いふの で 非常に 驚いた 
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子供の 額 を 見てから 兩 親の 額 を 見る と 父母の 額 か 似た やうに 思 ふ  W 

紀元 千年 時代の 二 〇、〇〇〇、〇〇〇 の 人の 血が 交って 我々 が 出來て 居る 

(llearn,  Kokoro,  ！ x ひ 9) 

動物の 額が 人の 額に 似る 事、 

Caricature の 額。 

C6zanne 曰く 「額の 輪廓が 逃げる」 

" Le  temps  づ al-g.nc づ as  ce  etn ビ n  a lait  sans  lui. 一- 

"t-e  ro6nie  est  une long-ue  ； patience."  (Buffoll) 

Amicus  PMato,  sed  slagls  anuca  -Veritas. 

〇 意 也の 悪 ハ 敵から 自分 の 行 爲を絕 へ す 曲 群 されて 居る とおし まひに は 自分 で 自分 を 疑 ふ や う 


手 


になる、 JMOJllla  Vaiuia  (72 づ.) 

…… 「一一 i  p^^ ぎ I  arc  distorted さ ith  so  if  p  skin  that  thi  as  mo- 

luciits  wJieri r  (一 oulbt  iny  innocence. 

〇 名高い 露 西亞の Ballet 作者 Massine が 人から 何故 ，,stcsqg な ものば かり 澤山 作る かと 

I 力れ て 次の やうに 答へ た グロ テ スク である 事な しに ssdern  world を express する 事. H 自 

,刀 に は： a 來 ない STotesqueness が modernity の css。nce である、 

Look  at  the  i  f.  of  to-t, …； Take  the  Kais2-  i  so  Chaplin.  Both  ， 

g-lmesque ゝ、 

OL.art  i 1、 膽， e  de  pavsciel di Ic  } •  (Ji  :  it  dc  [？ 

laire.  Miurc  528  p.  631) 

T3 震 Idaire は pamgr の lig と gts.o の それと を idenger し 其處に -n  givers 

v§ を 吾人に 示した、 それで f  iif が あり、 或 人から 一。 i  (】0  ？ 

P 崖 と 云 はれる 處が あるが、 此の Lote  de  ft が 新しい esthf  uel きた 

ので ある  II 7 

彼れ の La  f に は 愛人の 髪の毛 を 歌って 熱帶の 自然の づ eur  sensuellc" と ehami 

chils を 雲 〔た〕 らしめ て 居る。」 つまり 彼れ は 11 履， き を 發見 した 7 
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〇 ヤコ ブの子 ヨセフが 兄弟から 嫉 まれて 殺され か& つた 時、 「兄弟よ 何故 私 を 殺さう と 決心し 

たか、 私しが 何ん な 過失 を 犯した か」 と訴 へた 時 Yahomla が 答へ た 11 Tu  existes,  ot  ，\3st 1 ゆ 

ton  cl-ilue. 

それから ヤフダ は 悔悟す る 


顏の 道具 

Birkeland の 死 

人の 歩き 方 

物の 表面 

東京の 町名 

〇 卯の 下にい つも 泥餱 はいない、 しかし 同し 柳の 下に 居る 事 も隨分 ある、 

Kansas の Books  county にある 小 都 Codell では 三年つ？ - けて 五月 廿 五日に tosado に 襲 

はれた 

津田君 は 1 一人の 男子 を 失った が 其 病氣が 同じて 死んだ 日 も 一 週間 位の ちが ひで 年齢 も 一 月 位し 

かちが はなかった 

大正 六 年の 十月 一 日に 暴風雨が あって 九 年の 十月 一 日に も 亦あった 


〇 眞 面目な 言葉で は 表 は されなくて、 冗談て なくて は 云 ひ 表 はされ ない 程 深い 眞 面目な 事が あ 

る、 cllc-s1;el-ton 

近頃 徹底的と い ふ 言葉が はやる、 此れ程 徹底し ない 言葉 はな い 

端的と いふ 言葉が はやる 此れ程 端的で ない 言葉 はな 〔い〕 

彼等 は 勉强を 嫌って 居る、 或は 勉強の 方で 彼れ を 嫌って 居る 

肛門 醫が 患者の 摄を 忘れて 患部 を覺へ て 居る 話 

盲人の 觸感の 記 臆 

〇 自分が 科學 者から 急に 文學 者に 変り 或は 籍 かきに 変ったら 怪しむ 人が ある だら う。 しかし 自 

分と して は 何の 矛盾 もない とちら も觀 察、 發見、 表現の 仕事で ある、 もっと 適當な 言葉で 云へ 

は 創造の 仕事で ある。 

手 〇 安逸 を 求める 人 は 避暑な どに 出かけない、 

帳 避暑 は 一つの 努力で あり 克己で ある、 犬い 〔に〕 獎勵 する がい、 
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〇 日本で は 或 人 を 死後に 侮辱す るに 最もい 、方法 は 銅像 を 立てる 事で ある 

〇 私 は緣を かく 迄 はす ぐれた 緣 かきてあった。 總筆 をと つて 紙に 對 すると 同時につ まらない 画 

ェ になって しまった。 

0 字書 を 引いて 居る と 時々 妙な 事が ある。 ある 字 を 引いて 次の 字を搜 さう とすると それが すぐ 

側に ある、 こんな 事が 層. - 起る、 偶然 かも 知れない がし かし 或は 文章 を かく 人が 自然の 口調で そ 

う い ふ 風に 字 を 撰ぶ の かも 知れな い、 

或は 意味の 上で 直接の 關係を 挽つ 字が 語原が 同じ 爲に 字引で 近い 處 にある 場合 も あるか も 知れ 

ない 

〇5Ji 齒の 風習の 美点 

世界 は warbarisln に歸 りつ k ある 

口と 眼 は ひとりて 閉 ぢられ るが 耳 はそう 行かない 聽覺は involtstary である。 顏を どちら 向け 

て も 聞へ る  . 
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Molltaisne は r 聽覺を 失 ふより は 視覺を 失った 方が い、」 と 云った、 尤も 彼れ は 話しす きで あ 

つた 

眼 は 外界の もの.^  ii ミ Is. ゥ を 授ける が 耳 は それの i 二 さ を與へ る。 音 樂と綺 一 阿 

A  ristotcles は あら ゆ る 感官 の內で 動物の 要求に 最も 必要 な もの は 視覺だ かし かし illtemg-ence 

に最 必要な は 耳 だと 云った 

〇 巴 里 や 倫敦で Latest  fashion とい ふ 衣裳 はつ まり 最も 変って 居て 流行し ない もの \ 事 であ 

る 

自分 は 湖畔の 景色 を 見る と 妙に ミス チッ クな 感じの する 事が 多い C 小さな 湖水 程 著しい やうに 

思 ふ。 湖畔に 森が あって 声が あったり する 處 では パ ンャ ニム フ. を 思 ひ 出す 事が 多い、 

自分 は 元 來餘り 湖水と いふ もの を 見た 事がなくて 却って 西洋へ 行って 澤 山の 湖水に 接した、 一 

番に以 太 利ゃ瑞 西の を 見て それから 伯林 近郊の 陰欝な 湖水 を 見た、 

Potzdam や Wansee やそれ から Gninewald のい ろ/. \\ の 湖 を 見た。 それ 等に はいつ も 一 種 

手 の 淡い 鄕陝； 5 やうな ものが 結びつけられて ©1 る。 俗な Weisscn  sg でも 淋しい 連想が 殘 つて 居 

？ る 白日の 下に 風に 戰く 宵の 感じ は 何處も 同じて ある。 地理 學 生と 一 處に 行った conn のづ さな 


197 


I 


力 い 湖水 は 翁に 取り 圍 まれて、 じゅく/ \.- した 泥炭 層の 汀に は 白， が 倒れた ま \ 朽ちて 罟た 

瑞 典から 那 威へ 超へ る 途中の 湖の 景色 は 雄大であった、 赤い 花 3 岡 石の 表面が 水 河に 磨かれた 崖 

の 上 をう ねって 行く 汽車の 外に 人間の 手の はいった やうな 處は 見へ なかった、 大 古の 山は大 古の 

湖 を 圍んで 水上に は 小船の 影 も 見へ なかった、 水鳥 さへ も 目に 人らなかった、 幽寂と 云 はう か 何 

とい はう か、 

蘇 格 蘭の ； Loch に は ラプランドの やうな 雄大 さもなければ、 瑞 西の やうな 晴れ々々 しい 美し さ 

もなかつ たしかし 此處に は 古い 歷史の 色彩が 豐 かであった 蔦 かづら の 生へ た 古い 建物 や、 湖畔 

の 崖の 木立の 梢に 見へ る 邸宅で もみん な 古い 昔 を 物語る やうな ものであった 声の 生へ た 率に は 

ん だか 大 鹿で も 水 を 飲んで 居さうな 氣 がした、 芦の 葉 は— 

阿 米禾. で 見た 唯一 の ミシガン湖 は 折 柄の 强 風で 大波 を あけて 沖 は黑く 曇って 居た、 そして 大 

きな 竊 船が 黑ぃ烟 を渦卷 かせて 居た けで ある。 

〇 阿米禾 加で 100 時間 休みな しに ピアノ を彈 いた ものに は £10,000 やる とい ふ 懸賞 を 出した、 

此に應 募す る爲 練習と して 62 時間 彈 きつ け を やって 居る とい ふ 男が 居る、 sr.  Albert  K2np 

とい ふ英 人らしい、 彈 きながら 附 添の 女に 匙で 何 か 食 はして もらって 居る 白 シャツ を て 腕 を 

何 か 繃帶の やうな もので 卷 いて 居る 

100 時間のに 成 効した かどう か 分らない、 
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owristol の 床屋で Charles  (； 2)l-s?e  Stephens とい ふ 男 は 一 九 一 一 〇 年 七月 十 一 日 口 シャ 樫で 作 

つた 樽に はいって ナイアガラ を 落下した (158  ft  dl-op)o 樽 は 卵の 殼の やうに 碎 けて しまった 見 

物 人の 內には 前に 同様な 冒儉を やって 助かった 唯一 の 人間 "Bobby  、-  ^opo-^ も 居た 

落ちてから 一 時間して 樽の 木片が 浮き 上った が 死骸 は 見へ なかった 

官憲の 制止 を 恐れて 出 發点を 秘密に して 居た が 活動 寫眞屋 が 嘆き 付けて 出發の 模様 を 映した 

寫眞屋 が 「さようなら、 S.OL  hi つ k 瀑の 下て 無事に 逢 ひまし やう」 とい ふと "I  will b。  tholv 

with  a  smile  " と 答へ た 

榑はモ ー タ— ボ ー トに 引かれて 一 哩位 中流へ 出て そこで 綱 を 切り はなした、 に 6 分で 爆に 達した、 

瀑の 中程 迄 は 見へ たが それから は 水烟で 見へ なくなった、 見物人 は 一 時間 も 待って 居た が 何物 

も 見へ なかった、 やっと 何 か 浮んだ と 思ったら 樽の 断片であった  . 

彼れ は 繁昌した 床屋で 妻と 九 人の子 供が あった、 五十八 才で身 持 もよ かった、 三年 半大 戰に參 

加した、 航 さがす きで 度々 危儉な パラ シュ ー ト乘を やった、 それから lion の 洞穴で 猛獸 をキッ 

ス したり Hon の濫の 中で ひげそり を やったり した。 叉 咽喉の 上へ 林檎 を 置いて アメリカ ノ  Knife 

thrsvcn- に劍で 此れ を兩断 させたり した、 

手 始め て English  channel を 泳き 渡 つ た p%^.0  wt-bb とい ふ 人 は  一 SS3 に ナイアガラの、 Rar-id 

ft を： 冰き 度ら うとして 死んだ (Times  weekly  July 1G, に 0) 
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〇 二階へ 上つ て 見る と 隣の 家 根の 上に T 氏の 二階の 丸窓が 見へ る、 此の 窓 は 七月 中 はし まって 

居る 日が 多かった やうに 思 ふが 此頃は 時々 あいて 居る、 それ は必 しも 天氣の い、 日と は 限らない 

やうで ある。 存 外 雨の ふるしめ っぽい 日に 開け放して ある 事 も ある。 そうかと 思 ふと 天 第の い、 

日に 締 つて 居る 事 も ある。 

佳 此れ だけの 事で ある。 日々 ぼんやり 此方から 眺めて 居る 自分に とって は 向 ふの 窓が 開いて 居 

るか 閉 つて 居る か は 全く 偶然で あると いふ 以外に 何の 意味 もない 事で ある G 

しかし T 氏の 家で は 1 一階の 窓の 開いて 居る 日と 居ない 日で は 何等かの 日常生活 上の 相違が ある 

だら う 

自分が T 氏の 生活に ついても し 何事 も 知って 居なかったら 此の 窓の 開閉と いふ だけの 事柄から 

何事 を も歸納 する 事 は出來 そう もない。 

しかし 自分 は 多少で も T 氏と 其 家庭 を 知って 居る、 それで 何等の 断定 は出來 ない 迄 もい ろく 

な 假說を 作る 事 は 出来る。 

T 氏の 家 は 子供 や 食客で 人数が 多くて 來客も 多い、 それで 女中が 一人し か 居ない、 つまり 手 力 

足りな いやう に 見 へ る。 

二階 は 客間に なって 居る が 平生は あまり 使 はない、 大抵の 客 は 階下の 應接 間で 便じて 居る 食 

事で も 出す 時に 一 一階 を 使う らし い、 

それ だから つ い 来客が 朝から あ つたり、 病人が 出來 たり 少し ゴ タ々々 すれ は つ い 一 一階 は 開けな 
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い で濟む 事が 多 いの かも 知れな い、 

もし 唯 それだけの 事なら 何でもな いの だが、  . 

假り にもし T 家の 主婦が 非常に ム ー ドの 変化の 多い 人であった としたら 此の 問題 は 少しち がつ 

た 色彩 を帶 びて 來る、 主婦が 朝 眼 を ざました 時の ム ，1 ド によって 窓の 戶が 開けられ るか 否か、. -き 

まると すると 此の 窓の 開閉と いふ 單 純な 事柄が T 家の人々 の內 部の 生活と 密接な 關係を 持つ 事に 

なる かも 知れない。 

此の やうな 假說 をた めす 一 つの 方法と して 一 つの 表の やうな もの を 作って 見やう かと 思 ふ、 

即ち 毎日 窓の 開閉 を 〇と嚳 とで 誌して 置く、 それから T 氏の 顏の 晴れ々 々 しい 日と 曇った 日 を 

矢張り 0 と⑩で 誌して 置く、 そして 一 年 位の 材料 を 集めてから 此の 二つの 現象の 間の 相 關係數 を 

求めて 見る とい ふので ある (9.  Aan,  17) 

Sfitiur 一 a  San  、ro:me 

St.  Tholli 

Timia  ( ァ ラ ブ ) 

〇 手術 をして 足 をな くした 人が、 無い 足の 先に 痛み を 感じる 事が ある 

鄕 里の 家財 を 賣り拂 つた 人が 鄕 里の 火災 や 地震 洪水の 報に 心の 痛み を感 する 
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〇 眼 明き は 眼 の 用 を自覺 しない。 盲者 は 眼の 用 を 知らな い。 

物 數奇な 学者 だけが 知って 居る 

〇 盲人が よく 知って 居る 窒の 敷物 を 踏む と 同時に 窒の 全部の image  (tactile) が 喚起され る 

紅葉の 枝に 愛 虫が ぶら 下って 居る、 あれ は 一休 どうい ふ氣 持で 居る もの だら う 蝶 や 毛虫 ゃ蟥 

や 蜻键の 氣持は 想像が 出来ても 此の 虫ば かり は 想像が つかない、 

からた の 周圍へ 小さな 杭 切れ を 一 杯 ひつ 、けて 其 中で いつ 迄 もじつ として 何 か考へ て 居そう な 

氣 がする、 書棚で 圍 まれた 窒の 中で 考へ て 居る 哲学者の やうな 處も ある、 

全体 何の 爲に 生存して 何 を 目的と して 居る のか サッパ リ 分らない • 

その 翌日 見たら 盛に 活動して 居た 

臺所 学と いふの が ある、  、 

すると 臺所 学者の 中に 叉 色々 の專 問が ある、 -M 丁 学者 俎板 学者、 すき こぎ 学者な ど、 いふの が 

あ 一る 

すりこぎ 学者 はすり こぎと 直接 關係 のない 事に は 何の 興味 もない、 例へば 磨 鉢の 話で も 出て 居 

る 時には 欠伸 をしたり 居眠りして 居る 
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すりこぎと いふ 聲が 耳に はいると びっくりして 其の 聲の 方へ 向く、 そして 大急ぎて 其れ を 手帳 

〈扣 へる それから すりこぎに 關 する 知識の 力 ク a グの 中へ 記 人して ャ ヅ ト 安心す る 

誰れ か 他の 人が すりこぎの 講釋 でもして 居る と、 自分の 繩張を 犯された とい ふので すぐ 敵の や 

うにして あら を搜 す、 血眼に なって. 捜し出した あら を さらけ出して 自分の authority を 証明す る 

迄 は 安心す る 事が 出来ない 

〇 雪 子 は cin-lls を r すうす う 雲」 と 命名した 

〇 円 地 君から 安宅 名物 辨慶 煎餅 を 貰 つ た、 

Benkeisenbci 

ー4 


辨慶 と 煎餅 を 知ら ない 外國 人が 覺 へる としたら 隨分 困る だら う 

K;it;ilu  (Mal.c-  Polo  405) 

*.  K> ニニ： 111 久留米 
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Kisi  香椎 

神の 作品の 中で 一 番の 失敗の 作 は 人間で ある 神様 も 此頃は 持て余して 後悔して 居る かも 知れ 

ない 

官廳 でも 学校で も 銀行 會社 でも 人間 は 植木 位と 同様で ある 

邪魔に なれば すぐ 植か へ 叉 切り倒す 

家畜の 方が まだよ ほど い 、 

9,  S,  31 

K が 日 下部 君の 二人 行脚 を 見て 日 下部 君 を氣が 狂って 居る といった、 その 中の 記事で 9 ま 11- 

leehtsorg-an に關 する 事 を 殊更に 手 まね をし 顔 を ゆがめて 話す の を 聞き 見して 居たら 胸が 惡 くな 

つて 来た。 

K は 文学 上の object 其 物と 作者の 見方 表 はし 方と いふ ものとの 1^ 別が 分らない 男で ある 二 

人 行脚 は f 買まない が K の rerH.esent する 程 不快な もので は あるまい 

「X さんに 聞いた がま だ 出血が あるんで すか」  ， 
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と 脱め つける やうに 子供 を 叱る やうに 云った 「胃液に？」 と 追 かけて 聞いて 人の 眼の 中 を視き 

込ん た、 胃液 は 一度し か 採らない と 答へ たら 「フン、 それ ぢゃ 食物の せいかな •：：• 」 と 云った。 

晝寢 から 起きた 顏を くしゃ々々 にして 玄關へ 出て 來て いきなり 腰 を かけて、 「どうえ す」 と 云 

つた。 

戶を 明けない から 默 つて 立って 居る と 口 を 尖らせて しぶし ふ あけた。 それでも 立って 居たら、 

內へ 向いて 叱りつ ける 口調で 坐 敷 を 片付ける 事 を 命じた、 それから 下 へ おりて 庭の 枝 折戶を あけ 

て椽 先へ 通した。 靴拔 石の 上に 盆栽が 二つ 置いて あつたの を さも 忌々 しさう に 片付けた。 

コ— ヒ— と カス テ ラ を 出した、 

手 を 付ける の を 見す まして 急に 思 ひ 出した やうに r ゥン、 君 それ を 食って い、 んで すか： 一 と 鋭 

くつ、 こんで 來 るので あったらう、 

そう い ふ 点で 彼れ は 殆んど 天才と 思 はれる 位 機敏で ある。 

〇o 君の 論文に 直角 プリ ズ ム へ 塗 銀した 云々 とあった 事に ついて 聞いた、 S がガラ ス より 大き 

いから 損 だら うと 云 ふやうな 事 を 云った、 特に S が 大きいで しょうと 顏を 見つめて 確め る 事 を 毎 

度と した。 自分 は 銀の S は 1 より 小さい やうに 思って 居た が もし 思 ひち が ひだと いけない から 默 

つて 居た C  ,  ^ 


後で 調べ て 見る と ャッパ リ I -  より 小であった。 

もし さ >1 とい ふのに 肯定で も與 へたら 早速 其れ をよ い 種に して 吹聽 する のであった らう。 「あ 

れ 位の 事 を 知らなくて 敎授 がつ とまる か」 とい ふやうな 事 を觸れ 歩く に 相違ない。 

平生から 考へ てそうと しか 思 はれない。 

もし 自分が 「君 は 知って 居て 人 を 試す 積り で 聞 • いたか」 と 詰問したら 否定す るに ちがいない。 

.K は 「知らなかった」 と 云っても い、 事 を 知って 居る。 彼 は 彼の 唯一 の專問 以外の 事 は 知らない 

事 を 平生から 寧ろ 自慢 の やうに して 廣言 して 居る から 

ソクラテスが 自然哲学 を 顧みなかった のは數 学が 下手な 爲 であった。 とい ふ 人が ある 

〇 同意 を 表す る に 点頭し 不同意 を 表す る に 頭 を 振る 動作 の 起 元 如何 

嚥 下と 嘔吐の 動作？ 

Albsit  K.elup  (前に 擧 けた) はとうく 110  hours ピアノ を彈 きつ けて Wo 1-1 d 一  s  record を 

とった、 (定めて 下手 だら う) 

寫眞屋 が 間違へ て A の 寫眞を B に B の を A に 途り屆 けた。 

A は 其 細君の 說 によれば A より 風采の い、 B の 寫眞を 寫眞屋 へ途 りかへ した。 然るに B は寫眞 
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屋 へやって 來て平 氣で燒 き增を 注文した。 寫眞屋 から 「御自身の 寫眞」 の 方が よくはありません 

かと 云 はれる まで 氣か 付かなかった、 

〇 Plagiarism と淺 草紙  . 


彼 は 何事 を も 否定し ない 代りに 叉 何事 を も 肯定し なかった、 永遠な 疑惑の 速 鎖 その物が 彼れ の 

爲には 生命て あり 生涯であった、 

しかし 其 疑の 奥底に は 唯一 の 信念が 潜んで 居た それ は 惑 ひ 苦しむ 事と いふ 事が 無意義で ない 

とい ふ 事であった 

彼 は 世人が 漸く 科学の 價値を 認め かけた 頃に もう 科学の 不徹底に 愛想 をつ かして 居た 

〇 同じく 溫度を 現 はすのに 攝 氏で いふと 感覺 的で なく 聞こえ、 華氏で いふと 溫 度の 外の 色 立の 

感覺が 伴つ て 感ぜられる 

質量 重量 を 闪 ram でい ふと abstract な mass の 感じ を與へ るが. g-raln  . ^など & いふと 其れ 

に 種々 な 付加 概念が 隨 伴したがる。 

手 〇 庭の 槍 葉に 烏瓜が 搦んで 赤く 熟れた 實が鈴 成りに なって 居る。 時々、 子供 だら う、 長い 竹竿 

帳 を稱の 外から さし 込んで 取らう として 居る が 取れない。 默 つて 見て 居る から 多分 誰れ も 知らない お 


と 思つ て 居る だら う 
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手 帳 (大正 六 年) 


大正 六 年 七月 廿 五日、 晴  〔第 十一 卷七六 四頁參 照， 一 

貞子東 ー兩人 をつ れ歸 省の 途 につく、 朝 八 時半 急行に のる、 陟 及國澤 母堂 見 達に 来らる。 炎暑 

甚く、 靜岡 にて 鲷飯を 求め たれ ど貞東 一共 食せ す、 食堂に 行きて 菓子と 菓 物と を 求め 食せ しむ、 

乘 客少數 にて 車內 閑散、 二 時 八十 八 度、 寫生 などして 時 を 消す、 

名古屋 にて 東洋 城君乘 車、 液 石 全集の 句集の 事に つき 相談 結局 全集に は 季題 別と して 人れ る 事 

にし Detail にっきて は 東洋 城と 自分と に 任して 貰 ふ 事に しょうと いふ 事に 纏る 但し 單行 句集 

の 出版 時期 は 全集のと 同時 か 叉 は 後に する 事に したしとの 事な り、 此 問題に は 自分 は 意見な しと 

いふ 事に す、」 

叉 出版 所の 問題 も 未鮮决 らしき 話 あり、 此の 点 は歸京 後小宮 君に 確む る 事、 

名古屋 にて 取りた る 辨當、 貞子は 少し 箸 をつ けたれ ど 東 一 は 食 はす 

〔講演 要領 下書、 第 十 一 卷七六 六頁參 照〕 

前置 


理化学 研究 ノ 必要 ノ漸ク 問題 トナ リシ コ 

大戰、 工業 勃興 軍事上 ノ應用 

從來 日本 ノヤ リ方 

顯微鏡 電氣 器械 敎育 器械 

wte^  ノヤ リ方ノ 間に合 ハヌ 理由、 ， 

〇 基礎科学 ノ必耍 

電球 製造 

鍍山 研究所 

昆 由-お 瞎 

荷電 防烟 

獨樂 の應用 

マグネット  - 

〇 科学者 ノ 精神 

眞相 

ガル ヴァ 二 

ェ ルス テツ ト  . 

ヘルツ  I 

〇 初等教育 一一 於 ケル科 ^精神 ノ^ 養 


2】0 


觀察、 懷疑、 南洋 人ト 馬、 コ ペル 二 カス ガリ レ ー 

土 佐人ノ 特長 (自由 民族)  ， 

獨逸 民族、 自由、 アインスタイン 

方則ト 規則 

科学的 槪念ト 常識的 概念 

實驗ノ 必要 

實驗 ト敎科 書トノ 齜齬、 生徒 ノ疑 ガ眞ノ 修学、 覺へ ル ハ 修学 一一 ァラズ 

！ 11 マ 字 問題 

科学 ノ 基礎 ト感覺 

科学 ノ 基礎 トナル モノ ハ 自然界 ノ事實 である、 事 實トハ 何 力 

吾人 ノ 所謂 世界 ハ 感覺ノ 世界で ある、 人間 ノ 五官 ヲ通シ テ見ク 世界 デ. アル、 知覺、 知識、 方 則、 

五官 ノ 制限。 盲目 者ノ 世界、 トルスト イノ 偶 話、 手術 ヲ受 ケシ 盲者 ノ 世界、 ffi 啞者ノ 世界、 觸感 

一一 ョ ル 空間 ノ 概令 わ、 

視覺ノ 結合 シ タル モノ、 

^  S7、 近キ山 ト遠キ 山、 円ト 楕円、 野蠻 人ト績 画、  、 

手 幾何学 的ノ 見方 
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力学的 宇宙 觀、 此 一一 隨 伴スル 概念 …； 力、 質量、 エネ ルギ ー 自然現象 ノ 機械 觀、 世界 ノ 不可 

逆 ：：： ヱ ント & ピ ー 

崖械， ノ 結果 トシ テ Emancipation  of  Anthropsnorphii- —— 音、 光 寒 電第 —— 溫度 ノ 概念 

比レ等 ノ非 人間 主義 ハ 徹底 シ 難シ 結局 ハ 五官 ヲ 具へ タル 人間 ノ 物理学 一一 過ギ ズ 、 

JVIacli ノ  Economic  del-  Gedanken 

.MaeJi ノ 分子 原子 觀 

rVsitivism. 現代 ノ 分子 觀 

方 則、 規則、 單獨 な、 

大正 六 年 十二月 廿ー曰  〔笫 十一 卷七九 八頁參 照〕 

朝,、 時 起床、 爾主も 眼を覺 して 今日は 御 國へ歸 るかと 聞く、 他の 子等 も 起き 遺骨に 洗米 塩 等 # 

へて 別れ を吿ぐ 七 時半 家 を出づ 

骨 を 抱いて 家 を 出 づれば 寒き 霧 

停車場に 到れば 木 下 君 見送り 来れり、 共に 食堂に 人り て 一 椀の コ ー ヒ！ をす、 る 

涉 夫婦 も 送り 來る、  • 
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手 帳 (大正 六 I 十三 年) 


〇 

元 文 四 年 正月 個嶋 火事 の 後の 調書に 仙嶋邊 藁屋根 を 用 ゆる 理由と し て 記せ る もの あり、 其れ に 

よれ は 年 前 高波に て 家作 押 流し 云よ と あり、 海嚨 なる ベ し 

0 

元 文 元年 駿河臺 火災 後此邊 家作 瓦葺 にす る爲拜 借金 を 許したり 

〇 

同 四 年 神 田 明祌下 出火 柳原邊 類火、 河岸 通 薪に 火 移りし 故、 其 後 高 精 六尺 限 之 傍 示 杭 を 立つ 

此れに つき 調書 等 多し 


大正 十三 年 四月 四日 

新 宿 園に 集 

学生 演習 題目 

〇 國際報 時の 経度 差 測定値と ill- 象との 關係 

〇 測量 部、 震災地 一 等 三角点 改測 結果の 分析 

〇 振子 を用ゐ さる 重力 測定 方法 考察 

.iaKunln  Tva  I\ami  no  U2T5  l\Iozi  no  Koto  made  kan,§aete  iru.  Gakusva  wa-  Kotogal-a  no 

Okusoko  .vvo  k:n.n2-ael-u.  Dakal-a-  Hanasi tnvallaj 

〇 地震計が sirutll  vibration で 自己 振動 を 起す 事の 問題、 (鋸の 振動 記錄) 

〇 表面の 破目の 問題 
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帳 手 


手 帳 (大正 七— 十四 年) 


靑 楓論 草案 

〇 自分 は 美術と しての 繪画 なとの 批判に 就て 何等の 權威を 持たぬ 地位に 居る 者で ある 0 それ だ 

から 却て 自分の 思った 事 を 何の 遠慮 も 氣兼も なく 云 ひ 得る 特權が あ ると 思 ふ。 自分 の 云 ふ 慮に 對 

して 人が 此れ は 間遠って 居る と 云っても 自分 は 間違って 居ない とい ふ 自由 を 持つ て 居る。 しかし 

此れ は 無責任な とい ふ 意味で はない。 唯 何等の 氣兼 なしに 純な 心 持で 思った ま \ を 述べ 得る とい 

ふだけ である。 もし 何の 爲に賴 まれ もしないで こんな 事 を ！！曰 いて 發 表する かと 聞かる、 ならば そ 

れは 友人と しての 津田 君の 隱れた 天才 を 幾分で も 世間に 紹介して 其 作品の 與 へる 感興 を 意義 ある 

藝 術に 渴 した 多數の 人に 分ちたい とい ふ 自分の 慾 望に 外なら ない 

〇 街頭の 看板 や 電信柱の 廣吿の 字 を 見る と 或 意味に 於て 甚だ 巧妙な ものが 多い 此ぅ いふ 字 を 書 

くの を 見る に 勝手な 處 から 書き 始めて 勝手な 事に 塗り 終る。 恰も 吾等の 目に 見へ ぬ 型が 板 面に あ 

つて 其れ を 塗りつぶして 行く 樣に 見える。 

一 方 技巧に 秀でた 画家が 鳥獸を 画く にも 或は 尻から 始め 頭に 終り 吾等 素人が 見る と不思 儀な 手 
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品の 樣な氣 がする。 此れ も 画家の 頭に 完成した 繪を其 儘 幻燈の 樣に 紙面に 映寫 して 置いて 其れ を 

唯 筆て 埋めて 行く 樣に 見へ る。」 樹枝を 画く に 鳥の 止まらせる 處は 塗り 殘 して 置く。 此れ は Re- 

production の Art と 何 處が異 るで あら 〔う〕 

〇 津田 君の t せ y 書く の は 此れと 全く 趣 を 異にして 居る。 例へ は 梅の 樹を 描く に 他の 心配 もな く 

枝 を 延ばして 行く。 あとから 鳥 を 止まらせる 鳥の 胴体 を 通して 始めに かいた 枝が 明に 見えて 居 

る。 津田 君の 頭に は 枝と いふ ものが あって 始めて 鳥が 止る ので あるから 其處に 何等の 不都合 も牟 

盾 もない ので ある」 書家 (本當 の 意味の) が 十の 字 を かくのに 始め 一 を 引く 時 其の 中央の 如何な 

る 占-" を 後の ー が 横切るべき かとい ふ 事を考 へて かくの は あるまい。 一 の畫か 左から 右へ 進む 時に 

I 右 5 

渾身の 力が 筆の 先に 集注して 自然に 左に 移って 行く ので ある。 其 途中に 此れ を 横切る 雜 念の 人 込 

む 余地 はない 害で ある。 

或る 意味から いへ ば 普通の 見方から 云へば 津田 君の 技巧 は 幼稚で ある C 唯 極端に 幼稚で あるか 

ら 換言すれば 原始的であって 同時に 科學 的で ある。 そして 創造的で ある。 

津田 君が 桃 山に 閑居して 居た 時、 人 寰に遠 かって 朝暮唯 鳥聲に 親しん た 時、 音樂 とい ふ 者 はこ 

うい ふ處 から 出發 すべ き 者た と考 へたと いふ 事で ある。 君が 今繪 画に 對 する 態度 は 丁度 此れと 同 

樣 である。 津田君 は 今人 間の 草昧 時代に 立歸 つて 新しい 藝 術の 建設に 第 一 歩 を 進めん として 居る 

ように 見える，. 即ち 極端なる 改革者で あり 破 壌 者で 建設者で ある 

自分 は 毎年 春秋に 開かれる 多數の 展覽會 を觀て 歩る いて 數へ 切れぬ 程の 作品に 接する が、 此等 

の 作品の 中で 自分の 藝術的 要求 を滿足 〔さ〕 せる 者 は 極めて 稀で ある 勿論 此れ は 恐らく 何人も 同様 
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に感 する 處 であらう が 自分の 特に 感 する 事 は搶の 內容の 空虚な 事で ある。 一 つくの 技巧 や 趣 を 

分解して 見れば 隨 分うまい と 思 ふ 者がない でもない が 槍 全体として 自分の 求める 處に滿 足 を與へ 

る もの は 稀で ある」 甚 た失禮 では あるが、 頭の ある 画家  ， 

繪の內 容とは 何かとい ふ 質問 を 受ければ 自分 は 到底 滿 足な 答 を與へ 得る 見込 はない。 しかし そ 

う 自分が 名け るよう な 者が ある 事 だけ は 確か だと 思 ふ 

强 いて 說明 すれば 文 展の禱 の 大部分 は內容 のない 「繪」 であって 院展に 現 はれる 少數の もの は 

內容の ある 一 藝術」 であると いふ 叉强 いて 云へ は 內容の ある 搶と いふの は それ/ \ の 「世界」 を 

もった 槍 を 指す ので ある、 寫眞に は 

ドラ ク ロア、 ミ レ—、 ゴッホ ゴ ー ガンの 緣とレ ー トン 卿 ゃブケ 口. I の 緣とを 比較す る 時に も 

此 の 內容の 有無と い ふ 言葉 を 用ゐた いと 思 ふ。 

〇 一 面に 於て 病的な 程 デリ ケ ー トて 一 面に は 極めて 粗放 

〇 全 休が 牟 盾の 融和で 不合理の 調和で ある 其處に 特別な 藝術 的の 世界が 生じる。 

〇synchl-o;mi  (- とい ふ 事が あれば 津田 君の は SyiiUnio である。 線の 調音と 不協 音と が 錯綜し 

て 行く 內に Cadence が あり Aufl5sung- が ある。 

手 こ の 意味で 所謂 文展 向の 搶は 不協和音 を 含まぬ 無味 さ 虚の音 樂で津 田 君の はべ ー ト— ゥへ ンで 

^あり ヮグナ —である C  . 
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〇 津田 君の 総 は 或る 点で p-elverse であり 又 morbid 决 して ； Millet ではなく  seg.antinl であ 一 

り cs.ogll である 

〇 古 壁画、 希躐陶 画、 文人画、 俳画、  一 

つ 原 の 画に は 水彩画と 大雅 堂と がっき はぎに なって 居た か津田 君の は それがない  一 

〇 靑 佩の 總に は、 まあ 此れで よいと いってお さまって 居る 樣な處 がない。 何處 まで も 迷って 進：： 

んで 行こうと して 居る 惰性が 綺の 上に た、 よって 居る。 それで 見て 居る 人に も何處 かに 此の先の 一 

行き先き とい ふような 者 を 暗示す る 力が ある。  一 

つ 近頃の 綾 は 恐ろしく おさまって 居る。 それ だから 一 寸 見た 時に 氣に 人って 半日 も 見て 居れば 一 

もう En? る氣 はなくなる。 津田 君の 檎は 見て 居ても 見 厭きが しない 此の 鎗を 通して 向 ふに ある 無 I 

限な 何者か を 彷彿せ しめる。  一 

ocubbt か Futurist が 起る 時代に 津田 君の ような 繪の 起る の は 寧ろ 當然 である。 

唯今まで こうい ふ 運動の 起らなかった のは藝 術の 本来に 立歸 つて 何等の 氣兼 なしに 踏 出す だけ 

の 勇氣を もった 人の なかった 爲 に過ぎない 

ODOStoefski の Idiot  . 

Dostojewski の 文學は 時に 甚し くだらし がな く 未成品の ような 處が ある そして 其 中に 玲瓏 玉の 一 

如き 美しい 光が 漲って 居る、 津田 君の 擒は 時に そうい ふ 感じ を與 へる 事が ある、 露 文豪の 描いた 

Idiot の 無技巧な 性格と 靑楓 の 描 いた 無器用な 花卉 禽鳥と に は 時と して 似通つ た 脈が 流れて 居る 一 

〇 音 樂の與 へる illusion は殆 んど說 明す る 事の 出来ぬ もので あら. う。 具体的に 說明 すれ は それ 一 
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は 詩で あり 繪 であって 最早 音樂 ではない、 

津田 君の 输は 線と 色の 交響 樂 であって、 見れば ワルツに 對す るよ うな 態度 をと つて はいけ ない 

津田 君の 緣に對 して 「黑 人の 文展 評」 のよう な 評 釋を加 ふべき 余地 はない、 

画の 具の こなし かうまい とか まづ いと か 墨色が どうと かいふ 事 や、 何 派を學 んで何 15^ を 加味し 

たと かいふ ァカデ ミツ クな 批評 も當 はめる のが 無理で ある」 津田 君の 画 を 本 當に味 はう とする に 

は、 あらゆる 流派と か 技巧に 關 する Professional な 知識 や Academic 乃至 pedsstic な 態度 を 

放棄して 赤裸の 心に ならなければ ならぬ。 

Posbtiinprcssionist の Acfulcmician に對 する 關係は 正に 津田 君の 文 展に對 する 關係 である。 

postilnpl-cssionrt の 出る に は 種 々の 歷史と 然るべ き 動機 の あつ た 事 は 云 ふ 迄 も な い が 津田君 の 

文人画 も 全くの singular  point ではない。 

〇 無技巧な 暗示 的と いふ 事 は津田 君の 緣の 一 つの 要素で あるが それだけ ならば 小 供の 緣と 何處 

がちが ふとい ふ 事が 問題になる。 

小 供の ：||？ は 無技巧 其れ 自身で ある、 無技巧に 現 はされ た 概念的の もの を 無技巧に 排列した もの 

であるが 津田 君の 理想 は 無技巧と いふ 事 を 非常に 技巧的に compose した ものと いっても 大した 

誇張で はない、 例へ は 極めて 無 恰好な 木の 斡から 無遠慮に 枝が 出て 此れに 叉 極めて 奇妙な 恰好の 

小鳥が 止って 居る、 そして 其 鳥が 果して カ學 的に 平衡 を 保ち 得る かどう かも 疑問で ある。 樹の拫 

手 などても あれで 樹が 支へ 得られる かどう か 怪しい ものである こうい ふ 点 たげ に 注意 すれば 此等 

巾 の 種類の 繪は 滑稽 を 極めた ものと 云 はなければ ならない、 
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併し 此の 綺を 試に 床の間に 掛けて 見た 時に 第一 に感 する こと は 其の 繪の 重みと 力と 活氣 である。 ^ 

氣の拔 けたよう な 上滑りの した 薄つ ぺ らな繪 ばかりに 厭き 果てた 眼 を 引付ける 一 種の 淸 新な 魅力 

が ある 事 は 何人も 爭ふ事 は 出来まい と 思 ふ、 此の 綺の 魅力に 感し 得る 爲には 虚心と いふ 事が 勿論 

必要 條件 である、 多くの 人 は 恐らく 此 等の 繪に對 して 受ける 印象 は 余り 変り はなから うと 思ふ少 

くも 何等 傅 習に 囚 はれぬ 人の 眼に は 唇よ 同樣 であらう が、 段々 見て 居る 內に傳 習の 惰性が 頭を擡 

げて來 る、 そして 表面的な 牟盾ゃ 不合理 やが 觀 者の 理性 ゃ傳 習の 前で 段々 廓大 されて 來て 折角 受 

けた 好 印象 を蔽 ふ、 そしてもう 一 邊 見直す だけの 面倒 を 見ないで 其 儘 通り過ぎ てし まふ 

此れ は津田 君の 罪で あらう か、 觀 者の 罪で あらう か 恐らく いづれ でもな く叉兩 方で あらう、 

津田 君の 站は决 して 今 此れで 止まって 居る 譯 ではない、 段 現在 一 つの phase を 示して 居る に 過 

きない、 

無技巧 は 唯 目下の 手段であって 目的で はない、 現在の 沈澱した 画界を 革新す る 手段と して は津 

田 君の 取りつ 、ある 處の もの は 尤も Wise な 手段の 一 であって そして それ は津田 君に 取って 最も 

適當な 道で あ る 事 を 信じ る 

〇 此 道の 果が 段え 大雅 堂に 接近し ようが GOS.il に 接近し ようが 其れ は 少しも かま ふ 事 はない、 

出來 上った もの は 結局 津田 君であって 决 して 大雅堂 や Cesanne ではない 

津田 君が 此道を 進む に は 幾多の 困難が あるだろう、 凡ての 革命 者が 受ける ベ き 積極 消極の 障害 

に 打 勝 つ だけの 忍耐が 必要 で あ る 

人間の する 事 は 鬼 角に 型に はまり 易い ものである、 三百 六十 五日 朝起きて 晚寢る 迄 各自が 不知 


不識 にこ しら へ た 型に 從 つて 動いて 居る、 顏を洗 ふ 金盥の 位置から 寢る 時の 机の 片付け 迄 一 種に 

型に はめて やって 居る、 此れ を 少しで も 変へ たが 爲 にどれ だけの 

〇 科学 でもそう である、 apochlnaking- な 學 者が 出て 新しい 概念 や 研究 を 導 人 すると それが 爲に 

跳躍 的の 進歩 をす るが 其れが 平凡な 後継者の 手に 轉> 、して 居る 內に 段え 型に はまって elaborate 

される と 同時に 自由な 天地 も 次第に 狭められて 活氣 もな く 退屈な ものに なって しま ふ 

文學 でも 同樣 であらう が 自分 は 俳句の 變遷を 見て 其の 感を 深く する 

藝術 でも 同様な 事 は 申す 迄 もない 雪 舟で あろうが 光琳で あろうが 乃至 は Cesamie,  Gosh で 

も 當人は ラフ ィが 模倣者の 存在 は zero である、 

〇 吾々 の 自然 や 人生 を觀て 居る の は 唯 I 一つの 眼の 網膜に 映 じた 儘 を 見て 居る のでない 事 は 勿論 

である、 あらゆる 傳習ゃ prejudice の 色眼鏡 を 掛けて 見. て 居る、 

自分 は I  一一 二日 前に 理科 大學の 二階の 光 擧窒で 望遠鏡 を 

榊 原 紫 峰の 画 

六月 十四日 高 島 屋 の新綠 作画 展覽會 を 見に 行った、 栖 鳳の 雀 や 菖蒲 もあった 實 にうまい もの 

である、 それから 大觀の 柳 陰 民家の 横軸 もあった 矢張りうまい ものである、 先つ 感服して しま 

手 つた 此の 二人のう まさに はしかし 大分の 径庭が ある やうに 思 ふ、 前者のう まいの は 余程 明白な 

帳 うま さで ある。 說明 のし 易い うま さで ある。 菖蒲の 花弁が 一 筆に 画いて 居て 如何にも 生よ して 居 
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る、 荅の 花荧に 一 抹の 黃綠を かすった のな 臥龍点睛の 妙が あるこう いふ 事に 觀 者の 眼が 引つ けら 

れ 易い、 觀 者は此 等の 安價な 見付け 處を發 見した 事に 無意識の 喜び を 感じる と 同時に 其の 点 を 

exaggerate して 画に 投げ込んで 更に 其 画 を 嘆美の 祭壇に 祭り上げ るので ある、 

次に 大觀 のうま さは 何處 にある だら う。 假 りに 栖 鳳の が 神 田 ツ子の パ リ々 々なら は 此れ は何處 

かの 田舍 者で ある、 前者 は簡單 明瞭 要領 中の 要領 を 点 出して 居る の なれば 此れ は 甚だ 瞹味 模糊 不 

得 要領の 甚 しきもの である。 前者が 1 であり 2 であり 3 であれば 此れ は H であり s  +  e 十" 

+  ：… である。 前者 は 有限の Isssibility を 現 はせば 此れ は 無限で はない 迄も少 くも 容易に は數 

へ盡 されぬ 多 項 級 級で ある。 

兩 者の 藝術 上の 價値を 論じる ので はない、 唯 其れ だけの 事 實をこ V に 冒頭に 揚げて 置く、 

更に 順 を 追 ふて 他の 作品 を 見て 行く と實に 千差万別 であるが 自分の 感興 を 引く 物 は 甚だ 少な か 

つた、 いづれ も 大抵 種ぶ の 意味で うまい ものである、 あまりう ますぎ て惡 達者な ァク. トイと 思 ふ 

もの も ある 松の木 をこう いふ 風に 画いて 見た とい ふの も ある、 金粉 をこう いふ 風に 使って 見た 

とい ふの も ある、 何處へ こうい ふ 木 を かいて ここ へ こうい ふ 鳥 を 止まらせた がどう だら うと 聞い 

て 居る の も ある、 检の 木の葉 をこう やって 見ました と 語つ て 居る の も ある。 

此れ等の 输を 見て 感じる の は 画 其 物より は 寧ろ 唯え 画家の 單 純な 趣向に 對 する 興味で ある。 次 

から 次へ と 見て 行く のに 自分 は 常にそう いふ 質問 を 画から 受けて 苦笑す る やうな 心 持で ある、 そ 

して 其 質問 は 余りに 淺く 或は 卑近で ある、 一 處 になって 考へ させられる やうな の は 甚だ 稀で ある 

この やうな 事 を考へ て 見て 行く 中に 紫峯の 花鳥の 數 幅に 逢着して 始めて 今迄と はちがつた 心 持 
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で此 等の 画 を 注意して 見た 

此 人の 鎗を 通して 一 樣に 受ける 印象 は 生々 しい 燃へ る やうな 鮮綠 色の 岩 総 具 を 盛った 木の葉と 

濃 碧 の 陰影 此れ に 点す る に 強烈な 赤 や 丹朱 の 配合で ある、 や、 も すれば 毒 しくな り然ら され は 

浮薄に 流れ 易い 甚た 危儉な 仕事 を 敢行して 居る のに 先づ 驚かされる。 始めて 見る 時には 此の 强ぃ 

刺戟に 驚く が 其れ は 極めて 瞬間で ある、 此の 驚きの 過き 去った 次の 瞬間に は 新鮮な 新綠と 此れに 

よって 醜され た 初夏の 自然の 生命が 堤を决 したやう に汪 然として 觀る 人の 心に 注いで 來 るので あ 

る 0 

今迄 見た 多くの 搶 から は 不断 色. -の 質問 を かけられた、 大抵 はつ まらぬ 質問であった、 中には 

鮮 答の わからぬ の もあった が 要するに いづれ も desig"  wcu.ksauship なと に關 する 理知的の 眼 を 

もって 見させられて 來 たが、 紫峯の 画に 到って 余め て玆に 感じさせられる 繪に 遭遇した、 此 人の 

鎗は 直ちに 其 胸 を 剖いて 觀 者の 胸に 肉薄し やうと する- = 此れ は 何故で あらう. - 何 處に歸 因す るで 

あらう、 藝術は 勿論 單 純な 自然の 描寫 ではない、 自然 は 材料 手段であって 現 はされ るべき もの は 

作者の 主觀 であらう。 しかし其れは16^^角も藝術的の主觀でなければならぬ、 幾何学 的の 概念で 

もなければ 物理学 上の 觀念 でもない、 純理 知的でなくて 情緒 を 含んだ もので なければ どうして 觀 

る 人の 情緒に 共鳴 を 起させる 事が 出來 やう、 純 技巧 派の 繕に 於て 吾人の 感 する もの は單に 其の 輊 

業 的の テク 一一 ッ ク である 吾人 は 太 神樂の 驚くべき 熟練 を 見て 一 種の 驚きに 伴ふ讃 歎の 念 を 起す 

手 ので ある もし 櫓 画の 上の 此の 如き 技巧 を藝術 的と すれば 太 神樂の 技巧 も 亦藝術 的と 云 はな けれ 

帳 ば 義理が 惡 いと 思 ふので ある、 何と なれば 讃 歎に 價 する は 唯 技巧 其 物であって 技巧に よって 表現 
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されて 居る 者 は 空虚で ある 


若しも 人間が 卵 を產む ものと 假定 したら 親子の 情愛が どうなる もの だら う 

卵が 孵化して 子供に なって しまって 後に は 多分 胎生の 場合と そんなに 変り はない かも 知れない- 

しかし 未だ かやらぬ 前の 殼を 被った 姿で ある 時に、 それに 對 する 父母の 愛情 は 成立し 得る もの だ 

らう か、 

抬內に 想像され. た 子供に 對 する 心 持より はもう 少し 對 象が はっきりして 居る と は 云 はれる、 

もしも 或 卵が 解 化せす に 終った 場合に 親 は 子供の 死んだ 時と 同様の 悲しみ を感 する もの だら う 
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手 ffi  (大正 七 年頃 十 年頃) 


大正 八 年 二月 九日、 

午後 一時より 大擧 池の 氷に 雪 ふりて 出来た 模 

樣を 験す、 

て 

穴 あり _^ 水 噴出す、 p-llsatlon をな す 

eosinc を 穴の 上に 落す 

，rl5  .watol-  will  s-ek  ;i  sl-la-ll  iissuro  Jlen-1. 

the  lowest  .point  to  issue  UJSU  i;lie  suiiace, 

.which  will  bo  .ran- a- き ally  elllal\ra:2,l  and  deve- 

lope  to  tl--  i.llnncl  shaped  hole.  T-he  fissure 

will Iwe  I-oro  abundant  rol-  thin  layer  than 

&'  for  tne  tJiick  lavcl-. 

帳  T-ho  fact  tl-Jlt  lnrs.f- づ attol-  often  shows  a 
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twin  i  is  explained  if き consider  tLat  for  a large  dcpl-ied  area  there  is  largel- 

pl.obability  of  including  two  flssul.es  than  for  small  pattsl.n;  since  even  if 

the  clistl.ibjtion  of  fissure  b3 Inol-e  dense  for  thin  layer,  the  depression  is 

Jn-obably  less. 

，rhe  sii  all  ^^^0^  formed  by  the  meltiug-  of  sl§v  is  carried  by  the  stream  and  caught  by 

the  snow  crystals  near  the  margin  of  area.  This  explaines  the  relatively  sharp  demarca- 

tion of  the  boundary  of  white  area.  This  is  proved  by  the  distribution  of  applied  coloring 

s^p^row..^p^  Ileal-  tlie  marg-5. 
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Ggcn iCi 一- 10 ミ goro  yori  sleet  ^  Kion  42。  F.  Tubu  一 va  tagahii  sawareba  suguni 


OtKservaiaon  ci-  CICIKI. 

slu  I.  JcSth  Nos 一， 


手 

帳 


JVIay  28 1921.  . 

(、 45  p」ll.  At  S.  pl-obably  just  ()vol-  Tokyo  Bay,  a  c ョ milus  was  forming-,  towerin->- 

up  Avith  rcjlull.kablc  lapidity.  At  G 一-  50---  tlie  Ik さ d  --as  20。  i  the  base  s。  high.  a?he 

was  heaving-  ul) to  a  shape  cf  hlve-tod  cap.  l-llc  IK-ild  was  stl-onsly  illul-illccl  red. 

The  01-】g-in  is  probably  to  be  attl-ibut2l  to  the 

1-tlpl 二  co()lhl,ti-  of  the  】；1,11(一  an-p  ，rho  ccclod  a-il- 

rushed  toward  the  bay  and  liraved  lll-van 一  by  t 一  10 

collision  cf  stream  fl-su  diffcl-ellt  dil-etticns. 

At  7 一一  .with  J^TOWil ヨ- d;-  kiiess  t 一 ic  fol-JU  (10 お 21- 

Cila-ILHI 150  cl-diluu-y  SK-  type. 
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記 日中 懷字マ —口 


口  — マ字懷 中日 記 (大正 八 年) 

1 gt.  9  (Mokuydbi)  waze  wo  hiite  Nctu  g-a  deru 

1 g;t,  20  (Getuydbi) に isasiblu-i  t  p^^s  c  dol-u 

1 gt.  23  (Mokuydbi)  (； ogo  Maniu  c  yuki  Grcnzc-  wo  mctsueru.  Akiyama  Kuu  tc 

J.to  ivim  m  ai,  issyoni  IKlgetl- e  yiiku. 

1 gt.  24  (Kiu>y6bi)  zikk§  2  n21 ni  mp  circle  no  Zikken さ o liazimcri 一. 

1 n  (Doy6bl)  ivaze  §  fTcqucrnyy  wo  liaka 一- u  wikai  wo  wsba  0  tanomu. 

尸ミに J<.〕  no  track  no  Simbe  wo  hazimi 
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3  gt. 10  (Getuydbi)  Newt ミ i  sai  no  JKaue  65  En  uketora 


o 

3 


3  gt.  24  (Getuy6bi)  Niwa-  no  Tubaki 

saki  some. 

saita 

3  gt.  26  (Suiy6bi)  ,r6iti  no  Isryflg.alar 

Sik21 


3  gt.  27  (Moltuydhi)  ssmli  Saii ョ i 

3  gt.  29  (Doy61bi)  niskala  Ueno  c  Ukiyoc  Tell. 

li ひ 2-a  -Ten.  Hflg-etu  no  Kohl. 

utsnaro.  MP-d-^o^=.  Kwaig-ctud^i. 

3  wt.  30  (Nitiy6t>i)  R-d^ioactive ミ o き no  Kelsall, 

tiakk 一 vasiken  vosi.  T.  to  S.  to  Tikusan  Irak,  e  yuku. 


mini  yllls.  Takasimaya  slndal- 


J  waiiami  kital-u.  T6iti  3  tyu  no 

〇T3rl?aIl  to  f^d.  to  ^alali  (-.  Yflsat? 


記 日中 懷字 マ一 口 


Yay.  to  Yu に. to  Asakaiiiati  e  Omotya  kai  ni  yuku. 

3  gt.  31 (Getuydbi)  GOS.O.  siusai-nllkwai.  waze  tuyosi. 

4  gt. 1 (Kway6bi)  Hal.e.  Asa  dai  3  Tyflsakn.  T6iti  ^^^^^  Ncnkwai,  daiithli〔ti;I. 

H  St.  2  (sulyobi)  Si\butu  Nenkwai  -^^-^c^^.pws^.  Asa  K5cn.  Him  mae  kara  T5iti  to  Dai- 

！ sfuityuualni c  yulai.  Nyaga-kusiki.  IcacM-iJli  ； Kaiida  no  Iloiiya  de  E.y{ikwasyo  wo  kau.  Siruko. 

4  gt.  3  (Mokuydbi)  Sfibutu ョ ikk§s.  Baiinkwai.  Hayasi  K，l ヨ， Kiiiosita  Kun  to  K:o- 

nishi  Isani iio  J\ln(-nsi】<il.l  wo  atlsleru  s^klan. 

4  g"  ,  (Icln-ydbl)  Gcgo.  Ueno  0  ； Kckiuiiin  Bizyutu  Ky6kwai  no  .^.2-^-p---^-^<p-. 

4  gt. 12  (Doydbi)  Sill  to  Tyflls-atei  de  Mesi.  Edoga メ va  c  yuku.  Kazc  tuyosi. 

*  s，  he  (Nitlyobi)  Kodsllo  wo  ^s-.o^o  ukimag-aljara  e  Sakuias ひ tori  ni  yului.  .Tcnld  yosi. 

.  3 

2 


4  gt. 16  (Suiy6bi)  Asa  Takatns  Tyngaku  de  Hanasi.  if  de  Nakamura  Tune  no 

AlDul-ae  wo  kau. 

*  et. 18  (Kin-y6bi)  Gog-O  Eguchi  Kun  ga  I Is  pi  tn  no  Koto  m 

tuite  Hanasi  ni  kuru.  Tailienui  OInosirci  Kekks  tie  am. 

4 さ 19  (Doy6bi)  Gakk6  no  kaeri,  Hakin  de,  ltig.0,  Yuri,  Yf  wo,  p.^.  Hana- 

i  no  Nae  wo  katte  up  Y 霞 Galikwai  de  sli  ziya  no 13  I  no  Moll 

de  .Yoriai. 

4  gt.  20  Asa  Kusunose  e  yuku.  Inobe  to  Nakanaori  no  S6dan  matomaru. 

Ixnalu  no  odii  to  Z ョ San  ga  kita.  f -o  Hudlsii  f  wo  tadunes.  Yoru  Zyun 

4  gt.  21 (Getuy6bi)  Gakk6  de  Nshir-ketu  wo  oki.  i  yokunaru.  Yoru  hayane. 

4  gt.  22  (Kway6bi)  Himli  siskiya  e  Ky6to  Gwaka  no  Temankwai  wo  uuni  yuku. 
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記 日中 懷字 マ一 n 


Kwaii*6k\vai  Is  £-11  Hi  da  g.a  Amc  ni llattn, 

4：  B*.  26  (Doy6bi)  ，rsnita  Kun  yori  no  2  yen  Kinoshita  Klml  ycl-i  uketoru. 

4  gt.  28  (Getuydbi)  Yol-U  Tsl;al-U  Sensci iio  utide  TtMasawil,  K.inoshitti  KAm  to  liaiiasu. 

4  gt.  30  (suiydbi)  Talsda  no  miya  no  (J.osog.1. 

kvH.a  7 一一  25-:,  ilaiia  Sakaiti  Kun  taig.aliu  Byoiii  do  byosi. 

5  ra.t. 1 fMokuy^lbi)  Sy ひ koii 了 ai  yasumi,  ，rolu 

ひ gt.  7  (suiydbi)  K6taisi  Denka  Seinensiki  no  oymvai.  Und6ba  de  K:ilnisay?  Kodsno- 

ra  Sin  to  ^<-«.r<p^  w.c  mini  yuku.  sgcct  pea,  gcmmlsn 一  2VS/-  kau. 

ひ 《t. 11 (Nitiydbi)  ITallulBlti  e  tutsllo  ni  yuku.  wazc  tuyosi.  Monozuk  awase  /oko- 

sulka  yukazu.  Wild  no  Dorisl  Gray  yomu. 

は gt. 12  fGetuvdbi)  Kkitai  kGki  e  x—my  bulb  no  lie  no  tuita  garasu  wo  Il-O 
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sukosi  kokullald. 

ひ gt.  24  (Doyool)  Gog.o  ^n-olava  do  Arai R.  L-ui  no  Yogwa さ o  miru.  Takasnnava  nlll-lo 

Kattullnnlu.a  no  Kogeiniii  Tcnl-n-nk.vval  ari. 

Roni.  selJn-1 lu  noses  Do ミ r 1 ノ mlrsl  nc  E  .wo  ^p§. 

ひ S;t.  25  (Nitiydt-i) 

Dov さ no  E  to  J\izi  l-caku.  Nak:azyo  Inot>e  slg-ealkl  .vvo  taduneru. 

ひ gt.  27  (Kway ひ Ibi)  Ishihvaia  Kun、  seldgdti  K.IS,  Ishllbto  Kun  tadmletdalnl. 

6  gt.  6  (：Rin>y6bi)  Kilschi  ； Kuii  kekkoii Hii ひ. 

ひ gt. 10  (Kway ひ t>i)  Darnva-kwni  -T ひび all. 

6  gt.  23  (Getuy6bi)  p  wutm.i. 1 nen  Zik.  Sik. 

ひ gt.  24  (Kway6bi)  Suisan  K6syCi7vo  de  KaiyS  TySsa  KAVaig.i. 


記 曰 中懷字 マ— 口 


0  gt.  Mo  (suly。bi)  7ー>  30,  Sfigaku  to  ^.J^^^^  no  Gakusei  Zikken  no  siken. 

ひ ^t.  26  (Mokuy6bi)  ；Kai;y6ty{-sa  Icwaig-i.  E:6en. 

ひ gt.  27  (Kin>y6bi)  ？ -p^..^.^  £kuzits】o  Tudiiki.  Ilara  Hfikiisi  no  wsen.  KySsitu  no  Hito 

Ava  K  c^os^p  e  ^ellk6tei  wo  iiiini  yuku. 

7  gt.  2  (Suiy6bi)  SiiLsai  Jinkwai. 

7  26  (Doy601)  Gogo  J,shii  Hakutei  avo  tadunel-u.  Ry6  Toyaina  yori  ^^^^^  ；  vol.u  Zyun 

no ま e  vuku. 

7  gt.  28  (Getuy6bi)  Wy6  to  Daisals  By6in  e  yuki  Manabe  San  ni  luiteiuorau. 

9  gt.  23  (Getuy6bi)  Yol-U  Hayasi  Kun  .Kinensikhl  no  I ク vai  wo  suru.  I 

10  gt. 18  (Doy6bi)  Sfibutn  wo^^a^.p-.  t  Soil さ d  of  Aeropl 薩 in  Flight" "卜 Note  i  p 


6 

photophoresis.""  2 

10  gt.  29  (suiyi)  obf  n  no  30  nen  Sai  to  Yutako  uo  3  nen  Sai.  Noboru  wf  to  f 

10  Kt.  30  (Mokuydbi)  Hayasi  Kun  no  Ikotu  \vo imokuru. 

11 gt. 15  a  Koki」nblltuky6kwai  I§ia  T6ru  Kinen  ssnkwal de  二.： umo- 

no  tla-na-si  一一  wo  sul-u. 

11 gt.  21 (Kin-y6bi)  Kwankikukai  wa  Al  de  slave.  Yoru  Natgian  no  HI? 

sau 110  K..ekkonhllo. 

11 gt.  22  (Doydbi)  Daigaku  UudSba  de  Gungakutai  no  Ens6kwai. 

〔同じ 手帳の 卷末餘 白に〕 

Tara  no  Tamago  wo  ui  Ka さ 4,398,700  ？ Ua  no  sok&i) 


記 日中 懐 字 マー 口 


二； I 一 tiuee  1.C11- 


】llhlol>l-andssotl. 


Resultats  des  Recherches  llmpinques  sur les  Mouvements  g.enei  aux  dc  ratmoslpll か rc.  (No.va 

Af-ta  Res.ie  Socictatis  Scicntianim  iJpsaliensis.  Ser.  4.  VOL  V.  No. 1) 


A  t>l〕e-pu.-f  rich  K.I-ystall-CIrakxo:md;er 


Tlie  sysrs 一 I  is  eqlu.valent  to  a  ； Pl-ISJTI  with 

varutble  angle  wliose  emerg-cnt  ray  is  ttlways 

J".*-  to  the  face.  (I.nstl-ulnentenlsntk  1890, 

p.  246,  269) 


Band  spectrum 

,=,::  Inostl-V  extend  toward  sma-ler  \  bs  ra..e】y  to  o づ llc-site  (lirccuon。 

=  Sucli  sei.lef?  al-e  overJaI.>ped  IsauTJliully. 
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^^^^  :  Nat ョ. e 1913  Doc.  4.  ； Bel.l.  B2-.  45, 1913 

An?  二.  I-llys.  p 1914. 

IISHSWY  divided  into  5  coiup.  all  polarized,  outcjr  vibrate 1 ヒ Innel- 

3  J-*-  to  ii。ld. 

H  Auxiliai y  clectsde. . 

Distance  of 11  &  small  eompal.ed  Asth  cathode  dal.k  space. 

•  ••  no  cuiTPiit  due  tio  JIK. 


つ 〇n  l\3rio 一 lie  Variations  of  terrestrial  Magnetism.  J.C.  S.  ^.  9. 1917. 

〇〇n  Diunial  <p^--p^^ow^  of  Bal-suetric づ rcssul-e.  ？  C.  &.  41. J..- 

〇〇n  Irreglllal-  Ass§lblag-e  of  r-ulses  ami  its  action  SI  Rsscllators  t. ト . S.  .3. 卜 A^ol. £. 

14 に 

〇Geophysi(al  Notes 1. 240.  o? 

〇on  tlie  Frecjuency  of  EaltlKJUals  and  Allied  phenclllellp ひ 10.  Do. 
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手 帳 (大正 八 年) 


〇Tho  wrowniall  IVTotion  of  Rotation. 

Al 一一】 -ー 一】i  po13-  cols  of  th ョ f  sof  t ぎ 一 I  一 lii ぎ li  i-l 

r  f  ！  r  II  in  an  If  oil, t  with  f  I,  by  If  . 

-  lablc  elec.  £d.  The  auction  】=ay  be きたさ 二  by き i  Je. 

()「 薦 J  i  $  b3  an  di  f  c  i】 一 this  ease  §  .xc 

_  ()h  ？  gd,  since  the  f  is  of  I  s.  rs  fi  i 

I.  ぼ i ゲ J  f  5?  ii- 一は き i  to  apply  the  I. 

手 a ケ l^^lmr 一層 ，き il  il.  f  一  c.  II  t  i 一一 


帳 


Th<-  fl  f  to  those  cl 層 に i  of  a  f  I 
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◦  coalition  of  small  ^.^t  drop  Tvith  another. 

Microscopic  investigation  is  desiraole. 
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帳 手 


手 帳 (大正 九 年頃— 昭和 四 年頃) 


〇 利己主義と 利他主義 これ 程 內容の 分らぬ 言葉 も 少ない、 そしてこう いふ 言葉が 發 明され た爲 

に 人間が どれ 丈け 惑 はされ、 不幸に された か 分らない。 もともと 同一 の 物 をつ かまへ て逮 つた 側 

から 見て 居る の だから、 

し 力し 此の 物の 全 休 をつ かむ に は 矢 張 兩面を あちらこちらに 引く り 返りて 見る 事 は 必要で ある。 

西へ 西へ と 行く 人と 東へ 東へ と 行く 人 は 地球の 上で 何處 かで 出く はす、 そして 二人の 見た 地球 

は 同じ 地球で ある、 

自己 を 捨て やうと して 自己の 中に 捨て場 所を搜 しても 見 付らない、 其 捨て場 は 他に あるから 

利己 をす てる 方法の 中で 最も 妙な の は 他人に 利でなくて 害 を與へ る 方法で ある。 他人に 與 /た 

害 を自覺 する 事に よって 自己 は其對 照なる 被害者に 接近す る、 そして 往々 にして 自と 他が 抱 <! 口す 

る 

それ だから 利己で ない とい ふ 事と 利他と いふ 事 は 同意義で はない、 
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A 自己 を 捨てた 害 他 

B 自己 を 捨てない 利他 

A は 主々 にして 親切な 人と 呼ばれ B は往々 にして 他の 利己主義者から selfish と 呼ばれる、 自 

己と 他と 合 休し 天地と 合体 するとい ふ 狀態は 人間の ある 瞬間に のみ 起る もので 永鑌 的で はありに 

くい 者で ある = 此れ か永績 的になる 時 は 狂 か 死で ある。 

叱に 壓 迫され 虐げられる 事 利他と 考へ る 感傷 派の アルト ルイズ ムも ある。 

他に 親切 を强 ひ、 #1 にと つて は 不當な 犠牲 を拂 つて やり 却て 他の 1-1  ふき や Hssur を 傷け る 

事 を 利他と 考 へる 者 も 可成 多い、 此れ は 最も 幼稚な Egoist に屬 する、  ® 

自己 を 高く し 尊く し、 他の 中に ある 低く 卑しき もの を 征服し、 其の 高き もの を签. -高 くし 鞭 達 

する 事に よつ て 自己 は 愈 高く 尊くな り はしない 力 

◦  sphynx の 謎 を Oedipus が 解いた、 此れ は 唯 子供の 謎の やうに、 「それ は 人間 だ」 と 答へ た^ 

けで は あまりにつ まらない 傳說 である。 Spliyiix の 問 は 「人間 は 何物 だ」 であって ェ 、チブスの 答 

は 此の 問に 對 する 解答であった と考 へなければ ものに ならない ではない か。 

w-^^^^-^  viewed  no  meanest  c-bjcct  is  insig-lliflcallt  ；  all  Ol-Jects  arc  as  windows,  thrcug.ll 

which  the  philosophic  eye  loojs  into  infinitude  itself,  (sartor  wesartus) 
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帳 手 


込ん た 電車に 乘 つて 自動車で 走る 人 を 見る と社會 主義が 起る と 云 ふ 人が ある。 昔の 人 だったら 

自分 も 自動車に のる やうに ならう と 思った かも 知れない、 文明が 社會 主義 を 生む の は 「可能」 の 

範 圍が擴 張す るので はなくて 却つ て縮少 する の だら うか、 此れ は 全体としての 可能の 範圍が 余り 

擴 かり 過き て 各個 人の 可能 範圍か 此れ 〔に〕 對 する 比が 減少す る爲 だら うか" 

寧ろ 各人の 自然の 傾向に 突 擊を與 へ る やうな 刺戟 を 增す爲 だら うか 

自 覺の發 達と 共に 可能 範圍 の區 域が blond したが ext つ ml しない 爲 

.1920 の 正 GT て iu-aj?,t? が Koyul  hlstitllticn で 音響に 關 する 通俗 講演 を やった 時に 「人 は浴窒 

で唱ひ 度くなくなる の は 何故か」 と い ふ 奇問 を 出し て 聽衆を 笑 はせ た、 

彼の 鮮釋 によると 水の 流出す る 音が 聲を誘 出す 叉 浴室の 壁の 反響で 音が よく 響いて 聞へ るから 

と 云って 居る、 

處が 此れ は 日本の 風呂に は必 しも 適用し ないから おかしい、 自分の 考へ では 寧ろ 生理的 心理的 

かと 思 ふ 血行 かよくな り 緊張が とけて 爽快になる ので 歌 ひ 度くなる のみなら す聲が 自分に 出 易い、 

緊張して 居る 時には 咳拂 ひで もして f なけれ は 出ない 聲が樂 に朗. -と 流れ出る 

尤も 浴槽に ひたって 歌 ふ 時 は 音の 振動 はさ 氣 より 密度の 大きい 水 を 傅 はって 湯船から 反射し 其 

れが歌 ふ 人に ひ くから 自分の 聲 が大聲 S01511S に 聞へ ると いふ 点 は 物理的で ある 
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人間で も 始終 風呂から 上った はかりの やうな 心 持の 人 も あれ は 年中 滿員 電車の 釣 革に ふら 下つ 

て 居る やうな 人 も ある 

國 nl^ で 云へ は 英國人 は 前者で 獨 逸人 か 後者で ある、  ， 


の 中には いろんな 事 を 自慢す る 人が ある もの. だ. 

新し い 帽子 を かって 嗜 しがる 人が 多い 世の中に 古い 汚い 帽子 を 自慢に する 人 も ある 

月に 何度 三越へ 買物に 行く と 云 ふ 事 を 誇る 人が あれ は、 自分 は 三越なん かへ は 一 度 も 足 ふみし 

な いとい ふ 事 を吹聽 して 歩く 人 も ある 

倫敦で Shopping とい ふ 言葉 に は 深い 意味が ある、 買物 に 行く では どうも 當ら ない 自己の 物質 

生活に 對 する 自覺 した pl.ide や 同時に 無 自覺な Vanity と 享樂を 含んだ 響が ある、 

少 くも 日本の 中流 あたりで 三越へ とい ふ 言葉に も 此れに 似た 響がない でもない 

三越の 正面の 階段の 上り口の 右側に 贈答 用の 切手 を 賨る處 が ある。 文明 國 としての 設備の 中で 

も 最も 傑作て ある、 人の 好意 や 同情が 不思 儀な 天秤で 金に 換算され る そして 其れの 使用 範圍を 

わざ々 々限定す る やうな 移ち に 切り か へ られ る兩替 所の やうな ものである。 

此の 切手 を 人に 贈る と 反響の やうに それが 品物に 変って 返って 來る事 も あるし、 唯 同じ 形の 切 

芋で 額面の 數 字が 変って 返って 來る事 も ある。 


244 


帳 手 


比れ は 無意味な 事 だと 一 槪に 排斥す る 人が 所謂 智識 階級の 人に は 可成に ある、 自分 も 多少 そん 

な 心 寺が する が 此の 事柄 は 現代の 日本人と して は 甚だ ふさわしい 自然 的な 方法で ある やうに 思 は 

れる。  . 

か 珍し い 物で もあって 贈る と、. まるで 敵 打ちの やうに 即 坐に 何 か 贈り 返される の は 余り 心 持 

のよ くない ものである。 しかし 此れ は 多分 自分が 人に 物 を 贈る とい ふ 事が 好意と いふ 名前の 下に 

V の 自尊、、 1 の 蕩ける 事になる 爲だ らうと 思つ てそう いふ 人に はなる ベ く 贈らない やうに し 度い と 

思って 居る C 

しかし 自分の やうな 意 病な 者 はかりで はな い、 多くの 人に は 日常の 生活 は戰爭 であるから 敵 か 

ら， a 丸 を 〈るら るれ はすぐ にこち から も 接り 返す の は當り 前で あるかと も考へ られる そうい ふ戰 

爭の 武器と 考 へ れは 此れ は隨分 巧妙な 發明 だと 思 はれる。 

現代の 考 では 一 体 人に 對 する 好意 や 同情と いふの がすで に挑戰 である。 實際 人に 親切 を 強いる 

事に よって 人 を 侮辱す る 事 に 妙 を 得 て し かもう すく 此を 自覺し て ゐ る 人 は 隨分ぁ る。 此れに 對 

して 應戰 する に は 又 相當の 親切 を 以て 侮辱し 返す のが 正當 である C 此れ を 返し 得ない もの は 敗者 

であって 其の 結果 は 恩 知らす 義理 知らす とい ふ 名前 をせ 受 しなければ ならない。 無意識に こう 考 

へ て 居る 人が 隨分 ある。 此の やうな 世の中に 切手の やうな もの を發 明した の は機關 鋭を發 明した 

と 同し 余程な 効鑌 である。 此ぅ考 へ ると 何だか 心細い 情ない やうな 心 持になる 

もし 現在の 文明が もっと 發 達して、 自分が 或 人に 好意 を 抱く と 同時に 自分の 知らない間に 其れ 

が 電波の やうに 三越へ 届いて 其處 から 先方へ 若干の 切手が 送り届けられる やうに なると いくらか 
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い k かも 知れない 

三越の 商品で 大部 を 占めて 居る の は 云 ふ 迄 もな く吳服 物で ある。 數 階に S つて 陳列され た 反物 

や 帶ゃ襟 を 見て 居る と實際 人間 は 反物 を 食って 生きて 居る か 反物 を 得る 爲に 食って 生きて 居る か 

と 思 ふ 事が ある。 Carlyle の やうに 衣服と いふ もの を象徵 化して 考 へれ はそう いはれ ない 事 もな 

い。  . 

自分 は 情な い 事に は 衣服と いふ もの に は 何等の 興味 も 智識 もない、 唯 染模樣 など の 柄 や 色彩が 

自分の 趣味と 多く 相反す る 事に 氣が 付く 位で ある。 しかし 此 等の 品物の 間を徘 桐して 居る 人 立に 

は 多少の 興味が ある。 

染料の 欠乏から 来る 流行と 好尙の 変化、 

染料の 絕减が 生す る 世界、 

H ス カレ タ ー と 学校 敎育 

食品 部、 レッテル を 食 ふ 人、 茶碗 を 吞む人 

ハイカラ 装束 

最上 層に 花卉と 玩具の ある 意味 

劍とピ ス トル がな い 

東京 巿社會 課 調べ (大正 九) 
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人 暮し月 25 円 


二人 

四 人 

五 人 


35 

55 

65 


此れ 以下が 貧乏人 


0 

1 


July は， ，20 

飛行船 R.  80 の初航 さに 

A 1 ミ 1-S0  shoo  一- 2,2-s,<l  was  fast ゥ 1121  jibovt な f2,vval-(l 
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最新 文明と 古い 迷信の 結合  ， • 

,Tuly 19,  >20 

カイゼルの 六 男 ヨアヒム が 精神 異狀で R>tlxldas の Villa  Liesiiitz で 自殺した、 ヒス トルの 彈 

が 左 肺 を 貫き、 レ臓を かすって 居た 一 度 自覺を 恢復して Eitel  Friedrich と 話 時した が翌車 一 時に 

死ん Princess との 離婚 問題が 迫って 居た のみなら す、 兼てから 一種の 忘 想に か、 つて 居た、 

-ノ"  sic 

云 M  (Times  Wkl.  July  23.) 

多分 心臓 を 打 つ つもり だ つ たと 思 はれる、 何故 腦を 打た なか つた か 分らない 

Circus で 火事が あって 子供 三人 婦人 一 人 死んだ、 原 

「今迄 Circus の 火事と いふの は 聞いた 事がない か.^、 保儉 はっけなかった」 と 場 主が 云った 

London  Zoo へ インドから 持って来た コブラに だに (Ticks) が澤 山つ いて 居た、 (健全な 蛇に は 

餘 りっかな いさう だ) 

だに は 蛇のお かげで 洋行した わけで ある 

「ダンテ はいつ 迄も大 詩人と して 尊敬され る だら う、 誰れ も讀む 人がない から」 と 皮肉な ヴォ 

ルテ ー ァが 云った 
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London  z§  ノ出來 る 前 は William  rv- の 時 迄 Towel- に ； Lioii など か 飼つ てあつた、 14 世. S 頃 

に oil の  一 H の 費用 (rl で 罪人 は Id であった。 

自轉 車の 曲乘が footlight から pit へ 落ちて 樂隊の double  bass へ 片足 を 踏み込んだ。 

それて 其の 樂 手が 訴訟 を 起して £5 の 賠償 を 得た 


(hllnlbus の 中で 女が 鉛筆のお ちる の を 見て 拾った 車掌の だと 思って 渡す と、 そうでなかった 

ので rude な 車掌に ッ ッケン ドンな 返事 を 受けた、 持て余して 又 下へ 落す と 隣の 人が 拾って 渡し 

た 自分ので はない とい ふと、 其 人が 物價の 高い に 鉛筆 一本 も 粗末に 出来ない と 云って 說敎 した。 

とうく 車掌が 又 取り上げて しまつ， た、 下車して 氣が ついて 見る と 自分の bag- の 中の 纷 筆が 亡 

くな つて 居た (初め 拾 ふ 時 新しい 手套 をよ ごした) 

正郞 から フリ ー ジ ャの 球根 を 送って 來た事 九 年 九月 十一 一日 

國勢 調査 宜傳 飛行 XII 13 

芝莉 りの 話  - 
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-Times と Nature の 田：^ ひち が ひ 

SZ 地 君の Metamorphosis 

武內 眞太郞 氏の 子供の 柱 へ攀 上る 話  . 

文展を 見ざる の 記 

星の 世界 11 昔し 洋行した 人の 西洋 談、 心像 

OTOtesque.  IVJassivft の  一一 一一 Et 葉、 

原因、 自然 や 文明の 脅威、 生活の 不安 

inexpressible  something- の 表現、 かう いふのに は truth が ある、 そして 美が ある、 例へば 口 

ェ ー リツ ヒ 

西鄕 等の 銅像、 

野蠻 時代の 復歸 
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文展っ き 

入口の 下足 預所、 「蝙蝠と ステッキ はコ チラ デス ョ J 車屋の 細君、 入場者の Stij2-m5- 

大きな 昇 風に 一 面 何 かかいて ある 其 中に 一 寸 した 見せ 處が ある。 

變 つた 繪 

ー5_ 本 一 wj 歷史 風俗画、 (lisillusiou を與へ る 有害無益 宗敎 画、 自然の 一 隅、 花卉、 ヒ ヨロ 長い 樹 

化けさうな 樹 

吹け は 飛ぶ やうな 家 や 人 ethe l-eal  Sap のない 植物 

筆觸 が目觸 になる 繪。 

趣向 や Contrast が 邪魔になる 總、 

一 方へ 引延した 禱 

題材 範 園の 擴張、 隣の 栗の 花、 淺間山 

昨 者が 繪の 中へ 這 入って 居る 搶 觀者も 中へ 這 入る。 

這 入らう と 思っても はね 出される 繪。 (好惡 とは獨 立な り) 

Tenicr— 好かねば はいれる 

RubensI 好 き だか 這 入れぬ 

下緣を 陳列せ よ。 下搶 ばかりで もい-^  、 

屛風は Miniature にし 注文 か あらば 大きく せよ 
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, H_ 切っても 血の 出ぬ 裸体 嚼ん だら 齒 のかけ る 林檎 

Reynolds  r 自然の 模倣 は藝 術に あらす」 屢. - unnatural を 要す 

近代 藝 は 人間が uiiattainable 故 illaMisiblcJ に對 する Craving の expression である 

Porfectioii とい ふ 事 は 始めから 除外 さるべき ものである。 

數学 問題の 解法 を 批評す る やうな 意味での 批評 は Nonsense,  „ 

出ハ 鳴す るかせ ぬかの 問題 そうい ふ 意味で は 帝展だ つて 共鳴す る； 闺 はいくら も あるもう 少し ど 一 

うか 成りそう な もの だと 思へば それ は 一 種の 共鳴 か 

空腹と 藝 術との 關係 

だし 汁で 煑 /めた ゴッホ 

大家の 作に は 口で 云へ る やうな 甘味 や 見せ場が ある、 こんなの はダメ  一 

私 は 草木 を 見 小鳥 を 見る と 其 中に 自分が 居る やうな 氣 がする しかし 多くの 人間に 對 して はそん 一 

な氣 がしない 

過去 を Creat マ〕 せよ、 未來へ の 橋が 出来る 
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西洋 土産の 煙草の 名 Ab き 11a 

正 一 一と 図 一 His  carlsn  ptvper.  .  " 

KJng  Olaf と Mendelssollll-S  Fl-iihlmg-slled の Al.pe^g-lo. 

〇 吾人の 天職と 信す る 仕事で 飯 をく はう とすと と 天職 か 汚される。 天職 は 寧ろ 道樂 としての み 

純粹を 保つ 事が 出来る。 其 代り 道樂 仕事で 飯 を 食って 行く 方が い、。 そうい ふと 人 は不眞 面目と 

いふか も 知れない が 不眞面 ほ な 世間に は それが 適應 し、 同時に 眞 面目な 天職 か 救 はれる 

(9. 11. 29). 

〇 正月 元旦と いふと 屹度 朝から 腹の 立つ とい ふ 男が 居た、 其 男の 死後 長男が 四十 二に なった 正 

月に 偶然つ まらない 事に 腹が立った、 それ を 押さ へ やうと するとな ほ更 腹が立った、 

其 後 は 毎年 正月に なると 何でもない 事に 腹が立つ のであった。 

それが ある 年の 正月に 自分の 十六になる 長男が 肝 瘤 を 起して 八當り をす るの を 見て 恐ろしくな 

ると い ふ 筋 

〇 子供の 時分 不幸の あった 家へ 見舞に 行かされ、 向 ふへ 行って 云 ふべ き 挨楼の 口上 を 暗記し て 

丰 行く、 向 ふへ 行って いよ々々 其れ を 云 はう とすると 急に おかしく なって 笑 ひ 度くな つて 困った。 

帳 或 時つ い 噴出して 笑って しま ふ。 相手の おばさんが どんなに 怒る かと 思って 居る と、 おばさん 
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はに こ々々 して 犬そう 大きくな つたと 云 ふ、 そう 云 はれる と 急に 可笑し さが 止まって いやな 氣寺 

になる と い ふ 話 

〇 嵐の 光景 を 眺めて 居る と 笑 ひたくなる 事  、 

〇 自分の 說 明が 了解され ない 時に ロ惜 くて 出る 笑、 

〇 醫 者に 胸 を 見て もらって 居る 時の 笑 

〇 おかしい を 可 笑と いふの は 少しお かしい。 笑 ふべき もの は必 しもお かしくない。 笑 ふべ から 

ざる ものが 可笑しい 場合が 多い 

civuhnbacher  weel- と N 先生 La  ^Hermietha の ：r7-、 

〇 火事で 燒け 出された 人の Hysterical  laughing. 

緊張の 弛ん た 時の 笑 

尊厳の 損 はれた 時に 傍觀 者の 笑 は schadenfreude- と 云 ふが、 それより もっと 深い ものが ある。 

矢 張 一 種の 緊張の 弛みから 来る 本能 的な 快感から 來る らし い。 

緊張の 餘 波が 弛緩と 錯綜して 週期 的に 相次いで 其れ か 筋肉の 運動になる。 

大山鳴動し て 一 鼠出づ 

火花が しめって 居て プ ス々々 に 終る 時 

徵兵 檢査の 後、  ， 

AnschaulicJi ： Me  ni  xuieru  y ひ ni 
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sinnlich  erfassbal-  :  dikam  tukamcm 

羽 嫁 達く と 石油 を 注ぐ 木の 株の 割目の 中に 蠢く 羽蟻 

卞の 株に 注く 油の 光. る 中に 黑く かたまりし 虫の 躬 あはれ 

物理学者の 顏 

Hinsteln 

〇 歌集 あらた ま 

厶書 名 凄の 事、 藝 術に は 完成 はない、 無限軌道、 Impulse 

<1 Crime  ！ srified.  lionucide. 

厶 意味 不明の 歌、 感じ は 明瞭 

△ 乙女と 豚の 子、 土の 香と 憤怒 

△ 意味 を W へ る 言葉でなくて 感じ を 傅へ る霄 葉、 Is  business  language 

厶眞 似の 出 來る歌 出來 ない 歌 

厶 しんしんと 降る 光 

手  かう かう と 吹く M 

帳 ざっくばらんの^ 蜒の飛 
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かんかんと 立く 橡の 太樹 

こんこんとして かたまる おたまじゃくし 

<3 Intense  feelin, の 

光の atmosphere  (改作に は此が 薄くなる) 

白光の 句 多し (〔11% の 月光と 23trast)、 晝 の焚ナ 

厶 侏儒の 陣羽織、 行方に 春の 土烟 

〇 硯の水 をな める 油虫の 直寫 き 

A 官能的で ない、 官能の 中に 隱れ かものに 直 入して 居る 

<- 人生の tragical  side, 左 千 夫との contrast 

厶汗、 

厶樂譜 として 小節の 數 多し、 

△ こんにゃく 草 すかん ぼ 

何 かの symbol (自然 その 儘で ない) 

こうろぎ、 河豚の 子 

厶 「深夜」 と 「蠅」 との 中の 顿 

左 千 夫、 櫻、 桃、 菜の 花、 
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赤彥、 梅、 栗の 花、 菊、 

東聲、 野菊、 蒙の 花、 

茂吉、 佛相 花、 蘭、 蓮 現代的 


〇 傳染 病患 者が あると 區 役所から 消毒 をし に 来る。 窒內へ 石炭酸の 霧 を 降らす。 甚だ 形式的の 

ものである-, - 尤も 病 家の 方で 充分 心得が あって それ迄の 注意が 行 届き。 又 消毒 當 時に あらゆる 危 

儉物を 提供 すれば い、 が 其 處に病 家の 不思議な 心理が ある。 

妙な Vanity は 強制執行の 吏員に 余計な もの 迄 提供す るか も 知れん が、 同じ A-anity は 却って 

消毒す ベ きもの を 消毒 をす にし まふ や うな 機會を 作り は  しま レカ 

〇 飯 を 食って しまつてから 其 茶碗と 皿と を碎 いてし まふ、 此の 如くして 毎 食事 毎に 茶碗と 皿 一 

枚 づ\碎 いて 行く、 

此れ は 隨分不 經濟な はなしで ある。 しかし 此れ 位の 事で 肝癀の 虫が 牧 まると すると 隨分 安價な 

ものである。 

此れで 惡 妻から 受ける 苦痛 を 忘却して 仕事が 出来て 結果が 上って 行く ものなら 實に 安い もので 

手 ある。 

帳 
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〇10.  X. 12 


〇 正月の 追憶 

(立 田 山 口) 

(九州 旅行) 夜船、 長 崎 梅 か 崎、 大村 灣- 

有 田、 武雄 

(N.al.)oli)  .v^enice.  Vesuvius  Pozzuoii 

〇 亮の事 ども 

寺 田で 生れた 事、 容貌の 類似 

猫 

大畢 時代、 

福 野 時代、 舍監、 龍の 落 子 

出京 

仁 井田 

父の 生活、 一 阿の 趣味 C6zanne 

人生 觀 


258 


帳 手 


ct マンロ 1 ラン 

親鸞 

姉の 影響 

〇 セザン ヌの顏 

禿 頭 

〇 よく 切れる ナイフ で紛筆 をけ づ る 快感 

助手の 鋭 鈍。 

〇 おはぐろ を 付けて 居る からば あや 犬 

新聞 癡 止の 思考 實驗 

利害、 善 惡ニ途 のみの absolutist と relativist 

pl-opolKlel-a-lKS  of  draw  l】ac】<:. 

事實の 正確で ない 場合 (正確の 不可能) 
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事實は 正確で も l.eprensentation の 不可な 場合 

サイコ a ヂ ー の 惡ひ場 

此れ等が 完全で も Supe 一き ial になる。 

^conventional  necessity 

,Hssential  ゝゝ 

各 欄の 必要 程度、 

廢 止の 實驗 

休刊の 先例 

新聞 を讀む 時間の 利用 

家庭の 親和、 盆栽の 水 纏った 讀書、 研究 

仰 ひで 白雲 を 見る 

新聞 代用の 讀物 11 旬報、 月報、 講談、 

Northclife の演說 

三月 三日に 井伊 大老が 刺されて 一二 月 七日の 晝 過に は 此 事が 高 知の 城下に 知れ渡った 

急使が 屆 いたので ある。 
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帳 手 


〇 母上が 箪笥の 鍵 をた もとに 入れて、 間もなく たもと を搜 すと なくなって 居た。 其處ら 中を搜 

しまわ つたが どうしても 見付から なか つ た C 袂に 入れてから 今度 捜す 迄 其窒は 出な か つたと いふ 

翌日 貞が 納戶の 箪笥の いつも 鍵 を 入れる 抽出から その 鍵 を 見つけ 出した C 


IP 

彌 生の 話 

雪の ふるの を 見つめて 居る と 自分の からだが 家と 一 處に 空へ あがって 行く やうな 氣 がする 

K が 妙に コセ々 々して 人の ァラ搜 しがす きて 惡 口の 達者な 原因の 一 つ 祖父、 や 父が 非常に 嚴 

格で、 宅で は 遊ばす 近處の 農家の 惡 たれ 小僧とば かり 遊んで 居た 事、 

始めて 人齒を 人れ た 心 持 11 野馬が 初めて 轡を はめられた 時の 心 持 はいくら か 似た もの だら う 

一 葉 落ちて 天下の 秋 を 知る とい ふ、 米 園の 排日 は 畢竟 近い 將來に 起る ベ き 民族の 爭を 豫吿 する 

桐の 一 葉に 過ぎない。 アメリカ人の 露骨 さは 寧ろ 恐ろしくない 位の ものである 

日本 橋 迄の 石の 橋の 花崗 石が 燒 けて ボ t ！々々 になって 居る、 燒 ける 害の ない のが こんなに あぶ 


られ たの は みんな 避難者の 荷物の 爲に 相違ない、 橋々 に 此の 事 を 刻みつ けて 書いて おくと い、 と 

思 ふ。 

D ャマ ト でよ く顏を 合せる 會 社員 風の 男と 通りで 出會 つた。 よく 知った 顏 だと 思った が 中々 思 

ひ 出せなかった。 


4.  9. 13. 

〇 目的 を もち 目的に 生きる もの は 幸福で ある。 其 目的 は 泥坊で も 人殺しで も 同じで ある。 

〇 昭和 四 年 秋の 二 科會に 出た、 中 川 紀元の 槍 「空中の 感情と 物理」 では 「物理」 が 慟哭す る だ 

らう。 

古賀春 江の 「海」 では 器 機が ひどく 虐待され て 居る ボ ー ル 細工の 玩具に さへ 見えない。 

併し 例へば  の靜 物で はセ キス タント や log. の 魂が ちゃんと 出て 居る。 

〇 迷子に なった 須田 町、 震災 後の 整理で 一 つの 須田 町が 分裂して 影 を 見失った" 淋しい。 併し 

あの X  X  X  X の グロ テス クな 像に 會 はなくても すむ やうに なった の は 難 有い。 

〇、 レの 中の 何處 かの 隅に 空虚な 穴が 出来る、 其の 穴が 痛む、 妙に 齒瘁 いやう に、 情無い やうに- 
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しく々々 と 痛む、 不一 一 屋迄ヮ ザ 々 々出かけて 行って 一 杯の コ ー ヒ ー を吞 むと 其 穴が 充 たされて 痛 

みが 止る。 此れ もさ まよへ る ユダヤ人の 悲しみで ある 

鲷 でんぶと 海老 でんぶ  ， 

秋晴の 日 丸 善 食堂の 窓から 見る と、 向 ふの 銀行の 屋上で 二人の 若者が 食後 休みに ぶら々 々して 

居る 

一人 は ワイシャツ 姿で 驅 足したり 休 操したり、 ピッチ ャ ー の樣子 をしたり して. 居る、 一人 はぶ 

ら りくと 歩いて 居る。 穴 ェ靑く 建物 は溫ぃ 黄土 色で ある。 見て 居る と 「現代」 とい ふ氣 持が 一 杯 

になる 0 

矢 張 自分 は舊 時代の 窓から 現代 を 眺める ものに なった。  - 

あの ワイシャツ の 男 は スボ ー ット ー キ ー ヂャズ の 世界に 居る。 


〇 ベ ー スボ ー ルの話 . 

明治 廿 年代、 高 知 中学に 輸 人され た baseball, ズックの ベ ー ス (南京米 袋) 手造りの バ ッ ト、 

手 ボ， I ル 紛丸 (網の 錘) なめし 皮、 ミット はなし。 左の 藥指 をく じく、 バイオリンの angering.. 

帳 千 頭 校長、 ハイカラの 新 学士 古川 先生、 ボ ー ト、 ク II ケ ー、 クリケット、 
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高等学校 時代、 俳句 熱、 夏 目先 生、  ^ 

大学 時代、 テ 二 ス 

其 後 20 年間の blank  page. 

昨年 地震 研究所の 研究室で 助手 連が 集って l.a&o を 聞いて 居た 事 

街頭の ラ ディ ォ聽く 人、 學生、 小僧、 會 社員 etc …… 

知らぬ 間に 世界 か 変った、 活動と スポ ー ッ。 新聞の スボ ー ッ 記事、 

ギリシア、 口 ー マ 

竹 ヘラで 蠅を 打つ 藝、 劍術、 太 神樂、 射擊、 ばェ の藝 術、 n に spin. 玉 突  - 

liit の uncertainty  relation 

の track の 位置 を 注意す ると 球と バ ットの relative  velocity 力の ろくなる  • 

velocity をう まく  adjust する。 位置が 怪しくなる。 


^  path が meet する 事" 

^  time が meet する 事 

四 元 さ 間 線の 一 致 


昭和 四 年 十月 十三 日 十四日 早慶戰 曙 町の 淸水 家で は 大勢の 來 客で 下足番が ついて 居る、 そし 

て 洋風 應接 間から ラヂォ が 聞こえる。 下宿 家の 前 も ラヂォ に 人だかり 

十四日 本鄕通 上野 廣 小路の 光景 

此末 どうな り 行く か、 飛行機より 見物、 大コ ー スの 建設、 世界の 終 


帳 手 


大学 colloquisu の歸り 急用で 円 クタに 乘 ると challffeul- がいきな り 早 稻田か 勝った か 慶應が 

かった かと 聞いて 返事に 困りう ろた へた 事 

呼 鈴屋を 呼んでも 來 なかった 理由 を 聞く と 野球の 爲に ラヂォ 修繕 か忙 かしくて 来られなかった 

とい ふ 


◦  Negative  result を 得た 研究報告 でも 非常に 重大で 且つ 興味の ある もの も ある。 

Jssitive  result でも 非常につ まらぬ 又無價 値な ものが あるから 面白い 

〇 凌雲 閣 爆破の 際に 警戒線 を 破った 犬の 行 衞の話 

〇 電車で 商人 風の 中年 男女が 西洋人の やうな 表情 をして 話して 居た 事 

© 小学校の 立派に なった 事 

泰 明と 朝日 社、 軍艦と 遊 船 江， 口 学校の 破れた 紙 障子 玄關 のた、 きの 亀裂、 

裏の 桑畑、 門柱の はげた ぺ ンキ、 

回天 社 有 信 社の 行列 村役場、 

甥の しくじり、 小 使 部屋 

前 田の 鳥屋の 息子 

谷內の 横暴、  ， 
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〇 科学者 は all  possibility を 一 度 籠 中に 人れ て 後 漸次 しらみつぶしに 不可な もの を 除去し なけ 

れズ ならぬ、 然るに 一体の 学者 は 初から あれ も ダメ、 此れ も だめと 拾て、 しまって 籠に 取り 人れ 

ぬ、 

学校 を 木んで ねて 居れ は 人 は 何もし ないで 遊んで 居る と 思 ふ。 出勤して 机の 整理で もやって 居 

れば人 は大に 活動して 居る と 思って 居る。 

〇 近代 人に 許された る 自由の 最大なる もの は、 罰せら る&事 なしに 人の 惡ロを 云 ひ 得る 事で あ 

る 

〇 大学 敎授 はガラ ス の蠅取 器の 中の 蠅 である、 天 へ 登る に は 下の 穴から 拔 けなければ ならない 

〇 富む 事 は viitue である、 富者 は 此の viltm- を 所有す る 事に よって 自分 等ば かり 好い子に な 

るの が惡 いと 思って 其の 贖 をして あらゆる folly を 行って 居る ので ある 

貧乏す る 事 は vice である 貧者 は 此の vice を自覺 する が 故に 其 贖 ひとして 富の virtue を 得る 

爲に 働き 盜 みそうして 奪 はう とする、 

つ 明治 年 は 世界の 歷史に 於て 紀 念すべき 年で ある、 それ は 日本人が チョン 體を 切った から 
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記 日中 懷字 マー 口 


口 ー マ字懷 中日 記 (大正 十 年) 

*  12  (K;way6bi)  | 一一- -  N-  d(-al-il-.ti- 1モ r  INCISE  J.l 一- n お niii  21tir--ly  doiidrd. 

5^t. 19  (Mokuy6bi)  N.02 一  c-  rn ヒ SW  CS.  -  p.l-r  (UG〈i-NE 

w  gt.  21 (Doy6bi)  9--  p  C.  CS.  SC.  . 
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帳 手 


手 帳 (大正 十一 年) 


第三 回 r 漱石 俳句 W 究〕 

1 

東風 吹く や 山 一 ばいの 雲の 影 31. (一 一十三 年) 

上から 見下した ものと 思 はれる、 雲の 域 は 不定で よい、 唯 廣く擴 がって 居る 形、 雲 は SK か 

K の 類。 

雜の部 無季の 句に 

雲の 影 山 叉 山 を 這 ひ迥り 345  (一 一十三 年)  . 

とい ふの が ある。 此れと 後年の 

山 高し や V とも すれ は 春 曇る 

と は 相 通す、 
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筑 後路 や 

の 句 も 此の 東風 吹く やに 通す 


雀來て 障子に 動く 花の 影 ま (二十 四 年) 

幼稚な やうで は あるが 花の 動く のか 鳥の 動く のか 分らない やうな 處に 一寸 面白味 は ある。 

S 塞 ハで 窓に 一 鳥の 影 を 見る S- (三) 

打つ CIS に 小鳥の 影の しばく す ひ W  (四) 

鳥 それが 春になるきて來 たやう きする 

, 藻 ある 底に 魚の 影 さす 秋の 水 (二 ブ、 

三 

C 

玄音 に ぼたり と 落る 椿 哉 85  (二 七 ) 

同年の 句に 
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大弓 やひら り^. \- と 梅の 花 

響の 只 聞 こ ゆなり 梅の 花  - 

弦音の 只 聞 こ ゆなり 梅の 中 

〔飯 蛸の 頭に 兵と 吹 矢 かな (二 九)〕 

新 俳句に 「漱石 を 想 ふ」 とい ふ 題で 

比 頃 は 弓勢 嘸 ゃ衣更 ？  

とい ふの が ある。 此れに ついての 先生の 直話 あり、 先生が 何處 かの 渡 場て 此 句の 作者に 會 つた 時 

丁度 弓 を 持って 居た の ださう である 

1 体 弦音と いふの はどうい ふ 音 だら う 

四 

C 

風に 乘て輕 くの し 行く 燕 哉き (二 七) 

此の やうな (さ sy な 心 持 は 先生の 心 持の 正反對 であると 思 ふ、 そこに 多少の Icng-ing. が ある や 

うに 思 はれる 
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思 ふ 事 唯一 筋に 燕 哉 60  (二八) 

此の方が 先生の 本領で も あり 主張で も あらう か 

「山 一杯」 「唯一 筋」 とい ふやうな 強い 言葉 を 可也 意識して 作って 居る と 思 ふ 

六  ， 

C 

永き 日 や 欠伸う つして 別れ 行く  20  (一 一九) 

先生の 洒落な 半面、 江戶子 臭い 11 バ輕 さが 出て 居る。 

誰に も 分る 巧な 句で ある。 「別れ 行く」 と 云った 所が 特にう まくて 何 かしら 暗示す る ものが まる 

七 

C 

松 立て { 仝 ほの と 明くる 門 S  (三 〇) 

先生が 始めて 家庭 を もっての 新年で ある。 如何にも ほがらから すがく しい 心 持 力す る。 

此れ も眞に 生れた 句で ある。 

八 
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ふる ひ 寄せて 白魚 崩れん 計り 也 63  (三 〇) 

印象 强烈、 寫 生の 上乘 

「ふる ひ 寄せて」 に 非常の 力が ある 「崩れる」 の 意 稍 不明 


木 爪^く や 嫩石拙 を 守るべく  97  (三 〇) 

正月の 男と 云 はれ 拙に 處す 14  (三 一 ) 

生れ 得て われ 御 目出度き 額の 春 (三 〇) 

此の 拙 を 守る に いくらか 拘泥して 居る 處が 大患 前の 先生の 一 面 

土筆 物言 はす すん くと 伸びたり (三 〇？) 

展 先妣 墓 

梅の 花 不肖 なれ ども 梅の 花 (二 九) 

言 者 不知 知者 不言 

ものい はぬ 案山子に 鳥の 近寄らす (三 一 ) 

愚か なれ は 獨り凉 しくお はします (一二 六) 

能 もな き敎師 とならん あら 凉し (三 六) 
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其 愚に は 及 ふべ からす 木 爪の 花 

十  • 

大刀 佩て 戀 する 雛 ぞむづ かしき 351 (三 〇) 

端然と 戀 をして 居る 雛 哉 (一 一九) 

道 德と戀 愛の 矛盾に 關 する ュ ー モア 

先生 は 大刀 佩て 居て 戀を しなかった やうに 思 はれる。 それて 雛に 戀を させて 笑って居る 

第 四 回豫選 

1 限りなき 春の 風 也 馬の 上 (二 九) 

9 芝草 や 陽炎 ふ 暇 を 犬の 夢 (三) 

2 春の 江の 開いて 遠し 寺の 塔 (二 九) 

3 舊 道ゃ燒 野の 句 笠の 雨 (二 九) 

門に 立て は 酒 乞 ふ 人 や 精に 花 

有 感 

6 有耶無耶の 柳 近頃 綠也 ニー  二) 

4 若草 や 水の した、 る^ 蘢 (二 九) 
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岡 持の 傘に 余りて 春の 雨  • 

靑 石 

7 白き 皿に 總の具 を 溶け は 春淺し 16  (三) 

8 花 曇お やつに 食 ふ は圑子 哉， (三) 

(窓に 入る は 目白の 八つ か 花 曇) 

S ある 程の 梅に 名 無き はな かりけ り (三 二) 

5 落ち ざまに 虻 を 伏せた る 椿 哉 (三 〇) 

藁 打て は 藁に 落ち 來る椿 哉 (三) との コ ン トラスト 

1 

C 

限りなき 春の 風な り 馬の 上 (二 丸) お 

(亂 山の 盡 きて 原な り 春の 風) 

廣>M とした 例 へ は 富士の 裾野の やうな 處を 馬で 通って 居る、 たえす そよ/^ と 春風が 吹 ひて 居 

る、 さう いふ 感じ を 限りなき 春の 風と いふ 一一 一一 II 葉で 現 はして たので ある。 限りなき は 空間に も 時に 

も關 して 居る 此れ は 俳句と して は隨分 大膽な 新しい 云 ひ 現 はし 方で あると 思 ふ 。「馬の 上」 は 一 見 

平凡な やう だが。 可也よ く 利いて 居る。 馬の 上で 骨折らな いでい、 心 持で 廣ぃ 景色と 春風 を享樂 

する ので ある。 歩いても、 かごても 濂車 でもい けない 秋風で はいけ ない 


2?5 


大まかで 氣 持の い 、句 だと 思 ふ 

二 

C 

春の 江の 開いて 遠し 寺の 塔 (二 九 ) 47  . 

此句は 先生の 頭に 画かれた 一 幅の 南画 だと 思 ふ。 霞の 棚引いた 江が 淡 墨で 図の 全面に 擴 がって 

居て 遠景に ぼつち り 黑く寺 塔が 点ぜられて 居る。 此れが 全幅の/めく、 りに なって 居る 譯 である- 

此句も 平凡と か 陳腐と かいふ 非難 か 俳人の 中から 出る だら うが 私 はさう は 思 はない。 技巧 も あり 

余 f まも ある。 「開いて」 とい ふ 言葉 は 画面の 江の 形 を 規定す る ものと して は 不充分で あるが しかし 

句の 感じ を 支配す る 上で は 重要な 役目 をして 居る 此 言葉 を 引 去る と、 幻影 か 消へ てし まふ 

江 は 河より は 寧ろ 入江 かもしれ ない 

驢に騎 して 客來る 門の 柳^ 

柳 ありて 白き 家鴨に 枝 垂れたり 

柳 あり 江 あり 南畫に 似た る 春 

三  - 

舊 道ゃ燒 野の 句 笠の 雨 (二 九) S  . 
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唯 さ へ みちの 惡ぃ舊 道が 雨の 爲に 一 層 あるきに くい。 道の 兩側 は燒 けた 跡で 其の 灰燼に 雨が か 

かって 一 種の むせ っぽい 句 を 立て 、居る 其 中 を 笠 を 傾けて 通る とい ふので ある。 

雨の 日の 山道の 伦 しい 心 持 か 現 はれて 居る。 

口調に 何處か 歌謠の やうな 處が あるか 僕 は その 爲に 厭味 を 感じない。 寧ろ かすかな マン チッ 

クな餘 情 を 感じる  - 

澤 山の 材料が 取 人れ て あるが ゴ タ くした 處 のな いのも 此の 口調のお かげで あらう 

此 句の やうな 型の は此 時代に は 寧ろ 稀で 晩年の 作の 心 持が あり はしない か 

四  . 

C 

若草 や 水の 滴る 蜆 籠 (二 九，) に.02 

若草の 上に 蜈 籠の しづくが ポクく 落ちて 土に しみて 居る とい ふだけ で^ 籠の 位置 や 作者との 

關係も 直接に はよ く 規定され て 居ない。 それに 拘ら す萌へ 出る 草と 其 上に した \ る 顿 籠の 水との 

適切な 調和の 爲に、 句 を讀む 人の 頭に 應 じて それ， （- 適當な 場面 を 構成させる 力が あると 思 ふ 

, 私 は 自分か^ 籠 を さげて 川から 岸に 上った 處を 想像す る、 した \ る 水 は 草の 上に も 泥足の 上に 

も >0< ^り そ ゝ ぐ。 

强ぃ生 i した 感覺 的の 句で ある。 


277 


五 

落ち ざまに 虻 を 伏せた る 椿 哉 (三 〇) SG 

永たら しい 言葉で 此れ 以上に 說明 する 事 か 却って 困難ない 程 明瞭な 句で あり 印象の 強い 句で あ 

る 0 

椿の 花と いふ もの 、色. -な 特徴と 虻と いふ 虫の 鈍で 執拗な 特性と 其 二つの もの \ 間に 起った 事 

件と がた つた 十七 音で 遺憾な く 現 はされ て 居る。 此れ は 先生の 所謂 修辞法の 高 頂点 を 示す もので 

あらう。 それで 詩と しての 價値は 二 段と して、 さう いふ 意味から でも 此句は 先生の 句作の 道程の 

上の 一 里 塚の 一 つと 見るべき ものと 思 はれる 

餘り 巧な 爲、 又 余り 際ど い 瞬間 を 捕へ た爲に 軽い 厥 味を感 する 人が あるか も 知れない かそれ は 

止む を 得ない 事と 思 ふ。 

此れに 比へ ると 例へ は晚 年の ニニ) の 

藁 打て は 藁に 落ち 來る椿 哉 

の 方が 巧が 少なくて 何 處か餘 情が あるか も 知れない 

鬼に 角 「虻」 の 句 は當時 可也 人の 目についた ものであった らしい 

余談 では あるが 私が 熊 本 か ら 歸省 の 途中 門 司 の 宿屋で 醫 科の D 君と いふ 人と 泊り 合せた 晚に夜 

明 迄^り 明した 事が ある。 其 時 D 君が 此句を あけで ほめちぎった それから 先生の 噶話 ばかりし 
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(六) 
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たやう に 思 ふ。 先生が 旣に當 時から 若い アド マヤ ラ ー の 一群 を もって 居た 一 つの 証據 になる かも 

しれない  、 

此句は 「白魚 崩れん 計りな り」 と 同じ 句槁 でし かも 互に 並んで 居る 

「鶴に 生れて」 「田螺の 不平. 一 「董の やうな 人」 「木 爪^く や」 「春 は 物の」 「瀧に 乙 鳥」 「顔に 似 

合 はぬ 戀」 「明 天子 I 「寒 山 拾得」 いづれ も 三十 年 二月 句 稿 都合 十一 句 (三十 五の 中) 


有 感 

有耶無耶の 柳 近頃 綠也 (三 一 ) 

枝ば かりで 一 向 目立たなかった 柳が 芽 を 吹いて 綠 色に 美しくな つて 來 たとい ふので あらう 3 此 

れに 前置が あるので 問題が 起って 來る。 此れ を 研究して 見たい と 思 ふ。 

此れに は 色よ の鮮釋 がつ けられる。 先づ 色ぶ の 事が 暗示され る 

づ 永く 考 へて 居た 問題が 鮮け か-つた 心 持 

二 あてに ならない 望みが 遂げられ か、 つた 心 持 

iTT 他人の 自分に 對 する 態度が 鮮明に なった 形 

etc  etc. 

とちら に考へ て も 差 支ない、 寧ろ さう いふ 禪の 考察 見た やうな 處に此 句の 面白味が あると 思 ふ- 


つの 具体的の 解釋に 片付けない 事に したい。 そして 見る 人 さま/ \ 又 時.^ の 暗示 を 受け 


强 いて 

る ものと したい 

近頃と いふ 言葉に 先生の 特徵を 感じる 


七 


白き 皿に 繪の具 を 嫁け は 舂淺し (三) ド- 

乳白色 |の 具 服£ や 綠ゃ？* い S はつめ たい 感じの 中に 花やかな も f 藏し！ ；！居る^ 

は" isss? 感じに よく 調和して 居る。 此れ！ 一 |說明 する 事 は 困難 に！ 

れ此句 は 無論 先生の 画 をな て 居る 間に 自然に 生れた 句で ，大好きな 句で ある。 「溶けば 囊 

し」 とい ふ 云 ひ 方から 句の 深味が 出て 来る 

同年のに 

三味線に 冴えた る 撥の 春寒し 

八 

它曇 お八つ に 食 ふ は 圑子哉 (一二) 
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(窓に 人る は 目白の 八つ か 花 曇) 

仕事に 倦んで 書齋の 机に 頰杖 でもつ いて 心 は 花 曇の 戶 外に 遊んで 居る。 そこへ 突然 奥さん か 或 

は 女中 か 鬼に 角お 八つ を もって 來る。 ナンダ 圑子 かとで も 云 ひながら le^ に 角 それ を 食 ふ。 花 曇に 

よって 戶 外の 穴ェ 想、 形而上の 世界に ひかれた 心が 急轉 して 眼前 現實の 食物、 形而下に 移る 處にー 

寸 軽い 面白味が ある。 先生が 存外つ まらぬ 御菓子で も 好んで 食った 事 や、 さう いふ ものに 對 して 

何處か 子供ら しい 心 持 を もって 居られた 事 も 現 はれて 居る し 又 一 面 先生の 江戶ッ 子ら しい 洒脫さ 

も此 句の 何處 かに 浮んで 居る と 思 ふ 

C 

芝草 やかけ らう 暇 を 犬の 夢 (三) 

參考猫 塚の 句 

芝の 上に 犬が 一 匹ね て 居る： 日が 照って ぼかく 暖 くて 陽炎が ちらく する 犬 はねて 居る かと 

思 ふと 僅かの 音に も 耳 を 動かし 眼 を 開いて 叉し ばらく 眠る。 それ を かう いふ 風に 云 ひ 現 はした も 

のと 思 はれる 中 七 字 は隨分 問題に なり 得る と 思 ふ。 しかし 僕 は 作者が 犬の 心 持に なって 出来た 句 

であると 思 ふので 厭味 も 作 爲の跡 も 感じない。 

阛 中 

ちらく と 陽炎 立ちぬ 猫の 塚 
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十 

ある 程の 梅に 名な き はな かりけ り 

梅林に 古くて 姿の い 、梅の 樹が澤 山 ある、 それに みんな 名前が ついて 居る ので ある。 

梅林の 景色 を 直接に 云 はな い で 梅の 多い 事 奇な事 を 表現した 處が 手際で あらう。 事柄 も 取り や 

うで は俗惡 になる し 技巧 も考へ 方で は 厭味に もなら うが。 さう 曲鮮 しないで。 サラリ と讀み 下せ 

ば 一 種の 妙味 は あらう 

此句 につけて 先生の 梅の 句の 概括 的 研究 をして 見たい と 思 ふ 

大弓 やひら りく を 手始めと して 俳句 集に あるの だけても 百 六十 一 句を算 する。 尤も 其 中 百 五 

句 は 大正 三 二に 一 つに きに 作った もの だが それ を 除去し てても 一 つの 題の こんなに 多 いのはない- 

どうい ふ 動機から かわからない が 鬼に 角 先生が 梅に 關 する 聯想の 世界の 廣ぃ事 を自覺 して 居て 

や、 も すれ は 此题に 心が 向いた のがお しま ひに は 惰性 的に さうな つたので はない かと 思 ふ 

句數の わりにい 、句が 少ない やうに 思 はれる 

先生が 梅と いふ 題 を 腕 をなら す 稽古 臺か 練習曲の やうな 風に 使って 居た やうな 氣 がする 

此れ を 分類で もして 詳しく 研究したら 面白いだ らうが 存外 六 かしくて 出來 なかった 

題が 題 だけに 支那 趣味 ゃ禪 趣味の ものが 可也 多い やうで ある 面白 いのは 梅と 手 習と を 取合せ た 

やうな のが 一 一九 年に あって 叉 大正 四 年に 出て 來 たりして 居る。 いつら 先生で も 聯想の 世界に 制限 
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が ある 事 を 示す それから 例 へ は 音に 緣の あるの が 出る とそれ から 六 句ば かり 皆 音に 關 する のか 並 

んで 居たり。 それが 急に 香爐の やうな ものに 移る と 此に績 いて 銅 瓶、 水晶の 印、 墨、 砹 とい ふや 

うな もの かつ ビ いたりして 叉 急に 畑 打の 動作に 移る と 今度 は 窮屈と か 爪 上りと か 動作に 關 する 言 

語 かつ ^ いたりして 居る 

『五〕 

第 四 回  城 題 

明 易き 夜ぢゃ ものお 前 時鳥 (二八) 

女が 「どうして あ k せ はしな く 鳴く でし やう」 と 聞く、 此れに 答へ たものと 見る 短夜の 果敢な 

き 歡樂を 惜しむ 人情が 出て 居る。 句の 終りに 「ぢ やとて」 が 含まれて 居る 

「雁 ぢ やとて 鳴かぬ もの か は 妻ぢゃ もの」 (叉始 マ ッタ) とい ふの が 十月 句槁 にある。 時鳥の は 

承 露盤に ある 

國の名 を 知って ぉぢ やる か 時鳥 (二 九) 

送 子 规 

お立ち やる か 御 立ち やれ 新酒 菊の花 (廿 八) 

先生 は 時鳥の 聲を 本當に 聞いた 事がない やうな 111:: がする。 擬人法 や、 主觀が 多くて 實感に 乏し 

い 

婶ょ 秋ぢゃ 鳴かう が 鳴くまい が (二 九) 
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廿八年 十 一 月槁 

風 や 瀧に 當 つて 引き返す 

凉し さや 石 握り 見る 掌 (三 二) 

一体 先生の r 凉し」 の 句 は 多數で 又い.^ のが 多い、 此れ は 夏の 暑さ を 人一倍 感じて、 凉 の實感 

が强 かった 爲と思 ふ。 

顔に さわる 芭蕉 凉 しゃ …… 

水盤に 雲 呼 ふ 石の 影凉し  - 

無人 嶋 

和歌の 浦 

少し 凉 しさの 安賣 の感 ある は 西洋 女優の 繪 葉書 に 

r 髮に眞 球 肌 あら はなる 凉 しさよ」 (四十 年 六月 二八 日) 

無人 嶋の 天子と なら は凉 しかろ (三 六) 

東洋 城 君の すき さうな 句、 此の 無人 鳴 は いづれ 執 ー帶、 豊富なる 天產と 常住の 恒信風 を 思 はせ る 

一 能 もな き敎師 とならん あら 凉し」 
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帳 手 


「愚か けれ は 獨り凉 しくお はします」 

いづれ も 同年 (井上 氏へ の 手紙 六月 十七 日)。 此れ は 高等学校 生活 一 端 

此句三 七 年 七月 虚子 庵で 連句の 發句 になって 居る 

凉し さや 蚊帳の 中より 和歌の 浦 (四 四) 

八月 十四日 和歌の 浦に 於け る實 際の 所見 晚年 にかう いふ あっさりした 句 を よんだ 事が 面白い、 

「 一 人 居 や 思 ふ 事な き 三 か 日 一 

と 同年で 大患 の 翌年で ある 句數少 な し 

底の 石 動いて 見 ゆる 淸水哉 (四 〇 ？) 

「むくく と 砂の 中より 春の 水」 (一 一九) 

此 時の 淸 水の 句 18 あり。 其 他 「蓮」 や 「鹿」 「秋の { 仝」 など いづれ も 題詠な り 

「底 見 ゆる 一枚岩 や 秋の 水 一 (二 九) 

落ちし 雷 を 照 i に 伏せて 鮮の石 (三 六)  . 
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雷が でェ なるとい ふの は 適切で ある いかにもな りさう に 思へ る。 天に あって 勢の ある もの 力 地 

に 落ちて ハ ー ム レス になる 處に 滑稽が あり 淚も ある。 

一 髙健兒 と 調和 

雷 斧の 傅說 . 

連想の 心理 

時鳥 厠 半 は に 出かね たり (四 〇) 

或 人の 招飮を 辞す る 句な り。 

時鳥が 鳴く から 厠 を 出なければ ならぬ とい ふ 害 はな い 

寺 鳥 は 己れ が 鳴く から 皆ん な 大喜びて 出る と 思 ふ。 自分 は 時鳥な ど は 何でもない、 厠が 重大 事 

だとい ふの だら う 


(弔 古 白) 

お死にた か 今少し 、たら 蓮の 花 (二八) 

先生 は實際 古白に 松 山 辯で 話して 居た かもしれ ない 

お死にた かに 無限の 親愛が 籠って 居る 
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帳 手 


蓮 切りに 行つ たげ な 緣に僧 を 待つ (三 九) 

少し 厭味 を感す 

獨 居の 歸れ はむ つと 泣く 蚊 哉 (二 九) 

引窓 をから りと 空の 明け 易き (三 六) 

悼 亡 

青梅 や { 仝し き 籠に 雨の 糸 

籠の 色 は？ 

^の 糸の 直線と 籠の 竹の 直線の 交叉 

雨 日の 欝陶 しさ は 小 動物の 死 を 思 はせ る やうな 氣 分に 適切 

第五 回  蓬 里 雨 出題 

T 歸 らうと 泣かす に 笑へ 時鳥 (ニニ) 

, 聞かう とて 誰も. 待たぬ に 時鳥 
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:s 方 共 子規に 與へ たもの" 不如歸 をき かせた もの。 

此れ だけで 見る と 初 五が 別の 意味に もとれる 即ち 歸 るに は歸 つても の 意に もなる。 

恐らく 最初の 句、 しかし 旣に 先生の 芽が ある。 後年 先生が 弟子 等 を 慰めたり はげまし たりし^ 

聲が 聞へ る。 自分の もらった 端 書な とに も、 同じ やうに 超脫 をす、 めた のが ある 句と して は 初 

稚 でも 先生の 聲は ある  . 

|} 叩かれて 晝の蚊 を 吐く 木魚 哉 (二八) 

吐く の 字が 生命で ある。 

「晝 の」 は說明 的の やうに、 句 題に なれぬ 人 は 感じる かも 知れない。 しかし 晝の 方が 兎に角い 

い 夜から 恐らく 疾に 出て 飛んで 居る にちがいない。  . 

1 一三 疋 ぼつ 出て 來る 位ら しいた つた 一 つで もな く 余り 澤山 でもない 蚊 は 音響に 感す 

強い 断續 音と 弱い 連績 音との 配合 も 感じられない 事 はない 又 大きな 鈍げ な 間の ぬけた ものと 少 

さくて 鋭い ものとの 對照も 感じられる 名句で ある 

木魚と 蚊で 却って 本堂の 靜 かさが 表現され る 

小宮 君の 說ィ ンテレ クチ ュ アル、 

七月 八日 
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Ill 短夜の 芭蕉 は 伸びて しま ひけり (二 九) 

夜が あけて 芭蕉の 卷 葉が 仲び たの を 見て、 伸びた なと 思 ふの だら う しかし 此 伸びが 始めは 長 

くの びる やうに 思 はれた。 それにしても かま はない。 伸 ひた 事に 朝 11 バが ついて 一晩で 伸びた と 思 

つても 別に 不思議 はない、 あの 葉の 勢の い、 事から さう いふ 幻想が あっても い， -。 寧ろ 其方が 面 

白い 

いかにも 夏の 夜の 心 持が すらく と 出て 居る。 そして そこに 云 ひ 知らぬ 淡い 果敢な さが ある。 

此の 感じ は 「しま ひけり」 の 下 五の 投け 出した 調子から 来る。 此の 調子 此の 態度に 先生の 態度が 

出て 居る 

四 滿潮ゃ 凉んで 居れば 月が 出る (二 九)  . 

此 句の 面白味 は 作者の 虚心 坦懷 から 流出す る。 虚心の 人の 前に 自然の 大きく 美しい 景色が ひと 

りで 展開す るからで ある。 細工が ないから 讀む人 は 却つ て凉 しさ を 感じ 月光の 躍る を 心に 描く。 

私がない からで ある。 此心 持は此 景色に して 始めて 調和す る- - 

うまい 處 なと 詮索す ると 却って 分らなくなる ので あらう、 無造作 だからい 、ので ある。 

手 ほんとうに 一服の 淸凉劑 である 今の 俳壇に 

0 
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五 五月雨 や 小袖 を ほどく 酒の しみ (三 〇) 

ほど いて 居る 女の 心 持に なって 作った もので はない か。 

,切 字 は 一 つの コンチ 一一 ゥム の 中の 何處を 分割 点と する かとい ふ コムべ ンショ ン の 問題で ある 新 

： 俳句 時代 を 通過して 來た 今日 此を 論す る は アナクロ  ニズム である。 愚の 極致で ある 

ん 若葉して 手の ひ、 ら ほどの 山の 寺 (三 〇) 

(成 道 寺) と 題せ り 

=i ^句 は 余り 感じが よくな い、 手のひらと いふ 肉体的の ものと 山寺と は 調和し ない。 

此れ は 或は 高處 から 見下した ので は あるまい かと 考へ られる 節が ある 

若葉して、 若葉に 埋もれて 其 間から 僅かの 部分が すいて 見える とい ふ 積り かも 知れない が、 ど 

. う も 感じの 上で はさう は 受取れ ない 

切 字がない。 そして 此句は 切手の 欠乏 を 感じさせる、 しかし 寧ろ 其處に 一種の 新しみ は ある。 

^ 夕立 ゃ犇 めく 市の 十万 家 (三 〇) 

夕立が 來て あちらで もこ ちらで も戶 をし めたり 干し物 を 取り込ん たりす る 音な らん か 夕立の 感 
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帳 手 


じ は 可也 出て 居る 

夕立のと きをと つて 襲って 來る音 自身 も犇 めくと い ふ 形容に 適する。 

しかし 此句も 新 俳句 時代の ある 毛の を 代表して 居る。  . 

大した 深味 は 感じられない。 

ほ 阿呆 鳥 熱き 國へ ぞ參 りけ る (三 三) 

題 香港より  . 

異本、 「熱き 國に」 r 參 りたる」 

阿呆 鳥 は 熱き 國の 形容で ある。 しかし 叉 自分が 阿呆 鳥 だとい ふ 感じ も ある 事 は 勿論で ある。 

先生ら しい 句で 面白い 句で ある。 

阿呆 鳥と いふ 言葉から もェキ ゾチッ クな感 が 浮ぶ。 

「へ ぞ參 りけ る」 と 投げた 云 ひ 方 は 平 氣を現 はして 居て 底に 羈旅の 情が 浮ぶ 

は 雲の 峯雷を 封 じて 聳へ けり (三 六) 

雷雲 (積乱雲) の 事で ある。 - 

實際 現に 電光な どが 出て 居る のではなくて、 未だ 雷の 發 せぬ 時 を 「封 じて」 とよんだ もので あ 
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る。 此の 封して が 生命で あらう。 形 や 色が 重 i しく 靜 寂の 奥に 强ぃ釗 動の H ネル ギ ー を藏 して 居 

る C  2 

r 聳へ る」 は 平凡と 云へ は 平凡 だが 一 寸 外に 置換し 難い 

^ した k り は 齒朶に 飛び散る 淸水哉 (四 〇) 

清水が 落ちて 水面から はねて しだに か、 るの か、 岩に でも あたって はねる のか。 或は 淸水 自身 

が齒朶 にか、 つて 居る のか 判然とし ないし かし 感じ はい 、。 いかにも 凉 しい 

「汗 を 吹く 風 は齒朶 より 淸水 哉」 (四 〇) 

「は」 の 字が 特別な 意味が あるか 


獨 居の 歸れ はむ つと 鳴く 蚊 哉 (二 九) 1 

据 風呂の 中 はしたな や 柿の 花 (一 一 火) 01 

埋もれて 若葉の 中 や 水の 昔 (三 〇) 3 

鞭 鳴らす 馬車の 埃 や 麥の秋 (三 〇) 4 

苔淸水 天下の 胸 を 冷やしけ り (四 〇) 8 

雲の 峯風 なき 海 を 渡りけ り (三  一 ) 6 

顔に ふる i 芭蕉 凉 しゃ 藤の 〔寢〕 椅子 (三 二)  5 


水盤に 雲 呼 ふ 石の 影 冷し S  (四 五？) 

引窓 をから りと 空の 明け 易き (三 六) 7  . 

のう ぜんの 花 を かぞへ て 幾日 影 (四 〇) 9 

〔七 1 

第 六 回  寅 日子 題 

S 獨 居の 歸れ はむ つと 鳴く 蚊 哉 (二 九) 

獨り 住居の 詫し いうち へ歸 つて 來て 恐らく まだ 外 は 暮れ か 、つた 位の 時刻で あらう 入口 を あけ 

て 中へ 這 人る と 蚊が 一時に 顏 のま はりに た X て來て 鳴く、 唯 それだけの 事で ある。 しかし 家の 荒 

凉な 陰氣な troh.tlos な 趣、 生活に 追 はれて 疲れて 歸 つた 人の 詫し い 心地、 それに 叉、 何となく 

蒸 暑 さうな 心 持 か 言葉 の 外に 溢れて 居る。 

一. むっと」 と 云 ふ 形容 は 蚊の 聲 として は 変な やう だが、 此れで 氣持 がちゃんと 支配され て 居る。 

心理の 問題 だが 顔の 廻りに 蚊が 群って 來 ると 口 をつ ぶる、 其の 2Kn-vatioll の爲 めに 連鑌 的な 音 

がムッ と いふ 風に 感ぜられ るので ある = 

g 据 風呂の 中 はしたな や 柿の 花 (二 九) 

手 

帳 「はしたなく」 は、 り 付き $™ がない やうに あさましく、 どつ さりと いふ 意で あらう。 大きな 2 


村の 木の 陰に 周呂 桶が す へ て ある 恐らく 此れに は ひらう と 思って 見る と 柿の 花が 一 坏 1, いだら しな 

く 落ちて 居る。 柿の 花 は瓣が 厚くて ゴ ソく した ものであるから 櫻な ど、 ちがって はしたな くと 

いふ 形容が 當る。 しかし これ は决 して 不快な 心 持で いったので はなくて 軽い 非難の、. ：3 寺 は あるが、 

同時に 柿の 花の 野趣 を此 言葉て 強く 呼び 起す。 

田家の 裏庭の 景氕が 可也 強く 印象され る。 

底に 少し 水が 溜って それに 落ちた 柿の 花が ふやけて 居る の を 親いて 見た 心 持 も ある、 此方が 寧 

ろい、。 水で も 汲み込みに 行って 見た 事に する。 


£2 埋もれて 若葉の 中 や 水の 音 (三 〇) 

山腹の 道 を あるひて 居る」 眼下の 谷の 兩 側から 若葉が 蔽 ひかぶ さって 其 奥に 谷川の 音が 聞こえ 

ると いふ 風に も 解せられ るが、 叉 道端に 低い 灌木の 茂りが あって 其の 若葉の 下に チヨ 。く 小 流 

のせ、 らぎか 聞え ると も鮮 せられる。 自分 は此 後の方が 「埋もれて」 の 初 五に 適切で あると 田 5 ふ 0 

此の 初 五 だけが 此 句の 全体で ある。 

平凡な やう だが 矢張り 巧で ある 


^ 鞭 鳴らす 馬車の 埃 や 麥の秋 (三 〇) 
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帳 手 


作者 は傍觀 者の 地位に ある ものと 解す る 麥 秋で 其 處此處 に 人 をして 居る 風の ない 暑い 日の 

午後で ある。 其處 をガタ 馬車が 通る C 馬の 蹄が 埃 を あける のが 烟の やうに 立ち上る。 鞭の 音が 靜 

かな 野良に ひ く  . 

^ 顔に 觸る \ 芭蕉 凉 しゃ 籐の寢 椅子 (三 〇) 

支那 風の 家の 椽 側の 廻廊の やうな 處 に寢臺 をお いてね て 居る" 欄の 下の 芭蕉の 葉が つい 顔の そ 

ばまで 出て 居て 折え 顏に觸 ると ひやり とする。 藤の 手 ざ わり も 矢張り 凉 しい。 ：s 蕉の 葉の 句 もす 

る。 感覺 的な 句で ある。 

此句は 先生の 自分で 好きな 句であった やうに 記 臆する. - 實際 境地が 先生の 好きな 境地で あると 

思 ふ C 私は此 句で 支那 風の 廻廊 を 想像す るに 拘ら す寢て 居る 人 は 先生で、 糊の 立たない 浴衣の 胸 

を あけて だる さう に 手足 を投 出して 居る. - 

§： 雲の 峯風 なき 海 を 渡りけ り (三 六) 

赤道 近くの 海 を 航海して 居る" 風がなくて 群青 色の 水面が とろり くと 光って 居る。 飛魚が 時 

時 飛び出して 其 波紋が 擴 がる。 遠くの 水平線 上に は 雲の 峯 が^え て 居る ピ 實際 かう いふ 光景の 

感じ を 唯 すらりと よんだ 迄で ある。 
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別に 取り立て 、 いふ 事 はない が 矢張り イリ ュ ー ジ ョ ンが ある」  ％ 

「けり」 とい ふので 長い 海上 を 渡つ て 來た心 持が 出て 居る かと 思 ふ 

^ 引窓 をから りと. 穴ェの 明け 易き ( 三 六) 

朝早く 起きて 臺 所の 引窓 をから りと あける と 窓が 明るい。 もうこん なに 明るくな つた かと 思 ふ。 

比の 「からりと」 とい ふ 言葉 は 窓の 音に も {<ェ の 明るく 夜の あけた かたちに も 通じて 居る が、 此 

の 句で はさう いふ 事が 少しも 厭味 を 感じさせない のみなら す 却って 複雜な 錯覺の やうな もの を感 

じさせて 短夜の 夜 明の 夢の やうな 心 持 を 呼び出す これ 等 は 恐らく ィ ン スピレ ー ショ ン でなくて は 

出來 ない 種類の 句で ある。 

g: 苔 清水 天下の 胸 を 冷し けり (四 〇) 

サム 门淸 水が あって 其處で 誰れ か" 胸 を ひやした。 其の 胸 は 唯の 胸で なくって 「天下の 胸」 であつ 

たと 田 5 へばい、。 何だか 分らん が 何となく さう いふ 胸が ありさう だし、 叉 それ を 冷やす とい ふ 事 

が 一 種の 感じ を與へ る。 強て 具体的に 考 へるなら 例へ は 私 はかう いふ 想像 も 浮ぶ。 書生 1 一三 人 連 

れで山 を 歩いて 居る。 歩きながら 議論で もして 天下の 英雄 は 自分 等の やうな 事 を 云って 居る。 道 

傍の 樹 蔭の ズ〔 淸 水へ は ひって 淸水 をのむ、 胸が 凉 しくなる。 其 處で其 一人が 突然 かう いふ 句 をよ 


ん だとす ると 少 くも 連れの 人に は 此の 意味が 自 から 通す る"" 

或は 天下の 志士が 一 人山 越して 居る ので も かま はない。 つまり 何 かしら 或る人が 淸 水で ェ ル ホ 

1 レンした、 其の 人が 天下の 人で あれば い、 ので ある C 

天下の 胸 だから どうせ 熱い 血が 流れて 居さう である、 それ を 冷やす の だら う 

何 か 故事で も あるか もし れんが さうな くと 却って 面白くなくなる-" 天下 樣な どなと だめで ある 

或は 天下 万人の 凉み 場所で あると も解釋 される かも 知れない がさうな ると 叉 詩が 拔 けて 唯の 誇張 

になって しま ふ 

苔淸 水と いふの は 道 傍の 懸崖な との やうな ェ キ スポ ー ズ した 處 でなくて コム モ リ した 樹の 蔭の 

ひや/ \ する處 らし い 

胸 を 外から 冷やす のではなくて 矢 張 水 を 呑んだ 事 だら う 

此んな 句 は 凡人に は讀 めない、 面白い と 思 ふ 

^ のう ぜんの 花を數 へて 幾日 影 (四 〇) 

多分 大きな 松の 斡に のう ぜんが からんで いて 居る。 それ を 毎日 仰いで 居る。 幾日と なくさう 

して 居る とい ふので ある 

手 此れ は 七月 末 頃 武定釤 七 氏へ の はがきに R 貝 句拜見 虞美人草 御よ みヒ下 候よ し ダラく になり 

帳 て申譯 なく 候」 として 此 句が ある。 多分 武定 氏が 虞美人草に 對 してよ こした 句に のう ぜんが 讀み 8i 


込んで あつたの ではない かと 想像す る. - 或は 甲 野さん を 松に 藤 尾 をのう ぜんか 何 かに 見た のか も 

しれない 鬼に 角此頃 小說に 書き 飽きた 心 持が いろくの 手紙から 讀み 取られる。 その 心 持 を 句に 

したので ある 

暑くて 倦怠した やうな 心 持が よく 出て 居る。 

「幾日 哉， 一 としないで 「日影」 としたの も 面白い と 思 ふ、 切 字 はどうで もい、 「影 I の 字に は 

「哉」 以上の 切 字が は ひって 人る。 感慨が は ひって 居る から 「哉」 なと はァ ンダ— スタンドされ 

て 居る 

§ 水盤に 雲 呼ぶ 石の 影凉し (四 五？) 

眞 白な 水盤に きれいな 水 を はって 眞黑な 石が 据へ て ある。 水盤の 底に は眞 砂の 奇麗な の も 撒い 

て あるか も 知れない G 

石の 形は兀 として 高 峯を想 はせ る. - 其れが すっかり 水に 濡れて 如何にも 凉 しさう である それが 

何だか 空の 雲 を 呼んで 居る やうで ある 石の 影の 處か 少し 暗くて ひゃくした 感じ を 起させる。 

如何にも 凉 しさうな 句で ある。 

此れ は 私が 扇に 書いて 貰った 句で どうも 他に ひかえ も 何もない らし ぃ處 から 見る と 即興 的に 出 

來 たもの かも 知れない 

此扇を 茨 狨縣柿 岡の 櫻 川と いふ 宿屋へ 置き忘れて しまった 其 後 どうな つた か 分らない」 子供の 
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おもちゃに でもな つ てし まった かそれ とも 保存され て 居る かも 知れない 小さな 石が 雲 を 呼 ふと 

ふの は 誇張の やうで も あるが、 少しも 誇張の 厭味 はない。 本 當に雲 を 呼び さうな 氣 がする 


釣瓶 切れて 井戶 を^く や 今朝の 秋 (三 一一) 

盛り 崩す 募 石の 音の 夜寒し (二 九) 

夜更けて 寒な り 叉 それに 注意した るな り 

阿蘇 內牧 S! 泉 

秋雨 や 杉の 枯葉 をく ベる 音 (三 一 ) 

前書 あ り 

迎火を 焚いて 誰 待つ 絡の 羽織 (四 一 1) 

. 檔螂の 何 を 以て か 立腹す (三 〇) 

曼珠沙華 あっけら かんと 道の端 (二八) 

修善寺 病中 

秋の 江に 打ち込む 杭の 響 哉 (四 三) 

佛性は 白き 桔梗に こそ あらめ (三 一 ) 

倫理 講話 

かしこまる 膝の あたりや そ ろ 寒 (三 二) 
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物理 室 

南 窓に 寫眞 を燒 くや 赤蜻蜒 ニニ 二) 

行く 秋 をす うと ほうけ し 薄 哉 (二 九) 

參考句  ■ 

初冬 や 竹 切る 山の 鉈の音 (1 一八) 

修善寺 

秋の 思 池 を 回れ は 魚 躍る 

秋の {4! 淺 黄に 澄めり 杉に 斧 _ 


〇 日 比 谷から 鶴 見へ  〔大正 十一 年へ 月 三十日、 第 十二 卷四九 ニ頁參 照〕 . 

停車 中の 道 寄り、 反則、 

荻 窪 行の 翌日、 割引 電車 千代 田 城の 朝 陽 カンナ 朝貌、 鶴。 黑犬、 松 本樓、 テ 一一 スコ ー ト、 

未亡人、 閑人の 恐 東京 驛、 自働 電話、 

二等 三等、 有樂 町て 下りた 人 新橋て 下りた 人。 川 崎 行の 老婆と 孫 手拭 浴衣の 襦抨、 老婆と 

人生、 東京 電 の 門前。 

鶴 見 青い 車庫と 赤 屋根 文化 住宅、 朝 もや、 無風 横 日、 山道、 朝露、 大道 切拔 き、 オルガ 

ン。 総 持 寺、 拔道紀 念 碑、 天 保錢、 池、 新聞 縱覽 所、 死の 池、 波紋、 松林。 花 月 園、 農夫、 ぺ ン 
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キ 塗の 塔 上の 旗、 

寺の 惡感。 ケム フエ ル の總、 滿員 電車、 乘 客の 習癖と 同じ 人よ の 額 合せ 

品 川から 空車。 行商 女の 膝の 穴と 足袋、 相場師の 揃 ひの 装束、 四 万円と 一万 坪、 靑 嶋と橫 須賀、 

遠 藤の 人相、 兵隊、 鉄砲の 蓋、 H ムピ ー ルの 射的、 殺人 機械の 發明、 ガルシン、 巢 鴨の 石屋の 石、 

岩 崎 空地の 子供の 群、 

〇 荻 窪 行 (八月 廿 九日) 

思 立つ 事の 困難、 神 田の 晝食、 市 ケ谷新 宿、 新 停車場 二つ、 荻 窪 下車、 青梅 街道、 新 宿 淀 橋 行 

電車、 並木 赤い 家と 黄色い 家と 藁屋 高壓 電柱、 茶の 木、 肥溜め、 凉風、 線路 を 超へ た 處の新 

築井戶 堀。 兜虫、 明屋、 腰掛、 電車々 庫、 松林、 阿佐ヶ谷、 乘 客と 驛 員の 對話、 中 野 附近の 新 住 

宅の 風害。 新 宿驛の 荷物 取扱、 犬の 運搬 


£iot  一 Qitb 一  gi su  n 一 a 一 ku  y 一 a 

■Hoidioinio 一  lia  m 一 a 一 bi sia 
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Umi wa l】a  re け e 

liJ  e Im  ri W5  te  MP 

Sa  tu  ki  ka  Jla 


Sa  ml- 

lia  ya 


da 1-e  .vvo 

me  te 

SI jno  s-a-  lui 

.wa 


Su  zu  SI  sa  va 


ho  no  mi  Ka-  <lu  ki  111-  k.i  二： ■:  valna 


Sa  za 1-e  g:a ii 


kalla 


13a-  il no  1-u 
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^Tls  sra  \vo  no  si rc  ku 

JTOru  no  ko  o  kam  si  so  ku 

si  i:e 

，sl du  ka  sa  .va 

1 warn 

Se  5 一  15  koe 

ho  tc  to  ^isu  KJcyulai 

kata  ya  sima 

liitotu 

llltctll 
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手 帳 (大正 四— 十二 年) 


1915  June に 叫 

海 314 の imientatioii を 見る 

午後 六 時 頃、 昇 潮 


Wave  l(>ll.litll  of  the  indentation ハ歩數 にて に 一.126 位な り 

突出 部に 来れる 水 は 左右に 分けて 凹 部に 集まりて 流 下す 其 際 砂 を 洗 ひ 行く、 次の 

波が 來ル 時ハ 流下ノ 速度な ほ 犬なる 故、 波の 打 上ぐ る 力 も 此處は 弱く、 突出 部は此 

に反して 高所 迄 上る、 引く 時 は 此れが 左右に 分れ 同一 の 事 を si す、 

突出 部の 波打 際 は 四 部よりも 深き が 如し 

天 氣晴、 夕方より 曇 

波の 高 ： さ cm 位 
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June  28 

朝 六 時、 stratus さ 

海岸に 出づ、 indlation  ノ模樣 は大に 昨夕に 異り 不規則と なれり 或 所に て は歩數 にて 間隔 を 

計る に 

P き， (55,  §,  (34)  52 

等に して、 西へ 寄りた る 虞 にても 

P ヌ 9,  .P  M,  20,  P 11, き， 2J,  P  37, 14 

の 如く 不規則な り 

ニッノ  sv,stem  ノ  interfere せる 樣 にも 見ら る。 

濱邊の 砂の 濡れた る 表面 を 踏め は 其周圍 乾く、 足を擧 ぐれば 急に 水 現 はれて 其 部分 柔 くなる 感 

あり 0 

叉 濡れた る 砂 一握 を 取り 掌中に て强 く壓摔 すれ は 乾きて 見 ゆれ 共力 を 弛 むれば 叉 水 現 はる C 反 

對に negative  IH.CSSUre を與 ふる も 亦同赞 なり 

Quick-sand なる もの、 所 因を考 ふるに、 蓋し 此 等の 現象と 關係 あるべし、 

踏みた る 慮 は 一 時 unsta? 一一  砂粒 排列され 全体として apraitvolui を 增し水 を 含む 空隙 

をき 化て 砂 一定量に 對 する 水の 量を增 す" 次に 砂粒の 排列が 段よ atable に 移れば 此れ等の 余 
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分の 水は游 離し 來 るが 故に 水と 砂の 1 江- S 全体として は 流動性 を帶 ぶる に 至る 從て 踏みた る 

瞬間に は 堅き に不拘 段. -に ゆ 12V して 沈下す、 

砂粒 の大 さに よりて 波の 爲に aifferentiato さ れ撰擇 さる、 理 如何、 

又 比重の 類以 せる も^ h も select さる、 如し、 例へ は 貝殼の 多き 處は 貝殼の ％ 甚だ 犬なる が此 

れ なき 處は 少し C 

淺き汀 中 に 蟹 或は 貝 の 穴 あり 其周圍 に あ る 砂 は 特に 貝殼 の 破片 を 多く 含む、 此れ は 中よ り 不断 

水 を 噴 35 亡る 故 其 際に 起る (.-ifc2-entiation ならん 

S;uid  wavl-s lu  tidal  (、lll-r21.ts. 

(Nature  1901,  Aii.i?. に 2.) 

1)3C. 12 1915 

水產 講習 所の 命に依り 茨城 縣那珂 港へ 砂防 工事 考案の 爲 出張、 橘 ェ學士 と 同行、 八 時 十分 上野 

發  § 

那珂 港口 巽の 風ノ時 一一 埋る事 多し 珂珂 川より 流出す る 桑の 根 等が 人り 込む 由 

手 

帳 碟濱 築港 內 土砂 堆積 增减 


7 

Q 


77  61 70  70  80  63 


0 

m 

+  '25,747 坪 

1 11 

+  11,274 

37,021 

n27 

+  6,983 

44,004 

V30 

- 2112 

41 892 

W  9 

一 1669 

40  223 

K 1 

+  2U15 

42  238 

X  3 

+ 1753 

43  991 

X  0 

一 46 

43  945 

X  8  22.2™  SSW ァ リ 

X28  +1868.2  45813 

X38  21.2  NE  了 リ 
X26 14.4  NNE 


橘英三 郞君談 

房 州白濱 に て は 海藻 の 濱邊 に 漂着す 

る 事 はいつ も 風の 吹き出す 方の 側に 多 

しと 


i ノ i};-.  y. .1915,  .tLxpeluInent 

S 圧 圧 圧 F^^  厂 

^圧 圧厂 圧 圧 圧 圧 W 

は圧厂 7 圧 th=±-FM 

圧 圧 F  2 圧 厂 

ゆ ttl 圧 ttlltl 引 圧 SEI  55 


圧 s 厂 ^ 圧 圧 I  U 

sty 圧 圧 S 圧圧厂 が 

tnth- 厂 W  E 圧 F  ^ 

圧圧厂 E 圧 圧 圧^ 

圧圧厂 ^ 圧 圧 圧 

圧 圧 I  U 圧 圧 川 


EE  0  8  2 り】 1 0 

E0  1  11111 

EE 一  2  S  8  0  2  2 

BBr 1  1 1 2 1 TJ 

厂广  一 It  一  3  71 0  2  3  3 

Epur 1  12  111 

圧 圧 LI  3 

HJ 圧 圧 お ^^^^^ 
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44  44  52  45  49  35 


with  the  ssame  dve. 


fl 圧 圧 E  ^ 

g 圧 圧 圧 圧^ 

S 圧 圧 E  M 

问圧圧 圧  一 W 


圧 EE  M 

圧 圧圧厂 1^ 

圧 tip 

王 王 王 王-^ - 


圧 圧 f  U 

圧 圧 圧厂れ 

圧 圧 F  ^ 

th- 圧 ttJ 圧? J 

圧 圧 圧 ^ 

圧 圧 W 


0  4 1 - 

1111 

5  7  7- 

1111 

0  2  3  I 

2  11- 

4  S  0 一 

6  3  5- 

111- 

4  0  0  - 

12  11 


Ilasila-U 110  ProhabiUtv 


ーモ - 

1  +  1 

1. 十 3  2  + に 


； "土 

¥ に 


4十1 
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ゆ 

"に 一 = 

^           4^]  M        O           C  ひ 

I 卜 ！  ； i              ：                    こ                    w  し 《i 


Al ト 云へ バ 如何？  A  、ノ  一，  .  ノ內ー ツナ リ。 此レ ハ 。，一一 y  I. ヲ有ス 


B 
ノ 

A 

數\ 

0 

1 

2 

0 

0 

1 

② 

② 

•-、 

故  一一 B  ノ數ガ 012 ナ ラ バ B  ノ 的中 ノ  prob ハ 如何 

B  ノ負ケ ル prol} ハ 
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"に j  tC     00  I  H 
II  II  II 


隙ッ tn-ob  11 

I  3 

故  一一 B  ノ 持數ガ 偶然 ト考へ タル it  一一  A ガ② ヲ云ヒ タル 片ノ B  ノ  pl.oh ハ 

I 一.. 1+1.  1+1.  1+1. - 

I 

8? シ i.—l+l.l+".」4.1.JiH〕Y¥2) 


B  ノ勝ッ づ rol) ハ 

勝負 ナシノ  prob ハ ^ 

然シ B  ノ 持數 3 ナラハ 

負ケル l)l-clb  - 一 

勝負 ナ シ ノ  .pl-ob  I 
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I ひ 

1:12  . : 

1 1-1 ii し —H  -  二  A 

H 叫， I  3  4  3  4  3  4  3: 


4 は 十 y 


3+4+ ひ 


A ガ①ト 云へ ル 場合 ハ 

A ノ數ハ 0 力 1 カナ 


B  \ 

0 1 

0 

0 ① 

① 2 

2 

2  3 

3 

3  4 

B ガ り-力 3 ナレ 

B 負  0 


B ガ 0 及丄 ノ キ 

B 負  1 一 

B 勝  A 

勝負 無 り 
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B 勝 

勝 食 無 

故 一一 

B 負 ノ 


ト ま にぶ 叶 二-、 


J.  pi)  A?. リカ a ふ 


無勝负 /  pl-ch  =2("  + に (4 
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ガ 

③ 
云 


B 


4h^ 

》 

力' 

勝 

勝 

® 

負 

> 

云 

フ 

Q 

場 

4 

4 

合 

B 

0 

0 

0 

2 

2 

3 

3 

\  A  ノ數 
B  ノ數 \ 

0 

1 

2 

3 

0 

0 

1 

2 

3 

2 

3 

4 

2 

3 

4 

5 

；} 

H 

4 

5 

() 

鉦 B 
勝 勝 


A 


Z ~ ベ ,  . Z  ヽ 


^  '-  、 — ノ 

11  11 


A 


<"ガ© ト 云フキ 
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③ 

② 

云① 

云 ® 

故 

叉 

フ 又 

フ 叉 

④ 

片⑤ 

片⑥ 

卜 

ハ 卜 

ガ 

1 

1 

A 

T 

¥ 

勝 

B 
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3 

2 

0 

勝 

5 

3 

杯 

2 

12 

4 

4 

勝 
負 

3 

bIa 

T 

OC 

勝! 勝 

故 二  A  (先手) <  0 力 3 ヲ出シ テ@- 叉⑥ヲ 呼ビ、 然 ラザレ ハ 常ニ③ ヲ云フ 「トセ リ險ッ 害ナリ 
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<5ガ= ヲ出ス - 


シカシ A モ B モ全ク 0 ヨリ 3 迄- 

、_g ヲ云フ lis 

① ヲ云フ IIS 

② ヲ云フ 1155 

③ ヲ云フ Ijs 

① ヲ云フ ク 

ー②  ク 


A ガ 1 ヲ 出ス， 


A 力り 1 グ 


A カー 


④ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

、③ 

④ 

i ⑤ 


內ヲ 偶然 一一 出 スト セバ 

故  一一 A ガ^ 及⑥ ヲ云フ psb ハ 

各 1 お 

①及⑤ ヲ云フ P31〕 ハ 

②及④ ヲ云フ psb ハ 

各 

③ ヲ云フ PJ-01) 
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モ シ⑨ト ⑥ヲ云 ハ ヌ 約束 一一 ス レ バ 

A  ノ勝ッ づー ハ 

14  4  .14  4  ,14  4  —4 

B  ノ勝ッ p】.ol) ハ 

14  2 14  3 『14 り 1 わ 


故此時 A  ノ勝ッ Prolj ハ 

に. J.  -  ^ 16 14 1 


B  ノ勝ッ pid}>  、ノ 


A 聽 


16  ^ 


. 5 

16 


IMJf  4  5  5 
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モシ A  ノ 性癖 一一 テ數 ヲ出ス psb ガ P; で 2P3 トシ 叉 ソレソ レノ數 ヲ出シ タル キュ 云フ數 

ノ  P-1.0 び ガ P-0 せ 01  せ 5  1 セョ 

せ JO 十/? 一  l-"「f~i2 十 さ 3=- 一- 

せ  20+   y  M  . 

せ 30 十… 

さ- + さ + さ + さ HI. 


此ノ キ 二  A  ノ勝ッ P 一- 〇 一】 ノ 

B  ノ  pi ビ b ハ之 一一 反 シ テ 

(せ 0P-1-- 十 さ p:s)_> 

+  (で|-でミ+ささ1 f-^- も 25 十 pap3-.>)  C 
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+  (さモ g  +  でに 十で 2，22  + ささ I  + で 2/,>-21 + で 3 せ 34)，^- 


大正 七 年 一 月廿 五日 午後 一 時 頃 本 鄕帝國 大学 搆內の 池の 傍 を 通行の 際 池の 南半 面を蔽 ふた 氷の 

表面に 奇妙な 模様の 現 はてて 居る のに が 付いた。 先年 池の 温度の 觀測 をした 時 目標と して 池 中 

に樹 て、 おいた 竹竿の 中で 今な ほ 其 儘に 水面から 突出て 居る のが 數本 ある 其 竿が 水 を 貫いて 居 

る 点 を 頂点と して 大体に 北の方へ 扇形 或は 寧ろ 燕 尾 形に 廣 がった 部分 だけ 氷の 表面が 一 種の 白つ 

ほい 眞珠光 を 放って 居る のであった。 其 扇形の 頂点の 角度 は 後に 中 村 博士が 計られたら さ，^ き 

度 位 其 角の 二等分線 は どの 竿ので も 略 北へ 向いて 居る がし かし 精密に は 池の 部分に よって 小し 

の 異同が ある 様に 見へ たが 此点は 余り 確で ない" 此の 扇形 部の 白い 色と 周圍の 氷の 色との 差ハ頂 

占 i 即ち 竿に 近い 處程 著しく、 此 点から 遠 かる 程不 判明に なって 居る、 しかし 大体に 於て 長い 竿の 

影の は 長く 短 いのは 短く、 折 柄 此の上に 印して 居た 竿の 陰影 の 先端の 邊が 大体の 境界線 であるよ 

うに 見へ た 

なほ 注意すべき 事 は 竿の 日 表の 處は 直径  一 ニ寸 位の 部分 だけ 氷が 溶けて 居た (池の 氷 も 北側の 

手 方 即ち 日の 當 つた 斜面に 近い 方が 解けて 居た)、 

帳 高 S 不定な 池の 側の 崖に 沿 ふて 歩きながら 種々 の 方向から 望見る と 方向に よって は 此の 白い 處 
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が 却て 少し 黑く 見へ る處 もあった 

翌廿 六日 正午 再び 來て 見る と 解氷 は 更に 南に 進んで 昨日 見た 扇形の 見へ た 大部分の 氷 はもう 解 

けて 僅に 三 四を殘 すの みであった。 遍 形 部の 外觀ハ 昨日と 別に 異 つた 處 はない ようで あつたが 唯 

, 一 つ 注意すべき 事 は 一 番 東の 岸に 近ので は 扇形 部の ：5 側 (東西の 側 殊に 東側) では 水が 殆ん どと 

け か、 つて 處々 破れ、 折 柄の 強風に 動いて 居た が 扇形 部た け はま だ ちゃんと 氷って 居る ようで あ 

つた、 

觀 察した 事 は 唯 此れ だけて ある、 匆忙の 際で 何等の 測定 を もす る 事が 出来なかった から 充分な 

議論 は出來 ない 譯 であるが 一 應考 へた 事 を 述べ て 見る の も 無駄で は あるまい と 思 ふ 

此の 扇形が 竿の 影の 爲に 出來 たもので あると いふ 事 は 殆んど 疑いの ない 吏で 

あろう。 此 池の 周圍 特に 其 南側 は 高い 崖で 圍 まれて 居る 爲 池の 面の 日照時間が 

短 かいので 扇形の 部 は 丁度 竿の 日影が 動い た 部分 に 相應す るら しい。 

前日に 微量の 降雪が あつたので 此れが 池の 表面に 殘 つて 居た のが 日 の爲に 

融解し 其 の 融け 方が 竿の 影 に當 る處だ け異^;^ つたと いふ 風に 考へ られぬ 事 もな 

いが それで も說明 は簡單 でない 始めて 池 面に 日の 當り 始めた 時 竿 の 影が PB で 

r\8 あって 漸次 PA の 方に 廻って 行く と考 へる。 如何に 雪の 鮮け 方が 遲 かった にし 

\  て も R のよう な 点と S のよう な 点と て それ 程の 差逮が あつだと は考へ 雉く 從て 

I も， IV* 

A 前者と 後者との 表面 狀 態の 差 は 説明し 難い。 

.  寧ろ 次の ような 事で は あるまい か 即ち 日 ii 時 中日の 當 つた 處は小 しづ 、とけ 
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るが 影の 處は結 水す る よ うな 狀態 になって 居た とする C さすれば 竿の 影の 後 は徐. -に 融けつ、 あ 

り 前面 は 新に 水 結して 行く。 此の 新に 氷りつ. - ある 点の 溫 度の 水平 傾度が 急激で あると すると 其 

處の結 永の 結晶 構造 は 普通の 池 氷面の 構造と 異り 恐らく 細い 結晶から 成り立って 居る では ある ま 

いか それが 今度 影の 背面へ 露出して， 鮮け ると 其の 鮮 けた 跡の 表面の 粗 鬆の度 は 自ら 從 前と は 相違 

し 得る 譯 である。 

此れ を 確め る 爲には 簡單な 測定 實驗を 行へば よかった が 不幸に して それ を 行 ふ 事が 出來 なかつ. 

た それで 此れ は 唯 ほんの 想像に 過ぎない ので 全然 謬って 居る かも 知れない が 他日 同様の 現象 を 見 

られた 方. -の 研究の 糸口と して 此れ だけの 事 を 述べ て 置きたい、 

同し 現象 を 見られ 又 此れに ついて 研究され た 方 はどう か 御 示教 を 願いたい と 存じます、 

木 下 熊 雄 君 改良 艫の 鮮說 

図の 如き 断面 を 有する 長き 板 を 液 中に 固定し、 液に 任意の 方向の 速度 を 

與 ふる 際 此れに 働く カを考 へん、 

I 流速 を 図面に 直角なる 分速と と 図面 上の 分速 とに 分鮮 し、 後者の 方向 

を^、 図面に て 此れに 直角なる を" とす、 

図面に 直角 ノ分 速度 は 主として 板の 長さに 沿へ る Skin  frictisl を與ふ 

此れ は 暫く 間 題 外と し、 唯 図面に 於け る 事柄 を考 へん、 
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液が 板に 及ぼす 力 を とし 其 及 の 方向の 分力 を p 及 とす。 さすれば 

但し F は 板の 面積 (識 x:s) 

此の .^.v 及 Jfr なる 係數は 角度の 函數 にして 断面の 形に よる ものな り 

一 般に 図の 如き 上下 對稱の 形 をな せる ものに て は 

第一 一 図に 示す が 如く  M^r は な =0 即ち 

板が 水平の 時に P が 0 となる 

此れに 反し 断面 か 第三 図の 如く なれば 

tarr 從て P は 6 が负 となりても なほ 正な 

り 即ち 第三 図 矢の 方向に 流を受 くる もな 

ほ 上方に 向 ふ 分力 を 有す。 

以上 は EifPel 其 他 の 研究に よりて 知ら 

れ たる 事實な るが、 今 此れ を 櫓の 場合に 應 用して 考 へん 

上記の 板を靜 水中に 於て 図の と 反對の 方向に 板 を 動かせば 板 は 、 

なる カを受 く もし、 板 全体が 自身に 並行に 且つ 一定 面に 沿 ふての み 動き 得る 場合 
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は 此の /る の 合力 を 此の 定 面に 投射せ る 分力の 作用 を 受けて 動 

^  櫓の 場合に は • 


べし、 

水中に ある 部分の 中軸 は B^H 軸 

面に 沿 ふて 動く も 若し 槽の軸 上 定点の 運動 径路の 

曲率 を 無視して 考 ふれば 櫓の 尖端が 最 右舷に 來れ 

る 時より 最 左舷に 來る 間の 運動 は 第 図に より 

て 示さるべし (想像 図) 

此際 o> は 唯 船 を廻轉 せんとす る 偶力 を 與へ船 を 

進む る 用 をな す 力 は P を 水面に 投射せ る 分力に て 

上記の 假定の 下に は J-sini なり、 (但し •* は 櫓が 

水面と なす 角) 


もし 捲の 断面が 第 一 図の 如き もの なれば の 相 乘積は ？ =0 となる 時 r に 

於て 負号 を 変じ 以後 T 迄 は 前進 を 助く る 代りに 却て 此れ を 防ぐ る 事と なる。 此れ 

二 反して 第三 図の 如き 断面 (之れ を顚 倒せる もの) なら は #0 後 もな ほ /4^2/ の 負号 

を 変ぜす もし、 r 時に 於け る q;. が 或る 限界 を 超へ ざれ は 0 より r 迄 常に Ky は 同 

号に して 常に 前進 を 助く る 作用 をな す。 

以上 は 唯 定性 的の 議論に 過ぎす、 詳細 は 各種 断面に 對 する I ク、 K 

し、 且つ 第五 図 曲線の 實測を 待って 明に する を 得べ し 


の廣 を側定 
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朝日 新聞記事 によれば 午後 三時 群 馬 縣尾嶋 を. 發 L 19™ にて 洲崎 着、 速度 no  P,i/B# と稱す 

高度 500  3 と稱す 

^J,l  =  .i. に〕 Ion  Ilei-  Shi. = 2 ひに lan/hour 


飛行機の 音の 弛 張に 就て 

大正 八 年 十月 一 一日 午後 三時 頃 敎窒內 の 自室に て讀 書中 飛行機の 近づく 音 を 聞き、 近 〔づ〕 くに 從 

て 此れ を 見る、 大体 北方より 南方に 軽 過せ り、 速度 は 可成り 速 かりし、 

其の propeller  ノ 音の 弛 張 極めて 著しく 大体に 於て 一 分 程度の 週期な りしと 思 ふ 此の 如き 音の 

IDulsatioii ハ 想 ふ に 下層 さ 氕 中に 於け る convection によると 上下 氕 流の 爲に 生す る heterogeneity 

of  atmosphere に 歸 因す る ものなる べし 

此の 日此 時刻 は 殆んど Cal3 なりし 

1. Sunpk  convecUon 


At  A  the  clownwarfl  velocity  of  sound  is  lessened  l-y  ujnvard  current,  and  it  the  ascendlllg- 


324 


帳 手 


rolulnill  IS  \vanu2-  tlir  v< 二 ocity  is  lllcroassl.  Tl】<*  two  e£Cects  ten 二  to  (sluDensate  eaeh  other. 

、、： 么 >\ ヽ、 

一 L  the-  veiocity  of  ascendiii お currenT-  oe  v,  and  th->  sound  velocity び e  T,  the  actual  velo- 

city ill  the  clil.s.tion  of  tlie  arrow  will Ibe 

or  =  F(〕  -- ，ま) 

\  h  H 一 こ- 0294  ~> 

^  340 

-. the  actual  velocity さ ill l)e  . 

33  =  F(l,lo.§294t;  sin  0) 

.where  e  is  m  lu/sec. 

お，. 一 1—0.00294  V  sin  ？ 

. ゆみ 」  +<J.OO に sill ひ £ 

= l—-.-K}294 义 sin  ？ +t^in  0B}. 

5 

,  3 


Vel.  of  ！ llf  m-  =  161kf  u-  =  ll^  =44.lc. ュ" f 

Again  if  the  telnpelatlu.e  be  higher  hi A  tha-  m  B  by  T. 

だ a 

.••  when  both  effects  al.e  IH-cseut 

=" 1十 0.002  T  —  P003  Asin  0」  +  sin  0 さ 

SSiJ  ol- 

sin  A3- 

Referring-  to  the  Ausnograph  Record,  ？  i 麵 about  to  be  chant  from  N  to  s. 

Mean  velocity  ca 1 m/p  The  velocity  showed  a  pulsation  of  2  3  period,  or  5 ョ. On  as- 

siuuption  of  nxed  voiticcs  the  wave  lensth  is  1201-1 2-  300  m. 

ノ 

二-  the  12 一 sps  statioiuv  y  at  200  5  Isight  the  ray  will  be  focussed  once で er 

;sox:§  =7501=  flight  ol*  aeroplan ヌ 

し 00 
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750 


45 


=  16.7  i. 


rf  ael.o  at  800  in.  & lens  at ひ OOiu, 1 に sec. 


手 


800  -,.5  30 

tan  20  .364  ^7 

3200 

. . .C51e  =  =4： ひ sec. 

き 


First  heard  whon  at  p^^^^c^o  30。  N,  very  loud  at  20O  S,  and 

tlien  sliest 

•2.7  1390 


3i 

ひひ 


"aM  sec. 


-Tile  sound  was  loud  at  ..4  a-nd  then  again  IoikI  just  S  of  Z,  tlien  became  laint  and  ag-aul 

vel.v  loud  at  B. 

••.  -Tile  tune  interval  of  lens  iPocussed 

= に 4. 5  sec 
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If  3  fluctuation 1P3 


藤 原 哈平君 11 雷鳴 ノ餘音 -ー 就て (氕象 集 誌 34 年 ニー  九 頁) 

藤 原 君 ハ此ノ  boumlaiy を大氕 波浪に 歸 したり 現在 ノ 場合 ハ source ガ 

wave  sm.fase  ニ近キ 故. spherical  wave を考 ふる 必要 あ^ 共概 2 あに は 比 

等 を p-lanocolwex と conca-ve  ノ  cylindrical  lens の 番外と 考 ふれ *± 大； If 

さ ave の數 に相當 する 昔の 弛 張 ある 害な り 


nM  +  oi  TI0.233  e  sec 


On  vsy  calm  (jay,  the  tsnperatul-c  term  iiiay  ovc-rbalsulce  the  velcsity  t-cn-l. 

However  on  whidy  day  T 11】 be  small  but  e large  so  that  til-  wil-l  Cfs2t  may  prevail. 

^  Applying  Huyghens  principle. 


は Jj 丄， 


一一 

-5. 一、； 


お， i-7J  =  d 


Assi  ^^^..-v^..  eft ド = だ ぼ 
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D  {  s?p  , -ノ 

マ" 7 ふ 

J)  . 

ゾ ，1?/, = づ、、 (二 ミミ-」 T,H こミ： r>) 

i^l^  =  r。Y0.i ほ， Hi;" き) 

dl  V  dl  dl  J 

li:  eHO  au-l  n 

dl 」00 

き 一 n ヌ o  .  e.uoooL)  =  340  X  -」 X  j  0  J.- 

dl 

二-  79  =舊 

<  340 

飛行機 通路に 沿 ひて 數 多の C 一) sel-vol-s を 配布し 音の 弛 張 を r(-i-< 一  すれ は大 

体に 於て 下 警大氕 の ！ 4mctm-c を 知る 方便と なるべし 
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二日 午前 六 時の 天 la を 見る に 北海道 東北の 沖-一高 氕厂 あり P  S は 大体 本州 -ー並 行 

こ 走り 太平洋 側に low  ridge あり、 即ち 東京に 於け る 北風 を 說明づ 

£ 干 こ 於て は 下図の 如く 陸地の に g  up の爲に 本州 中 AH より 東 TT 

/かけ relative  low を 生したり 此れが 風向 南に 轉 じたる 主因な らん、 

さすれば 此れ は 海陸 風の 性質の ものに て 上層 は 北風、 中餍は .^afw  I 

warm 最下 層に は 叉 relatively  cool  air が 流入 せんとし つ、 ありし なる 

べし，  - 

想 ふに temp は 原の 如くなる ベく 中 層に .S3-  ah- の layer 介在し ありし ならん 

J  此の 如く 上下に 反對 せる 氕 流の 中間に 介在せ るン sl.m  all- の layer に 

oc^f^  S-  <5/\ は 勢 ひ ざヒ に ontal  axis を 有する vortii を 生す ベ き は 當然の 事な り 

、 i 比れ は 又當然 図の 如き Kelxnholtz さ ave を 誘發 すべ し 


風の 変化せ し は 3 一-  20-"  IJIn. 

NNK より 急に に 変れ」 

氕象臺 では 2-  40"- 


In- 象臺と 理科大学の 距りは 約 
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• 14.5  X  2  X  L0"  =  29§ ヒ i  !> lah 

If  tlio  velocity  lj=/sec.  aii<l  tlie  direction  of  IHd.errcssloll  of  \va.ve  b-e  ICisyGdai 

to  Dai.i;aku,  it  will  take  w  =  29w 二  =  48 1-= 一？ 

If  the  velocity  be  2m/sec  t=  24  一-   


At  tlio  hour  Avlicu  the  aolip.  wils  lu〕a-.d  the さ iii 二  i 一一) ovo  ot>.. 

server  was  N  and  libBt  al)ove  IvlsJ^Klal  Avas  s. 


音ノ 消へ し 時の 距離、 

< ゝ V 


さ- II =  4X10 -w 一 

,s  .  tb  X 10-3  』 

COS  zl  


331 


a  +  &=soo  6  =  1.50 

,^—42<  1^X650X10  —  " 

ひ OS 

§0x1.3x10-3  .78 

I  R  I  R 

1 11)  = 650  X 150  X  4  X 1013 

=  39000-  =39<J 

= 2600  X〕 ラ 3  =  2.6 


ト月 十五 日 午後 一 一時 深 川 越 中 嶋航さ 研究所に て 飛行機の 通過 を 聞く 

二 時 二十 分 頃 同し 飛行機が 品 川より 洲 崎の 方に 歸航 する 際 注意して 聞きた るに zsith に £ き 

頃 は數, ^程度の auctuatioll ありし が Zoiiith  distance の 多き 處 にて は 約 20ssec 位の さ sfuati-l 一 

あり 仰角 20 位の 後 は 音 は 全く 聞へ すなり たり 

此時烟 にて 判断す るに 風 は 海より 吹き 居たり 
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帳 手 


~.  (。-l&s).R  cosz  +  。& (さ— J.) 

cos.z(.R  izl2.6) , 

...  If 11  is  Ijtrgo  . 

r き， Riz+390 

二 さ 2-  r  was  at  least  of  th(> さ m(！  (ml2-  as  the  (listtui  cf  the  Illachim-.  K き- i 一-  this 

，usf>  the  fluctlmticl-  Jldg-ht  be  GO  P2-C21t. 

rntel-sity  ratio 


COS  Z 
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sic 

Atami  Tunnl 

Oct.  25. l)l-of.  Yamasaki,  DI-.  Saeiii  with  the  Ikind  guidance  of  Mr.  H.  Toiuita, 

(40.5  chain  at  the  cntiance 

T-pmp  of  day  at  54  chain  26.03CJ 

に ひ 0  ft  fl-om  t;he  sul.fa,ce 

H.  Kecht  (Dl-udes  Annalen  .14.  1904).  . 


Mal.Illol- I  (メ veiss)  0.00 ひ 6 

ゝゝ JT  (、ゝ )  48 

san【d〕btein  I  (GlisJ-nerllaltig.)  ，.M 

Gips  ョ 

Santlstein  JT  (sindel.)  ひ 0 

Scrpeiitni  ひ c 

serpents  I  (Ilut  dranitell)  ~^ 
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帳 手 


Jt  (  、、  )  75 


wis  ひに  . . 

Schwefel  .  i 

Steiiikohle  (一  44 

Gabrielk-  Stadler  (hltu だ.. Diss.  Jion-  IS き) 

Tolli.tivr  K:;-lk  I  (J ョ a)  .(KSGG 

-/  Jl へ ゝゝ \v(-l-i.l;-2-  Toll)  J£s 

ブ： U!k7t(-ill  (Jul. a)  a 叫 7 

Maior  (KalLl-lara)  817 

ゝゝ n  (Bav§o)  蒙 

ゝゝ JIT  (sdnvil-.zwuhl)  SOT- 

Gncis  (osoglm  Tessln)  8.L< 

sy§it  44 に 

wa-sa 一 t  (mittelrhein)  G7:.{  ほ 


rl.sichyt  (islcbeng-ebil お。)  § 

Allsit  ま 5 

>ra.l^-ejflllh  Kslg-lolnerat  I  (St.  Quell) ひ 92 

-、  w  i 

Meiasse  Saiidstein  I  (dicht)  .0081.1 

、ゝ  IE  (weniger  dicht)  3CM  „ 


/一  大正 十 一 年 四月 電車 內揭 示に 五ケ 年間 電車 事故 平均 統計が 出て 居た 

A/f  L  3  3  3  2  2  2  2  3  3  0^ 

會  月 

ノ  一二 

/> ふ \5、  一  二三 S 五六 七 八 九十 十 十 

， ズ. 义 

大正 十二 年 九月 一 日 震 害 見物 • 

東照宮 石燈 籠、 鳥 吾  . 
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帳 手 


で 池ノ端 アバ ー トメ ント 

： 團子坂 鉄筋の 枠に 煉瓦 壁 を はめた もの 全 破、 

引かけ 瓦の 利益、  . 

煉瓦 * 石垣 は 例れ 門柱 は 無事の 例 多し 

宮城 北側 コ ンクリ ー ト辨の 根元の 土 ゆり 下げられし 爲 倒る 

幼年 学校 土 堤の 上の 建物 

(凡て 土 を 盛りた る もの 脆し) 

九 段 坂の 亀烈 

御茶の 水 橋 loop の兩 側破壞  . 

文部省 燒跡 烟突 殘留、 英和 佛女學 校も烟 突淺留 

棚より 落ちし 花瓶 硝子 等の 破れ ざり しもの 多し、 (藤嶋 画伯の 画 窒內の 器物に つき 後に 聞 合せ 

の 事) 

1! バ象臺 書庫 を 模範と すべし 

避難者 

犬 を 負 ふた 女 

蓮の 葉 を かぶった 女 

堀の 中の 船 
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氷袋の 水 をのみ 行く 女 

自働 車に 額面 


谏瓦作 破風の 危險、 

九 段 燈臺、 鉄筋 鳥居の 安全  . 

電燈 線撿查 簡便 法の 事、 

に メ  £ の 事 

1^ お 木 の c】asslncatlon 

避難所の 分配 

井 戶增設  . 

食料 庫 

下町と 高臺 との 區別的 建築 取締法 

安政 災害との 比較 研究 

水道 新 宿に て 破損 (安) 

火災 は 安政 當時 三十 幾 口な りし も 蔓延の 度 は 今回に 劣れる 如し、 家屋の 高さに よる もの か。 

〇 地震 副因と しての 當 日の 天候 調査の 事。 當 日朝 驟雨 數回。 其 後風强 し。 屋內蒸 暑し、 

〇 ゴ ミ 臭き 塵埃 を 吹き 来りし 事 

〇 公園 樹木の 幹の 枯れた る もの を 振り落したり 
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帳 手 


〇 電車 線路 上の 避難者 夜泊 電車 內の假 泊 

〇 家畜の 擧動 

〇 西 爪の 切賣、 牛 賣  ， 

〇 夜警の 傳令、 

「止まれと 云って 止まらなかったら 止めて おいて 下さい」  . 

「提灯 を 持たない 人 はっか まへ て 下さい」 

「兵隊が おどかしの 爲 にさ 砲を發 する から 驚かない やうに 一 (此れ は 明日の 事だった と 訂正 

が來 た、 しかし 翌日 も そんな 音 はしなかった) 

「軍人で も 巡査で も 調べ る やうに」 

0 千 倉から 來た 人の 話、 

/  海が 干 上って 未が に 汐が來 ぬ 云. - 

〇 大嶋 噴火 云ぶ は 飛行機から 嶋. -の 上の (一一 一 ミー 一一 ミ を 見て 誤認した ものら しい。 

〇 家屋の 高さと 飛火の 距 りと は 比例す ると すれば。 飛火 を 受ける 家の 面 

積 は 矢張り 高さに 比例す る 故、 延燒の probability は linien 以上に 增す J/ 

べし 

下町 大 建築 は 今後 地 上 の 階 數を减 じ 中庭 を 深く す る 事に よって 地下の 階 

數を增 す 事に して は 如何  . 
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o 火災の 物理学 的 調査 を 開始す ベ し 

、 發火 すべ き藥 品に 關す る實驗 

、此等 薬品の 備付け 法 

、火災 傳播の 径路、 時間 

、窓の 研究 

、 J.udiation や 

、燒殘 り 物品より 溫度 推定 

、燒 殘れる 家の 原因 

、火災と 風の 關係  - 

風速と 傳播 速度 

IJl.cvailil お- wim 一  と 防火 區 劃の 方向 

火災に よる 風 

雨の 影響 

ヒ 1:. 溫の 影響 

、 火災 傅播 防止に 對 する 各種 造營 物の 効果 

樹林 

溝渠 

高架 鉄歸  . . . 
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(此 項に つき 參考 となる もの は) 

祌田明 神前 交番と 自働 電話 

象 臺官舍  . 

淺草觀 音 堂 

湯嶋 天神 魚 十 • 

近； 勝 薬局 (背面 防火扉 あり) 

東京に て は 主 風の 方向に 下町が 延長せ ると いふ 事が 今回の 如き 場合に 甚だ 不利な り 

九月 十 一 日 踏査 實見覺 へ 

〇 本 鄕三丁  (？) 燒殘り 倉 あり 

高サ 特別 高く 屋根 異常 ナシ 

〇 樹木の 黄粉 (此れ は 到 處に見 ゆ 道 傍に 捨てた 握飯に も發 生、 黴の 一 種な らん) 

〇 鏡の 破片 銀 殘れる もの 

〇 若 竹 前ち IS  bs=b 燒 け殘 

〇 花 3 岡 石と 火事 

手 〇 駿河臺 塵く づれ 

0 〇 二日と 其 後の 御茶の 水 橋 
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〇 煉瓦 *  (明大の 隣) 

〇 美 土 代 町 木煉瓦 一 部燒 

〇 途上 カバ ン クン ス の燒殘 (神 田 橋 外) 

〇 內務 省と 會計 檢査院 門番 小屋 殘る 

〇 內務省 南側 人家 樹木の 爲に 助かる  . 

〇和田倉門外建物の前の人道^^烈 

(家屋が 地盤に 及ぼす 影響の 一 例) 

〇 川 崎 銀行 g】an:te 

〇 丸 善 鉄骨 飴の 如し 火災に より 崩潰せ るな らん 

(スィ トンと いふ もの 地震で 急に remind さる) 

〇 白木屋の 慘狀と 住友銀行 の 保存 は 好對照 

梨、 水 爪、 スィ トン、 ゆで あ づき 

〇 堯殘 りの 煉瓦 壁 を 利用して 假 小屋 を 建つ る もの 海運 橋 近くに あり、 危險 

〇 茅場 町 變ー 所、 t  ansformcl-  switch 等殘 る、 可燃物の 露出 少な 力り し爲カ 

〇 ^澤 倉！^ 前 砂糖 の 如き もの 流出 

紙 倉 車 十 一 日な ほ 余燼 を存す 

〇 靈岸撟 西 詰つ け 元 

つ 永代 西側 群 (谏 瓦) と 木立に かこまれ 淺れる 倉數戶 あり 金屬 扉な り 
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帳 手 


〇 燒 跡のば つた (？ ) 

〇 第 百 銀行 主 建築 無事 唯 軒の 飾 石 を 鉄 金具に て 止めた る もの 振 落せり (此れ は 火の 爲め らし 

い、 其 証 は 三越 北側に あり) ， 

OGramophone  record 堅 まりて 殘る、 

〇 日本 橋 上に もタ ン ス 金具 多し 

〇 帝國 製麻 も 震災 は 小な く 一  階 は 燒殘る 

〇 山 口 銀行 下層 燒殘る 

〇 本 石 町中 井 商店 鉄筋 傾斜 基礎 不全なる か  • 

地震に よる 火災 研究 案 (士 一日 委員 會- 提出の 積に て認 む) 

1 源因ノ 調査 

藥品 …… 單獨發 火 

化合 1 一 ョル發 火 

ガ ス焰… 点火 セル モノ 

混合 瓦斯 一一 引火 スル モノ 

炭火 ……  、 

爆 發物ノ 衝撃 …… 

其 他 
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此等ノ 調査 及實驗 

此等 源因ノ 防止 方法、 取締 規則の 考究 

2 麻播 

進行 速度 及 飛火 ノ區域 

風 其 他」 1- 象の 影響 

建物 ノ 種類、 髙サ、 窓の 數ゃ 大サノ 影響 

建物 ノ內 容ノ 影響 

傅播 防止 -ー 對スル 自然 物 並 -ー 造營物 ノ 効果 

地形  丘 谷 一駄 サ 

河川 溝渠 …… 幅、 深サ 

樹木  植方、 種類 大サ 

*、 

道路 

高架 線路 

此 等-丁 ソキ 燒跡ノ 調査 

特に 燒ケ殘 リノ 箇所、 燒ケ止 マリノ 箇所-一 ツキ 因果 關係ノ 物理的 研究 

3.^ 災ノ 結果 

建物 ノ 種類 …… 木造、 土藏 煉瓦 鉄骨 煉瓦、 鉄筋 コンク リ I ト ， 
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帳 手 


建物 ノ高サ …… 階數刖 一一 ョル 被害 率ノ 統計的 調査 

地下 窒ノ 被害 

金庫 被害  . 

燒跡 一一 ッ キ 火災 當時 ノ 最高 溫度 分布 

物質 ノ 耐火性 實地 調査 

(Laboratory と 条件 を 異にする 故)、 

^射 や 焖ノ爲 一一 起ル 人間 被害 

4 災害 防止 

防火 151! 劃、 

道路 

公園 

滴水 池 

溝擬 

此等 一一 ツキ テハ 主 風 方向 等 ヲ參考 ス ベ シ 

地下室、 金庫 等ノ 改良、 

建築物の 改良、 例へ バ 地下 一一 深 ク廣グ ル「 

地震 時の 消防 組織 

給水 法 
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消防 夫隊 組織 

軍隊 出動 特別 令 

市民 一一 對 シ 避難 一一 對 する システム 考究- 

平時 ノ敎育 訓練、 

救護 設備 ノ 常備、 組織の 豫備的 考究 


今 村 委員 案 

發火ノ 場所 

(消防署 ト 連絡、 權災者 証言 募集) 

調査 ヲ 消防 部に 一任 スル r 

原因 

同上 

延燒ノ 方法 

延燒 ヲ促シ クル モ ノ 

延燒ヲ 阻止 シ タル モ ノ 

鎭火ノ 場所 

鎮火 ノ 原因 
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帳 手 


鉄 建 風 


全部 一 應 消防 本部 二 依頓 

水道、 瓦斯、 電氣、 

水道 s 被害 狀况  ， 

S 所 置 

c: 當時 断水 経過 

電氣 c: 震災 中電燈 電力 給電 -ー對 スル所 置 

S 被害 狀况 (發電 所 變厂所 送電線) 

電 -ー ョ ル 發火 -ー關 スル件 

瓦斯 c: 瓦斯 供給 設備 被害 狀况 

g 瓦斯より 發 火の 狀况 

(農 商務省 瓦斯 監督官) 

橋梁 鉄道 以外 震災 及 火災 

死傷 警視 廳 

群衆 燒 死者 ノ 避難 経路 及 場所 其數 

一 般燒 死者 ノ數ノ 分布 

築 物 佐野內 田、 
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道路  w 


〇 巨智部 氏談 

橫濱 軍艦の 傾斜 

凌雲 閣 十一 一階に あり 墜落の 際 跳 落され 助かりし 人 あり 

大塚柱 上の 家 


江 
戶 

人 

庭 

出 

ッ 

寶 

水 
五 
年 

to 

ひ 

關 
西 

3 

九 
州 

亙 
ノレ 

寶 
永 
四 
年 

さ 

江 
戶 

御 
石 

垣 

m 
少 

破 
損 

X 

寳 

水 

W 

<rt- 

i— ' 
ひ 

武 

相 
模 
安 
房 
上 

Ol'f^fi-fKJ^Nov.  22. 

i 

一 
へ] 

<J 
-1 

CO 

〇 天明 一 一年 -7- 二 y  H.  1782 

江 戶小田 原 


江戶 民家 被 倒 

X 三年 Kb.  2. 

江戶 稍强シ 

嘉永六 年 F,b.  2. 

相模 伊豆 駿河 

三 河 遠 江、 

小 田 原被 害 最多 

安政 元年 June 15. 

山城 大和 河內 

和 泉攝津 伊賀 

伊勢丹 波 近 江 

越前紀 伊尾 張 

同  N ミ.. 4. 

Nov.  5. 

畿內 東海 東 山 

南海 西 海山 陽 山陰 

手 0 安政 1 一年 9t.  2. 

帳  江戶 大災害 


J.7S 


1853 


-i 


349 


若 

r。j 

地 7f 九 

し 

崎 

震雜月 

■^P^ や 日 ノ  J 

地 

に 

前 挺 十 

て 

《卩/ J    r<k    / ゝ 

各 

鮮 

面  一 R 

に 

ノ、 

に 軒 岩 

八 

え、 ク 

走 己 

+ 

が 清 君 

" イ只 ^  I 

せ 

や 

浮れ 1：：^ 

し 

A 

ノ乂 

き ざ 

の 

1 ス 

し ,リ 

す 

m 

富 荣 

れ 

ぺ レ 

は 

し 

"J 

•'M 

審 

霉 

BSC 

慘 

動 

な 

は 

る 

殆 

此 

ん 

れ 

ど 

o 

を 

上 

助 

下 

安政 三年 

*s 瞻振 

X 安政 三年 (xt.  7.  1856 

江戶 棚の もの 墜落、 又は 壁 を 落し 損 家 之 分 滑た る も 所々 にあり 

安政 四 年 gay  2;.〕. 

駿 河相模 


動な り 云え 


けんとせ し 警察署 長 も 殺 さ る- 


起り しならん、 此方 面の 材料 注意 


震 報 _「)7 

東京 將來ノ 地震  6iTiori 

 77  ■  f.  ：:  —  
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東 京大 坂 震度 分布  Immmu-a 


〇 建築物 種類 dry  I の 効果。 地下室 振幅 

九月 十七 日 午後 火災 地 視察 (今 村 委員 同道) 

淸嶋町 煉瓦 溃 

本願 寺谏街 一 部殘、 石碑 淺存 多し、 

土藏崩 壌、 

電車 ポ ー ル 中程より 曲る、 

三階 建物 窓 三分 ガラ ス 熔解 

御國坐 

花 崗石立 臼 火の 爲崩壞 

〇 淺草觀 音 (つ P. 東北より 廻り 來る 

高 接な き 事、 樹木、 石堺 屋根の 完全 

二 天 門橫角 大 銀杏 効果 嶋魄 なりし か 

本堂の 完全 火 防 

手 花屋敷の 鶴 

帳 眼鏡屋 
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十二 階 前 小屋 燒殘 (土壁) 

水泳 場 壁殘、 幸 龍 寺、 

十一 一階より 發火西 へ 燒け其 後 叉 西より 燒け來 り此邊 殘れり 

觀音 劇場 鉄骨 燒落 (五九郎) 

淺草寺 事務所 門前 三つ 辻の 効  . 


, 今 戶橋場 

慶養 寺、 寺燒け 鼓櫻殘 

防火 煉瓦塀 殘し 家屋 燒盡の もの 多し、 

娘 瓦藏、 * 缺 けざる もの 多し 土藏 多く 助かる、 

石碑 倒れ 少なし、 

大樹 木 皆燒死 

八幡宮 全燒 鳥居 コマ 犬殘 る、 燒死 あり 

五 時 頃 大学 艇庫より 飛火" 夜に 人り 山 谷より 燒來 

阪東三 津五郞 

市 田家、 北 南： g 側 空地 

妙 高 寺 棘 塀殘る 

小 松 侯爵 家 燒け燥 瓦稱殘 る。 


I 
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湯 

士 

同 瓦 撟橋龍 

嶋 

原 

北斯 端端 紋 

U-l 

石 

コ 

西會 W     — 氷 

崎 

業 

隅 社 ^  = 室 

門 

假 

燒南 谏中埭 

事 

く 墓 瓦 山 瓦 

殘 

ム 

場 及 三 建 

る 

所 

石 次 不 

燥 

m 郞 潰 

瓦 

倒以內 

倒 

北 部 

る 

殘燒 

倉 
の 

仰 ^ 
'倒 向 

谏 

側 

瓦 

は 

は 

燒 

CO 

か^ + 

北 
殘 

る 

消防 部長 緒 方 惟 一 郞 

市 助役 田嶋 勝三郞 

〇 火元 の 分布 密度が 震度 分布と よく 相應 する 事、  . 

〇 風が <y Ionic に廻轉 せし 爲 火災の 蔓延 甚 しかりし 事 

今戶 の狀况 

手  一 ッ橋觀 測 所の 狀况 

帳  (一 ッ橋 にて は 最初 神 保 町方 面より 燒け來 りし も 東に 擴 かりし 爲免 る、 後 商大 後より 燒來 
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り 学士 會を燒 きし も 亦 免 かる" 其 後 電機 学校 方面より 來り しもの 、爲 終に 延燒 せり) 

〇 建物の 髙 かりし 爲 の延燒 二 例、 

淺草北 田 原 町 北側 は 電車 線ボ ー ル 燒け柔 かくな り蠻 曲せ る も 南側 は 無事な 

り 南側 コ ンクリ ー ト高 は 其反對 側の 炎の 爲 三分 ガラ ス の 窓 熔け 引火せ し 由 

もし 南側に 高き 建物な く 叉 建物の 屋根 完全な りレ なら は、 道路の 爲 めに 火 を 

喰 ひ 止む る を 得しな らん 

以後 道路 脇 の 建物 は 寧 ろ 低く し、 奥の 方 を 高く して は 如何 

順 天堂の 火 も先づ 遠き 土藏に 移れり 


〇 八月 來の氕 象 

髙氕壓 太平洋に あ- 

一 原因 

當 日の 風 

】. 01-1^.5  S さ， iml 

171  N  wind 


low は 南 叉 日本海 方面に 低回せ り。 天氕 っ^き 家屋 等 乾燥せ る 事 も 


九月 十八 日 消防署、 

燒失區 域 図 
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和 泉 町、 西側の 向町の 防火 家屋の 効、 堀、 松 浦 邸の 池 水利 用、 風の 關係、 

深 川、 岩 崎 邸 樹木の 効、 破風 作り 

旋風の 件 河の 影響. (實驗 ) 

從來の 火災の 記錄 

水の ある 場所へ 消防車の access を 容易 にしておく 事 

被服 廠の 旋風に 卷 上げられ しもの 東 森 下町 迄 飛来せ り、 

東 本願 寺の 飛火 月嶋ー 一号地に 移り 延燒を 起せり 

伏見宫 邸、 增上寺 等 皆 樹木の 爲 助かる、  ，- 

明治 四十 四 年 四月 九日 

吉原 大火、 

江戶町 ニノ 二 〇 ヨリ 發火 

延燒長 14  丁  20 間にて 南 千 住に 及び 坪數 69,537 戶數 6,345 

明治 四十 五 年 三月 1 一十 一 日 

洲崎 

弁天 町  一 ノーニ ヨリ 

延燒ノ 長 サ六丁 二十 五 間 

手 西 平 井町 二 及ブ 坪數 17,975 

帳 大正 二 年 二月 二十日 
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神 田 三 崎 町 ニノ 一  〇 ヨリ 

長 ナ 十一 丁 方向 北西、 坪數 42447 

1-  20 ョ a.s. 出火 表 猿 樂町仲 猿 樂町表 神 保 町 南 神 保 町 錦 町 一二 丁目 一 ッ 橋 迄延燒 

大正 十 年 三月 一 一十 六日 

四 谷 新 宿 一 ニノ 六 九發火  • 

長 五 丁 方向 北西、 坪數 14984 

. 新 宿 三 丁目 二 丁目 三 光町へ 延燒  . 

大正 十 年 四月 六日、 

田 町  一丁目 ヨリ 出火 地方 今 戶町千 束 町 二三 丁目、 象 潟 町 馬 道 町 七 丁目 迄延燒 

〇i 前の 火の 直ちに 南に も 西に も擴 がれる は 河の ば や の 影響力 

〇 洲崎 方面 は 風力 市中より 犬な りしな らん 

〇 地震 分布 密度 図と 今回 地震 强弱區 域 図との 關係 

震 報 49, と 海と さ (須 田) 報吿 

砲兵 工廠 凍 塀 

諷訪町 側， 煉瓦塀、 並木、 家屋 トタン 屋根、 距離、 消防 
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帳 手 


歹 IJ 車 4.30 

鳥 井戶川 

4  00 

橫濱 

5  40 

程 谷 

615 

鳥 井戶川 

6  50 

橫 

7.35 

程 

8.10 

8.50 

横 

9.30 

程 

10.05 

新 諫訪町 東端 燒殘 家屋 

飯 田 町 三 丁目 一 一番 地 以東 南側 殘る 

明治 商業 飯 田 町 支店 鉄網コ ン^ リ ー ト 

安田 善 三 郞邸コ ンクリ ー ト辨 無難、 

曉星 中学 殘 小学 燒 ける 

三番 町 50 燒 止まり I 

半藏門 二日 3 一-  a.m. 

21 -St 

丸の 內行、 
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東京 驛精養 軒 人口 北側 壁 2.aek 

市役所 玄關 上欄 干 五本 折， 

窓枠 石 欠損 

市役所 門柱 

門 右 脇 番小屋 東側 面の 壁剝 落、  . 

Shear の 方向 を 示す 

市役所 外 圍土堤 下の 石垣 無事、 此邊の 振動 小なる を 示す か 

郵船 ビル ディ ング 下層 外壁 

鬼瓦 セメント ノア ンコ 詰充實 セ ズ Strength ナ シ 

丸 ビル 南側 地盤 陷落 

銀行 集會 所、 興業銀行 せ (東側 無事、 

特許 局 陳列 舘兩側 下る 

三菱 假 本社 鉄筋 無事 

金 杉 三 丁目、 

石 ノ土藏 にて 一 一度 火 を 止めた 例 

通の 東側 は 夜の 內 燃へ、 其 後田 町方 面より 来りし 火が 通 西側 を やき 三 丁目で 止まる 

金 比羅社 鳥居 リベット 折る 
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帳 手 


金 比羅前 1—2->  a.m. 燒 


W5 さ 9 一 >  P 】lr 

今 岡 五代 湯 本、 國富、 

明曆 三年 正月 十八 日江戶 大火 

(柳營 年表 秘錄) (玉露 叢) (泰平 年表) (武江 年表) (一 話 一 一一 lltl) 

正 月 十八 日 未 刻本 鄕本妙 寺 ョ リ 失火 西北 ノ 風烈 シ ク 延燒 シ テ湯嶋 神 田邊淺 草門內 町家 通 町 

筋 鎌 倉 河岸 京 橋 八丁 堀、 靈 岸嶋、 鉄砲 洲海邊 個 嶋深川 -ー 至ル 翌朝 辰 刻 -ー 及ビ テ鎭火 

同  十九 日江戶 大火 江 戶城儘 

(柳)、 (玉)、 (泰 )、 

正月 十七 日 巳 刻 過小 石川傳 通院 前 新 瞻匠町 ヨリ 失火 (武) 〔(泰 ) ， 一 ハ午中 刻  

日本 災異誌 ヲ見ョ 

東京 市史槁 変災 編 一一 詳シ就 テ見ル ベ シ 


三 鷹 wase 

南北 3nmi 延 

北西 縮 


359 


飛火の nature  ？ 

グ の 燃 移り 方？ 


市ノ 西北 ヨリ 起リし 火事 は 大- 

Sei  t  26 さ 

安田 邸 (solt  S 

〔園 あり、 ^略 J 

に —3 一" 15. 

G  C-.  7  t-.oll  Ins 

人間 自働 電話、 郵便車 . 

高き 烟突位 

明 暦 大火 

火災 後の 市涯 改正、 

四 年 火災 後 穴藏堀 (247) 


帳 手 


p. 14F 晝夜 四日の 大火 事に、 おびた しき 旋風 ふきて、 猛火 さかりに なり、 十 町廿町 をへ だ 

て、、 ，こえ々々、 もえあがり々々 ける ほどに、 前後 さらに わき まへ なく、  

P. 152. 堀に 人り 筵な どか ふりて 助かりし 人の 話 

p.  153. 佃 島に 船より 火 移る 


天 和 一 一年 大火、  . - 

P.  飛火 角 田 川 を 越し 回向 院 堂上の くりんに 有し 鳥の 古巢に 落ち 

與カ 同心 不逞の 徒 を 取締る、 無辜の もの 誤り 捕 へられ 拷問の 苦に 堪 へす 罪に 服す る もの 多し 

Sept. に7 さ 

藤 堂 邸、 

驛 ヲ燒キ タル 後 北側 ヨリ  . 

「5! あり、 ^ 略〕 

東電 経理 課 倉庫 係 

兩國 出張所 門 ヨリ 北殘 る、 

御藏 喬胖兩 國驛假 事 ム所五 時頃燒 止、 火 東 ヨリ 風 ト変シ 助 カル。 ボム プは 始めの 內用 ヰ、 途 3 


中破 損 

安田 邸、 南の 屋敷 

〔II あり、 せ 略 一  . 

安田 邸 北の 分  ■ 

〔II あり、 贫略〕 

高等 工業の 人の 話 

4">  P.  in. 專賣 局より 高工 道場の 邊 より 安田 邸へ 火の 柱 飛び 行く、 垂直なら す 

f 夕方 高工より 昆て 西の方 を 始め 南より 北へ 後 北より 南へ 龍卷 通過す 

岩井貞 氏 眞の件 

Sept. に8. 

洲崎 消防 出張所、 消防 手 岩 出 丑 松 直話、 

づ. I？  3 ゴ— |- 頃 石 原 町 停留所の 北方に ありし に 急に 旋風 起り 西の方より 烈風 吹き 來る。 電車 通 

にあり し 荷車 等 は 道 に 沿 ふて 南に 吹き 動かさる。 ( 道路 西側 屋根 瓦 飛ば さ る) 

南行して 郵便局 南側に 到りし 時 南の 烈風 吹き 當 てたり 

當時 電車 通 東側 も 燒け殘 り 裏の 方 燒け拔 け (北に) 居たり 安田 邸 方面、 河岸の 方 は 未だ 燒け 
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帳 手 


居らす、 對 岸の 方燒け 居たり 

被服-厥 構內の 北西 部に 人り 數分 後場 內の 荷物に 引火し 始めたり。 強風 場內を clockwise に 吹 

きめぐ り 直立し 難く、 風に 向 ふ 事 不可能に て 風に 追 はれ 火に 追 はれて 人 立 も clockwise にめ ぐ 

れり 風に は 時え 弛み あり、 いきをする 暇を與 へたり。 

場の 中部 は 風 や \ 弱き 故 自然に 人. - 中部に 集まれり 

火の 收 まりし は 夕方な りし 其 時 安田 本邸が 燃え 居る を 見たり 

〔洲 崎へ 聞きに 行く 途中 所見 

彈正橋 高 撟間は 北より 燒け來 りし 如し、  、 

門前 仲 町邊も 同様  . 

深 川 八幡 (？) 人口より 向って 左側に 一 楝燒 け殘れ り。 

消防署 は 震 害 火災 共に なく 孤立して 殘存 せり 

黑江 町邊、 海運 撟邊死 休を燒 くらしい 臭氕と 烟を認 む。 深 川 福嶋橋 北の 堀 中に て は 小舟より 投 

網 を 人れ て 何物 かを搜 索せ り。 

本鄕本 富士町 消防署  ， 

北 三 筋 町 24  〕0. 屮 a.m. 

第 四 消防署 長 小 泉壽之 助氏談 
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一 日 午後 四時 頃 駿河臺 御茶 水 方面 を 見る 爲 物見 臺 にあり し 時 本 所 方面の 空に 異様の 燥 音 (パチ 

パチ) を 聞きたり 

二日 午前 十 時 頃 淺草小 嶋町樂 山 堂 病院 附近に て 下水 manhole を 引用し (不忍 池よりの 水門 を 

開き) 北 三 筋 町方 面よりの 火 を 防き 殆んど 消し止め たる 時。 北 三 筋 町方 面に 旋風 起れ り。 焖 紙片 

板片 トタン 片、 電柱の 燒け淺 り 等を卷 上げる 部分の 直径 10—30 間と 思 は 

る 0 

此の 柱 二三 回 南北に 彷徨した る 後 急に 南に 向 ひ clockwise に 動き 西 鳥 越 

の 方に 向へ り。 

當時北 三 筋 町の 方面 はけし 止め たれ 共 南の 方より と 北の方よ りと 同時に 

火勢 襲 ひ來り 退却の 止むな きに 到れり と、 

旋風 當 時空 中 に 烈敷 音響 あ り 物の 打ち合 ふ 音な らん か 云よ 

從來の 火災に 際し 此の 如き 旋風 を 見た る経驗 はなし、  J 


きせ 


〇 元祿十 一 年 九月 六日の 火 

南 鍋 町より 千 住へ、 南風 强 

雨の 爲に鎭 火 

〇 元綠 十六 年 十 一 月廿 九日 

:m 國橋燒 落 死者 sgSS 一 f 一一 ミ 
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帳 手 


小石 川水戶 邸より 出火  . 

P.  5.6. 穴藏に 人れ し 品 無事  い 

倉 は 十八 日の 地震 後 破， 損 を 修繕せ ざり し爲火 人る 

十二月 廿 二日 大雨、 寒 氣强く 凍死 病死 多し 

〇 寳永ー 一年 四月 一 日 

未 上刻 ヨリ 雷鳴 大雨 降、 

申 上刻 晴、 酉 ノ中刻 ヨリ 雨 降 子 刻 迄 降、 亥ノ 上刻 增上 寺庫裡 ヨリ 出火 

此 時の 火事 は延燒 せす 雨中の 爲 ならん か 

九月 二日 土 陽 新聞、 記事 抄錄、 

一 日 午後 四時 三十 分 頃、 引潮の 最中なる に 拘らす 物 妻い 大 音響 と共に 浦戶 港口 を 込 潮が 逆 

流し ili 波 2 前兆ら しい 模様 あり、 桂濱 漁民に 恐慌 を 起した。 

午後 五 時 頃に 至り 普通 なれ は 四 尺 位 引潮 を 見る が 當日は 一 丈 二三 尺 位 干いた。 

一 方で 井 戶の水 は 沸. -と 泡立った ので 一 層 恐怖 を 起した、 

當夜浦 戶長濱 等の 電燈は 全部 消燈した 

同 五日 土 陽 新聞 

三日の 記事 後 聞く 所に よると 右の 如く 潮の 干 滿に變 調 ある は 稀し からざる 現象に て 井水の 

如き も 沸き立つ 如く 見ら る \ 事 ある も、 何分 時節柄 流言 的に 傳 へ られ たもの らしい 
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干^ は 平常に 復 して 一 般に 安心した 云. - 

上記の 記事に より 沿岸 各 府縣に 照會し 潮汐 異狀 報吿、 驗潮機 記錄寫 井水 異狀 報吿を 蒐集す る 

事と す (Sept.  30) 

〇 地震 後家 根 瓦 刹 落せる 跡に 可燃物 質 を蔽へ る もの 多く 一 朝 烈風に 際して 火災 起ら は燒殘 りの 

部分 を燒盡 する 恐れ あり、 速に 屋根の 應急 修理 を 施す やう 當 局の 注意 を 促 かし 度し、 

右、 今 村 氏に 話す (Sept.  30) 

九月 卅日、 下 谷 谷 中 町 消防 出張所 第五 消防署 長 前田豊 彥氏談 

下 谷 區北稻 荷 町 消防署 12h  5™ 燒失、 13-: 前、 油の 燃へ る 如き シ ユウ々々 とい ふ 音 を 聞く 旋 1^ 來 

れ りと いふて 見る、 

當時火 は 菊屋橋 方面よ リ來る ものと 北より 來る ものと 區 役所の 方より 來る ものと 相 合せん とせ 

つ 批虱は 20 ョ 位の 間に 三回 位 見たり、 六尺の トタン 板 羽子板の 如く 見へ まき 上げられたり 回 

轉は antidoekwise. 進行 方向 は淺 草より 上野の 方に 向 ふ 速度 は 人が 疾走して 逃れ 得る 程度な り、 

逆行 は 認めす 去りて 消 へし 後 次の もの 起り 来る 

起り たる 場所 は 未だ 燒け 居らぬ 場所な りし、 

(大抵 一 一方の 火の 合する 時 起る 云々) 
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帳 手 


下 谷 警察署に て 見た る は じ 一- 1>. 1? 頃な りし 

又 松 坂 屋の燒 失後即 二日 lL->  p.  m. 頃 黑門町 電車 通に ありし 時 東黑門 町方 面に 起り し 如く ト 

タン 板 其方より 降り 来れり - 

前 田 消防 手 

11  一- U.  m. 過ぎ 松葉 町邊で 北方より 物件 落下し 来る、 

氏 家 消防 手 

一 日 4 一- P. 1? 吉 原の 外 五十 軒 町より 日本 堤に かけ、 西北 方より 烈風 吹き 來り面 を 向け 難し 

通常の 火事で は 1 ニニ 十 間 距れて 立ち 得る も 其 時 は 炎 を 吹きつけられ 五六 十 間を距 つる も 面 を 

向けられ， f- 云え 

森 本 消防 手 

一 一日の 朝 誓願 寺 (？) にあり し に 門跡 裏より セィガ ン 寺の 方に 卷 きながら 來る、 

龍 卷樣の もの は 認めす 


午後中 村 先生と 半藏 門外 第一 消防署 出張所に 行く、 署長 不在、 明朝 再来の 箸、 

次に 翻 町 十 丁目 第三 消防署に 行く 

〇 第三 消防署 長 馬場 由 五郎 氏談 

當 署管內 にて は 旋風ら しきもの は 認めす。 但し 風向 は 不断 変 はれり、 

府會 議員 勅使 河原 氏 (當 時淺草 公園 內 一一 テテ ント 張の 晝食所 を 設け 假住 中) は淺草 公園 內に 
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て旋 虱に 襲 はれ 困難せ り、 燒 土の 塊な ども 飛来せ し 由、 遠雷の 如き 音響 を 伴 ひたり 云よ (此れ 

は 追て 本人に つき 聞く 事と する)、 

飛火の 事に つき 質問す。 

屋 K ー裘剝 がれ 附 木の 如き 狀態 となれ るの みならす、 所. - 大穴 あき 其 中に 大スれ り 

此の 如き 大火に て は 普通の 所謂 火の 子と 異なり、 炎の 爲か 火の 子の 爲か 不明な り、 

遠き 飛火に 對 して は 防火 物質 は 効能 あり、 ぺ ン キノ 如き は 却て 火 を ぶ 

避難民の 荷物が 消防車の 水利の 地点に 入る を 妨げたり、 

花園 神社 裏 第五 小学校 藥品窒 地震の 爲 著しく 傾斜せ る後發 火せ り、 職員 會 懸命に 消し止めた 

り。 もし 消さ れは此 火 は 牛 込 方面に 蔓延せ しならん、 云ぶ 

火が 谷 を 下る 時 は 迅速 なれ ど 窪地より 髙臺に 移る 方 は遲く 防禦し 易しと いふ (常識と は 反す 

る も vru-t」x の爲 にさうな る 事 も 可能と 思 はる)、 

管內の 方位 を 示す 図 あり 主要の 建物、 自働車 を 通じべき 道路、 消火 桂 所在、 危險と 認めら 

る \ 區域ノ 分布 等 を 明示せ り 


C 一正 德ニ年 二月 八日の 火事 やひ 6た  1 

比 火 も 淺草觀 音 堂 近く 花川戶 より 出火、 川 向に 延燒、 本 所 四 "目 二 至る。 中 川の 逢 迄 やけ 

南の 方 深 川 迄燒け 出る、 

横 二三 十 町、 長 三 里、 
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〇 同 三年 十一 一月 廿ー 一日に も 下 谷 池 端より 起り し 火 大川を 越へ 四ッ 目 深 川 八幡 迄 やける P. ひ 75 

此 火災に つき 新 井 白 石の 防火 策 あり (P.  579) 十五 ケ条 

此 儀用ゐ らる& に 及ばす し て將 軍家宣 死せ り、 たに 白銀 町の 土 堤 を 高く すると い ふ 議は衆 

議の 結果な りし 如し 

〇 正 德六年 即享保 元年 一月 二月 ハ 火災 極めて 頻繁 (P.  586) 主なる もの 正月より 六 回、 十二 日 

一一 一 一回 あり 

正月 十八 日の 火 (P.  597)  二つ あり 其の 一 は淺 草識訪 町に 起り 對 岸に 飛火 深 川 木場に 到る、 

(此報 一 一士 一日に 京都に 達せり と 見へ 基熙公 記に あり) 

此火 事後 幕府 令して 出火の 際 飛火の 用心 をせ ざる もの や 荷物 を 持 出して 消防 や 立 退く 人の 

妨 となる もの を禁 し咎 むる 觸書を 出せり (P. ひ 99) 

此 年の 火 は 多く 放火に よるとい ふ 

〇 享保ー 一年 叉 大火 多し P.  611—  . 

正月 十一 一日に は 正午 地震 後 夜に 人 火事 あり 

正月 一 一十一 一日 大火 P.  6 ト 5, 

小石 川より 深 川 八丁 堀に 至る 

二月 九日 神 田 橋 外 護持 院寺地 被爲召 上、 一ッ橋 モ外明 渡-一 被 仰 付 候、 火 除の ため 御鷹 場に 

手  成 候 (P.  645). 柳 營日次 記 

帳  { 仝 地 を 遊園地と なし 夏 秋の 候の み 人 を 入れたり、 其 後上 野 山 下、 切通、 增上寺 裏門 前、 佐 
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ケ原、 采女ケ 原、 平 川 天神の 原、 大 橋の 前 等 火 除 場と 名付け、 せつ 院を置 腰かけ 茶屋 を 力 

け 公園 地と なれり、 古 戰讀賣 買 猿 樂放下 乞食 淨瑶璃 等が あった 

六月 九日の 火 は 西南に 吹いて 南風に て 小 傅 馬 町より 千 住 迄 幅 五 丁 程で 長さ 一 一里 位 やける、 

P.  649. 

十一 一月 一 一十 八日 は 牛 込より 金 杉 迄 

此れ も 細長き 火事な り 幅 平均 一 町長 一 一里と 云 ふ や 657. 

享保 三年 四月 廿日の 火災 (659) も 南風に て淺草 下谷燒 く、  j 

司 十一 一月 五日の 火 は 小石 川より 千駄 木に 到る、 前 田家 火 消と 仙 石 兵 庫の 火 消との 鬪 


〇 今回の 火災 は 風向の 変換の 爲 に延燒 複雜、 叉 地形の 爲燒失 時刻が 複雜 なりし 事 明 家に 人り 

居りし 火が 時 を 経て 急に 燃へ 出で し 事 等の 爲 恰も、 燒 けざる 處を 尋ね々 々 て 放火で もせし 如き 狀 

况を 示せり、 燥彈 放火の 說の 起り し 所 因なる べし 

十月 一 日 相 生署行 

警部補 佐.^ 木 俊 雄氏談 

鉄道 線 を 横切る 時 後方よりの 飛火に て 服 に 点火す、 

被服 廠に 人る 四時 頃 安田 邸の 方の さに 眞 黑き烟 横に 右の 方に 飛び 間もなく 廠內 荷物 点火、 


370 


黑烟は 右に 廻り 廠の 北より 東に 廻る、 劍尻 にて 土 を 掘り、 水道の 溢水 を 誘き 數人其 水 を 浴び 助 

かる。 


小濱 巡査 談 

横 網 町 7.、 合宿所に ありし に 小 泉 町の 方の 火。 亀 澤町裏 通及藏 前の 火 盛な り、 安田 邸 横より 

河岸に 出で 御藏 橋に 逃る。 劇 敷 昔 起る 瀧の 落つ る 如く 又 バリ々々 とい ふ 音 を 交 ゆ、 高工と 安田 

邸の 間の 河 中の 水 盛に 卷 上げられ 船 も 一艘 迥轉 しながら 上げら る、 黑烟と 炎 も 見 ゆ、 須臾に し 

て 安田 邸の 方に 襲ひ來 る。 (水 は 30 間 位卷き 上れり)、 黑き 柱と なる、 countercloclc  wise に 廻 

一 S1 一  れり 

國技 館の 方 にても 音 を 聞きし もの ありと いふ、 

7 番地 合宿所に 近き 廠內 にあり しと 思 はる \ 署長の 劍飛ん で 河岸に 近 

き 横町に あり (X 印より 矢の 方向に 飛びし 如し)、 

Trunk の 如き もの は 認めす 


手 


西 平野 署 巡査 橋 本 政 之 助氏談 

旋風の 件 

新大 橋； 兀深川 寄。 水道 部の 處で 見る。 

安宅 町邊燃 ゆ、 風 東北へ ふく、 (東 六軒發 火と 同時に 御船 藏前 町も發 火。 跡す さりに 然ゅ) 四 
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時 頃 水道 部 便所に 燃へ つく、 其內楝 につく、 消し 止む。 安心して 派出所 前にて 見物、 

兵士 に 十字路 邊 の 家 を 倒す 事 を賴む 

前後 國技舘 の 方に 音 あり 黑烟の 柱 立つ 龍卷 かと 思 ふ 

風 変り" 西風 次に 北風に 廻る-」 橋 元の 倒れ か& りし 家 一度に 爆發 的に 發火、 

橋桁に つかまる。 路上 荷物に 点火 

直経 國技舘 より 少く 高さ は それより 高 

國技 舘邊の トタン 板 南の 方に 落つ る 如く 見えたり 三 坪 か 六 坪 程と 思 はれたり、 

直径 1§—I§m 

〔岡 あり、 略〕 

荷物 点火の 件、 

〔五 時 頃 新 大橋西 は 未た 燃え 居らす、 橋 上荷 物 は旣. に 燃へ たり、 

管內 の 橋 皆 荷物と 共 に 燃へ たり、 

伊豫 撟 にて は 揮發 油の 罐を澤 山遣棄 しあり (馬方の 所爲 ならん) 河 中に 投じ 捨てたり 

國 公園に て は 荷物の 爲に 交通 を 阻害し 燒死を 促が したり〕 

新大 橋殊勳 者、 (荷物 を 捨てさせ たもの) 

古瀨 猪三郞 (拔劍 防止)、  . 

橋 本 政 之 助 

地震 被害の 大 なりし 所 
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手 


東 大工 町、 裏 大工 町邊 細民 區 域 

途上 所見 

二の 橋 西北の 邊烟 突の ひかへ の 針金に トタン 板 飛来り て 引か、 り 居る もの 若干 あり 大体 東の 方 

より 飛び 来りし 如し 

大平 署長 談 

汽車 製造 會 社に ありし 時 

G--.5i7- 風の 代る 頃、 急に 西北の 強風 起る、 (其 風 は 暴風の 時より 强 しと 思 ふ C 十分 位 もつ f 

きしと 思 ふ) (小き Dust  devil は 所え に) 此頃 殆んと 同時に 洲崎 方向より 種. -の物 飛来る。 ト 

タン 板 多し 

(管內 人口  S き 0 中 約 22 ミ 人 死、 但し 他より 來り しもの も 多し) 

管內は 7 一一  p.m. 頃 迄に 全燒 せし 如し  ほ 

管內は 平生 にても 浸水し 易き か 震災 後 少しの 高潮 にても 浸水す、 尤も 水門 諸 i 用 をな さすな 

りし 爲 かも 知れす 

〇 亀戶署 閒取 

大嶋  一丁目 二 丁目 全部 燒、 (深 川より 飛火) 

吾^ 請 他 50. ガラス 工場 佐 川 火元、. 130 戶燒く 
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堤防 置 土 等、 五寸 位、 足の は 人る 位の 亀烈を 生す  g 

旋風 を 認めす、 但し 風 は 大分 廻った 云 i 

九月 一 一十 八日 來浦戶 灣內の 潮汐 干滿に 異常 あり、 更に 廿九 日朝 五 時 五十 分に 地震が あつたので 

人心 不穩 なりと いふ (十月 一日 夕刊 報知、 十月 二日 各紙)、 


Oct.  2. 原 庭 署長 竹 內仁作 氏、 警部補 本間靖 也氏談 

廠內本 所 高等 小学 建築 場 

3 一-  ca. 

火 は ff 揮より 小学へ 人る 

四時に 車庫 燒始、 

電車 通 やく 

. 四方に 廻る 

.3 一-. 5 旋風 始まる、 

建築物 急に 倒る、  S 

天候 暗黑 となる、 五 間 位 歩く と 倒さる、 平伏す、 砂利 顏を 打つ. トタン 板、 足場 丸 大飛來 る 

小学校に 歸 る校內 火を充 たす、 

南風、 


十八 九の 女 まりの 如く 廻 さる 

郵便車 も轉 がり 来る、  . 

材木に て 足 を 折りし 人 あり - 

風の 継續 30S 位 

河岸の 船に のる 

中央より 南方に ありし 人 助かる 

旋風 起る 前 凄き 天候と なる トタン 屋根 建築 一 度に 倒れ 其 トタンが 飛 ひ 人 を 傷づく 

栗 原 常 太 郞氏談 

郵便局の 方より 入る、 垣 を 越へ て 人る 入る と 同時に 荷物に 燃へ つく、 

中央に 近く 居たり、 記 臆な し、 

南 元 町 署員 談 

(福 富 町 一 番地、 舊 天文 臺跡 ありと いふ) 

小 旋風 は 二日の 朝 11- 頃 老松より 西 鳥 越へ かけて 起る。 眞晴 になり、 風 強し 

叉 國技舘 の 方に も 見えたり、 二日 午後 二 時 終れり、 11  一- 112 一-最強 かりし、 再三 起れ り 龍卷 

手 の 如し、 大 さは 直径 3-4 間、 三 四 本 同時に 並び 見 ゆ、 高さ は 不明 上部 程 ボン ャリ 基底 部 

帳 は大 
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電燈會 社 裏より 見て 國技舘 より 少し 左で 遠し、 

南 千 住 署長 及 部長 談 

一日 午後 二 時頃署 より 見て 地方 橋 場に 現 はる、 黑 烟を卷 上く トタン を まく、 学校に 上りし 

もの 、話に て は 火柱 一二 本 立つ 

烟 の柱径 20 間 位 

當時 南風に て、 西風に 変る と 同時に 起る。 南の 方に 動き 行く 白 鬚 橋 北の 燒失區 域 は それで 

やられた 

Oct.  4. 王子 署談 

一 日 地震 當時 殆んと 無風 (崩 家 アリシ モゴ ミ立 タズ) 

1- 一 30 頃 風 東北、 烟 少し 靡く 位 

夕方 靜！^ 

下 尾 久村ー 一箇所に て 聞きし 處 による も 同様 靜穩 なりし、 

王子 一 部下 尾 久には 敷 倒潰の zone の 如き もの を 見る、 

Oct.  6. 

秋 山 君の 話 
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帳 手 


に£  21- P.1F 北 淸嶋町 万年 町の 邊に 起る、 トタン 板 を 吹 上け 紙一枚 位に 見 ゆ、 

2£  4.5p.m. 御徒 士町 上野 停車場 附近 


半藏 門外 第 一 消防署 聽取 

岩 佐 署長 

平地の 方燃燒 早し、 

地形の 影響、 上る 方 早し 


一 日 夕方 神 田 岩 本 町に 旋風 起れ り 本 町より 來 りし 火と 駿河臺 ヨリ 来りし 火ト 合せし 際に 起れ り 

夕方 

鈴 木豊藏 氏の 談話、 

一 日 午後 

薄暗くなる 頃 5--.  20-:  ？ 

當時 南風、 岩 本 町 通の 向 側 松 枝 町の 方燒け 居たり 

岩 本 町 32 より 始まり 居たり、 

此の方の 火と 本 石 町よりの 火と 合せし 際 旋風 起る 

南より 北に 向 ひ 西に 迥る 風强く 直立し 難し、 
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東 松 下町 交番より 見て 和泉撟 よった 方 

風 か 西に 廻った 頃 塵埃 を卷き 上ぐ、 

音響 あり ゴ —とい ふ 音 

昔の 來 りし 方向 は 不明 

月 島の 方に ありし 署員 數名 ありし も 此方 面に は 旋風の 報吿 なし 


河 を 越える 狀况、 拳 犬の 飛火 對 岸の 羽目 等に 止まり、 風に 吹き はけられて 然ぇ 込む。 可 上 は 一 

面の 火の 子な り、 焰が對 岸に 届く 事 はなし、  ，. 

ぺ ン キ塗ハ 引火 早し、 

月嶋 にても 火事の 時 は 强風を 感じたり しかし 旋回 は 認めす、 一 押に 燃 ゆ 六 寺 頃より 始まり S 

1 づ 12- 最も 盛な り 

Oct.  6. 上野 警察署 

小澤 正義 氏 (警部) の談 

二 長 町方 面の 旋風 

1 f 中央 劇場の 邊 燃へ 居る 時、 一町 四方 風 廻り、 砂塵、 卵大の 礫を卷 上く、 三度. E 

美倉撟 より 北方に 燃へ 行 ク向側 は 燃えす 旋風の 爲向 側に 延 £1- 

l-iuntel-cloclsvise 
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dlam ひ |601<!？ 

llelg-ht 

{Juration 1-2 ョ  ， 

當時 御徒町 西 町 車 坂 方面 未燒 

烟の爲 夕方の 如し 

石 森 巡査の 談 

2nd  7ー>  P. 火 は 大正 舘の邊 に 到る。 山の 上り口より 見る、 洋食 屋 ダル マ 附近に 起る 

height 山の 木より 高し、 

頂 は 停車場の 方へ 縻く 

當時 Sta5 は燒落 居たり 終る 頃 低くな り 山の 方に 動く 

duration  3,14s 

colsnn  consists  OH  lll-e  dusts. 

音響な し、 

當時 盛に 燃え 居た る 部 は stn 附近に 限らる。 

手   

帳 旋風 起る と 同時に 風向 変る、 
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s- 一- 9 一-  p. 松坂屋 方面 燒 止る 

2-  a. 頃 電柱の 殘 火より 向 側に 移る とい ふ、 尤も 亀 住 町の 方へ 燃えつ にき 居た る 故 其方の 飛火 

なるや も 知れす、 

日本 堤署、 聽取 

.Hs 山晴景 巡査 吉野橋 

加 藤 正 一 巡査 ッ 

田 中隆利  馬 道 七 八丁 目 

1st  2-  p.mv 

吉野 橋より 南へ 一 一町、 

風 强く廣 ヲ卷キ 眼 ヲ開キ 難シ、 短時間 

宮迫博 巡査 、  ，_. 

r  - 少し  Is? 

橋 場 同情 園に て 見る。 神谷バ ー ノ 燃える 時 起る とい ふ， 音響 烈し、 漏 4 狀のも を 見る 

I.  一 
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帳 手 


署長 

今戶へ 飛火せ し 時 トタン 板飛來 せり (4- 一  3 

加 藤 巡査 談、 

聖天 町の 油 星に 火 移りし 頃 自分 は 橋 (吉野 橋) の 上に あり、 其 時 旋風 來り 二階屋 (飲食店 ト 

自轉 車屋と 一 一軒 長屋) 倒潰す。 (東北に 向 ひ) 1st  4 一-  P.  m. 少 シ過キ (時計 止り 居たり)、 

電車 風の 爲に 動き 出した る 故 電車に は 人ら す、 一 町 位 動きたり。 

田 中 巡査、  ， 

加 藤氏と 同作セ シガ、 今 戶撟の 方に 向 ふ、 

橋の 上に て 家の 倒る、 を 見たり、 音響 烈しく 黑 雲が 立ちて 襲 ひ來る 

；^; 天の 方 ひ 向ひ來 る。 

Oct.  7. 

芝 三 田 三 丁目 第一 一 消防署 

愛宕 町慈惠 大学、 薬品 窒、 棚の 硫酸より 白衣-一 移る、 消 止 

東宮御所、 殿下の 化学 研究室 薬品 

金 志 田 町 15 すし 屋、 剝 落せる 屋根裏に て 燃 出、 破壤 して 消 止 
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樱田本 口町 9、 カバ ン屋 三階より 發火 原因不明 

管 外目黑 火薬庫 附近、 消 止 

夜中 やける 

2 &  9-  5  a. 金 杉 三 丁目 二 てく ひ 止める 

1st  P. 汐留 より 濱 離宮の 方へ 移る 

下り坂の 方 火 流 早し  ■ - 

上りの 方 火勢 弱し、 

建物の 二倍 位の 崖なら ば 崖 上に は延燒 せす 

樹木 にても 建物 を包圍 する 位の 樹木なら では 防火の 効な し 

す かけ は 効 あり、 杉检は 不可 銀杏 は 靑き內 はよ きも 落葉 季に 向へ は 不可、 

南天 はよ し、 

河岸に 家屋 ある は 不可、 却って 火の トンネル を 作り 旋風 様の もの を 起す 

旋風 2-  a.m. 御成門 附近 失火の 時、 恐し き 旋風 起る、 拳 犬の 石塊 飛來 足 をす く はれる 感 

あり、 

duiation.  10S. 電柱 下の ふとん を 3 尺 位 吹 上げて は 移動す (北東の 方) 

公園の 方より 來 りし 如く 思 ふ 


382 


帳 手 


旋風の 風 方向と 其 後の 風と は 変る 

1st.  S 一-  p.iu. 芝 口  一  丁目 にても 旋風 起る、 蒲團 なと に 点火した る もの 卷 上く 

濱 離宮の 方へ 向 ふ。 duration  2-3m つ く、 ゴ ー 

銀 坐 側 もえ 居たり、 南方 はやけ す 

大きな 建物の やける 時に 起る 如く 思 はる 


五 中觀測 

Sept. 1. 

10-  ^r) 

11-  2s  vol  =  5.3  SSE 

10 一一  0  749.37 

::!G。.7 

SK, 10  N  S 
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粕壁町 被害 家屋 

920 

ひ 48 


〇 享保十 年 一 一月 十四日 大火 (750) 

靑山久 保 町より 谷 中に 至る 

〇 十四 年の 火災に て對 岸に 移りし もの 二回 あり 

(779) 家 极に關 する 命令書 

〇 十六 年 四月 十五 日 大火 (783) 

目白より 芝に 到る 死者 多し 

〇 十七 年 三月 廿 八日 大火 (797) 

淺草、 巢鴨、 西 丸 下 其 他出 火 本 所，^ 込 小石 川樱田 芝に 延燒 ス、 西 ノ丸奥 間よりも 發 火せ 

し爲、 世上 尾 州 家 を 疑 ふと あり (814) 

〇 享保五 年 三月 廿 七日の 大火 (686) 

日本 橋舊屋 町より 千 住 迄 


(卜に J  > IB 

ゆ  一 9ii 
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〇 享保六 年 春 は 六 回の 火事 あり 

燒死 2100  + 

其 中 三月 三日の 火 は 三 河 町 (神 田) より 橋 場迄燒 く。 翌 四日 は 牛 込 木津屋 町より 谷 中大塚 

邊迄 やける、 兩日共 南風な り傳 通院 燒死 多く、 無 緣塚を 築く  (720)、 此れに 關 する 兼 山 秘策 

の 記事 注意すべし、 

江戶 7 IS 燒く  (P.  7 に 1) 

〇 同 七 年 二月 八日 は 一番 町より 本鄕に 至る、 大雨に て 消火 

此年 (744)、 放火 者 多 數捕ふ 大半 非人な り、 故に 非人 を 斬 髪せ しむ、 百 餘人所 刑 

〇 九 年 一 一月 十五 日 (747) 

淺 草より 本 所に 飛ぶ 

放火 犯人 所 刑 


I 


帳 手 


"材、 

21'：1>0 き- 

0  '^？ 


0  (大正 十二— 十四 年頃) 


安田 柱 二君 直話 


や 

だ i 

が 


小島 町 小学 燒く、 南稻荷 町よ， 


1 


中 村 先生、 

本 富士町 消防 省聽取 

樂山 堂、 

西 黑門町 .ヲ づ- a.m. 鎭火 

一 時間 休息 出發 

竹 町角で 樂 山堂ヲ 防ぐ 

の 火 ト西鳥 越よりの 火と 森 下町の 火- 


が  一 所に なった 時、 


駿河臺 下 角 菓子屋 岡 田の 前で 旋風 あり、 それ を 向 側よ 

り 見た る 人 あり、 14 一- 頃、 

=^ 邊鎭火 後 如 水舘裏 ヨリ 發火、 向 側 撟元ノ 赤 屋根に 移り 

荷物 一一 ツキ 学士 會に 人り 一 廻りして 齒 科より 觀測 所に 移る 


387 


,ui--a.m. 一  つの 旋風 は 森 下町の 方に 見え 大 さは 十二 階 位の ものが 廻る やうに 思 ふ。 

Clockwise. 其 時に 別の か 樂山堂 附近に 來る 大抵の 人 にげる、 樂山 堂の 東南 側に 消防隊 殘れ 

り isK は 幕 を さく 如し 音で 氣づ く。 其 處迄來 さ 時 は 今迄 あつい のが 急に 冷たくなる。 

隅 田 川驛々 長談 (中 村)、 

U— 14.5 

驛員 所見 

gastaiik の邊 より 東南より 構內に 入り 來る、 唯一 つきり 道路に 近き 第三 ドックの 脇の 南八番 

線に 来る 

避難者 荷 ゆ 多し タン ス にっか まりた る 人 タン ス 共に 卷 げらる 

柱 は 電柱 1 一倍 直径 四 尺 位、 

荷車 三臺卷 上げられし は 〇 印の 場所な り。 〔圃 あり、 省略〕 しかし 此れ は 多分 脫線 ならん 線路 

乱れ 居た る 故 ， 

旋風の 恐し き は 

吉野橋 附近の 人の 話 

前 橋の 大塚發 とい ふ大敎 正にて 吉野 橋邊に 住す。 此 人の 話 一 

家と 共に 持ち 行かれ 七 八 人 運ばる、 自分 も 子供 一人 あり、 地面に 落つ る 時 竹の 棒に のど をつ 

かれ 死す。 母親が 見て 何故 己の 子供 を 殺した と 云って 責めた 云よ 
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帳 手 


山 口 昇 君 

輕 井澤、 町と 停車場の 中程 (き 00 尺. - 〔圖 あり、 

三圍 神社 旋風 

一 日 午後 四時、 

隅 田 川の 方へ 行ったら しい 


本听ゲ ン トク 橋 

旋風に て ダル マ 船 卷ケラ レ 橋に 寄り か 、り 居たり 

末廣君 令嬢 撮影 雲の 寫眞 

九月 一 日 午後 21: さ 

、| 

？ t.  一 3  (L§) 1 一- j>.m. 

熱 海と 大嶋の 間の 海面に 龍卷 起る 

水柱 黑烟の 如く 卷き 上る 
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OS.  OS. 〇 水戶、 〇 小 名濱、 福 島 

濱松、 高山、 飯 田、 松 本、 長 野、 

金澤、 福 井、 伏 木、 新渴、 加 茂、 名 古屋、 津、 潮 岬 


Oct.  30.  9 一一  a.ju. 

鹿兒嶋 旋風 

Nov.  4. 1ト-  ^0™ 

千 葉 縣千倉 地方 旋風 


遞信省 屬官賣 野太 一 郞 氏談、 

15 一二 叫 後、 郵便局より 入る、 一杯の 人な り、 

南の 方 人口の 內、 中学校 式 地、 木材 等 あり、 

15.rTlG. 南の 方に 来りし 時强風 河の 方より 來る、 嵐より 凄き 音して 吹きつけ 來る 

聲を發 して 立 上る 自分 も 吹き飛ばされ 親戚の ものと 分れる、 

風と 共に 土砂、 石埭瓦 飛来、 眼 を あき 難し 

トタン 屋根 ト ン ト 音して 西南より 飛來、 


帳 手 


火が 段 M 安田 邸の 方より 來る、 其內 安田 邸 もえ 落ち 郵便局の 方に もえ 來る。 故に 風 は 始め 西南 

より 來れ りと 思 ふ C  . 

立 木の 枝 飛 ひ 来りて 頭に 負傷 (荷車の 影に 頭 を 人れ 居たり) 

風 始まりし より 20 ミ 位して 負傷したり、 頭 をつ 、み 鼻を蔽 ひたり 

負傷して 後 安田 邸 やけたり 

郵便局 やける 頃 遠 かりし 南の 火急に もえ 迫り、 荷物 にもつく、 學校も 燃へ 來り 居られ なくなり 

て 中央の 方に にげる、 自働 電話の 屋根 (多分 南より) 飛来る" 此の 屋根 を かぶり 口 鼻 を 子 ルの巾 

で蔽 ふ。 

屋根の 下 はす ビ しく 感す 

近所の もの もやけ る、 

燒け 終りし 方 を たづね て にげる し 

安田 邸 後方 コ ンクリ ー ト 建の 方に 注目し にげ 行く 此 建物 內部 はやけ 居し も 此方より は 火の 來る 

W 虽し 

此の 邊に來 りし 時 火 や \ 静まる C  (此時 は多數 死し 居たり) 

\  ^VA 休息す。 其 邊に四 五 百 人 居た らんつ 此等は 助かる、 念佛ゃ 題目 を稱 へる。 

/ 他の 方面 は靜 かなりし、 

 一  親戚の 助かりし 者も會 ふ、 子供 は 頭部 負傷 間もなく 死す 一 人 は 半死半生、 

此時 未だ 日 はくれ す さ- 頃？ 火が いくらか 薄くな りし 故 万才 をと なへ る。 水 を 捜しに 安田 南 
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邸に 行く バケツ-一 汲 來り我 勝に のむ、 手拭に 浸して 自分 ものむ、 自分 も 水汲みに 行く 

此邊黑 焦 死体 は 少し  -. 

地 は 暑し 

氷塊 を 持つ 人 あり 貰 ひ 来る 

燒け殘 りの 停車場の 荷車に ありし 氷塊 を 貰來り 子供の 介抱 をな す、 

—  谏瓦塀 崩れし 邊 死体 累 えたり。 二三 回 氷 を貰來 り手當 す、 

朝に なりて 郵便局の 方より 吉田 町の 家に 歸 らんと せし も 暑くて 行かれぬ 故 引返し 安田 邸 裏より 

元の 處に來 る 

郵便局の 方面 は 眞黑の 死体 重なり 居る に 驚く 表 通 ドフ沿 ひも 同様な り 

八 時 頃に は此邊 1 体火靜 まる、 向 河岸 は 非常の 勢 にても へ 居たり 其 火勢に て 暑く 烟 くて 堪へ難 

し、 眼 を 害し 翌朝 大陽 いくつに も 見 ゆ、 

翌朝 安田 邸に 負傷者 を 移し、 亀 戸の 方に 逃れん とせし も 思 止り、 子供と 親戚 は 安田 邸に と、 め 

自分 等 は 向島の 方に 避難す" 

鐘ケ淵 紡績の 方より 綾瀨 村に 到る。 土 堤に て 一夜 を 明し、 三日 家族 を 尋ね あてる 


風の 强き 時の 音ピ ュ ー 々々とい ふ 音 を 聞， 

雨 はふら す  ， 

三方より 火 来る 
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槌拳 


風の 强き事 は 二度 位 ありし かと 思 ふ 

旋風の 來 始めより 暗くな り 終 迄 烟の爲 夜の 如く 感 したり 夕方 大 陽の 赤く か \ り 居る を 見て 未た 

日の 暮れ ざり し 事 を 知りたり。 - 


風 始め A の 如く 後 B の 如く 其爲 自分 等 は 南の 方に 吹きつ けらる、 

トタン 等 は C の 如く 飛ひ來 りし 如く 思 ふ 

負傷せ し は 最初 北風に 吹き飛 はされ し 後な り。 

負傷せ し 枝 は 西南より 來 りしと 思 ふ 

旋風 前 の 異狀は 認めす 唯少 し 暗くな りし かと 思 ふ 夕立 前の やうな 感じ 

菊 川 町 一 一丁、  56 番地 

19 ゴ 頃 旋風 

德衞門 町の 方へ 移動 

持參 せる もの を 持 上げら る  • 

伊豫 橋の 上に て ：-7>- 旋風に 會 ひたる 人 あり 二回 位 

此れ は 東の 方に 移動す、 

^干に つかまり 居 たれ どから だが 持 上げら る 
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御船 藏町 13.5 旋風 

子供 サラ ハ ル 

東 大工 町 深川區 役所 】y 一- 

金 杉の みの 輪 車庫 ぶ 

1-18-19 

大 Ft に 小 卍が 吸 ひ 込まれ 強くな つた 

白山 前 町 五 七 

さくらんぼ 商店、 

雲の 寫眞 〔雲の 圖 あり、 省略〕 

Scarf  cloud 


地震の 原因と して 考へ る もの \ 段階 

(I) 地 殼破壤 の nature, 陷落か 断層 か Mtc.  in)  shear による か magsatic  pressure に 

よる か 等 其 破 壌 を 起した stress の nature  土 5 其 stri を 起す に 到りた る pl.ilual.y  cause 
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かう いふ 順序になる 此の 第三の もの は從來 余り 追究され ない、 

此の 源 因迄考 へる と 火山と 地震が 密接に 連關 してく る、 .wt お. cncr  Joly や 色よ の 假說を test 

する 手が X りに もなる  - 

OKddil お toil ； .N.a.tlln ノ  Jaii ^. .19に3. 

U  is  ^o.xx^^--^  that  puivlv  cct さ nic  ^--^p^  JUC.V21l21tJ.!,  l-rouJ?llt  to  l.cst  in  12-1  locked  a-rpas, 

:mi.t;.llt  have  JL;-JV_>n  rise  to  2-llst  wnnklll-g-. 

,.h>ly  ノ  theory  ノ 興味 ある 占 ゆ は vclcallic  activity と soismie  activity との 間の 或 關係を sug- 

s-et-t する 占 w にある。 


西 田 君 調 

月 嶋三号 地 

燒初 9- 」0--- 1 こ？ 西 端 海水浴場の バ ラック 一一 飛火 (海軍省より) 三十 分 後 南端の 海水浴場に 

飛火、 北風 強し、 西と 北と にぐ る々々 廻る、 燒 終り 1.1 一- 1>,1？ 頃、 1.2 一-頃 東風に 変る、 西風 最 

も 強く 炎が 地 をな めて 來た、 

手  旋風 はあった とい ふ 人 も ありなかった とい ふ 人 も あり、 車 や 泥 を 風が 持って 來 たとい ふ 人 あ 

帳 り 時刻 不明 場所 は 橋の 袂 (二号 地と 三 号 地との 連絡) 
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〇 明治 十四 年 第 一 回 牛頓祭 

山 P 氏, 

同 廿四五 年頃 現 理学部 連 

第一 回 (14) 一ッ橋-一 テ 物理 二年生 ガ田 中正 平 田中舘 愛橘 等、 其 前に 中 村 精 男 氏 等 ありし も 

此れ は 佛蘭西 派に て、 現在の 物理 數学 星学の 第一 回が 此級 なり。 當時 大学 は 四 年で 

あった。 當時山 口 氏 は豫備 門の 一級 生であった 前夜 始めて 催 を 聞く 

酒 井 佐 保 も 一虚に 呼ばる 客 は 二三 人 

第二 回 0 お 酒 井 佐 保 氏が 二年生な りし も 幹事 は 多分 三年 生  . 

第三 回 (16) 牛 頓祭は 行 はす 

第 四 回 (17) 祌 田の 貸 席で 開く、 此年 有名な 暴動に て 放逐され たる 時な り。 よせ 鍋 をつ \ いて 

開く 

第五 回 (18) 寄宿 舍の 一 室で 開く。 法科の 鹤原 定吉君 祭文 を讀む 

其 後 の 天文 臺又飯 倉の 天文 臺 でも 開く、 段.^ 贅澤 になり 或 年 鷄の丸 燒出づ 山川 先生の 

小言 出づ 

其 後本鄕 理科大学の 隅の 實驗 室で 開く、  一 


長 岡 先生 談 

明治 十九 年に 自分 等 幹事で 天文 臺で 開く、 當時 先生 は 遠慮し 乃至 憚って 招かす。 前年 山川 先生 

十一 一月 廿 四日に 熱傳 導の 試驗を やる と 云 ひ 出す。 それ 故 其 年 は 自分 は 出す 翌三 年生の 時 斡 事と な 

り」 其 年より 始めて 先生方に 案內を 出す、 山川 菊 池、 ノット 先生 等な り。 牛鍋 も惡 いとい ふの 

で、 考 へて 福引 を やった C  Frcsncl の さ a  ve  surface- として ォ カメの 面、 Klllcl- に は 7 として 

杵、 Herschel は 南天、 Laplace は 烟をフ ラス コへ 人れ て nebula と稱す C 

又 菊 池 先生の 渾名 レ クタ ングル 叉レク クン に 因み C 菓子 箱の 蓋 を 用意し 先生が 來ねは 出す 事と 

する-) 田中舘 先生の 室に 三十 余の 福引 を 並へ ありたり C 天文 臺の 仙人 水 原 準 先生、 或 時 風呂に 人 

りて 考に 耽り 他の 職人の 襌を 間違へ し 事 あり" 此れに 因み て 紅白の 襌を 出す 事に す。 

先生方 皆 出席、 菊 池さん も 出る" 先生の レク タン グルは 出さす 菊 池 先生 己れ の 鐘がない と 云つ 

て 樂屋に 侵入し 捜さる、 蓋 眼前に あれ 共 先生 氣 付かす C 

ノット 氏 他の 福引 は 說明を 聞きて 了 群せ しも、 水 原 氏の 襌に 至りて 一同 當 惑す KJlott 氏 

What ビ that  ？ を 繰 返す 

當時 出席者 は 何 かかくし 藝を やる 事と なり 居たり、 

寺 尾 先生の 天文 踊な ど、 いふ もの あり。 

歌 ふの も あり。 自作の 三十 一 文字 を 紹介す る 飯 嶋正之 助 氏の 如き あり。 

手 其 頃 は必す 二次 會 あり。 豚で あつたか、 馬肉で あつたか 買って 來て 食った。 一時 頃 迄 も 騒ぎ 天 

帳 文臺に 泊り込んだ ものである。  • 
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〇 明治 廿四 年マグ 子に 行った 事の 話 (濃 尾 震 

長 岡 先生 談 

田 中舘、 長 岡、 中 村、 岩 岡 一 行濱 松、 麥畑、 

は 狐に 化かされて 居 るんだ とい ふ。 とう々々 一 

かと い ふ 田中舘 先生 r 默れ」 と 一 喝す 


災後) 

稻荷 社の 後で 天幕 を 張る。 道路 を 通る 四 五 人 あれ 

人 寄り 來り 貴方 達 は 狐に 化されて 居 るんで はない 


中 村 先生 談、 自分の 幹事 

當時電 燈はァ ー ク のみな りし も 時よ 消 ゆ、 ガスの 点减 面倒 故、 ガラス 管の 先に アル コ ー ル をし 

ました， 綿 をつ けて 点减 した 

此 時の 會 には隈 本有尙 氏が 話 をした、 話の 面白い 人であった、 或 時 北氷洋の 氷山の 眞似 をれ て 

話した、 入口 迄 行く と 杉 浦重剛 さんが 來 たので 急に 氷が とけた 事が ある。 此會 では ，1 ビ it の 

の 本 を もって 來て Gold  beat2>s  skin の 話 を 出し あれ は 強の ：：： であると 云った。 

もう 一 つ 

Hlas-netic  sm.wy は實 に牛頓 祭の 種の 製造所であった 

岩 氏の spl.illfi- とい ふの は calorisetel- の method  of  mixture で specu-sll を 移す 什 力 

けで ある。 又 人力車の spring を發 明して 自分で 人力 を 買 込み 田中舘 先生 をのせ て 自分で 引 廻し 

た。 


帳 手 


長 岡 先生 時よ ひやかす。 

濱 松で observing-  te】lt と 退去 t§t の 間で 物品の やりとり をす るのに 岩 岡 氏 pulley を 用 ゆ。 

長 岡 先生 sprins- でも 用ゐ たらと いふ 岩 岡 君 怒りて r ク ソッ」 とい ふ C 

今 村 氏談、 

中 村 先生 斡 事の 時 は 自分 は 高等学校 一 一年生であった。 

當日 Knott 先生の 演說 あり、 其 時 は Hwh 一 fi- が cambl-idse の r-l-ofcss2- となった 喜び を述 

ベ た、 


図書 舘展 覽會 出品 江戶 時代 大火 酉 域 回 

明 暦の 大火 

三年 一 月 十八 日本 鄕丸山 本 妙 寺 出火 未 下 刻 

十九 日 午刻 小石 川 鷹匠 町 „ - 

夜魏町 五丁目 申 刻 

享保 元年 ヨリ 三年 迄 三年 間ノ 主ナル 大火 燒失図 域 図、 

L 元年 III 
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13. 12. 11. 10. 


d  ^  1  —  13 

丄  ク  1118 

^  y  I  —  29 

HI —2 ひ 

L し 二 年  1122 

o6 ク  1123 

Qi  グ  V119 

ク  all 28 

一二 年 all ひ 

ク  XII111 

ガ  XIII 25 


爆彈 効力 

12  ks-  Eisumn 1.5 ョ 

iokg  、ゝ ヽ、 =16.0 

破 壌シ得 ル階數 

12  kg-  50  100 


I  に^  G 

I  (K ミ 】ぉ 一一 テ ハ 中径 13§  J 一 I  ノ 範圍 ノ 凡テノ モノ ヲ 破 壌 ス 

H7」kg  二 テ ハ 漏斗 孔中径 や ラー I  , 地下 危險區 域 ノ深サ Urn 

tlicmvite  (主 トシ テ ) ミ。 C. 

petrol,  phi】>llo-.. 

獨 逸-一 テ計畫 セル 歐洲 都市 燒儘 用爆彈 (大都市 モ 同時-一 J0§ 個 ヲ投ズ レバ 一度-一 破 壌サル 

べシ) ヱ レクト 0 ン 爆彈ト 稱ス、 tht-rjllite ヲ 用ュ、 

東京 ナ ラ バ r)i 1 お ヲ耍ス ベ シ 

數機ノ 飛行機 一一 テ足ル  - 

毒 i 瓦斯 彈 

八方 キ a  メ ー トル 平方 ノ 都市 ナラ ：：： 

東京 ナラ ハ 一 聯隊 ノ 飛行隊 一一 テ足ル 

高度 ハ r>oo{ ご 11 以上 ヨリ 投下 


手 〇 古代 遣物發 見地 

0 志 村、 大字 小 S 澤 貝塚 
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土器、 石器、 (土偶)， 

同 小豆 澤 火薬庫 附近 

打 石斧、 土器、 

同 前 野 大日 堂 

打 磨石 斧、 凹 石、 土器、 

同 延明寺 近傍 

打 石斧、 凹 石、 土器、 

同 中臺貝 嫁、 

土偶 

同 西臺 

打 石斧、 土器、 

〇 震 後 水準 変化 

東京 八 王子、 上椚田 甲府ノ 線に て は上椚 田の 方へ 低下 甲府 では 回復 

港町 佐 原線ハ 一 体に 5  211 低下 

輕 井澤の 方ハ 不変 

相模野 基線 測量、 從來は 4  ms 位の 変化な りしが 震 後 0.2  Am  (全長 5,200  m) 延長せ り、 

丄 咼 さは 北の方 低下せ る 如し 
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帳 手 


一 ひ 


/ サ 


ttf' お 


ま 


i 


Aw 及 CD は 不変 

•6 ひ 

20薩 

=  33x  S ぶ- 

G.6 一- 


Spark  ノ 問題 デャッ テ見ル r 

r 濕 度計ヲ 常置 スル r 

リ】 乾電池 二 個 三個ト 順次 一一 增シテ 点火 

此，， '一一 ハ Jl-ake  bl.t, さ k ヲ autsuati- 

ゥ 工夫 スル r  1 

00  gap ヲ測ッ テ 大凡 ノ  i>oteiitial ヲキ メル r 


chance  ノ增加 ヲ見ル 事 

一一 スル 裝置ヲ 考案 スル r、 点火 ノ 時刻 モ 自記 スルャ 
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も 乾電池 ノ 場合、 cirmlit  一一  C,  L ヲ人 レテ； ミル 「 

-6 同上 ノ 場合 ュ 

.  j  .  A ヲ make  break スル片 二  B, に， D 等ノ 場合 デ点 


JL 


火 ノ  chance ガ 如何 一一 変 ルカ ヲ見ル r 


此ノャ リー 一 下； ノ にャ 1- ヲ vary シテ、 ト\ ヲ slalce  break ス ル dJi^LTEdtl^ 

卜 r  一 7  r- ァ 


B  ノ  Spark  ノ 点火 能力 ヲ試 驗スル 「、一 


I, 


Automatic  value  for  extlnguislullg-  the  hydrogen  Js  ttal-e 

^  .The  motion  of  tlie  Illeniscus IVI  may  ； pllotog-raphically  recol-aecl. 


〇 科学が 科学 ノ 進歩 ヲ 阻害 スル 「 

Fancy が 或る possibility を考へ る 時、 狹 くて 囚 はれた 頭は旣 知の 事 だけから 判断して 其 possi, 
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帳 手 


bility を 否定し、. 自分の 思 ひ 及ばぬ 事柄の 存在 を 想像す る 事が 出來 ない。 實 際に 當 つて 見る と 非 

常に 新しい 事 實に當 面し 得へ き 機會は 此の やうに して、 常に 固陋な 科学者 自身に よって 取り逃さ 

れ、 抹殺され る  . 

かう いふ Fancy は 若い 頭に 宿る 事が 多い。 しかし 頑迷な 老大家に よって 大体 塗り つぶされて 

しま ふ。 

大家 程 無用な もの はない 

Fancy と あと は Nature とい ふ 師匠が あれば それでよ い 

大家 はもの 知りで ある 程い けない。 其れ 等の 知識 を みんな Falsy 否定に のみ 使って、 新しい 

possibility の 肯定に 使 はう としない からで ある 

支那 佛敎 史蹟 常 盤 大定氏 

老 莊佛敎 時代— 老莊即 佛陀、 七賢 人 七道 人、 

研究 時代 11 長 安ノフ ゲン 賢人 ヲ迎フ 道 安、 ソ— 朗 沙汰 問題、 ラヂゥ (羅 什) 

道 安 ノ佛敎 改革 (老 莊テ佛 敎ヲ鮮 スルヲ 排シ、 佛 敎デ佛 敎ヲ鮮 スルヲ 排シ、 佛敎デ 佛敎ヲ 研究 

スべ シ ト說ク 

道 安、 羅住ノ 外 一一 ソ— 朗ヲ 加へ テ三 偉人 トス ル 

山 SE  ノ石堀 一一 ソ ー 朗ノ 遺跡 遣物ヲ 存ス、 
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唐 時代 ノ塔 存ス (地震 ノ 痕跡 ハナ キ 力？)、 石崛ノ 寫眞、 レイ ガン 寺 一一 アル 元 明 時代 ノ 住職 ノ 

墓石 (本朝 儈侶ト 墓石 トノ 類似)、 

魏ノ石 喊-ー アル 石 刻 像ノ顏 ト手ヲ 拫氣ョ ク破壤 シァリ 多分 廢佛 時代 破壞ノ 痕ナラ ン 

鬼-一角、 長 安ノ道 安-一 對シ 泰山-一 ソ ー 朗 ノア ッタ 「ヲ 注意 スル 一一 足ル 

次ュ 羅什ノ 事、 今 羅什寺 存ス、  . 

南北朝時代、 支那 文明 ト 印度 文明 ノ 衝突 ガ時 i 癡佛 事件 トナ リテ現 ハレ タ、 南北朝 ノ始ト 終 ノー 

一 度ヅ ヽ ァ リ 

佛 敎トノ 衝突 ノ爲- 一道 敎ガ大 進歩 ヲナ シ、 兩方共 緊張 狀態 一一 アツ テ 腐敗 ノ 余地 ナシ。 儒 敎ハ殆 

ン ド消减 セリ、 天下 ノ 人物 ハ佛カ 道教-一 集 マ レリ。 

石崛 ハ 怫敎 癡减後 一一 モ佛ノ 姿ト敎 ヲ淺サ ン ト ノ 希望 ヨリ 造シ タル ナ ラ ン 

北 周 ノ武帝 ノト キノ 廢佛ハ 重大 ノ モノ ナリ、 武帝ハ 政治 上ノ 統一 一一 ハ 思想 上ノ 統一 ヲ 必要 ト考 

へ、 一切 ヲ道敎 化 セン トシ タリ、 此 時ノ佛 敎徒ハ 非常 一一 警戒 シ タリ、 或物ハ 自殺 シ、 餓死 シ、 亡 

命シ タリ 

隋代 -ー 至リ 盛-一 復興 セリ 
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記 曰 中 懐 字 マー 口 


口 ー マ字懷 中日 記 (大正 十二 年) 

2  gt. 1 ひ (Mokuydbi) 

K  ai  usy  p  slullslkAva  i . 

.Kisyf-lai.  Dallw;  一  k  一 v:  二.  二 <tllzul-l 

Ma  nil I 

2  17  (Doydbi)  sflbrtu. 

Yol--.<l;l-kl 二- 11: Koto.  】\OJllsl-kllll 15  Kct? 

M  ^t.  Ho  (Getuy<5bi)  K<-isnllki  ST-s--c-^-r 

D-i  Klin  (wetuzllri). 
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！ voiushi  Ivun  no  ^yonstitl iio  Ivoto， 

Hattol-1 e  Kami  tyi 目 on.  一 

.lolleda  Is-un  Muuai  Is  ； Kane  (lasu.  一 

2  gt.  20  (Kway ひ t>i)  Blltlll-i-Konwakai. 

JLfstract  of  paper's  jor  Naticm,  R,  c- 

Reprmts  of  Papers  o さ -sound  of  A^ro せ 一 

二 c  - 

2  gt.  21 (Suiy6bi)  Stdrmer"s  pa/per,  一 

.Ki>kl>l  no  K^vaig*i.  ^ 

に gt.  22  (Mokuy6bi)  ； Kisyp  Damvakwai,  Betuzuri,  Tujii-Jsn- 

Yaiuazaki  San  Yugenkwai 

2 の t.  26  (c.etuyot>l)  Sida  K ョ i yol-i  Ziryokukei  wo  ^o^.^a^  loirn. 

i5  g!t-  27  (K;way6bi)  一 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


2  gt.  28  (suiy ひ Ibi) 

Calaulating  much  hie  sll-abe 

3  gt. 1 (Mokuy ひ bi) 

ilh-cta  S;iii p.  F 

3  gt.  2  (Kin-y6bi)  x-rsj  CJIStalligrapll  m)  B ミー 12U-.1 

saka-i  no  Ma-tul-1  . 

Kono  syakan  (2  gt.  2 ひ- ,4)  Magv-ctic  rod  lie  besg-l. 

3  gt. ひ (Kway ひ Ibi)  s.ibcl  Ilegncr 

3  gt.  8  (Mokuy ひ IJi)  Jsull.clm  I1.21Z1. 
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X 言葉と 学、 

3  gt. 10  (Doy6bi)  Rigakuls-ai  GeiikG  no  Koto. 学窓 漫語 . 

9i  \  - ま ら す 

Kisvo-ensvu  chval-1. 

3  gt. 11 ^H^s^^ M^p^ffl-W^  vvlcL  womiya  Kuii  to  Hugetu  fumes". 

Kono  Syfllcan  (3  gt. 

神 田 三 AT 町士 口田 館 Okaiio  E:un. ICi び e  E:un.  Jligasi  Ehm  . 

3  gt. 12  (Getuy6bi)  wsma-zi  Sekai  Gcnk6 :  Gliding  Flight  no  Isto. 

3  gt. 16  (K:in-y6bi)  Icoka-vuld.  Komiya  Kun  no  washa  Av.o  motte  yuku  wot? 

3  gt. 17  (Doy ひ _bi)  Kbmiya  Kun  syu】)l〕atu. 

Gakusci \vo  Kisyodai  e  ^c^.»^c  yuku. 
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記 日中 懐 字 マ— 


Kono  SyGkan  (3  gt. 12—18) 

一 67/ ミヨ- s  r. lliontso さ, F.  R.  S. 1851 11 Jwne  」.2.  JJUG. 

ハ Sir  IF き)， 0.  ^.  ？  fe.  S.I  Jwne 17, 18321 にせ 27  4. 1919. 


*  P. 11.  X.  h  94. 

*  Nature,  1919 

3  gt. 19  (Getuy6bi)  G (お. o  r>zi.  Kul"ls.u-K.wai 

3  gt.  20  (Kway<5l>i)  ； Z.6zisik2ulvr>  no 

5,975  y. 西 川 君 へ 

3  ^t.  21 (suiy ひ t>i)  zikkclrsikcll 

3  gt.  M2  (Mokuy ひ lbi> 
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3  gt.  25  (Nitiydbi)  T6eilovai 

Kono  SyfJkan  (3  gt.  19—25)  Abstracts  of  papers  for  ttcscs-ch  coimcil. 

Genko 

3  gt.  27  (Kway6bi)  c 一- 1.2--  rlskuti  Sail  Kckllbctu. 

3  e;t.  29  (Mokuy6bi)  7. 一-  3<J=-  Ttida 

4  gt. 1 (Nitiydbi) 

4  gt.  4  (suiydbi) 11- . IL  (iakukell  K^-^c-.-^c^^s.p^ 
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記 曰 中懷' ギ マー a 


4  et. ひ fMokuy ひ bi) 一ん isyr-  da,u\v;ik;u. 

Kono  SyCikan  (4  gt.  4  -8)  jsTisizilki  S; 一 ii iii  ，J\ お-ミー u 

*  gt.  9  (Getuydbi)  .4 一-  wo  ^.-insili  no  ivwal 

4  gt. 14  (Doy6bi) ヒ-  一) m-  Natislal  Jiescsrch.  Goii さ. 

wono  Syakan  (4  ^t.  9- -1 ひ) 二 il-tllkt-  lISlio. 

4  gt. 16  (Getuydbi)  sllirolrn  c  zi--yokukoi  Is  Tr.vpoae  Ivikia/vvase 

4  gt. 1^  (Mokuy ひび i)  一 i 一-  p.  一 kedti  Kylv-yu  syc(huK\VJU 

4  gt.  20  (Win-y6bi)  Fujita  K. 一 m  no  N.iisal- e  T (せ ami. 

-t  gt.  Ml  (Doy ひ t>i)  TeluuonJLVa-kkwiu 

二 さ enw  r)2.-:;.3  
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4：  ^t.  22  (Nitiy ひ t>i) に 一一 p  ju. 

4  gt.  23  (Doydbi)  (ia.kukell  SGkwai  g-ogo 

、ゝ ，Duk;wai  g-ozen 

〔10〕  9 一一  2.S1 

11  一- U. に  11 一- 12 ョ 0  Yluuol;? 

14.8  ，rcr. 

4  e;t.  29  (Nitiydbi)  c  K:.  SK:. 

4  gt.  30  (Getuy6bi) 1. 卜 Sokuti 

5  gt. 13  (Nitiydbi)  531- s 

9 一一  ^6 

ひ g;t. 15  (K;way6bi) 1)； 一， ll\v;lkwai,t61ball. 


I 
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記 日中 懷字 マ-口 


gt.  28  (Getuy ひ bi)  U 一- ト17.0 

ひ gt.  30  (Suiy6bi)  131- 29 15-- ひ 3ョ 

<S  ^t.  2  (Doy ひ t>i)  91- 0!)"- 

11  一 * 18ョ40 

1; さ IprT-io.H 

6  gt.  3  (Nitiydbi)  f.^ 

6  gt,  4  rfc^^-u^^  4 一-  p.  J?  K6kfi nc  kwai 

6  e;t. ひ (wway ひび i)  M.  \V.  K. ひ さ o  mcttck ョ -u 

ひ gt.  9  (Doy6bi) 

8-  47. に —Li-- に .---0 

11  一- 4.1— 

Gotai  U 一- 「>;{. 一一 
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Tel..  121VJ.S2 

—  8. に 

6  gt. 16  (Doy6bi) 

S 一一  56.2— 

ひ g:t. 18  (Getuy6bi)  ^-Ip^^  no  w さ ai. 

suelul-o  i^ull  111  tanoiida  lioto. 

6  gt. 19  (Kwaydbi)  Kbllwakwai —— Idenai. 

ひ gt.  23  (Doy6t>i)  8 一-  46 ミ. 4 

11-- 3.5  God 11- ひ 7. 

Tel-  IP  59.5 

レ r=l2.;5 

Aichi  Kun  g.a  slnda 
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青 liH 中 懐 字 マ— >^ 


6  gt.  27  (sulyobi)  Takadcii dc  Nekutai  wo  ^^^f 

6  gt.  30  (Doydbi)  S 一-  30.3  Yumoto 12 一-  9.5 

10 一一  51.5  Terada 12 一一  ^.7 

AT  =+5.8 

oogd,.  M  ammat 。 -CUSMll 一 s  w 一- 

7  gt.  4  (suiydbi)  Shisai  sil-at-e 

7  ^广 6  (K;in-y6bi)  Yckosuka  yuki 

7  gt. 17  (K:way6t>i)  Tukuda  wlln  Keldsn  Hh-6k さ ai  6  p.  ，r6ky6  KAVaikwsl 


11 St. 19  (Getuy6t-i)  -rdopK^  e  Ueki  一  Hudi,  Poplar,  Plata さ us,  Hagi)  -k5-u 

TyGld に dan  z.klcen 

Yore  MtituTie  IQS 
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11 gt.  20  (Icwaydbi) 

11 gt.  (suiydbi)  Gsgraphical  ,Revu> さ, <9，"_519に2. 

JBfnlr.ic ノ.^  Jsf;p2.  OS  IsostaslJ. 

11 St.  22  (Mokuy6bi)  P.R.S.A9G.  Rif,  Cloml  a.  cloud  atlas,  MP  AdF 

11 gt.  24  (Doy6bi) 1 一- :50 一：  p.  p  K.  K-  Ucno  Gakusiin.  Shi き shi-jo,  Kiira  sa-  rn 

to  Seiy6ken  do  Yl>lmi. 

11 gt.  25  Itabasi  yuki.  sari  gzin  to  Otei  sa-  I  ki.  §ti  Asako 

Sail iii  mitcmorau;  M6skosi  yasumaiieba  irallai  scdc  lis. 

11 gt.  26  (Getuydbi) に- - Fliiisai iio l\.vvar 

11 B.t.  28  (suiy ひび i)  NeAvtou  Sai TycJlK ョ 
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記 El 中懷字 マ-。 


12  gt.  3  (Gel;uy ひ t>i) 1ん AkAdallwa.kwal  ，rr>t>a-n 

12 の t. 12  (suiy ひ bi)  9--l;10 一-  KaiyGJ^-aku  ivcg-1, 

2 一-  Sinsai  no  Kvval. 

12  gt. 14：  (Win-y6bi)  la-kfl  yutd 

12  gt. 18  (Kw.ay6bi)  Bllturi.  Kcn\vakw;ll 

IM  gt,  20  (Mokuy ひ b-i)  二： K.  K.  s^ikwlli 


〔同じ 日記帳の 卷末餘 白に〕 

cretaceusiEoie 

Mellilite 

>lka,lhle  mcl<  に 多し 
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Ambrolse  vollard 

I-a-  vie  et  reouvre  de  Pierre-Auguste  Reiioir.  54.00 

向 ふの 腰掛の 左の はじに 居る のが 岸 田 劉 生です 


S.  Karnett,  Electric  Fields  due  to  Motion  of  constant  .Electroinagnetic  Systems. 

(Phil.  Mag.  44,  Dec. 192 に)  . 

H.  Bialabjcski.  ，rh81-y  -f  Metallic  olonductibu.  (Phil.  Mag-.  45,  Jan.  1923).  一 

Rudolf  .von  Lat>an  :  Die  Welt  des  TJtnzers.  8.80  v. 

Prey,  JVIainlsa  & 一 i tuns,  FJisIlihlrung-  5  (lie  Geop>hysiK:.  _ 

Nasi- 一 vlssensc}lafth，he い vi ミ lognlp>l,-121  unci  Lfehrl&cher,  viertel-  Ban (一,  Julius  spl.ine.er.  _ 

Mozal-t,  Aiidaiite  . 一 

(夢中の 敎練) Pensacola の 近の (rmjrnluent  Air  station. 
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記 日中 懷字 マー 口 


I.eceivor を かけて 眠る、 早く 進歩す る、 (New  York  Thli) 

一 1-vest ぎ ti§ の 長い 結果から 「要するに 判然たる 結果 は 得られない」 とい ふ 結論 をす ると JH> 

となく  gewiiuhait でい、 やうな 体裁になる が、 同時に 此れ は 自分の 無能 を 表白す る、 こん 

な 学者ば かりで は 学問 は 進歩し ない、 何とか 臆說 でも 出さない のが 却って gewissenhaft でない 

ので ある G 


〇.5uorescence  iii Jllaguctk-  field 

c -toleration  oi-  g-lass  in  hig.h  tempcrat ョ -c 

OFSStion  cf  the  viclin  t>cx 

c  convection  CSTent: 

r 二 vlndilllg-  of  combustible  gases  by  sparks 

〇stnKt=re  of  spark 

ophotcelectl-i ウ (-fpecit  of  liquid. 

〇03oalitloIl  of  liquid  dl-ol:>s. 

JVIeteorolog-ical 】 》ajx-l-s 

Hennulnn 
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Sclimidt,  Aa. 

Bjel.klles 

Exller 

Defantt; 

Show 

Kigelow 

Humphreys 

ArctoiKl 

cave. 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


口 ー マ 字懷 中日 記 (大正 十三 年) 

1 ^t.  9  (suiydbi)  ！ 一  ka-kwjti 

1 gt. 10  (Mokuydbi)  二 >h1Jsic-r,-comt§ts  一  S2lt  to  ？.  Osuk チ The  di (一 ri，s  for  titc  sli 一 ch さ ts 

h: -… h><l  to  Mr.  Hultori. 

Kono  Syfikan  (1 gt.  7: -13) 

，に 一 h ケ fr ミニ」 一 1ミ s;-if,.okll ； Nak; 二- ョ 1-;-,  okad;-. 

1 ち. 17  (Mokuydbi)  K{kvi-  Kv6 1〈；ニ"1ミ.？~2. ミ -/--  dc.『i _Tisitu-ty ひ sazy ひ e  JJn,d&ryT01sld  w< 一 fer 

！ーこ  ー\< 一 to  kl.kl:l-w;l,so. 

1 gt. 18  (Kin-y ひ t>i) (；- 一ち- KyGzyllkvva-. 

Ycl.u  llll. eta. 
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Jints  Kyss  ga  slnaa. 

1 gt. (Doy ひ Ibi)  Gogd  sotstu. 

H  gt.  21 (Q.etuy^t>i)  Jillt- ひ Sail  no  Kokubetusila. 

1 gt.  2 ひ (Kway6bi)  K ひ kCl  yuki.  Gara-su-itn: 

2 な. Ho  (Kwaysji) 

Goro.0  *2zi.  Gakuzviitu.  K.  K\v.  Kotcsillan  dc. 

Madrid  KAVais-i  ni  del-u  tCito  no  ^odfln. 

2  gt.  22  (Kinydbi)  K.6taisidenka  no  〇tati. 

2  gt.  23  (Doy6bi)  Sinsai  X.  T.  w. 

2  gt.  24  (Nitiy ひ bi) 

Yol.u  S6seldzensyil  no  scdallkwal 
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記 日中 懷罕 マー 口 


Kono  Svakan  (2  gt. 18  124)  一  noue  Klinosuke  San  ni hon  wo  kaesu. 

2  gt.  2 ひ ^o.^?^^^^^  K6k<klan.vvak\val 

2  gt.  26  (wwaydbi)  uall 一 vakwai T ひ IDall. 

Yol.u  K:on\vakwal. 

2  gt.  27  (Suiy6bi)  Butul-i  i 【0111)6  一  inkwai  Op^s^^-M^  de. 1 つ 4zi  Sinsai 

2  gt.  29  (Kin-y ひ bi)  .K6kfl  yrlki 

3  gt.  2  (Nitiy6bi)  N-iltlullc  Sail dc  S6dankwai 

3  gt.  3  (Getuydbi)  Yol.u  Tanakadate  San  K. メ vaugei  Ivwal 

3  gt.  8  (Doy61bi)  Gaku.  Ken.  Kw. l—o ン. jjeiio 

10,^  sckuti. ) 
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3  gt. 14  (Kin-y6bi)  K6kf-  yuki  m>  tuid(-¥isan  c  itt。  i  E  Hito  ni ま dan  : 

1. 8y£〕 ひ Abstract の 件 

w.  Co さ flr-css iio  II.6koku 

3  gt. 1 は fDoydbi)  I\aiyo  oik;en 

suil.obu 1 一 f  3- 

3  et. 19  (Suiy6bi)  Teiisfi  M^^^o^^^ 

3  gt.  24  (Getuydbi)  9 ゴ Tenssavslis-1 

4  gt. 19  Bo^tw  二  akuzyutu  Kellky-kwalgJ. 

wono  Syiikan  (4  gt. 14  20) 

Msituzawa  K.un  no  Koto. 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


4  gt.  21 (Getuyobl) 

Yoni T;- ーハ： 二- ----<- フー 二 1 ^"-  k 一二- Ir 

4  gt.  22  (Kwaydbi)  l)；-l-\v;-k\vai,  hazll-larl 

4：  «t.  23  (Suiy6bi) 

一) isil- 1)； 二- w;ik\vsu 

2  gt.  24  (Molsy ひ bi) ，一ぶ ss:  \\ズ>  ョ (二-: 一一-  nllt-yo 15 l\clmusy? 

F-lii\vl-;ll.;l  Kuii iii  (iakkwiu ミー .Ivot? 

Na お： -okl- S,  to 一ん； -1; 一 ynl- 一 a  K.  I-i  Y 一 imoto  -o  Jvot? 

*  ^t.  2 ひ (Kin-y ひ bi) 

•Kiln- 一； -  Suii iio  Aiiiiai,  Kotowu--u 

4  gt.  26  (Doycb な i) 
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4  gt.  27  (Nitiy ひ t>i) 

Kono  SylSkan  (4..gt.  21 -27) 

Js! ulayaina  JCuii ； Sv ひ rt-ku  wo  t;auoiuu. 

Abbe 11c lion  Gakusei lu  kasu  ICoto. 

*  30  (Suiy6bi)  Jrisya 

ひ gt. 1 (Mokuydbi)  Huti  Khm  ^^op-.o^ 

ひ gt. ひ (Getuy ひ bi)  shijuidu  Kim  Rosljun  ulcetoru. 

ひ gt.  7  (suiydbi)  Seismologlcal  Colloquium  Ho^pwr 

ひ gt. 17  (Doyabi)  Tisitugakkai  de  K;6en 

Gog.  3  zi. 
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fat! 中 懐 字 マー 口 


wono  ttyakan  (ひ gt. 12  .18)  ，ronwaku  n<)  ^>.^p^p^p^c 

ShJnzy ひ San iii  Ronlu ョ wps^o  kiku. 

ひ gt.  23  (K;in-y6bi)  syasiu  Tol.iwakll  K.6ka  e  motte  yuku  Kcto 

5  gt.  24  (Doy6bi)  (hllcuyflkwal ，J  ;uk メ vai. 

ひ gt.  5  (Mokuy6bi)  Matuyan-a  Kun  Roiilnin  Kcllkyakwaig.1 c  -11. 

ひ gt.  7  (Doy6bi)  KSzu ヌ un  Rslbun  llketol-u  ；  Hirayama  San  ni  メ vatasu.  N,-  t  ni 

Matuyai,  KGZU  hutari  no  paper  wo  §S2.U  I£<)  i  San  ni  ian  no  Tegii  dp 

ひ ^t. 10  (Kway6t-i)  sy{ilx>>tya さ akwai,  (5 一-,  KGgySkurabu.  3  yen) 

Dau 一 vakwai  Tr-hall  Kuriage,  SyGb6tyawakwai  kieKl. 

ひ gt. 12  (Mokuy ひ loi) ； ち p.  JVOlsy  Kwangelk-ar 
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ひ gt. 14  (Doydbi)  K;{ig-y6sikenzvo  lunenbi. 

6  «t, 17  (K way ひ Ibi)  Ksnv  ak wai 

6  «t.  2 ひ (Suiy6bi)  lu^.  Saiuoiikwai 

ひ gt.  30  (Get;uy6bi)  KGlccldallwakwa-i 

7  gt. 1 (K:way6bi)  5-  SyGbStyawakwai  (N.ihou  K:6g-y6kul-abu). 

7  gt.  2  (suiy ひ t-i)  Disindanwal-rvval 

7  1 ひ (Kway ひ Ibi)  ； Ki】uuul,  K^^.p^p-i  w-onljull G.  K.  K.  e  okul-u. 

7  gt. 16  (suiy ひ lyi)  K{ibak.  sislollkwal 

7  gt. 18  (K;in-y6t>i)  ElOkfi  yasumi. 
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記 日中 懷字 マ— 口 


7  «t.  22  (K;way6bi)  Is.r) 一一  K6s-y6kul  abu.  T.  c.  K:- IC.  Broad-castmg. 

8  gt.  25  (Getuydbi) に V.  M.  9 一- 迄に 陟 

8  et.  29  (Kin-y61bi)  7--  Aba  NGzei  K.un  HyLlppatu. 

Kono  SyGkan  (8  gt.  2 は 131) 

Zi 二 ikwai  uo  T2u-illlkwai  c  dasu  Titiu  no  Irci 

9  gt. 1 (Getuydbi)  5  zi  kal-a  Sy6b6kwai  no  Keen 

9  gt.  2  (Kway ひ Ibi)  IJlols  J^yGsaku  ga llakulKltta; 

9  ro-rf.  ^  (Moltuydbi) 
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9  gt.  22  (Getuydbi)  7 一-  453  Ueno  statist 

^  gt.  23  (wwaydlbi)  OkGchi  Kun  no  Kwai 

^  gt.  27  (Doydbi)  P 一 mchromatic  Plate 聞 合 

10  gt.  9  (Mokuy61bi)  simul.aza  Isllbutu. 

10  gt. 11 (Doydlbi)  Sinsai  no  wwai 1 »,  ^p-.p 

； Kono  SyGkan  (10  gt.  6  —  12)  K.6kfl  CP3^-P-^^P^  M6sikomi. 

10  gt. 1 ひ (Mokuy^t>i)  3 一-.  Aramtirte  tt.^^^^^  Kwangeikwai,  Goten  de. 


432 


記 日中 懐 字 マ- 


10  gt.  20  (Getuydbi)  K6kfi  Danwakwai  T6t-an 

Kono  Syekan  (10  gt.  201-26) 

上野 公園 見晴臺 東京 兒童 會舘、 長崎祐 一 一 一氏へ 旋風の 事 聞き に 行く 

10  gt.  27  (Getuydbi) 上田 大佐に 相談の 事 

10  gt.  29  (Suiy6t>i)  Na ，-. (alolta-seusei  syukll,y.a-ls-ai 

Kono  Syfiitan  (10  gt.  25- 11 gt.  31) 

藤 田 君 復職の 件 

11 gt.  3  (Getuydlbi)  Riken  K/)21k\vai  dai  3  ka- 

il gt.  4  (Wway6bi)  wuturidanwatwai  T-6ball. 

..Alaytulla,  ivlollonols  R-ontns  Q. iC.  e  oloitta. 

11 gt.  6  (Mokuy6bi) 1 zi  kara. 新 常磐撟 警察 講習 所 
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1 一時間、 

11 gt. 10  (Getuy ひ bi)  r) 一-  Sy6b6tyawakwai  . 

11 gt. 11 (Kwaydhi)  NJlkals  K ョ i no  U21k6  wo  ； Koto. 

Gakug-el 

11 gt. 12  (suiydbi)  Disindanwakwai,  TObaii. 

11 14  (Kin-y6bi)  ；}--  o.  K.  K.  Bukwai,  T.  K.D. (一? 

11 gt. 15  (Doy6bi) に 一-  一. Goten.  7/ き er  no  K;6CJ? .1--12-- i^. 】Iakodate iio  rsai  u-li 

11 gt.  20  (Mokuydbi)  Kasumigaul-a  Yiiki,  9 一一  5 三 Uem 一. 

11 gt.  26  (Suiy6bi)  2--  Hiroluiti  ,11 やさ ku iio  K;cto  dci  SGduii iii  kul-u. 

cr  K.  uc  Teatc  nc Ivcto  cU! llirayama,  izalianlura  Daity ひ g-a  kita 
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記 日中 懷字 マ-口 


11 gt.  27  (Mokuy6bi)  二 cl^o  sadilk- iii  yal.ll K iio  二； ikubuti  k;ii. 

一 \; 二-一！； IJ.Ik2,  二 akiu-l,  MoncsasJ,.  .Kusul-i 

11 gt.  28  (Kin-y6b>i)  sada-lio  NimctLl-cklll-i 

11 gt.  29  (Doydbi)  一 一  s.r  Teikclshotoi.u  de  Mori  no  Hitctati  to  au  ；  Asu  no  utiaAvasr. 

」. Jiailuii ； usatu  IK-  .Kcto. に. Boy  tip.  3.  sc!k.izi  =c  K-t?  ^.  Settaigakari  no  sis-ot?  5. 

Chiiori  yuki 】10  Km-llma  iiado,  Alllka-i  j ミ Kcto. 

11 gL  30  (Nitiy6bi)  smlals  Kollsi. に- - llibiya.  4--  30  Tdk.  Hct. 

12  gt.  3  (Suiy6bi)  Asa  Nisizaki  Sy6sa  ga  kuni. 

N.lllcly;ll-la  K ミ 1 to  K. ョ i ni  ■  一 rikr-sen  TVSsstk 一 vai  no  K;cto  Kikia.wase. 

12  gt.  4  (Mokuy6bi)  Yos  N  . 

12  gt.  6  (Doy6bi)  sadpko  satol)il-ilki,  Gos? 
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12  gt.  9  (.pwayooi)  Kbljono に akwai  syusseki  ZVLln-iti  Sail  no  Viol  in,  ,wo  mini, 

.Kilwaslma  EizabLU-c  San  no  Iiuk:o iio  ALnsu  ni vular 

12  gt. 10  (suiydbi)  ^^P^PM^gp  udj  ^0^^^^ 

12  g;t. 12  (Kin-y ひ t-i) 

Kilya  Jvuii  to  Yamato  de  Yfulii 

iill.ota —— V さ rato  .vvo  osow-aru. 

12  §;t. 13  (Doydbi) 

Albe.  Y.  ^ 

Eiiti  一  Yoru 

Nakaya 

12  gt. Iw  (Getuy6bi) 

Jlita  , 


436 


記 日中 懷字 マ一 口 


12  gt. 16  (K; さ ayot-i)  lilltlal-l  Konwakwai. 

12  gt. 17  {Suiy6t>i)  5 一-  c  .  .Kili ち iiidaiziii  Bruisaiik 一 vai  Q-casumig-aseki 

12  gl;. 19  (Kiu-y ひ Ibi)  】\.Y-l(f-.  Measivretne さ t  of  torq-ue. 

12  gt.  22  (Qetuyfilbi)  Tfu-akadato  s§sci  ICAVangeikwai ひ-一, wc^c^ff  Tikasitu. 

2 一-  k; 二-;，  T.  S21S01  no  Ohanasi. 3 一-  kfu-a  D-rms  no  I—Jallasl 

12  gt.  23  (K:w.ay6bi)  Kasullliti-iull.Jt  Sanionkwai 

7 一-  ^5= 一  uello  wo  dcl-u. 

12  OTt.  2 ひ (Mo kuy ひ t>i)  Nyfltcn.sai 

12  26  (Kill-yolbi) に 一- Jvror-bllsyp  Talllelyc  T\suyc>  Iv\valra.l. 
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〔同じ 手帳の 卷 末餘. 口に〕 

霞 浦 格納庫 

A.T.  80  m 


吉岡君 死去 <i.  ー！>. ヒ. 


贞子 結婚 祝品覺 

〔略〕 


理硏 買物 

potent  lomet2- 

Galva 


Iiouise  Norton  B--O.VV11 

IBlock  rVintii お- ill- 二  J?- ミ k  二 1-lstl-ntiol- u-  Japan.  r>0.40 


438 


高 

23 

'J0 

松 

CO 

氏 

to 

防 

火 

o 

r< - 

m 

WW 

す 

る 

記 ， 

事 

記 日中 懷字 マー n 


peppy 

cental- = a. (矢 車) 

Campanii 一 ii  (つり かね 草) 

Aster 

美女 撫子 

C1-OCUS 

ca-TKlvtuft. 


Sliirijo  ,pllysK-;-l  Na-tu-.o 一し」 


I, 英文 手轼の 下書 あり、 ^;„;略〕 
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Cylinder  7 個、 完全、 物置- 

皮 1 

代 2 


Rockspecixnen 設参 

度邊 君に magnetometer 聞 合 

ト林 君に recording  theodolite 聞 ム 口 


I 葛 樓子ー 


Jelly 

懐中 電燈 

のり 

かし 

雪 子お び 

口 ー ソク 
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青 己 日中 懷^: マ  一 口 


委員の 仕事 《VJ. 13, 1924) 

S  取捨 

短縮、 內容 並-一組 方 

ハ內容 の 責任 は 著者に あれ ども 佘り甚 しきもの は 返却 又沒 書す る 事) 

g 下の 場合に は 訂正 (西洋人に 見せる 前) 

S 学者が 語学に 未熟な 爲 文法 上 明白な 誤 ある 事、 修辞 Logic の 欠陷、 

g 不明 叉 不徹底の 点 ある 時 は 著者 

^  Typewriter で 打つ 事 (事務所で やる) 

^ 校正 は 直接 


Meyer,  HICIUCSS  of  Ilydrclosu., 


Wm  Cain,  Karthpressure  lietalnllly-  .vvalls  and  wins  7.2o 


Basil  steM.a-l.t 

Subjects  ； pcrtlaycd  in  JapaluisL-  Colour  Prints.  o3  yeii 
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Fritz  Kiiapp,  Die  kiinstlel-jsclle  Kultlll-  des  i\beudlan(les.  3  WJtnc-e.  26.30 

wel-nolllli,  Meistel-Averke  ostasiatischel-  Graphik.  11.150 


L-0 づ e,  IVIatheiiiatical  T-lleoly  of  Hlasticity. 


〇 海底^ 深、 擴張 並に 績行を 水路 部に propose する 事 を 今 村 氏に 話す (中 野、 小倉兩 君との 對 

話 0 件) 


oscmrme ！.、 S  L-ibrary  vol.  1152 ひ 00 

iVlittelPs  Popular  Graded  course  for  .violin  ami  l«iano  I3k  I.  weverv. 


百万 分 一 大日 本帝國 地質図 說明書 

GeolpQ-v  of  JaJJall 


Biyon  and  Sexton. 

JaJDa-llese  Colour  print  47.M ひ 

Waley,  Chinese  paintiilB^  36.75 
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記 B 中懷字 マー n 


con  onol-  J=§l.e  (-111  】loll 一- 1,0  S2.1)ar  vita  con  cclKm-.  H-_  ？  ，ru  ？  tii ？  tii ？  tii  ？  tu  ？  tii  ？ 

Piccolo  Jdio  ！  Allsre  all5r ゥ I-lio,  fior  di  g-iglio  e  (li  rosp  Non  saperlo  Hai  per  te,  pei 

tuoi  pun  occlu,  imior  Butterfly  f  .B  tu  possa  audar  (li Jual-e  scnza  che  ti  rimol.daai  di 

】=atu- 1 il J 一一 atcl-no  abbandon?  O  a  me,  sees  dal trono  (lell、alto  Paradiso,  gllal-da  ben  feso 

t  (一一  wadl-e  la  ffusial  Che  t, ビ resti  §a  t- aecia,  g.utmla  b さ！  Alllol-e,  mldio !  addio ! 

piccolo  alllbl- ！  .va,  Gioca,  ウ p. 

Death  Avith  J-ollolll-  is  bcttcn-  timu  life  with  (lishonol-.  You?  yell?  wploved  Ida! 

>(10】.\1,  a(lol-p(一 b (二 I,  Fairest まさき of  beauty.  Tholig-h  you  is.  must  k】12 一-  it  、Tis  fol. 

y21, I=y lew,  fol- y§ 】ビ_  dyh お.， Poor  wuttcrily.  That  you  l=ay  «-c  a-.ay  wevond  the 

ocean;  Never  to  feel  the  ^0-.§w-^  AV1121  y2I  are  cider.  That  your  Juotlun-  forsook  vou  ！  My 

Son,  sent  to  me  from  Heaven,  straight  cl.su  the  throne  of  g-Iol-y,  Tals  one  last  and  careful 

look  At  yom-  pool-  face!  That  its  memory  iimy lii ち 2-,  c き last  look  ！ lpar2 一- ell 

Isloved  :  Farewell, luy  tlearest  hcaitl  Go,  play,  -lay. 


Vertical  flill.e  cf  Igm  in  Kwantr 一  plal-e  mi.dit  be  0X1)1;, im-d  1>.V  1-11--  hol-i き】 ital  plTill-e 

caused  oy  the  daily  and  aniuial  variation  of  t;eslK-ratu--e. 
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A  tiscussiou  on  wegener^s  Theory 

cent-  p-sps 

Iiy<lrogeii  Manual 註文 
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記 日中 懷字 マ— 口 


口 ー マ 字 ffi 中日 記 (大正 十四 年) 


1 gt.  7  (suiy ひ bi) 

1 gt. 10  (Doy ひ Ibi) 

1 gt. 11 (Nitiy ひ bi) 

1 mt. 14  (suiydbi) 

5  zi  ，reikoku  JIOtfL  Nakano  Kiin  lokkon  TTiro 

1 gt. 19  (Getuydbi) 
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(た IC 1\ノ IP  .3P  Moslssy ひ. 

H  gt.  21 (suiydbi) 

Ivckusell  t>ak.  bsuucrlkvval 

1 gt.  23  (win-ydbi) 

二.  K..K.  ,B_!tul-i,  .Mclltssyr>, 1. ひ 

1 gt.  2 ひ (Gel;uy ひ t>i) 

K;-l.l;ull e  JJeima.  J^ltyc iii  Sedan,  canwaklwal ncu  一. veto. 

1 gt.  27  (Kway ひな i) 

tanwakwal  Tct>all. 

1 wt.  29  (Mokuy ひ Ibi) 

1 gt.  30  (K;in-:ya3i) 
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記 H 中 懷字マ — 《 


Yuki  Iml-U.  K.okp  subal.a  K ーヨ Maskawa  J 〈ョ i to  Ifssyclll  llal-ll. 

2  Kt. ひ (K:iu-y6bi)  Ycsicka  .Kull  uc llcll  IK)  .Kwai  Ew^-p^c^-^w^ 一一 一-. 

K6 ョ is  wo  hhcmcl-u  iiiwa  Konsya  g.a  Kosei  wo  hakki  si ヨ Iki. (！ ha  11a-" ョ ai 

2  tjt.  8  (Nitiy ひ bi)  npsyo  K,(-llkyfl.  Si 一 Izyuk ミミ. 

に gt. 12  (Mokuyd&i) 

(iot;.o  3 一-  一 tl〕llllra/-a. 

2  gt. 1^  (Doy6bi) 

(； o.i;.c  xicmctltf  c  K-ikai  \vu  mini  yl-kll. 

2 の t. 17  ( Kway <5bi) 

Ivollwuk \v:ii 

2  ^t.  20  (Kin-ycibi) 
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IKyozyulnva- に 

2  g;t.  21 (Doy6bi) 

S.B.G.  Reik ま i. 

M  gt.  2 ひ (suiydbi)  N-akano  Kun  no  H. ひ sei 1. sinj ひ San  e  olcuru. 

3  gt. 1 (Nitiy6bi)  Sakai  no  OHlatul.i.  5 ノ 

Kono  syokan  {2  wt.  23. —  3  gt. 1) siliennKsdai. 

SamonKwai iio  ,lI(>>k;OKU. 

N-akano  Kun  so  Kosei. 

3  gt.  4  (Suiy6bi)  Icsbals  Samonlcwai  10-—^  . 

3  gt.  8  (Nitiydw)  ^ibulski  no  Kwai 

3  gt. 15  (Nitiydbl)  H^^f  .^ 


448 


t 己 日中 懐 字 マ— n 


3  gt. 16  (Getuydln)  Nyag-alcusiksl,  a- 一. 

3  s;t. 17  (Jcwaydb-i)  Disin  Kcllkypsyo  S6(lan  .Kwai 

Yol-U  】vol 二 VJlkwa-i 

3  gt, 18  (Suiy6bi)  91- sinag.a\va,  Zyim  syur-r-atu. 

3  e;t.  20  (：Kin-y6bi)  T-!usflk\vai,i4.i.  9 一一  kal-a. 

3  gt.  M4:  (Kwayobi)  一- Icosiyalsll  S ひ tietukwai  Akasaka  Sann ひ sita  Molscll. 

Kouo  Syfikan  (3  23  29)  sanky(>>  Tralai.  300  nen  Sai  I-I6ko】(u. 

Klsyczassiul, 

4  gt  6  (Getuy6bi)  Yol-U  w^s^^^^  pl.^-p-s^s  no  w さ ai 


4  gt.  7  (Kway ひ t>i)  Jo 1 11 Ya-llaka.  sn-ll【o〕  sn-u  no  Kok.u}:>etuslkl 

1  一一. K2- 一 lyaKuii  Scndai e. 

4  gt.  9  (Mokuy6bi)  Is  Monbusyd  Q. IK.  w. 

4  gt. 10  (lcin-y61bi)  Ilista.  10*-  Bizyutug-aklfp 

(■;.  I や K..  一 kwjti. 

4  gt. 11 (Doy6bi) ヒ 一 i  ■  sckuti.i;..  r  K.  Monlnisvii 

」 

4  gt.  21 (Kway6bi)  RadMci さ g  gmr  tyfuiion  (Adllmst  J-ati,  Ukedi  ,236,  Hori  seisakusyo) 

Kono  SyGlcaii (4  gt.  20:-  26) 

Sloa  Kuii  no  Tug? 

D.  ！ K. l-o  Ilito  15  Koto  Nagacka  ^.  ni  siklansura  Koto 

ひ gt.  8  (K:in-y6bi)  cr  K.  ； Bulcw. 1 z.  Montmsyp 
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記 日中 懐 字 


wono  Syfikan  (ひ Jsr  4： 10)  K.6kfkla ヨ vakwjli  ivlGsik-mi 

ひ gt. 12  (； Kwaydbi)  Blltul.i.  3;-mvak 一 vtii 

一 

ひ gt. 13  (Suiyc5t>i)  l)j.sill J  >;lmvak--;li  T<>>l:-;m 

一 

ひ gt. 18  {Getuy ひ bi)  K <>-kfl-lall\v.;-k\vai  Tols-ll.  一 

Koiio  Syfiltan  (5  wt. 18  —2*) 

ひ fst- 15  (Getuy6bi)  一  ノー  ，  二. ー〈. 一つ Ivr§busy 一， > 

6  e:t.  20  (Doydbi)  c.  K.  K.  Til-i-Tisitu 

Kono  Syfiltan  (6  gt. 1 ひ 21)  j 
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ひ gt. .13  (Kwayot>l)  fasiula.  ZMi>2.,  ud^er  die  vcl-zfigesx さぬ szcit  bei  der  F§he さ entladu さ a . 

？ B.  d.  p.  Nr.  213,  1925) 

iildaka  :  O  Dujfeudoch,  Excitation  of  2 さ clal-y  s ゼ ec.  of  H  by  Elec.  Imp.  (J-S^y.  Ph.  J.  (io, ヒレに) 

ひ e;t.  2 ひ (Mokuydbi)  Kai ち nlsyr).  Kokasen. 

ひ e;t.  26  (Kin-y ひ bi)  sinsjli. 

pes- pacific. 

6  gt.  29  (Getuy6bi)  xreda  SyGsy6  0  Tegami. 

7  g;t.  4  (Doy ひ bi)  R6inazi  no  Kwai. 

Kono  SyGkan  {6  gt.  29  7  gt.  5)  zyun  Jii ま kin,  Donpdgawase  de  Lsulo さ Sy6kin  e, 

/UU.1  3vlta-g.a-.vvfl. 

7  gt.  8  (s-iy6bi)  7 一-  45-=  Ueno  Eki. 
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記 B 中懷字 マ— 口 


7  gt. 13  (Getuyobl)  (icg-c に 一- h-lul.cbu. 

ヒョ" 二- 510  Kill 一.  , 

7  ^t. 19  (Nitiy6bi)  Y61iukii  Kiu.ilmi 

8  gt.  3  <Getuy6bi)  cello. 

8  gt.  5  (suiydbi)  cellc. 

8  gt.  0  (Mokuy ひ bi)  JNra-tullo  Kun  t-o  Tikuyp  Kenku 

8  e:t.  8  (Doy ひ bi)  C ell- 

8  gt. 11 (Icway6t>i)  jVtat ョ sk ョ- to  sh-5takaid(>  YOSKla-】lhl n 一  asobu. 

8  e:t. 12  (suiydbi)  Cello 
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8  gt. 16  (Nitiy6bi)  sadako  syuppatu. 

9  gt, 19  (Doy6bi)  ^-. 

wono  SyGlcan  (9  gt.  14r!20) 

Air  Ministry,  Meteor,  see. 

9  gt.  22  (wwayaDi) 

wollo  Syfikan.l9  gt.  21—  27)  Kh ミー l.a  Betuzuri 

Planck  no  Tegaini 

VObservatoire  G Sophy sitlls  C6§ (一 I.  Leni さ grad  ？ 4： ま 装る 

9  gt.  29  (Kw.ay6t>i) 

Yamada- 
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記 日中 懷字 マ— 口 


10  gt.  6  (Kway ひ bi)  , 

Otiai  ITUtuL 

10  gt. 12  (Getuydbi)  K6scizm-i,  Clio  to  ^^-^pw§-p  c  o^0,^^ 

10  gt. 13  (Kwaydbi) 

NukiyamalToda 

Kono  Syfikan  (10  gt. 12 la) 

10  gt.  20  (wway^bi) 

！ S.  suzukilNisikawa 

S.  YazimsllKiuti 
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Kono  svokau  (10  26111  St. 1) probl-eme  dcr  kosmisch^ さ Physik,  1 1 V. 

H eiiri  G m さ d  hi  Hamburg-Altrahlstedt. 

sammllmg  geophysikalischer  scllrif.  113、： Ge&r/ic^er  Bs-ntmeg さ Berlin 

11 gt.  4  (suiydbi) 11. プ Riken  uo  Kwai 

il wrf. 17  fKway ひ bi)  Kolrwakwal 

^PW-M-C^^M,  Sensei tio  Halii 

11 gt. 13  (Suiy6bi)  iCwan れ kukwai  Ass  de  oyalne. 

11 gt. 19  (Molsly ひ bi)  Ga.kken.  wut. 

E.  C.  Yiiki 

Kono  SyGkan  (11 gt. ド 6—22)  ki.  P.  si. 

12  gt. 1 (Kwaydbi)  AMP  p.  JuU 


I 
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記 日中 懷字 マ—。 


12  gt.  a  (wwayobl)  ^p^^p^p  K.U11  Kxjnrci  5- 一  p.  ni. waikssya. 

12.  gt. 12  (Doy6bi)  Gakusiin  , 

12  19  (Doyc5t>i)  SGl-utu  K ひ en. 
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記 日中 懷字 マ— 口 


口  — マ 字 i 表 中日 記 (大正 十五 年 . 昭和 元年) 


1 gt. 1 (Kin-y61bi)  Maze  naku  p^p^p^^. 

K:ure  iii  hotta  Moksban  Is  :N.en ち- 1  Hag-aki  avo  sm.l,  syolK-  e  (IJlsu. 

1 gt.  2  (Doy6bi)  Asalcusa  Sal<ai に keii,  Kitag.awa,  usigon-s  Sakai c  Nensi ョ yuku 

Yol-U  ^p^^^c  IIflh.u  g-a  tolnatta, 

； Norhvo  g-a lata. 

1 g;t.  3  (Nitiy ひ t>i)  Asa  iSTukiytuna  Iv 

Yoru  MPS  Samei  Tomoeda  K.  ga  kita, 

Matuya  de  Katalwl 一 tol-  wo  kaUa. 

1 gt.  4  (Getuya3i)  Hirsmle  Gakk{>  c  itte  Neng-a  no  YObiu  wo  tori,  Ginza  olseKlc- 

】urulr5si;  Oljata,  Jiuai  iii  au.  jVIaruzen  <3e  J.§^ric  Both  wc  kau.  uenoekl e  Jhomlya 
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Kun  Avo inukaiiu  yuku. 

Kono  Syfikan  (1 gt.  -ti-10) 

Koinpeito  no  "runo 

icq 

2  4  5  6 1 o  7  6  5  7  -  4 

2  2  2  2  2  3  2  2  2  2  一  2 

1 gt. 14  (Molsydbi)  Cello 

1 gt. 15  (Kin-y6bi)  7 一】 40 一"  Ueno.  Elasumig-aura  yuki 

1 gt. 19  (K;w.ay ひ bi)  K.onAval^wai 

1 g;t.  22  (Kin-y6bi)  Ky6zyukwai 

1 gt.  24  (Nitiy6bi)  wp^-c^-p  yuki. 

お fj^  4-  583(3-  30)  J"  7-  6:- 

< ひひ 7  (  )  、\  <S  3 に 

tanwak さ ai  no  KotJ? 
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記 日中 懷字 マー ° 


Fuji  Ivv-n  no  pa せ er 

Kono  syakan  (1 gt. 18—24) 

tted-l さ k.,  Pcndiku  to  pvs. 

T-isituty6sazyo  H6kok;u. 

1 gt.  2 ひ (Q.e1;uy ひ bi) lF<.t;c7~.^*.i  e  -rcg.aml  tlasu.  , 

1 gt.  26  (K:way6bi)  Disim  ； KKS.  KAVaig-i 

2  gt.  23  (Kway ひ t>i)  Disinlsnk;y&syodan.vval<;\val. cal 1 kwsu 

2 ち. 27  (Doy6bi)  5,^.  Abe  N6sei  K;  K:ity6kwangeik さ as  Tokyo  sslovi  Hoteh 

Kono  Sytlkan  (2  gt.  221-28)  N.ag.a。ka  Bsro graph, 

3  gt.  3  (suiy ひ Ibi)  Gogo  Mcnozujdkwai. 
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Kikutis-k ョ -y「>b-, 「>-  Kaikosya. 

3  gt. 10  (Suiy6bi)  7--  45 一-.  K"lsului-l;aunl  Yuki. 

Nisiktuvji 1. U  mecki 

5  gt. 11 (Icway 6bi) 

wiutiloza さ a-IMis/ccm 

a.p-r^35  l.alKi  mural  .Bri<?i/§cs 

ひ gt. 17  (Getuydbi) 

Ji.L.  f  ^.  n.ll.  Bar ず Id, 」s  no.  of  a  ，き a マ 霧 

the  spp ミ tlf^  p-ll-s.  J- 110  (192G)  No.  755, ま-一 

は 19  (suiy ひ bi) 

G.p  ^is.  OS  Lflg.  1,R-S. 」.m  No.  757  (1926)，  g. 
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記 日中 懐 字 マ- a 


「ひ gt.  24 から 29 までのと ころに J 

山 崩、 地 割、 地、 IT 地盤の 局部 的陷沒 或は 隆起 等の 過去に 於て ありし 場所 又 現在 生じつ、 ある 

窗 所の 地名 略図  ， 

上記 地変の 生せ し 時日 

古來屢 M 起り しゃ 否や 

昔 ありて 現今 なきや 否や— 

地変の 範 圍狀况 等の 說明、 図 を 添 へら るれば 一 層 好都合な り 

原因、 想定 

地震に よる もの 

降雨 或は 雪鮮 〔に〕 よる もの 

不明の もの 

地殼の 変動に 關 する 調査の 爲め、 本邦 各地 に 於け る 山 崩 地 割 等 の 分布に つき 資料 を 求 め 居候、 

もし 貴下の 御 配慮に より 右 資料と して 左記 條項 を宽 集す る を 得 ぱ大幸 此れに 過ぐ る ものな くと 存 

候 

ひ gt. 1 ( Kway 6bi)  SyfiliA  ^ 1 (iollkr-  c-^=^--^^ps 
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6  wt.  4  (K:in-y6bi)  Ky67/2,lkwai.  Ono,  Nalcano  QP^S^3-^^S3  Sinsa  no  Has3yo. 

6  gt. 12  (Doy ひ bi)  Gpkusiin 

ひ gt. Iw  (Kway^bi)  Disin  K.  K.S.  Danwak wai 

〔6  gt.  25,  26,  27 のと ころに〕 

一 G.  M.  B.  Dob  son  _  zs.  fih.  an-gcw.  Mat  It.  a.  Mech.  1921. VoL 1. 

Kono  Syiikan  (6  gt.  21 —27) 

Address  Mlrat>e 

Hclxtogisu  e  Tegami 

Miyake  liun  no  wen  (SMba  ； Kun  e  ^p^^pc  Jvoto) 

Ka 一 uolca  no  ivol;? 

6  gt.  29  (Kwaydbi)  5 一一.  sinsail:ly.6gl.Kwal  Qo^s. 

7  gt.  3  (Doy ひ bi) 
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記 曰 中 懐 や マ ― 


S.  Ni-k; 二 uul.a.  on-  the  Mml-jln さ of  Mt.  Ho-Br 

7  gt.  27  (K!way6bi)  TckyG  syuppatu  二？  J 一- 

Kobr  t.vakll ； T;ikei lu  tomaru. 

7  gt.  28  (suiy ひ bi)  P00  Ueta  Kcnti  Udi.  xlodoluol.a  tt>  NVuikG  no  nma  dc  (.iy ョ akii  wo 

7  «t.  29  (Mokuy ひび i) 

Asn,  7--  :s---  .Kr-ti  tyakn.  sug-u  】「；lk;lba 

Jvyiislurc  cle  ivvusol^u.  Ilh-umesl 

QO«.o  G 一一  innu  .\vo  voll-le  Tot^a-rvu  no  O 一 《； va.ku. 

Illols  <ie  t,oi 一 mrlr 

7  s;t.  30  (Kin-y6bi)  lUzitu  Kyflscku, 

8  g;t. 1 (Nitiy6bi)  Ijoisi  Saa  ec  Ammi 
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8  gt.  2  (Getuy6bl)  wodomora  Hsnaguti. 

Ivctogaldso  JYenlrntu. 

8  gt.  3  (Kway6bi)  Harami-Tanezaki. 

8  gt.  4  (Suiy6bi)  Usa  Yuki. 

8  gt. ひ (Kin-y ひ bi) 

6 一-  45  wf-ti  Eki 

7*- 15 ョ wysseki 

,7 一-  §3  NebikitSge. 

〔8  gt. 16, 17  no  Tokoro  e〕 

TFetorf-sf-r  :  Talnano,  "Tutui,  Momotani,  Tuboi  addfess. 

VioU さ no  Jto  G.  E. 

Cello  G 

IIama,gutl  Mlyag.e  : 
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記 日 中懷字 マ一口 


I さ >olc さ IVT  3 

マ】 llj-itll  に 

8  gt:. 18  {Suiy ひ bi) 

.N.akam. ョ.； I  Killbllll 

8  e;t.  21 (Doycibi)  Jh、-l(yfl.  Kirli  .Kata 二 iiko. 

Clip,  \v<ll-Jl 三.； 一, hlsat-l-lm 一二- 

8 ち. 24  (Kwayabi)  Al) つ Kv-n.  「>zi. 

8  gt.  26  (Mokuy ひ bi)  Fu-dsiki,  Kag-iwa,  Nalsdasasi,  .Bat?  chocolate. 

8 の t,  31 (wway ひ bi)  sjolmra  Yuld 

明賀 屋旅舘 

大野 德三郞 氏 別邸 
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9  gt.  8  (Suiy6bi)  Cello 

9  gt. 1 ひ (suiy ひび i)  cello. 

9  ra-t. 1 ひ (Mokuy_5bi)  6 一一  Ilil.o け； i 

9 お. 17  (K:in-y6bi)  T.W.A.Se.  S  (191H). 

9  gt.  20  (Getuy ひ t-i)  7. 一- — -  S  Hirota 

9  gt.  27  (Getuy6t>i)  7 一-  30  liirota 

9  ^t.  28  (Kway6bi)  Etching  reage-nt. 

9  gt.  30  (Mokuy ひ lt>i)  ilil.ota 
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言 己 曰 中 懐 字 マー 


10  gt. 12  (K;way6bi)  uallwakwili  T6b;iii. (； akushii 


一同 じ 手帳の 卷末餘 白に」 

寺 田の 祖先 は吉村 氏と 云って 居た、 家系が 断へ た 時に 寺 田 氏から 幼年の 人 を迎へ て嗣 としたが 

火災に 會ひ 系図な ども 燒 した" 其 後 何故か 寺 田 氏 を名乘 つて 今日に 至った ものである (別 役 姉上 

の 話) 

五 高 記念 式 祝詞 夏 目先 生の もの 全集の 爲貸與 したる もの 返付な き 由 岡 上 君より 聞く、  ^^^11餓の事 

武內氏 は寅彥 曾祖母 (イツ) の實 家な り、 其 女 一 人 あり、 植田 氏を迎 へて 配と す、 其 夫婦の 女 

一 人 あり、 夫婦 死後 川 田 氏より 養子 を 迎へ近 森 氏より 其 配 を迎ふ (即 寅彦の 祖母)、 家 付の 娘は植 

田 氏に 嫁せ しむ 植田幸 雄、 勇 知、 建 知 三 氏の 母な り 

Kliroiibci おパ .nic  Bcden—Koll-ide に >uf. 14, に 5. 

Ira-lldbuch  112-  Kxxsrlmelltalr-l-ysjk.  (Lelllzl や, Akiid.  Vcrl.  (Jos.) 
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Lehrbuch  t  tl.  Physik  flh-  fortll.  studlen  und  Ingenieure  (Leipz.  J」. Karth)  ^ 

Mrs.  IL  i\yrtcll.  CP  the  Nolrperiodic  or  Residual  gotion  of  water  Moving-  ii 一 Stationary 

Waves.  P.  R.  s.*  A80 ご. 908)，  25 に 

16.25  m 地震 敎室 地震計 海拔高 


は 崎、 史前 時代 以来 上總 南海 岸の 昇降に 就て 地球 3  (1925)  74 

餘木正 一 、 電氕と 火災 0.50 ォ ー ム社 

象雜纂 第一 卷 P. .1891210 

M78I282 

中 村 左、 津波 (大正 七 年) 


K.  Sano  &  K.  Higawa  ：  On  the  AVave  produced  by  the  Sudden  Depression  cf  a  sl-alll 

pcrtlon  of  tls  Bottom  of  a  Sea  of  uniform  depth.  Bull.  C.M.O.  2,  No.  3  Q9J5) . 一 


la 曰 中 懷宇マ 一 " 


On  tho  psp.  of  seismic  Waves lu  tho  region  near  HIMlsntre. 

-  ゝ、 3,  No. 1 (1919) 

Rescjtu.clles  on  seismic  .waves  (iseccHKl  Kep.) 

ゝヽ  、ヽ  3,  N?  2  (1920) 

に ii<l K 二 r  一.  Analysis  c.f  Seismograpti 

に. Distrilstion  of  Seismic  energy 

w.  TsunallliMS  cause  bjr  Eal-tllqllako  yigc^ 


Mrs.  H.  Avrton  :  Tls  origin  ； iml Growth  of  nipple  Mark  一一 -R-s.  AS4,  285  (1910) 

F.  ,Tl.ey,  Ucbor  unipolaritatscrschoinnngen  i5  gepsssteu 一》 ulveni.  一、 hys  /? に-  (1925) 

N?  23  S.  849. 


山 東京 傅、 骨董 集 

喜 多 村 信節嬉 遊笑覽 三絃に 關 する 事 

聲曲 類纂、 三敍考 

Physical  Rovi2v  ：  R.  A.  Nelson,  Free  Convection  of  Heat  iu  Liquids,  Lii;-  23  (1924)，  94. 


Nakamura  : 
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FUJnvhara 

Nuluyama 

Sensitive  jet  HI 班 i (か literature 

Tornado  Hgli' か WP^O^TO.^  Aitken  s  !>apel- 

Sandstriini /  Jpapel- 
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記 日中 懷字 マー 口 


口  — マ 字 R 中日 記 (昭和 二 年) 


1 gt.  8  (Doy ひ Ibi) 

朝 1<J-- から 小宮松 根と 連句、 一 ー卷 完了 

(i---12--  a.  m.  fH 吕祇候 

唯 寒し 白き 御とば り黑き 椅子 

ゆ \ しさの 夜 はしら じらと 園 生の 霜 

P.M. 岩波 君來る 

4  gt.  M7  (suiy ひ Ibi) 

sokutlg.alal  llnKAA.al 

4  gt. に 9  (Kin-y ひ t>i) 
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Seizi  Siduoka  Yulci. 

5  gt. 17  (Kwayssi) 

Dism  Danw.akwtu 

6  wt.  6  (Getuy ひ Ibi) 

6  g;t.  9  (Mokuy ひ bi) 

Sinbasi-Enlbucly ひ Kcnlsl;u. 

ひ at. 12  (Nitiydllbi) 

Gakusim  (Kessekl) 

.AJCelbonotyc  Oosodi 

6  gt. 1 ひ (suiy ひ b>i) 

Go^o 1 ゆ, _Tailleiy6  Kwaigi  (Galcusiiu  de). 
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記 日中 懷字 マ-口 


6  «t.  21 (Kway ひ bi)  Dlsln...Dalrwatwal 

Yoru  IBUturi-K.ol-\\-a-k\va-l  ，J  olmii. 

7  et.  2  (Doy6bi) 

Go/bn Izi  Sigehiko  no  siiida  Sirase iio  Denpr) さ t-uita.  Sadaka き turcte  Kil 0*-  :0 

p.  111.  tatu.  K.r>be  Dsllal-l. 

Scnclai  yuki. ヒー uels  Imtu.  utumsliyu  1121  l-la(le さ a  atusi.  Nisinasuno  kal-a  /gatl de 

Suzusiku  nam. 停車場の うどん そば 

見て 暑さうな は 畑 中の 桐の 木 

田舍迄 子供 は 洋服 

(つ き 一- p."--.  Sfidaka  T<)ky(>  Eki  tyaku. 

10  e-t.  27  (Mokuy<5> び i) 

4 一-  !>.  Koiuiya 
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10  gt.  28  (Kin-y ひ b>i) 

「) 一- ;jO 一：  Gotd 二 ipei  .iNrnr-biru  seiyokell 

Asa 10 一-.  Hi  sta- 

ll gt.  2  (suiy ひ bi) 

11 gt.  5  (Doy ひ t>i) 

一 ol.u  C cll- 

11 gt. 10  (Mokuy ひ bi)  2 一-  p.  Rikeii  s^lali. 

11 gt. 12  (Doy ひ Ibi)  Ka, に ay;i  Kolu.ei. 

11 gt. 18  (Kill-y ひ b>i)  Ki.sy6g-akkwai. 
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iii 曰 中 M 字 マ - 口 


11 gt.  20  (Nitiy6bi)  Jt-illDasi  yuki.  Seizi. 

11 gt.  24  (Moltuydbi)  7 一-  30  Hircta 

HM  gt.  24  (Kway6bi)  5--  p. 学硏 委員 會 


〔u  wt.  7 のと こ るへ〕 

計算に か、 る もの は 研究し か、 らぬ もの は硏究 せざる のみなら す、 甚 しき は 見れ ども 見ぬ ふ 

り をす る 風 あり、 此れ は 手段の 爲に 目的 を 忘れた ものである。 

〔2  Kt.  8 のと ころへ〕 

量的と いふ 事せ 質的が 分って から 上の 事で ある。 質的に 誤った 假定で 數学を 弄する もの あり 又 

学生な どよ くす 

〔2  wt.  9 のと ころへ〕 

疵 がなくても つまらない 論文が ある。 セルロイド 球の やうな ものである。 穴 だらけで も 貴い も 

_:ち 

のが ある。 II しい 大湖 石の やうな ものであるつ 


477 


〔-2  rA-.  Jl から 12 ま で のと ころ へ〕 

Licsegaii 气 S  pllsloslenal 種ぶ の 人が 少し 實驗を やって すぐ それに 關 する theory を 出す 此 

れが 進歩せ ぬ 原因で ある。 もっと 徹底的に き ct を しらべ 實驗を -lodify する 必要が ある。 

〔2  gt. 13 から に1 までのと こ ろ へ〕 

名が 物 を 誤る 

Exact  science 

藤 原 

何んでも けなす 者 は 科学者に なれない。 凡ての もの，^ 中から 金 を 取り出さなければ ならぬ。 此 

意味で つまらぬ 本 はない。 


Ctiromosomc の 分裂 変化 
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記 曰 中 懐 宇 マ— o 


上野 驛で 遠足に 出かける 小学生の 群 を 見て 不安 を 感じた 事 (八月 一 日) 

人の 事ば かり 氣に する 人が ある" 此れ は 自分の 生活の 充實 しない 事 を 証す る 

專門 の 学問 だけ 〔か〕 知らぬ もの はビタ ミ ン な しの 營養 だけ 取 つて 居る やうな ものである。 

ヽ 

遠山に 殘る雪 

枯 芝に 生ふ蓳 

さすらへ の 旅 衣 

ひる かへ す 春の 風 

〇 道具 だて 計りに 一 生 を 達る 学者  . 

書物の 名ば かり 集める 考証 家 

文献 器械の み 集める 科学者 

C 備忘 錄 

ぼっちゃん 見物 

夏 目先 生の モデ ル 
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手 帳 (昭和 二 年頃) 


〇 嵐 車の 辨當は いろんな ものが ごた々 々あって、 そして 一 つも 食へ る ものがない、 何 か 一品で 

食 へ る もの にしたら い 、 だら う。 

文藝春秋 などい ふ雜 誌が 此れに 似て 居る 

尤も どんな 好惡の ある 人で も 何 か 食 ふ もの 、ある やうに したの だら うとい ふ說が ある。 それな 

ら 通俗 講演に 似て 居る 

〇x  XXX 君が 自殺した、 そして 「師に 憧憬す る もの へ」 と 題す る 遣 書 をの こした 同窓が 印刷 

しゃう と 云った 某 敎授が 止めた， 

「科学者が 失戀 なと \ い ふの はいけ ないから，」 とい ふ 理由だった さう である 

山 牛蒡 や 葉陰 ほ のかに 壁の 紅 

手  1 

帳 Restaurant や ca: お で 壁に かけて ある 油 緣の額 を 見る と 大体 其處の 料理の たちが 分る、  ^ 


千 疋屋の 驟哥も orchestra の 眞似は 出来ない、 ォ— ケス トラが 始まる とガ— 々々と 叱りつ けて 

居る 

所謂 品行方正で そして 品行方正 以外に virtue はない と 思って 居る やうな 人 は、 他人の 情事に 

強い 興味 を もって、 根ほり葉ほり 聞きた がり、 叉 人の 前で 喋え したがる、 此れ は 明に 一種の 性慾 

の 変態的 滿足 である。 

〇 年取る と 調子の 高い 昔が 聞こえなくなる、 其 代りに 耳の 中で 絶えす high  pitdi の 音が 虫の 

音の やうに 聞こえて 居る、 

此れ は必す 互に 關 係の ある 現象で あらう と 思 ふ、 外から 入り 得ない 感覺が 內で發 生す るので あ 

る、 此れから 推して 考へ ると、 盲目に なった 人の 夢 は どんな もので あらう か 

〇 連句 は 虚と實 の 交錯に よって mehl.-dilllcllsiollill になる、 又 個性の 相違に よっても 同樣 であ 

る、 從 つて 獨吟は 成 効し ない 又 余り 大勢で も 統一が なくなる。 

〇 椅子 ゃテ— ブルの 四 本 足 は 無用で あると も考 へられる つ 併し 實際は つ  0 

必要で ある、 一方 を 押した 時 三本 だと 倒れ 易い、  i  ん 
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中お 手 


owismutlrsiugle  crystal の 軸 を决定 する 爲に數 日間 顯微 鏡で 其の clcav; 一， t!.o  plane を搜 して 居 

た、 一日 中央 美術の 三月 号で、 佛 人の 風景画 を 見て 其の 線の 交錯が clefu.af^c  plans によく 似て 

居る 事に 驚いた- 

自然の rhythm は兩方 共で ある， C 

OC6zaniie の elli づ so を r0 を roctallg-la-r  coordniate でぽレ て BJ? る 事 

岡 本 一平の 藝術 

岡 本 一 平 君に は 未だ 逢った 事がない、 しかし それ は 岡 本 一 平 を 論す る 事 を 妨げない 

作品 を 通じて 見た 彼 は 現代 日本の 産んだ 少數の 非凡の 頭腦の 一 つの 持主で ある、 

彼れ が 漫！： 家 を その 職業に 撰んだ の はファ ラデ— が 物理学 を 撰んだ と 同じ様に 必然であった 

彼れ は 物 をして 物 を 語らせる、 

； 平 の 文章 は 速 句 の もつ 味 を も つ 

寫眞 から 出た 理想主義、  . 

滑稽の 中の 淚 

惡 魔の 哄笑の 中に 聞 こ へ る 聖者の 福音、 

大臣 を 試驗管 に 人れ て 試驗す る 心理の 化学者 

觀 察と 實驗 
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記 日中 懷字 マ— 口 


口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 三年) 

Kure  nc  31 niti  K.asllcoaokoro  no  Ooliarai  no  Gisild  ni  s^dai  dc  deta. 

1 gt. 1 (Nitiy ひ t>i) 

rmnitl Uti SI  ita.  Hps  mc Ikozu.  Tenki  yosi.  \  ug"lta  Disin  ;  lov ひ sin  no  Zyaku. 

1 gt.  ^  (Getuyobi)  Asa-  Matuiie  e  K.ald  to  Ringd  wo  motte  yulci,  issyoni  sinzyuls  Hki 

(le  ulrsuesl.  Itls^ayil:. て a-kal,  K!i.cag.awa,  Asakusa  e  Nensi.  ilu-umae  Am? 

2  gt.  3  (Kw.ay^t>i) 

Gogd  XCancia,  "JVIidue  、一  no  ukiyoe  Kenkyflg. ひ Ave  kau.  Zyun  ga  kite  yoru  KocJojiio  ra  to 

ト gt.  4  (oplydbi)  Kilsn  e  del-u.  Kanda  HTlg-etu  de  Hinimesi. 
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1 g:"  23  (Getuydbi) 1—3  ueda. 

Uecia  sy^isy^i  ni  atte  ，ry ひ sal<vvai lio  siklts. 

1 gt.  24  (Kway6bi)  .113  uedu. 

1 gt.  28  (Doydbi)  Sadako,  fliroypsi  g-a  kita. 

1 gt,  29  (Nitiydbi)  KO(l§5  tul.e  to  Manaduru  e  yuls. 

3  gt.  21 (suiy ひ Ibi) 

y き や m.  U2S  hat さ Sakatn  yuki.  一一-二 iok=  Kill- -c こ disal-  Kosaka 1〈1>5§  yiiki  to 

issyoniiiaru. 

3  gt,  22  (Mokuydbi)  Asa  sakpta  tyaku.  Ivratlyakusy-  f  ro  ^f  if>-p 

-Imol.lyasil  sankalsten.  Hiyoriyfuna  A  ten.  Tosyckw; ニー.  Tvl>ls-akk6. 
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記 日中 マ一。 
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3  gt.  23  (lcin-y6bi)  (一 一-  48---  Sakata  liatu  M^^^p^p^p  Jvenbutu.  S 一-  39 一-  ivisakata  hatu.  Klsya- 

k;-ra  Taktulatiyaiiia  no  A  ten iio  wasyo  avo  nozomu.  At ョョ -le  ol-l  olls21b;l  c  itte  /u ミ 

hairi,  2--  30 一-  hatii. 5 一-  20 一一-  Niitu  tyaku.  Tppaku  suru. 

3  St.  24  (Doy^t>i)  05  iviitl-  h;itu. 1. に 一- TK A--iyama..  7 一-  sll.tfl  cello. 

4  gt.  7  (Doy ひび i)  I\、o.l-liya  IVIatuiic  klull-l  Renku. 

*  gt. 17  (Kway^lji)  K\v;-l>..-l〈\vai,  Sin  dr>lian. 

4  gt. 18  (suiydbi)  Matunc ヌ Is  tf>  Sinzyuku  de llll-umesl. 

4  gt. 19  (Molsy^bi) ひ- - TakJU-lille  JKuii  to  Yfuiiesi  atcxlc  K. ひ eiigekidyii  no  "  wagailal さ a 

N.dco  =  wo  mu.u  hazu. 

-t  gt.  20  (Kin-y ひ bi)  4-- . い Geol.  Geogr.  Bukili.  4 一-  Sdkuti.  Ivrollbusyp 

*  gt.  21 (Doy ひ t>i) 10  一-  Gee  ph..  Bukai. 1-- SGkwai. 


8 

4  gt.  23  (&etuy6bl)  Kdkadallwakwai.  2*-  ,F6ball. 

5  gt.  8  (Kwaydbi)  Butul.idamvakwtli  T6ban.  2-  Nakaya  S6siki.  Sil5y6zi. 

ひ gt. 10  (Mokuys5i) 】.o 一"  a.  Disinkcllklyasyo. 

ひ e;t. 11 -Mn-5^ff-w  Yoru  ^p^p^  Sail. 

ひ gt. 12  (Doy6bi)  Gakusiin  3--  p. 

ひ g:t. 16  (Suiy6bi)  51- p.  ueno  SeiyGken  Wadati. 

5  gt. 17  (Mokuydbi)  Mlinaguti  San. 

5 さ 18  (Win-y6bi)  Sakai  Saii. 

ひ ま. 20  (Nitiydw)  ltiib;isi  yuki-  Iludidaiia  Ji.aHcti,  ^^p^c  kuduretu  ita.. 


記 曰 中 懐 字 マー n 


5  e;t. に (Kwayooi)  Sllllsll-Danwakwai.  csstal  hi  Tallgc  IHStrk-t ぎ I  ucp. 

。さ the  Form  of  Foziis. 

ひ gt.  2 ひ (Kin-3r6bi)  SJlrli  San. 

ひ gt.  26  (Doy6bi) ヒー wo  Taiheiyd-E: さ aigi 

I さ Mo  (cetuyobi)  Yol-U  Taka-llil-e  Kuii tc  Teig-eki  (le  Tibaitd ま Violin  wo  5? 

ひ gt.  29  (Kway6bi)  Gog.o  u  zi き cen-syuni=  T ク vaisi.  Yoru  Sakai  San.  

5  gt.  31 (Mokuy6bi)  IVIils お uti  sal-.  Mozurt  Milmct. 

ひ さ 1 (Km-yobi)  KAkf-k ーミ kyfsyo  yuki.  Kag  iio  Rslbul-  k6,l.  Yoru  T6y へ-; cy6  t 一)  Jviu-ョ- 
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ひ «t.  2  (Doyobl) Yos  Sakai e  yuJu  ；  Sni Yu._a(k!ll iio  ，raup  wo  luiiiiyuku. 

ひ gt.  3  (Nltlyool)  K-mlyil- Krs  J5iiisyu  no  J\C21  kara-  .Kas-l iii ，r^ykyo  e  .vorl  hvaiiami 

15  ！ -aku  kara  Deiuva  ga  knl<al-l  yuku.  ，rikuyo  Hll-umesl.  Mill-uzen  dc  Ota-  lUasao  Tvuii 

HI au. 

Okano  iMlrl  IIDUSH  (le  s-.J-d^c  iVumai lu  yu】<:u. 

6  gt.  4  (Getuydbi)  ok;，uo  Kun に 一- sisu.  Asa-  MiniJii iii  yuku. 

6  gt.  5  (K;way6b*i)  Sakai  cdlo. 

6 お. 12  (Kway6bi)  cp^l^s. 

6  gt. 14  (Mokuy6bi)  Millasdti  Sau  vinlhl. 

ひ gt. 19  (Kway6bi)  Disillkenkyazyc  Daiuvakwai. 


記 日中 懷字 マ-。 


7  gt.  8  (Nitlyobl)  SJl-  to  Tik ョ-; - y-kK  ije.va  w-o  saJ4.asll.  Takahasi  kata  2IMa  vakll- 

soku. 

7 な. 12  (Mokuy6bi)  (iilkusihl.  Kikuti  K ノ i ミ Pupcr  N.  Telad;-,  nrf。r き， of  S さ. Bed. 

7  gt.  22  (Nitiy6bi)  Y2 ョ T ョ -util  s;-ll iio  Sisoku  to  Quartet . 

7  e;t.  24  (Kway ひ bi)  snizi,  Yayci,  Yukiko,  ，r;lka-  to  ，riku-.;l  yiiki.  N-iJuotu  todokazu.  uti 

7  26  (Mokuy ひ b>i)  一， iol. 

9  gt.  22  (Doydbi)  Alitllkpsi  dp  iVIGiiii お u  tyfuuoii. に (一 ii.  Ka」-iuui. 

9  gt.  27  {Mokuy ひ bi)  Sh-k2-  yi 一 ki.  Txjiw.  K. iii  Kurod; 一  Kuii 】10  D2,t4.01r 

9  gt.  28  (Kln-yooi)  Asa-  一  uwa-nami  K.  g.a  kite  Bulllsllsyoj  Inzei  no  Ko<;o  hallflsu.  ^ 


10  gt. 1 ひ (Getuydbi)  Yonl  Sin  ； Kyoto  e  toiu. 

10  gt. 1 ひ  一 Kway6bi)  sillken  OM--^^<p-^^pr  Awa  -Telten. 

10  gt.  26  (Kin-y6bi)  >^  Sin  K、y6to  ka-Jl  kael-u,  KGkfi  yuld  K:aig-unsy6  IISlttol-1  Taisa 

Gakukeii.  Til-i- 

ll gt.  2 ひ (Nitiy61bi)  G 一一  303  ，ヒ 6ky6k さ aikwau  Rikcii iio Ivwai. 

11 gt.  29  (Molsydlbi)  5*-  (iakusiin.  Sinsa  Tin  .Ivwa 一. 

12  gt. 1 (Doy6bi)  3 一一  1 つ. Gakulsll  T-ilcyu  iiut. 

12  gt.  2  (Nitiydbi)  3- 一  (iakusun. 

12  gt.  (Kw.ay6bi)  Salcai  sail. 


記 日中 懷宇 マ— u 


12  gt.  5  (suiy^lDi)  M5ag-ul;i  ban. 

12  gt. ひ (Mokuy ひな i)  G 一-  .K{>yiM<:waii. 

12  gt.  7  (K:in-y6t>i)  Balr  K ョ -oda ヌ uii kata-  一  ul-lcsl. 

12  gt.  9  -3^^^^ isratlul5  sensl 13  Iwval  Ivl. 

12  gt. 11 (Kway6bi) 麻布 富 士見町 德川義 親 7 一- 1 ニー-. 

12  gt. 18  (Kway ひ bi)  nisiu  r>a-ll\\-{lkwn,l . 

〔 一 月 一一 一十 日の 餘白 へ〕 

ョ ill. I  :J  (*2) 

H に (2) 

X 1 
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〔二月 一二 日の 餘白 へ 」 

Khida  1918  sumlnei- 

in  E.T.  C. 

walker  64  •  . 

〔三月；： 十 11ロ：- 十： 五 R の餘白 へ〕 

廿日に 日 比 谷 あたり を 過ぎし 時 はま だ 堀端の 柳の 枝 は 冬の 姿 を 其 ま、 と 思 ひしに、 羽 越の 雪の 

野 を めぐりて 今日 又 都へ の途 すがら 久 喜の あたりに て 梅唤く 村里の 冬 田の 畔に早 や 芽 を 吹きし 柳 

の 糸 を 見出で ける。 麥の綠 は旣に 一二 寸所々 に は 早 にや 茱 種の 花 も 見 ゆ、 昨日 北海の 濱 近き 溫海 

への 途 すがら 道 傍の 枯 芝に 寒き 川風に さらされて く ふきの 花 を 見出で.^ 何とな き あはれ を覺ぇ 

侍りし が、 今日 雪の 山. -を 越えて 國の日 表の 關 東の 野に 人れば 

しばらくの 留守 を たづね て 來た春 か .   I 
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記 日中 懷字 マー 口 


口  — マ字懷 中日 記 (昭和 四 年) 

1 gt. 12  (Doy6bi)  Gakusiil-.  Itoh  3,  Suzuki  2, Ishinioto 1, SyGkwai. 

1 g;t. 14  (Getuy ひ t>i)  Mcidiza.  Mijllidigari,  Kag-atalbi. 

Ivoiiiiyji  zycky?  iill-u  Koda  San  Koiiiiya  iwanaiiu  uo  Maneki de  Kasug-a-  Illrsnesi. 

1 gt. 17  (Mokuy ひ Ibi)  】，coluiva. 

1 gt.  25  (K;ill>y6bi)  -2 一-  p.  (一. K.  Til-i.  二 akusiiu. 

2  gt.  7  (Mokuydbi)  (iakllkcn.  Phils,  const.  1--,^ や Gakusiin. 

2  ^t.  9  (Doy ひ t>i)  ，rsll 一) oi  Kiui  KOUR-i  G 一-  r-akusik さ ai. 
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2  gt. 12  (Kwaydbi)  Kobayasi ni Genk:o  watasc.  一 

3  gt.  4  (Getuy ひな i)  Yultiko  Ty ひ wo  itame  Mizotmti  San  wo  yot-u.  一 

3  gt.  8  (Kin*y6bi)  Tukidi  f3y5gekidy6.  Rai さ bow  Grill,  osalja  Building,  Uusanvaityo  5--  p._ 

3  gt. 10  (Nitiy^bi)  sadals  Hirovosi  wo  ture  Tutoriie  ni  Idta.  _ 

.ー 

3 お. 11 (Getuy6bi)  Yfikata  sadabl g-a  kite  sotu,gy^-g.o  senzanl-y ひ no  Zyosyu  nal.uj 

Koto iii Idraatta  iu.  Isiwara  K.  g-a  t;ite  Yuwanami  no  K ひ za  no  Sodan.  Seizi  Siduoka: 

von  kaeru.  _ 

3  gt. 12  (wwaysji)  Gakusiin  Reilj さ ai. " lltiorh  by  l-hr- ひ c-paft  s.par.fc, ゴ liotca 一 ii Syokaij 

KaigunsyS  e  Rirekisyo  dasu. 

3  wt. 1*  (Molcuydbi)  Yon!  Salcai  San.. 
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fijg 中 懐 字 マ一 口 


3  gt. 15  (Kin-y6bi)  Fujioka  Kun  to  Yakusoku.  Tukidi  Sy や g-ekidyp 

3  gt.  23  (Doydbi)  ，raiheiys  Kwaigi  2 ヌ  , 

*  gt.  4  (Mokuydbi)  Abe  Ndsei  K.  to  T6ky6  wwaikwan  de  Mesi;  uti  e  ilo  ni  kaetta. 

ICun  ga  Jdta.  Siii  Meidiza. 

4  gt.  5  ^w-ts^  Uda  Kuii  KGkflkellkyfsyo  e. 

4  gt.  7  Kosiya  7 一-  5 ョ Ueno  tyaku.  Agedasi  Asaisi. 

^  St. 10  (Suiy6bi)  Yoru  Uda  ICun  ga  kit? 

4  wt. 11 (Mokuydbi)  Hiruniae  Ueno  no  MeihO-tenranlavaL 

4  Bt.  HM  (Kin-y6bi)  IComiya,  IVIatune  to  iiti  de  RellkukwaL 

4  et. 14  (Nitiy6bi)  Tsutsui  wun  Komei.  T6kyG  K.K.  5-  30. 
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Uiigakuza  de  ""Metropolis  - さ c  J-ul-u, に acme.  ^ 

職工の 歩行 ー dial. 

^  gt. 16  (Kway6bi)  Disin  Danwakwai.  "  O さ the  form  of  Volcanoes 、一 

4：  gt.  20  (Doydbi)  Gak-  K.e:n.  wule さ ai 10--,  SGkwai 1 一- .リ0=-. 

4  gt.  22  (Getuy6bi)  2--  p.  MonbusyS,  ^o-^tf^-TO.P^S--B^^P-.  Asa  Yuwaliaull 1 kita. 

4  gt.  23  fK;way6bi)  3 一一  15 メ  Riken-kul.abll dc  S せ ark, iio llaiiasi さ o  su.™.  ^  o--=  3-mllk\va- 

(，)w ョ -ityo  Ginnotyaryc. 

4  wt.  25  (Mokuy ひ t>i)  EAVasail.oll  Kogi  hazuut!. 

4  gt.  2 ひ (Kin-y ひ bi)  Yasulasizinsya  R-illzit-aisai  :K6kfllsnI?yuzyo  Yasumr 

ひ gt. 12  -2^s^^ w  二 akiiill. 

Fujioka. 


記 日中 懐 字 マー o 


5  gt. 14  (Kwayobi) 震 研 岩波 寄附 1000 事務 へ 渡す。 

ひ e;t.  21 (wwaydbi)  一) isillk2 一 k.Yf-syo  DallwillAwui. 

ひ gt.  2 ひ (Doy ひ bi)  Taiheiy6,J^-;-kllz>£tik\v;- i.n-L 

ひ {jt.  22  (Doyaji)  J\lo--i  T-- ニニ k;l- 一 〈三- ----il-i -.<、>,  二； -kllsik ノ van〈\v; 二 i 

ひ 23  (Ni1:iy ひ IDi)  /\  la 二 ミー… tyr-  oosr-li. 

ひ プ 27  (Molsy ひ bi)  l\v;m;m-i  =c  K,\v;-i,  一一： si.tvaika  Tyal-y6  5 一-. 

7  b、t.  3  (suiydbi)  YAK"-.1"I-  K-ik,ll i ミ 二, ya  N61-il-1stu  wo  okosll. 

7  gt. 12  -Mn-p-^a-ur  K\>>kf- 一… k;:--.i  二 illz;-  - --.  Cello  =o  It:  k;-lr  Mat 一二 一一-  ,K. iii  ;-  =  •  Yoni 
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7  gt. 13  (Doy6bi)  Kaizdsya-  e  w^^^tf  Gellkp  Osaka  Asahi  e  Sy 6hin  .  5sdFr  ,  f+enko  g 

7  gt. 17  (suiy ひ t>i)  5 ば —— Seiy6ken. 

7  gt.  26  (：Rin-y6bi)  R^dsnora  to  Daiitis6gro  T?6y6ken  de  W^SHO^-.  Kumamoto  tiudita 

K.  g.a liita. 

^PSPMP^^  ^^03p^p  Udi  g-a  sinda. 

7  gt.  27  (Doy^w)  7 一 J 1303  yuld. 

9  e.t.  2  (Getuy ひ bi)  Hnism^nbe.fg  Dirac  Ivog.l, 7  lea  made. 

9  gt.  3  {Kway ひ Ibi)  tars-s.  Dir.  さ akwai  Riken  (le. 

9  gt.  4  <Suiy ひ bi)  sac-a  Hijna  .wo  tori  liaeru.  Sadaka  zyoKyo 


記 日中 字 マ一口 


9  g;t.  5  (Mokuyooi)  (i--  slldur-  de  Ftgioka  Fukuda 15  So ぱ stu  to  Ixwange-. 1  ん esselci 

ひ 一一 K2=iy?  , 

9  gt. 11 (Suiy6bi)  9 一- きミ Fuji-ka  T6ky6eki. 

10  gt.  26  (Doydbi)  Taih.  (iak.  TySs.  Jink. 

11 gr  25  (Getuydbi)  5 一-  sins.  Ycb.  ny6g-.  K-.  Ueno. 

11 gt.  30  (Doyebi) 1--  一 (；, .K.K.  二 akusiin. 

12  gt.  2  (Getuydbi)  T6ky6  W.K.  Enti. 

12  gt. 11 (Suiy6bi)  4- 一』 Gak.  Keii.  Gakusiiii  (le. 

12  gt. 12  (Mokuy ひ Ibi)  (；； 一- kusiin. 
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12  gt. 17  (wwaydbi)  IMSi】！  K..  S.,  "  KAValltiitihf-  no  Tikelhelld6.- 

12  St. 18  (Suiy6bi)  Ihabukiza  keiibutu.  Yamada  no  "  otital-ll  Teiiuyo. 

12  gt.  21 (Doy ひ t>i) 1 ばレ， ，raiiLeiyo  (.i/T.I.K.  uenc  Uak  . 

12  gt.  27  (K;in-y6bi)  Ihskfl  yuki,  K;isiuouye  Sau  no  Kokubetusiki. 

12  gt.  29  (Nitiydbi)  Kodsnol-a  to  T6ky6  statisl  Hotel  Hil- 一 11-151. : さ こ zawak ョー 

Kokubetusiki.  Yoiu  Iwanasi  de  Rikwagaku  R:f>za  Hensyu  uo  I ウー- a K 

12  gt.  30  (Getuydbi)  Matuiie ヌ. to  D ュ Mslico  de  Hil.umesi;  IVIOrll-a お a  :Nikai  二 e  ^ 

made li auasu. 

12  gt.  31 (Wway6bi)  Mal-uzeu  de  Fa&zc-e  aesopicae  collects.,  ed.idil  C.  Halm.  Mitiik ミー 

de  Tikuonki  solsul-box  Edis,  IS  Y.  H6gakuza  Harold  Lloyd  "  TV e 一 come  da さ ger リー 

.〔 同じ 手帳の 餘 白に〕  , . 
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記 曰 中懷字 マ— 口 


交通巡査の 夏 

生ながら 雲の 峯 とやな りぬ らし 

鳥 羽 僧正の 鳥獣 画の 心理、， さ兀、 源氏物語 槍 画と ペルシア 画の 類似、 他 繪卷の 描 方と 新彊 壁画 

の 類似、 

關ケぼ 連判 狀の 手形から 各 武將の 身長 休 質 を reconstruct する 事、 


科学 行進曲 

科学 研究、 鑛石 採集 

坑夫、 精選、 

カスの 所理、 (芦尾) 

手 を 汚す 事 を 恐れない G 

琉磨 精鍊は 一人の 力で 出來 ぬ. 

，rilue が achieve する 

論文の 價値 判断、 

古いと 新ら しい、 

研究者と critic 

物理学者と 物理学 学者 
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もの. 知りの 護り、 粗 成 濫造の そしり 


〇 に 0  olentul-y  <joo  late 

〇 外國 学者 の 招聘 は 科学 を妨け る 

〇 蟬 

〇 一 一段 組と 一 段 組の 勞 力の economy, 原稿料 

〇 火星の canals は shear  cracks ではない か _ 
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帳 手 


手 隨 (昭和 四 年頃) 


杏仁 水、 池 本の 葬式、 栗 本、 

西瓜 バナナ 林檎 

ユラ 一一 アム グラスの 寒暖計 

猫が 家中の 凉 しい 場所 を發 見す る 話 

撟の袂 で 人が もの を 捨てる 譯 

馬車に 乘 つて 自働 車に 追 越される。 鬼と 亀の 話の 改造 

探偵と 科学者、 チ エスタ I トン 

氷水の ディ レンマ 

王 虫 を 拾 ふ 話 


505 


新聞社 見学、 階段で、 にって 腰 を 打つ 

活動と スボ ー ッ、 凡てが 一定の 型の 繰返し を 喜 ふ 大衆 心理、 講談 ものと 同樣 オリ、 チナリ ティカ 

尊ばれ なくなった 世相 

夏の 銀 坐と デバ— ト、 フォ— ヌの 午後の 氣持 

去年 瓢 トを つくって 失敗した 棚に 今年 は 糸瓜 を 作った、 此れ は 成 効であった、 延びる 盛りに は 

R に 一尺 も 延びた、 見て 居る 內 にも 延びる ので はない かと 思 はれた。 髯の やうな 蔓を 延ばして つ 

かまる 物 を さがして 居る、 竹で ももって 居て やる と 見て 居る うちにから みつく、 五分 間に 百/十 

度： K 径く、 雌花よ， 大抵 棚の 下側に つくらし い、 つまり 成熟した 時 ぶら 下る に 都合の い、 やうな 位 

置に雌花がっくのではなぃ ^-と思はれる、 偶に は 棚の 上で 引つ か、 つて 生る のが ある。 そお は 曲 

つて 輪 こなる r 下ろして やる と 段々 に 延びて 末 直になる つ 少 さい 內に蔓 に 洞 中 をから まれた の 力 

ある、 どうなる かと 思って 見て 居たら 肥る 力で 蔓を引 切って しまった 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


口 ー マ 字懷 中日 記 (昭和 五 年) 

1 gt. 19  (Nitiydbi) 11- p.  Matuduira  Sisyaku  Amiai. 

1 gt.  25  (Doy6bi) 11- 30£  TailieiyG  Gak.  Tyos.  T. 一つ 

2  a;t.  8  ( Doy 6bi)  2 一-  (iak.  K:21. 二  akusiiii. 

4  gt.  25  (Kin-y6bi)  Gakkeii  S6kw;ii 10  A.M:. 

5  gt.  5  (Getuy6bi)  Yol-U  Sakaisaii. 

5 さ 7  (slliyabi)  Sjulako  ga  kuni. 

5  gt.  8  (Mokuy6bi)  Yol-U  IVIinakutisal-. 
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き 

5  gt. 10  (Doy6bl)  Gog? 

5  gt. 17  (Doy6bi)  Abe  N6sei  w. 

ひ gt.  20  (wwaydbi)  Disin  W.K:. 

5  gt.  22  (Mokuy6bi)  Minakuti-  s. 

5  gt.  23  -wn^c-^ Qunrlet.  5—  Bai.nh。w  Takamine. 

ひ gt.  28  (Suiy6bi)  HM-^i^i  K:  o.per{x, 

ひ gt.  30  (K;in-y6bi)  Icuroc-a  Run.  - 

6  gt.  5  (Mol£y6bi)  2 一-  RK  Kwaigi. 

ひ gt.  6  (K:in-y6bi)  Matul.i. 
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記 日中 懷字 マー 口 


6  gt.  7  (Doydbi)  llGchi  WGClo  Ongakukwai. 

8  15  (K;in-y6bi)  Ta-llikawa  onsen  yuki. 

8  gt. 16  (Doy6bi)  Sin  Yay.  Yuk.  Ilatu  Dusi.  MatuIK-  K.  to  Daiiti ひ og.o. 

8  gt.  22  (Kin-y6bi)  Ikpho  yuki i:i  (like  ui  de  sm-i  ni  Kane き tcrare  ^^-^^i. 

8  gt.  24  (Nitiy6bi)  Tuda  K.  ga  kite  T6kyG  Ksikwan  Hisisi,  TikuyG  Yfslesi. 

8  gt.  26  (Kway6bi)  Kcmiya  Twanii  K.  to  Kaniizawa  yuki.  Hatoyai  Hideo  K§  5 

tullla-isare  Golf  cl-b  Hi  yulai. 

8  Bt-  28  (Mokuy6bi)  Takiils 1  ク m  to  T6kyS  K.K.  ilirsnesi  to  tl6gakuza. 

8  gt.  29  (K:in-y6bi)  Konliya  IVIatune  to  Tilsys  Jrumesl. 
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8  gt.  31 (Nitlydbl)  Seizi  siduoka-  yuki. 

9  «t.  2  (Kway ひ t>i)  Asa  ka.l-a-  ，r6y6zyr>  Komiya  to  T-r)ky6  I ん. K,.  5-kai i ョ ih-y;-  <!e  h*e=k-l. 

KOTnlYi-  \va  4  zi  made.  Ato  yol-u  nlade. 

9  gt.  3  (suiydbi)  K.om.  Mat.  to  Nikwa-Teii.  Tsuda,  i\Iatuiie,  Minobe  llz.  ra  to  Seiy6kel- 

nh-lullesi.  Mi--t.  to  K-21ku.  IMatumo  iio  Olaisan,  Tsuda-  Kor?  to  Otya. 

9  gt.  ,5  (Kin-y6bi)  Abe  NAsei  K. 1-i  Yfhuesi  jii  yobal-2-u  (K.omiya  to  hutal-i  s.  Kollliy;- 

10--  HO  S21(lai  e  tatu. 

9  gt.  7  {Nitiy ひ t-i) 

秦野震 生 池 行 

山 さけて 成りけ る 池 や 水す まし  . 

穗芒ゃ 地震に 裂けた る 山の 腹 

そば 陸穗 丸う 山 越す 秋の 風 

9  gt. 10  (suiy ひ Ibi)  Uciio  l^eiy6kell  GaTdsl  (Ic  Hinunesi.  ,iol ヨ ，reiK.e1d  <le  Hayaktnv;- 
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記 日中 懷字マ 一 口 


J3tissyu  wo  Jmr?  - 

9  «t. 12  ^w^s-^^rf-^^  IVIiyahn ノ  T-suya  K,  to  Hatano  Yamakudurc-  slddm で iio  K.eiib ョ-. 

Prismatic  conyrnss  二 <-  TIJCelsolcul-yo.  Kaeri  no  Dens.va  Raiu  de  5-0  tlo  Teuleii. ！,^ lllzyukll 

KIki (le 1  ビ iiiesi. 

w  gt. 14  (Nitiy ひ Ibi)  Asa  Rikcai. 1(5  niti  no  sinlsll  no  K ひ 21 Zyimlji.  uil-ll  TJlillyr)  de 

Kvosi  ni  au.  H^is-K-klsi-  de  Bird-S  no  Naiilcyoku  Film. 

10  gt.  4：  (Doy ひ Ibi)  Rikwa お akn  K^iza iio よ ofd  ttoAJleigh  一一  GeiilcS  watasu.  shlu-da  Tad;M- 

1《. no  l)<.>v{isvfl  Avo IwallslT-li  no  S.  ni .tanomu. 

10  ^t.  5  A.sii  - ^p^p^^  Dailcu  s-il  kite,  siljal-ai.  G!og.o  (iillza  Palace  de  Jsm.iufJX 

n(>  "  Sins  of  F (一 th.crs  to  "  Volga  "  wo  .iiiiru. 

10  gt.  6  (Getuy6b>i)  sin  Asa  Tabidati.  Yotei  G  Nacetu.  7  Kanazaw?  H  .Hasidate,  ！- 

Ki】5 さ ki,  Idumo  ，raisya,, 10  Okavaiua, 11 Hp-^pwws^c^ 12  wakanounl、 13  Osaka. 
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10  gt. 13  (Getuy ひ Ibi)  Gakiusiin  neiliwai.  Yoru  Yuwananu  K.  g-a  lata.  2 


10  gt. 1 ひ (Suiy6bi)  Asa  Kitag.awa  e  S^BP^.  Yoru  S 一一  1 ひ ™  Betsctialai  Anene  sinag-awa 

10  gt. 16  (Mok;uy6bi)  Teiten  syddailDi. 

10  gt. 18  (Doy ひげ i)  Qorao ひ-  30  Aitig-illt; ひ T ひ y^ken.  Got ひ ； K 一 vanpei  San. 

10  gt.  29  (Suiy6bi)  Riten  K6eiilavai.  Hattol-i  Tokehiaosi,  w  syGkalr  f  ol-u  ivinlbara 

Kun  to  Hotta  Sintyau  g.a lata. 

10  gt.  30  (Molsy ひ l>i)  Yold  Hase,".a.vva  K.  g.a Idte  ^^^Bp^s^^  S.  g.a  kite  trio. 

10  gt.  31 (Kirfydtji)  6-  T-6ky6  Kwaikwan  Rilcen  no  E>s-ai.  wdkfl Ki  K:  S.  yuld. 

ICokusan  (seil^6sya)  no  Kwaityfi-dokei  (10  Y)  Sinzyulm  Mitukosi  cle  t;au. 

11 gt 12.  (suiymsi)  -Toljeillaosi  no  cleldru  Hi.  一 


記 曰 中 懐 字 マ 一 


11 gt. 17  (eetuydbi)  K6gi  hazise. 

12  gt.  6  (Doydbi) ひ 一- Sue ザ atu,  I^valmmi. 

1.S  gt.  9  (Kway^lji)  Kc-liolnlkakwai  Ilakouc  Kwansuh.o  de.  Kesseki. 

1.S  gt.  .L2  (Klnyotn)  GakusllM  no  K メ vai.  Disin  no  Hiljal-inlono  iio  Haiiasi. 

12  gt. 16  (Kwaydbi)  Disin  w.  w.  S.  Danwak さ ai  Goten  de  (llan-kdkai). 


〔同じ 手帳の 餘 白に〕 

カブ キに現 はれる 人物の types と actor の type との 結合から 色々 の 結果が 生す る。 

某 宅の 主人 か 退職に なつてから 垣根 か 奇麗になる 話。 

〇 子 クタ イビ ンとぺ アビ ン の 落し もの、 話、 時計の 下 ( 一 号舘) 

〇 臨時 車掌と 乘客 

〇 金滿家 番附を 見て 居る 人々、 
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〇 ファ ー ブルの 「かにぐ も」 が 仔の 袋 を 唆 破る 爲に無 食で 生殘 つて 居る。 そして 其 任務 を 果た 

すと 死んで しほ ふ。 人間の 親の 愛 も 矢 張 結局 は 同じ 本能 

〇 此 本能の 哀頹は 人間 を 破减に 導く かも 知れない 

ファ —ブルが 虫 を 見た と 同じ 眼で 人間 を 研究す る 必要 

衣 聖撟を 自動車で 通る と 左右の 町の 燈 火と、 行 交 ふ 自動車が 不思 儀な 昔樂を 奏して 居り、 自分 

が 其 中の 一 つの 音で ある やうに 感じる、  . 

地形図の 觀 察から 

測量 師の 生活 

山間 住民の 生活 

振り 米 

橫 山醫師  . 

下駄の 枕 

山間の パ ラソ— ル 

◦  Nature は 「無学 文盲」 な ものである." 学者が 六 かしい 計算 をした 結果 或 現象の 「不可能」 を 
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言 己 曰 中 懐 字 マー 口 


証明しても 「自然」 は それ を 無視して 平氣で 「不可能」 を實 現して 居る.、 

映 ー闺で コ ー ヒ ー をのむ ところ を 見て 居たら 急に 吞み 度くな つて 飛 出す 人の 話 

日本に は 本當の 意味の ォ リヂ ナ ル リサ ー チが 乏し い 

重要な 參考書 や 論文 を 見 つける 能力 

新しい 問題 を ありふれた 方法で 追究す るの は 尊重され、 古い 問題 を 新しい 眼て 見直さう とする 

努力 は 軽視され 或は 寧ろ 誹謗され る 

ァ ン コ を 研究した 北海道の 先生の 話 


osept. 14 

パ ー ト探險 フィルム 

S 病 犬 Spy 取殘 されて 淋しく、 慰め 難く 遂に 友 を 追 ふて 及び たれ ど 衰弱、 遂に 銃殺す。 

往路の 雪中の 足跡 (人と 犬) 歸路の 足跡 (人ば かり) 

g バ ー ド 目的 を 達して Camp に 着き 一同に 擔 はれて 營に歸 る、 此時 愛犬 狂喜して 飛び付か 


5.15 


ん とする も 及ばす、 此 犬の 擧 動に よりて 實寫 なる 事 を 知る ベ し。 營內に 人り て hotcofeec の  一口 化 

も眞實 

g  S の Spy 射殺の 前に 四 人が 立って 相談す る處も t 一- § 

バスク ー キ ー トン は 自然力と 戰ふ、 11 暴風、 洪水、 水、 火 等 

口 イド は 機械 や ®- 物と IKiiJ 

チヤ プリン は 貧苦 や 人 

〇x  nias は 自分 を 感傷的に する、 人間味 か 氷った 心 を 擦 かすの だら う 

リ —ダ ー の マッチ ガ ー ルの 話、 ゲ チン ゲンの ^  I. 

レ —ンボ ー グリル，。 ォモ チヤの 消防 自働 車、 南京豆の 胚芽の 髯が サン クク 口 ー ス に似て 居る 話 

津田靑 楓歡迎 會」、 風船 を 飛ばす、 四つ は 高く 上り 一 つ は 低く 飛ぶ、 西日の 當 つた 銀行の 屋根に 

沿 ふて 對 流に 運ばれて 上昇す る、 五 人の子 供の 運命、  . 

暮の卅 日 神 保 町の 露店で、 色 石版の 額繪を 見て 居たら 子供の 時に 買って 居間に かけて あった 少 

女 祈禱の 画が あった、 當 時の 事 を 色々 思 出した。 紀念に 買って 來れ ばよ かった と あとで 思った、 


手 帳 (昭和 五 —九 年) 


,1930 

C 球 皮 を ca!-acity としたる long-spfu-k と Walter の riightnill.t^- とつ 比較 

See  Nature  124,  (ly2y) 

N.O.  :U34  su!>p-le:mel.lt. 

〇 避雷針の 設計  一 


◦  Magnetic  IryytGiis は warkhausen  li。ct と關 係す Benedick-Tsutsui  Elfect も 又 i れ 

に關 係な きか 

手  Kal-kh,  S. にっきて は Ami  del-  Phys.  wd.  3.  Heft  6 を昆ょ 

巾 olnsurtlng-  oil に Spark を 通じ 其 current で 其 油の X 丄 -ay  fig.. をと つて 見る 事 


5：17 


〇 Argon  % 


◦  Negative  catalysis  of  H2+P  reaction,  by  diffint  combust 一  gases 

H3  coal  g-as. 

turpentine  vapour 

Especially  the  gas  obtained  by  distilling-  Mi  oil さ ith  ash  or  adsolc! 

•prohibition  of  nuclei 


〇 石筆の Glutfunkes 

。ォ 


ospark  circuit に Gleiclll-icliter を 人お る 影 

3ee  Ost さ aid  ：  R:<>1  一 okhvisscnsehaft,   ？  二？) 
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帳 手 


〇 石筆の Gleichrichter 的 乍 用 

〇 石油、 

魚油に 火山灰 を ョ. t させた 時と adsok- を 作用 させた 時と で 1 i00 の 上での 移動 

の 差異  -  ひ：. >チ1 

0H2 と c】2 の 作用 を喑 所で 種の 〇ri§th,.l-  Catalyscr 中で 驗 する 事 

ogiea の thin  】」ate を 通して Spark を 通す 時に Spark の 形態 はどうな るか 

◦  single  Cry き 1 の electrode に JMOno-chiitie  x,ray を當て \  spa-k の 出方 を驗 する 

事 


〇 炭團 の燃燒 

灰 を 通 L て 02 か difPuse する 時 periodic  phenomena は 起らぬ か 


地下 ® 松 坂屋前 階段 鏡 硝子に 現 はれ は Periodic  ring.. 銀 はけ 確 子で 試みる 

〇 Inira-red づ Jlotogl-al:-l】y 

Infr.  R.R. で 11202 を 生じ 重ねた p】ate にんじさせる、 


〇 墨汁に alkali を 人れ 高壓 を 通じて 發光有 aw を驗 する  2： 


〇砲子 板に Pot.  bichiate  G  thin  f 其 上に 洋膜、 乾いた 頃に 中央に >| を，.^」 ^ 

き Ring- を驗 する  _ 

つ 葉 こ 燒紋を 作る 時の Oxidation に 伴 ふ發光 はない 力  一 

〇 靴ゴ 厶 と 人 碧との 間の friction は Bit の Haftvcih と關 係す。  一 

Ton に 匿々 の elektrolyt を 加へ て Friction を驗 する 事 

〇 賽に KI. を混 して 固めた もの 、中に elcctrodel いて 電撃 を與 へ 此れ を 切開した 切 口 を 

Starch  paper に print して discharge  track を 見る 事 

〇 結 霜 ガラスの 生成  _  l-y.^n^^o  , 

スリ 硝子 表面に ゼラチン 膜 を 作り 急速に 乾かして 力ら 膜 を 翁 力す 時萍 

〇 同時に 降る 雨滴の 大小に よって 溫薩 を 測 かれば、 雨滴 生成 時の I と 下層 I の 差が 分か. 
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帳 手 


康箕 類似の 装置で 雨滴 をより 分けて 蓄積し その 溫度を 計る 事。 

〇 土壌 面が 急 雨に た、 かれた 跡で 固くなる 事の 實驗 

〇 水産 講習 所 研究 報 第三 十 号 第二 冊 (昭和 九 年 八月) に 新 野弘氏  一 I 海底より 得た 凝結 物と 僞凝 

結 物に 就て」 あり、 

i れつ 爲誉が 海 奴の Ph 又は pressure の 変化に より 生じた もので はな レ 力の^ あり 

凝灰岩 片 で實驗 して 見る を 耍す含 鉄 膠質 を 有する 海水 中に 石 を 入れて 强壓を 加へ、 叉 其 

等 を 変へ て ropcat し、 後 Section を 作る 事 

凝 灰 質 頁岩 標本 を 得る 事 

〇 電 UK 試 驗所 第三 部 駒 形作 次 氏の 實驗 窒參觀 (9 丄 xl,26)、 

三 ass  powder を 500 位に bake した po 一. ous  disc を 作る 時に 下 面 を 鉄板に 接觸 させて お 

くと 鉄 (酸化鉄？) が uniforiu に diffuse じて 桃色に 着色す 

こ の 】llc 二 liiiiism 如何 

實驗を 要す、 
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記 日中 懷字 マー 


口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 六 年) 

1 gt.  26  (Getuy61bi)  5--  Iwanami  no  LCwai  (Mlse). 

3  «t.  9  (Getuy ひ Ibi)  K ひ k.fl  Da ミ vakwai  ！ -^IJan. 

3 お. 14  (Doy6bi)  TaiheiyG  Gak. 1 一- に . Galalsiilr 

*  gt. 14  (R>,vay6bi) 場 上 1 ； so 。轉 1.05 」11 

4  16  (Mokuy6bi) 上 1 :120。 轉 1.53  m. 

4  gt. 17  (Kin-y6l>i)  上 2 轉 135。  LS ひ m 

ひ oo 1.2 に 0 


お 3 


4  gl:. 18  (Dov ひ bi) 


下 


110。  1.71m 


4  gt. 19  (Nitiydbi) 

100 1.07 

1§ 1.91 

70。 1.93  III 

60。 .1.0 ひ 

き。 .1.1。 

120。  i 


上 4 下 4 

30。 i.y ひ 

90。  .51 . 


4  gt.  20  (Getuydbi) 下 1 SCO 1 .50  〕- 


*  e*.  21 (Kway6bi)  IJCtal 

100。 1. に ol-l  90O 

！ 5 1.5 一一  100 

12ー> 1.4-  Moo 

120 1.2H 


22,  p  JfJ 上 

1.2-2 

二  0 


4 下 4 凡て 夜間 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


4  §;t.  22  (Suiy6bi)  .J は 雨 上 6  T  7 


80。  J.l<i 

100  .1.10 

！ 5  ,1.18 

150。  1.27 


90O  .08  '- -.  fr. 

40。  J.IG  >^ 

50。  obs  T 

80 1.30 

50 1.37 


100。  0.89 

20  0.89 

160  0.7 に 

！ミ 0.5 ひ 


4 の t.  23  (Mokuydbi) 夜强虱 K_  7 

き。 J. 04  もの 普通 落花 ，t 

70。 1..I7 

90。 1.9<S 


下 4 他は|31^頭ょり脫落ぃづれも枝上にて腐朽せる 

の 中に て 上向 3 


4  gt.  24  (Kin-ydbi) 上 co 下 

ニー >。  1.07  (，マ.) 

き。 1ヒ7  (，h)  (S) 

14{>。  0.60  (T-)  (fr) 

100。 .1.5「) ( 一-し as 


ス 見せす へ Iwotals  H;, 19,  M 

〈17,  21. 
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to  rf^  rfi^ 
o   c:  o 


GO 


腐 普 
—― 逋 

一一 - —— -  一 — * ~ へ 

^上下 上 


11-- 30 ISTilloll  E:lu-al〕u. 


4  gt.  M ひ (Doy ひ t*i) 上 2  T 

40。 1.01 朽の もの 2 

110 1.07 

80 1.29 


他て， 募 はの もの 3 上丄 下 01 他に 枝 上に 落ちた る树 


4  gt,  26  -w^s^^ 乍 日中 風强 

F 

厂 

110。  -.99 

40。 1.14 

10。 .1.42 

さ。 1.32 


虱の 爲 S くに 散る 遠き もの は 了 八 米 根元より 距る 
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記 日中 懐 字 マ-。 


5  gt.  27  (Getuy6bi) 下 2 上 0 落下 点より 著しく 移動 風の 爲 なる 事 明な. 

100。  1.G5 

120。  L50  . 

4  gt.  28  (Kway6bi) 上 4 下 ？ Y 內 は蓦付 下 いづれ も 上向 

100。  L08 

i。  -.G2  IF  (fl-) 

.120。  0.03  IF  (fr) 

130。  1.G2 

*  gt.  29  (Suiy6bi) 上 5 下 ー 內 (腐朽 萆付 り 1 いづれ も 上向) 

さ。 1.19 

00。  0.03 

4  gt.  30  (Mokuy6t>i) 昨日 雨 下向、 昨日の もの 

Hc。  一：；  I 
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ひ gt. 1 (Kin>y6bi) 昨夜より 雨 上 2 下 3  (內下 2 は蓦 付) 

100。  1.54 

90。  0.90 

17c。  1.00 

5  gt,-  2  (Doy6t>i) 上 3 內 1 募 付 

140。  0.S5 

1 5U。  0.9S 

5  gt.  3  (Nitiydbi) 此日は 午後 五 時 調 上 1 下 3  (日中 風稍强 し.) 1 個 募 付 

140。  1.38 

120。  1.21 

140。  1.01 

ひ gt.  4  (Ge1;uy ひ t>i) 

落ちす 
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記 日中 懷字 マー n 


5  gt.  5  (Kwaydbi) 上 1 下 1 上向の 方蓦付 

180。  0.62  . 

5  gt.  6  (Suiy6bi) 上 2 下 1 蓦付は (上 1 下 1) 上向 は 全部 腐朽 横に 倒る 

140。  £3 

5gt.  7  (Mokuy ひ bi) 下 1 半离朽 

170。  0.67 

5  gt.  8  (Kin*ydbi) 下 2 

90。  ，0.71 

80O  0.69 

は St.  9  (Doy^bi) 

一 個 ありし も 女中が 動かし 不明 

ひ Bt. 10  (Nitiydbi) 

ナ シ 
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w  gt. 11 (GetuydlDi) 

160。  I.IG 

5 の t. 12  (Kway6bi) 雨 上 1 ^撗 

^oo  P84 

ひ gt. 13  (suiy^t>i)  pi 下 1 

^oc 1.40 

ひ gt. 14  (Mokuydbi) 下 2  一  S 苺 付 |g 

一 個 位置 不明 此れ も 募と 共に 落ちた る ものな らん 

ひ gt. 16  (Doy6bi) 上 1 (横) 下 1 (募 付) 

前夜 大雨  . 

不明 多分 尊 も 落ちた るな らん 

7  gt. 18  (Doy6bi)  Asalii  K.<id^  tie  Dobjmlco  no  "  Daiti "  wo  mil-u. 


上 1 但し 稍. M ち 横向きと なり 花瓣 散れり 
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記 H 中 懐 字 マー 口 


7  gt. 19  (Nitiydbi)  J  ah さ, FUJrwlla-a,  Enti 2. 

Mini  一 >:liitis6,£;.o  Eiiti  to.  Teitoza  de  Hlgwa. 

7  gt.  24  (win-yobi)  wdzyunsha. 

； 9  gt.  .5  (Doydbi)  5 一-  Ir;ltt(>l-i  Irr-Ia い kwai. 

9  ^t.  22  (wwaydbi)  (； of?o 1 zi  seh.6,  IwasalKIl-o  Akio  g-a  slnd? 

9 ち. 23  (suiy ひ bi)  Tp^iiti  IWito  Jio INI  nc  teo^^o  o  yuku.  Moslotanl  nikcll c  kuni. 

9  gt.  26  (Doy6bi)  T6iti  Gcsy-ku  .wo  sag-asilscl-u.  Nihcllbuy6kycKwar  Ikeda,  Kuu  kani 

Batp  K.  ni  n.GkGkwai  no  Sy5  no  Ivcto  hanasu. 

10  ^t. 1 (Mottuy<51bi)  S 一一 child  .Kun  S ひ Istukwal.  - 
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10 -gt.  8  (Molsyot-i)  suellil-o  liun  J.weri§  e  tatu. 

10  gt.  9  (Kin-y6bi)  no  ZyusySsiki.  5 一一  T6ky6  w.  K. 

10  gt.  20  (wwaydbi)  silllsn  DanTvakwai. 

10  gt.  25  (Nitiy6bi)  r) 一- : さ。 Tok.  K  K.  Taguti  Kekkon  Hil-6. 

11 gt.  27  (win-ydbi)  Riken  wallsallkwai  6 一一  30 一一-  T6kyS  K.  K:. 

11 gt.  28  (Doydbi)  Sakai  S.  no  Quartet  7-  Zinzyu  K ひ dp 

12  et. 15  (Kway6bi)  I〈ikuti  ICun  wekkon. 

12  gt. 19  (Doy6bi)  5 一-  30  i\i  tig-inks  T6ySken. 

〔同じ 手帳の 餘 白に〕 
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言 己 日中 懐' J': マ一 <^ 


◦  Morocco,  .p\3b. 15. 

中^;£ から 見る、 Heroine が 酒 を 香んで 醉 つて 居る 光景の 前に 高 窓が 現 はれ 人形 を 飾った 格子の 

內 側に 猿が 居て 往 つたり 來 たりして 居る 所" 

酒場で Bl.svn の 去った 机で ナゃフ をい じって 居る 處の 音樂 効果、 心藏の 鼓動 を Symbcli7e し 

て 居る、 

砂漠への 旅立ち、  I 

アラベスクの 門の 右側に ho  一. oils が 立つ 一 隊が遙 に 進んで あと は 野 羊 を 引いた 女が 進む、 砂 

丘の 上に 旗が ひらめく 

hcsillc が 追 ひ つく 

風の 音で 終局 

oplallktsl の 研究で は qiuiiitilativc の 方が 先で 概唇、 qualitative の 方が あとで 詳細 

〇 非常に 頭の い、 男が 非常に 馬鹿な 女が 好きだと いふ 男の 話 

〇 輕 めし 45  f{ コ ー ヒ ー ゼリ ー で CG せ 戈が 時に S せ 戈と 間違 へ られる 話 

〇 田 中 絹 frc の藝 は问處 とな 〔く〕 コチ々 々して 人の 心に 溶け込む もの を 有たない。 粟嶋 澄 子に は S 


それが 多分に ある。 「姉妹」 の 後半 零落して からの 處が よい。 

「阿 フ リカ は 語る」 

じら ふの 頸の 線と 樹木の 線、 ィム パラの 飛行。 フ ラミン ゴの 群と 行列、 野球 戰の觀 客、 土人の 

額の 蠅、 土人の 四拍子の 音樂、 瀧の 魚、 獅子に サイ 力 を 殺させる 計畫 

フ ラ 一-一 ンゴ の 群の 中に s 形の さ 地の あるの が 湖底の 深み を 示す 事。 

獅子の 居る 平原の 草地に 断層が ある、 調べ て 見る と此 地方に は 近年に 大地震が あったら しい、 

土人の 頭の 蠅は畫 龍點隨 である」。 土人の 城 ミズ リム 式、 大学の 新 建築に 優る 事數等 


〔同じ 手帳の 後から〕 

Jl5ead  &  . Eiket  Llg-htnlng- 

1924  (大正 十三) Aug.. に 0. 

東 遊雜記 (帝國 文庫 紀行文 集中) 

Droysen  ：  Aristophanes. 

.AJ  tllenells  ••  (IJOet3) 
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記 曰 中 懐 字 マ— 口 


(火の玉の 觀察) ilK 集 44  (1925)，  AUS..  4  (01- 5)，  20 一- 頃 

房 州 北條字 八幡 附近 鉄道線路 上、 目撃 地より 50m. 

(奇 現象 觀測) 雜纂 5 の 二、  P;  363. 昭和 一 一年 十 一 月 十六 日 夜 7--  50-" 火 球ら しきもの 羽 

幌 測候所より 報吿、 三 四 分 後 降下し 或 丘の 後方に 下りた る を 見し もの あり 

(異常の 流星) 同誌 同 号、 1>. 359 札幌 測候所。 昭和 I 一年 十 一 月 四日、 後 九 時 十分 頃 頭部 月 直 

径ニ 倍大、 

此れ はさ 知 郡 美 吹で も 認めたり 

大正 十五 年、 歸 省後數 日に 坪 井 君 瀧 野 川に て SW より SK へ。」 同年 七月 廿 七日 東京 發 八 

月 六日 高知發 七日 東京着 八月 三日 羽田 沖 地震 


T.  A.  ^つ lllleel- ： T11-- 一 llstol-y  ()：f  一、  esuvius  frsu  A.  I). さ t-0  K. 1). 1! ミ 7. (一〗 二 dip  T(>l-le, 

X.;-I51i,  1907) 

猫 園 、淸 朝の 書、 猫に 關 する あらゆる 事が ある。 


VFtea 、己 一 

IS フー Taisi 一一 iiaj 
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昭和 3 年 五月 廿 一 日 東京 強震 

震源 江戶川 口と 中 川口との 間の 地下 ( 東京 43  mill)  原 

次 は 大正 十五 年 八月 三日 (東京で iasl 位)、 此れ 以下に Isun 以 の ものな し 

安政 一 一年 江戶 地震 震源 は 亀 有の 逢ら し い" - 此れより 四 年後 岩槻 地震 も 同 線 上らし い、 

G.  Stadnikoff,  Die  Entstcliung  von  Kohle  u.  Ki. 

otto  Bli 一 h  u.  Nauder  Staik,  Jse  Adsorption. 

Gi-iesba つ h,  p  L.  Die  K"dbeb21  in  den  Jahren  1867  u. 1868. 

Mitt,  K..  K:.  Geogr.  Ges.  in  wien.  1869. 

Canaval, R.  ZS.  f.  prakt.  Geol. wd. 17  (1909) 

vau.er,  Unters.  tnsr  das  phanomen  der  Erdbebsl  in  der  Schweiz.  1858  Gctha. 

Adolf  ATUkovic :  Hrdbeben  u.  Magnetnadel.  weobachtungen  u.  Studien  F  d.  ziusanllueM 

llanra-  del.  IVIagnetnadel.  wien,  .vvalcmehu  1899,  4：2  o. 

uetsr  die  Ziclszack-Form  der  lan^en  Funlsn  und iSer  Blitze. 
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言 己 日中 懷字 マー 


MZ. 14  (1897) 194 に抄錄 あり 原著 は The;  Klectl-icitul  18<J7,  VCL  .p  p.  438 にある 由- 

li.  cluurs-au  :  Elcctl..lcit6  tlt:nlospher.-qu (-.  l,-arls, 1.9 にに.  一 

鐘に 血塗る 話  j 

米國 科学 通信社  ： 

Editor  ci-  Scicutilic  yervks  一 

0/0  United  Press. 

wash.  D.  p 

中 谷 君の 發啼へ 上った 日 八月 十二 日  ， 

明 火曜 二 時  一 

原槁 十二 枚、 一 科学」  一 

初号 三月 五日 迄  一 
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光る かと i: かし さの 夕 櫻 


wlasliau  Co;pal. 

長 岡 町、 2-  30 被服 廠 人口の 近 

明治 中お 十 建築中の 上に あがり 展望 周 園の 火 を 見て、 場の 中央へ 移る、 旋風 一時間 前、 

4-  30 淺 草の 上の 方で ゴ ー と 音が して さが 暗くなる。 ッ ナミ だと 云 ふ。 風强 くなる。 柳の 木に 

登らん とした 時 強風が 来て 柳が 橈んだ 這って 東へ 逃げた、 眞 暗だった、 三 間 位 這って 平伏した、 

家族 も 同樣。 丁度 一寸 位 雨水が 溜って ゐた。 色よ の 物が 落下して 来た、 同時に 息苦しく 感じ 同時 

に 暑くな つた、 水 をし やくって からだへ かけ。 夫婦の 間に 子供 を 置き 手拭で 水 を かけた、 叫喚の 

聲と 唱名の 聲 とが 一 面に 聞こえた。 中 を 「暑い.々 々」 と 云って 飛んで 歩る く 人 もあって 踏み付け 

られ た。 妻 君に 頭 を 下げさせる やうに 押さへ つけた。 足へ 抱 付いて 悲鳴 を 下げた 女が あつたが 振 

返って 見なかった。 窒息す る やうな ガスが 來て 息が つまる が 時， M 凉 しい 風が 來る。 自分の 上へ も 

人が 重なって 來た、 雨が 降れば い、 と 思った。 幾 時間 かたって 息苦し さが 軽くな り、 暑さ も 少し 

薄らいだ。 始めて 頭 を 上げて 見る と、 未だ 四方 は 燃へ て 居た。 そしてす かして 見る と 棒の やうな 

ものが 林立して 居た。 よく 見る とそれ がみん なつ 、ばった 人の 腕であった。 
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記 日中 懷字 マ—。 


その 中に 炎の 向 ふに 立って 居る 人の 一 團が 見へ た。 行かう と 思って 立って 見た がま だ 熱くて い 

けない から 叉ね た、. 其 中 西 天に 低く 眞 赤な 大 陽が 見えた。」 助かつ た 人達が 名 を 呼び 交 はす 聲が 

一 晚 中つ 、v いて 懐慘を 極めた、 

夜 明 迄 動かない 事に した、 .  . 

腰の 上に 居た 男は燒 死んで 其の 壓 力で 腰が 痺れた。 近くて 燃へ て 居る 人から 吹きつけられ るの 

で 足て 踏 消さう としたか だめだった。 

夜が 明けて 河の 岸へ 行った、 船 も 何もない から、 安田 邸へ 這 入った。 庭で 一夜 を 明かした、 亀 

井戶迄 行く と 救護班が 居た。 汽車で 船橋 小學校 へ 牧容 され 大きな 握飯と 浴衣 を 貰つ て 感謝した、 

そこで ニ晚 伯す。 

五日 巢鸭の 親戚へ 行かう と 思つ だが 食料品の ない もの は 市へ 人れ ない とい ふので 米な ど 買って 

から 巢 鴨へ 行った。 

遭難 後、 ガス 會社關 係の人に 聞いた 處 によると、 藏 前の タンクの 仕 末につ いて 評議 をした 末、 

タンクの ，ss を 河の 方へ 向けて 放出した。 そのせ いで あの やうに 被服 廠 一体が 一度に 火に なつ 

た。 又 目撃者の 話に 隅 田 川に 火の 橋が か 、つたと いふが あるが、 それ も其爲 だら うとい ふ 話、 (タ 

ンクは 丁度 安田 邸の 向 側に あった)  . 

以上 は ，931,MM.n.h 11, 末 初にて 麻 田 醫師の 直話、 岩波 君の 紹介に て 詳しき 話 を 聞く、 

押 川 廣秋君 講演 (水 產試驗 場) • . 
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日本. 1# ルは 岸で は phytoplankton では diatom 甚 多し 

少し 海 # を 離れる と "hytoplankton は 僅少と なる 

男 鹿 半 ft/? 附近で は 著しき discontinuity あり X 点より A 迄 は phytoplankton 甚 多く  X よ 

り c、  B に 到る 域 は Zooplankton 甚 多し、 多分 Coastal  .svater と oceanic  water との 酉； 

の 境 ffl^ に當る ものな らん 〔阖 あり、 省略〕  , 


宇田 君 若狹灣 

此 層の 上下に て 魚類の 種類 分割 さる & 事と 一 致す 

李禎 (瀨 翁) 山水 図 

李 王家 博物 舘 

約 30  X  20  cm. 數面 の 一 闺帖な り 

Oil  the  mock  Movement  of  the  Ea  .th、s  cri 地塊 運動に 就て 宮部 


大正 15  VEl-M 

昭和 2  m 
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記 日中 懷字 マー " 


Tokyo 氕溫 濕度 

降水 風速 


Monler-willlplu 

Story  of  Nala 對譯書 

Oxford  Ed。 


900x5—5.5  p. 

4  一一 4500  414950 

P.  R.  S.  A  815  P.  624 

Allmancl  &  Harla^e 

r*roceedin2-s  of  the  3rd  Tnteniational  congress  for  Applied  Mecllanics. 

Stockholm.  1930. 


Oil  the  ^^^dft^sM.O  of  Electric  E. 
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信 

省 

著 

春 

秋 

tfc 

版 

ひ 

Symons  Met.  May,  372,  (1S97)， 183  cn  eaithq.  of  Dee. 17, lS9o. 


山 崩 總數。 遞 

Betelgeuze 

Betel  -s^euz ひ 


色 名總鑑 

〇 伊東に て 小 地震 継続 中 カレ ィと いか、 とれた 

〇 川奈 では 伊東 地震の 間と 關東 地震の 後い か 多く とれた  . 

〇 川奈 伊東 網 代で 伊東 地震の 時ぶ りが とれなかった。  - 

〇 熱 梅で は 影響なかった 

〇 伊東で は 地震 前後で 魚の 種類が ちがった。 

Ilelt7」s  theory  of  Hal-dlless 1  ビ st  developed  by   . 

Ilaby-  :  Ann.  oL  :Pliys, 】4  (1904)  S. 153 

Fuch。  .  p-hys.  ZS. 14  (1913)  1282  Ilis-  spannullli-sbila  ges-eb.  fiil-  den  Fall ノ vo  eiu 
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記 3 中懷字 マー 口 


Ku-gel auf  einem  F-latten  g^edruc-kt  isi. 

LO\d  :  Loh-lbueh  (Deutscll) に 37 

ATOhrg-  const  motion  :  ZS.  d.  Ver,  d.  In?.  44  (1900)  152fi 

1,^011  :M;oussinae,  panol-tuTliquo  du  cinema  (L、tu-t  ciiiomatique  v) 


〇 也 震の LTSnpcJraturc の 概念 


alastic  const,  of  Qua5 

.voiat,  Wied.  Ann.  31 (1887)，  495,  70.1. 


. Nature,  〕{j4  (1!)19) 

H  w.  p-rencll.  Conical  Crac に of  Glass. 

TVL.  walker:  ()hs。l-vaticns  cll Pertussion  Figul-es  on  clcavpso  plates  or  tilca. 

American  Journal  of  Science  nivl, 2  (1S9S,  c. 


543 


小山、 日本 產 石材 精義 7  yen 


T-lle  Wave  Meelianies  of  Free  Electron. 


魚 卵 roe 

Hel ring 


木曜 11112 火災 論 


On  the  I*ossibility  of  Finding  tlie  r-ertnanent  Crust  Dislocation  caused  by  an  Eal.tllclli 

.by  ineans  of  its  selslno^ram. 

地震計 記錄 により 地殼の 移動 を决定 する 方法に つ い て 


Paul-Louis  Couchotid:  Sages  et  POKes  d 一 Asie.  Paris,  calmann-lfevy. 
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帳^ 


手 帳 (昭和 六 年頃) 


近頃の 髒譯物 を 見る と 實にま づく又 誤譯が 多い、  一 

「禮服 を 着ないで サラダ を 出した」  に 

i-v21  salade  undressed 

たの 

pl.ofessionel  Komplex 

大学 敎授 凝結 觀念  一 

だのと いふの が ある 

マチ ウス の 情 熟 (passion) 

なと も ある、 

rolg:nol-elli  t シ グノ レリ  ！- 

をグ リ 

など、 いふの も ある。 

一 体翻譯 をし やうな と \ 思 立つ や-つな 人 は本來 語学の 下手な 人に 多い ので はない かと いふ 疑が； 
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「起る。  „ 

X の やった w の反譯 など 實に 手の つけられぬ 程の-誤 譯 だらけであった。 どうして 此れで 反譯ー 

する 氣 になった か 不思議であった。 

此れで 思 出す の は S が數 学が 下手 だからと いふ 理由で 數学を 専攻した ことで ある。 彼 は 終生： 

を 凡^な 教師で 終った。  ： 

此れ は 丁度 子供が 大人の 眞似 をした がり、 上れぬ 崖へ 上りたかった りする と 同一 な 心理で あら 一 

う  一 

得意な 事 はやさし く つまらなく 見える 場合 か 多い。 

何でも iiiinimum i ま htans の 道 を 通る のが 自分の 爲 にも 人の 爲 にも wise である。 

此れに 反する の は 不自然な van:ty である 


〇 松坂屋 食堂、 汚ない 御 神さん 汚ない 婆さんと、 年の 分らぬ やうな 女と 子供 大勢 づれ： 自分 は 

ライス カレ ー、 婆さんと もう 一人に は 天 どん、 子供に は 御子 樣 べんとうと のりまき。 婆さんの 北：；： 

負った 子 はしき りに 汚ない 手 を 出して のりまき をね だる。 お 神さん はラ レ ー を 平らげてから 子供 

べんとうへ 侵 人す る。 云 ふところ を 聞いて 居る と 此のお 神さん は 「奥様」 であった。 それ は 「遠 

慮し ない 方が い、 よ、 奥さんと ー處 でな けり あ、 あれ をた ベ るんだ つた、 なんて 云つ ちゃい や だ 

よ 一 云々、 

さて どうい ふ 家の 奥樣 であらう か、 
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帳 手 


〇 銀 坐 

淋しい 人 は ギン ザ を 歩く、 賑か でうる さくな つた 人 は アルプス を あるく、  二人 はさう しな けれ 

ば 仕事が 出来ない ので ある、 

；. 出かける 前 は 何 をす るの もつ まらない。 行って あるいて 居る と、 凡ての 仕事が 面白い もの、 や 

うに 思 はれて 來る。 さう してし 度い 事 しなければ ならぬ 事が 山の やうに 自分 を 待って 居る やう 

な氣 がする。 さう して 急いで 歸 つて 來. る。 さう してし ばらく 仕事 をして 居る と 又 段. - 世の中が 灰 

色に 見えて 來る。 


〇 Halibut 

Hi  lame 

osttta  getta 

Saiidal 


颱風 

颱風と 歷史 

遣廣 使の 事 

漂流 民ノ事 
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跪 風と 家屋、 村落 分布 一 

颱風と 樹木  ュ 

颱風と 國民性 

跪 M のきに 

〇 文章と 自分 

集 談會雜 誌 

隨筆、 

ホトヽ ギス、  一 

中央 公論 

〔同じ 手帳の 後から〕 i 

連句  一 

〇 連句の 獨自 性、  i 

Chan  15 lain.  i 

watll-tlde  &  ； poetry. 一 

彼に は 連句 は 分らなかった 一 

連歌— 遊戯  , 
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帳 手 


泥 人形に 生命の 火 を 吹 込んだ 芭蕉、 

文学 上に は 類例がない 

緒 画の 領域で は？ 

Marc  Chagall— 派、  , 

〇 連句と 音樂、 

灰汁 桶の 卷 

La-.go— 宵寝、 子 日、 

Allegro— 春の 駒、 迎せ はしき 殿よりの 文、 あつ 風呂 I 

Scherzo 四十雀、 

女の 知 患、 狼、 

うそつき、 大事の 鮮 

物賣 の尻聲 

All お S 無常迅速、 

しょろ く 水、 春 は 三月 曙の. S 

つ J  nstrutncntain 

Duet 


549 


炭 依、 雪の 松， 


炭俵、 其 角と 孤屋、 秋の 空 

へ l.st  -viol 其 角 

,2rld  、、 孤屋 

へ cell。 孤屋 

VPituio 其 角、 

炭 使 市中 は 物のに ほひ や 夏の 月 

去來 Piano 

* 巴 "violine 

凡 兆 (〕ello 

猿簑、 . 蔦の 羽 

.3  li-it  viol. 

史邦 2ml 、、 

凡 兆 Viola 

去来 £10 
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帳 手 


手 帳 (昭和 六 年頃 ー 九 年頃 一 


映画 藝術 

他藝 術との 比較 

基礎に t3_llni<al  ral-t と physiological  i:ait が ある 事- 

T5-.e の rythin が ある 事  . 

物語 物との 比較 

源氏  ， 


大 資本 を 要し 工業 的で ある 事 


映 II は藝 術で あるが 同時に 科学で ある。 吾々 の Sense では 認められない 自然 や 人間の 出来事の 

分析が 出来る 從て從 來の藝 術で は 不可能な 事が いくらでも 出來 る、 

例へば 海底 生物の 映画の やうな もの は あれ は 今の 意味で は  と 思 はれぬ が實は 未来の Art 
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の先驅 である。 

他の .\rt は 人間と 共に 始まった 文学 音 樂鎗画 舞踊 はさう である。 

近^ 建築 や 映画の Alt は 昔なかった element を 生す る それ は Science の 提供した もので 

ある。  . 

科学と Alt の 結婚 

殺されたり、 死んだり した 俳優が 眼前で 生きて 動く の を 見る 心 持、 

幽靈 の實現 

漢字の 使用が 支那の 文化に 反映し 此れ を 規定した やうに、 映画の 使用 は 人類 文化の 根本 改造 を 

起す であらう。 文字 を 借りる 文学の 可能性に 比べて visual  hl5g.e で 緩った 文学し かも 寫眞で 緩 

つた 文学 は 8  8 倍の 內容を 有する。 何となら は lils の 一駒 は 00 の 文字 を 含有して 居る から 

である 


〇»lue  Angel  of  sterl;n」bel.g. 

陋巷の 屋根。 下の 町、 Gitnse を 車に つむ。 鎧戶を あける ガ— ガ ー と 音と 驚 鳥の ガ ー ガ 「の 接 鑌- 

Lola  Lolu の縉 のびら と 町 娘の 眞似。 I^rofessor の 朝、 小鳥、 下女、 出校 戶 口で かくし を 何處も 
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帳 手 


押さへ る C 敎場。 鼻 を かむ。 

,1 ン his …… 窓外の 歌、 鎗 葉書、 

Cabaret 翌朝の prof. 

唇の 燒鋟 

最後 

〇 全線、 新しき ものと 古き もの： 

IJCOming  out  cf  bull  on  the  horizsl. 流る 、雲、 

Hn,e:Jne  cyLndel- の section. 

屠殺場の 器械と 野の 豚 群、 坂 を 上る 豚 群、 

雲の 逆 映し、 

Typical  physip£?.nomies. 牛の 诘婚。 

レ—  ニン に 似た 男、 

官僚の 腐敗、 

麥％ りの 光景 (■  £ レ— の緣) grasshopper  machine. 

種牛の 死と 風船 玉  e 

始めは 分離の 爲に 家の 材を 鋸で 引く、 後 は 共同 事業の 爲に 材木 を 切る 


SS3 


〇 Sound  cartoon の .Art, 

MJ(ky  lal; 

Philip  frog 


〇 活弁と talky の關係 


opudofkin の說  . 

舞臺 演戯 は 遠方で 見る 爲に 表情の 誇張 を 要し 特殊な 衣裳 や 道具 を耍 する が nhn では 見る もの 

の 視点の 遠近 jn 在 だから 此 等が 不要に なり、 顔面 筋肉の 微細な 運動 マツ ゲの 動き も 分かり、 い、 

服と 惡ぃ 服の 刖も別 かる。 

又 俳優 は 同し 事 を 毎日 繰 返す 必要が あるが aim では 唯一度 演 すれば よいから、 普通の 俳 憂 は 

人らない 

◦  Mass  effeft は ロシア 映 1! の長听 

〇 sound  flh= の 逆轉ゃ nc.l;at:ve による tucntage 

〇Natu;al  sfjurid の 困難。 artificial  sound 
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帳 手 


〇catalog.u5Jl^-  and  Indexing:  of  sound 

G-Dl.csrs  & lihii  (close  up  W IMS 


augo  n^^^.cG  = ァゴ エル 

to  P1.CSS  tcgdihel: 

to  thrcttle. 

(Aim 一)  _Ta 二 iol.o 

Fl-O.t.  AJr.  Atmospnel.c 

-rasu tlie  breath. 


Tai: ka  山頂 

Tap  R 頂 丘 

Al:ui,  R に-で  海 

cha  頭、 口、 顔、 海岸、 河岸 

eliabc  猫 
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f-hoka  屋 K  ^ 

5 

clie;p  角 

Koto,  N-ota,  Net- 海面 

Nui  火焰 

Not,  Notu  岬、 頤、 

Nctcllai  南 

rel.a  M. 

Nitai J 

Nish  雲、 空 

〇Ni?a  .  凹地、 洞 

Nai  河、 流、 谷、 

Na  水 

■AlllKara,  Aniil<ara,  Andllkal.a 夜 

Ankes  曉 


雨 


Apto 

Al.utoro  北 

Ase,  Aseto.  Amset,  set: "坐 席、 腰掛 (spat) 


•Kun-  ノ 

lluni ) 


手 

圍ヒ、 稱、 

小山、 坂 (Hill) 


〇 告別式 場で 母の 髪の ほ つれ をな ほす 二人の 娘 


〇 呼吸の つまる 話、 

船に 乘る 夢で 呼吸が 苦しくなる。 鼻の. 

近代 建築 窒內 図で 窓の ない 部屋 

Walloon の內部 


一が つた 時、 
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Boiler の San  lie 1 3 

松の 中で 生埋 になる 妄相 r 囚獄 

劇場の 〇 於け る-加の 一 番端を 選ぶ 

ギリシア 哲学者と ベ ンチの 坐 席、 

out  dool. へ の愤^ 自然 兒、 

窓の 多い 家 

知識の 囚獄 

言論の 拘束、 

〇 初 旅  ， 

父母に 伴 はれての 旅 

窒戶岬 行、 野 市 一 泊、 加 银鄕、 窒津の 宿、 

1 海樣、 ねぢ れた樹 行當 岬、 

鯨 船、 鯨 方の 話 宿の 老媼 と卷 物、 二 ^付で 十一 戔の 宿料- 

仙 石 權兵衞 の 人柱、 


〇 法学 協 會雜誌 に あ る 佐 藤 富彥氏 の 譯文、 
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接 手 


新聞の 月評に は 何故かう した 面白い 記事 を 紹介せ ぬか 


近来の 映画の 定型 的 編成 . 

1 二 家庭と - 隣の 八重ち やん」 

二 軒 隣り の 家 

大学生と 女 

ドラ イヴ、 喫茶店、 帝劇の 映画 見物 

浪 子の 一 生と 三 家庭 

海岸の 漫歩 

波、 ピアノ 彈奏 

時代劇 

道中の 武士、 やくざ もの 

料亭の 劍劇 

通俗 平凡 映画の 存在理由 

世相の 知識、 老人 や 狭い 世界に 住む 人に 現代 を 知らせる- 
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適當の 興奮 劑、 

藝術を 求める の 愚 

通俗 映画 の 見方 を 指導せ よ、 


〇 白 猫の 散歩 

夏になる と 神 田ゃ廣 小路へ 出る、 

白 猫が 夕方え さ を 貰 ふと 水 を 吞んで 糞 をし 便所の 後 を 廻って 遊びに 出る、 

風の 夕の 軍隊 ラ ッ パ の sentimentalise 

烟 突の 梯子と 雀 . 

迷 ひ 子猫 

〇 人の 掘 出した diamond の 泥 を 落して、 そして 自分で 發 見した やうに いふが、 又發 見者 を 罵 

る 事 

原 

〇 
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帳: r- 


手 帳 (昭和 六— 七 年頃) 


紛を i 良 ふ 虫の 話 

物の 摩减 する 機構 

買 被られた 科学 

自然の 征服？ 

シュ， ヮリ H と Y 敎授 

百貨店 休日と 小賣 商人 

南米の 空中 寫眞 

:LCP.  N.01. の 不思議 

十月 廿八、 廿九、 卅日 交通安全 デ ー 

作った 菊 

國 漢の敎 帥が 一 番 俳諧 を 鮮 せぬ 

〇 石 本 君の 研究で 0.5  sec 位の 週期の 處に 人体 感覺の max が ある、 
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此れ は Natuial  J>cl.iod の爲か 

人間の flls  unit に Second を 用 ゆる 起 元？ 

此れから 考へ ると size の 小さい 動物の 時間 單位は 短 かく、 從 つて 壽命は 永い と 云へ る。 

学者の 價値は 仕事に ある 大変え らい さう だとい ふ 評判 だけで 何もし ない もの は决局 何も 出來 

ない と 云 はれても 仕事がない 實； 訨 のない もの は 科学者の 眼に は 存在し ない も 同様で ある。 

仕事 をす るの は 学者の 義務で ある、 さう しないのに 学者の 地位 を 塞いで 居る の は 世 を 瞞着す る 

ものである。 

仕事 をして 見る と 實際 自分 の 無力が 分かり。 分った つもりの 事が 實は 少しも 分って 居ない 事が 

分かる。 論文 を 書き かけて 見る と 研究の 穴が 分かる。 それ だから 論文 を 書く とい ふ 事 は 仕事 を完 

成す る 手段で あり、 勉学の 必須 方法で ある。 


地図と 測量 M 

知られぬ 功勞者 


一 望 千里の.^ 

^尺 を辨 せす の 嘘 
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帳 手 


帝 犬と いふ 名の 感じ 


歷史ゃ 新聞記事 は 人間 現象 を描寫 記載せ ぬ 

此れ を 記 象す る もの は 文学で ある、 

展史の 人間の 1 事件 を 運 ふ nuMhanism 


うち 笑 ふ、 うち 腹 立つ、 打ち沈む- 

うち 速れ、 うち 群れ うち 騒く 

うち 拂ふ うち 建てる 


自然 を 題材 にした ので も 結局 は 人間 の 主觀 の 描寫で あ る 

鑀治 橋の 乞食の 虱 狩、 子供の グロテスク 趣味、 もし これに 反する 美的 教育が 欠けれ はどうなる 

政府の 節約で 鉄道 切符の、 ポ 1- ル 紙が 薄くな つた 話、 


〇 探偵 小說と 科学者の 報吿ー 


& 3 


西 川 君の 大学 醫院 Ra の搜索 

岩 本 君の 白 鳩 号 調査 


〇 女中 はお 〇 さんと 同輩 をよ ふ 

女給 は 姓氏 を 呼ぶ 


〇 立場の ちがう 批評 

窒生犀 星の 百 間冬彥 比較 

東洋 城の 知 十 評 

丘 英通對 平 田 森 三 

〇 三題噺 

女學 生と チキンライス。 モボ モガと 鲷 茶飯 雪 子と 輪 飾 

〇 老子と 自分 

木戶 先生、 某氏の 老子 講義 

Alexander  ul.ar 岩波 文庫 
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la 日中 懷字 マ— 口 


口 1 マ字懷 中日 記 (昭和 七 年) 

1 gt. 

1 gt.  29  (Kin-y6bi)  Nature  e  "  J ひ t  s  no  Genkd  OWSM-P 

H  gt.  30  (Doy6bi)  Taihoiy ひ Gakuzyutu  Kwaigi 1- 30 ョ 

1 gt.  31 ^w^^^^^ w  Asa  Fujiwhara  Kun  g-a  kul.u 

2  St.  3  (suiy ひ t>i)  ^0  Ita^aki  Kun,  Aitigin に^  T ひ ySken 

2  et.  6  (Doy6bi)  Gakusiin  no  Jinkwai  10_-I4_\ 


565 


M  gt. 10  (sulydbi)  Kogata  Eigwa  no  Icwai 

2gt. 12  (Kin-ydbi)  Gakusiin 

2  gt. 13  (Doydbi)  Ilattsi  no  Annai  IKinsui 

2  gt. 16  (Kwaydbi)  sinks  Dan 一 vakwai 

M  wt-  25  (Mok;uy6bi)  K6gi.  wctozul.i  to  Edo  KM.azi  no  L>u 

2  Bt.  27  (Doy6bi)  Yom  TGk.  Ong.  Gw.  EnsSkwai 

3  gt.  7  (Getuydbi)  Sokuti.  Kisenzyaku. 

3  gt.  9  (Suiy6bi)  4-  30  Hattori  Iskskwai. 

3  gt. 12  (Doydbi)  Gakusiin 
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記 日中 懐 字 マ-口 


3  gt. 1W  (Kwayo な i)  sillkoITDauwakwal 

3  gt. 17  (Mokuy6bi)  。cllo  f5 さ. 

3  g;t. 18  (K;in-y6t>i)  Taiheiy6gakuzyutl-ty6sak.wai.  4_-  j>.  m. 

野 溝 君、 畑 井 君、 

*  12  (K;way6bi)  T6Iti  syupl. atu 

4：  gt. 13  (Suiy6t>i)  scicn-ti-.  e  Ge=kr 一  okul-u 

4 せ. 15  (K;in-y ひ M) 

l.GOm 1 き。 三-. 花粉 落ちた る 形跡より 一 度 はね 反りた る ものと 思 はる 

瓣數 20 

4  ^t. Iffi  (Doydbi)  Talrn-llo  Konl-ei 

4 巧. 18  {Getuy6bi)  --p^s-ss. 上 2 下 2 
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1.13  100。 

1.7 一  100。 

1.8 ひ 30。 

0.S5  160。 

-t  gt. 19  ( Kway 6t>i) 下 1 

】 .02 120。 

*  gt.  20  (suiydbi)  Sokuti 1>- 30  Gakus. 

4  gt.  21 (Mokuy ひな i) 上 3 

1.4:5  90。 

1.25 1 

4  gt.  22  (Kin-y6 な i) 上 2 下 1 - 

1 ヒー. 110。 

1.43  .  90。 
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曾 己 日中 懐 字 マ— 口 


4  St-  23  (Doydbi) 下 1 

1.25 10 一-。 

4  gt.  24  (Nitiy6bi) 上 4 下 

1.22  80。  ：L41. さ 

2.02  8-。 1.37  130。 

1.15  90。 1.25  40。 

1.60  90O  , 


荅 ：1 前日の 雨の 爲 多くお つ 


4  gt.  25  (Getuydbi) 上 8 下 

1.2^  40。 1.65 さ。 

1.32  170。  1.74  30。 

1.25  i。  C2 120。 

1.61 50。 1.5S  160。 

1.51  120。  1.01  110。 

1.71 20。 1.67  80。 

1.73  90。 


前日の 雨の 爲多數 落下 
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4：  ^t.  26  (K>w.ay ひ t*i) 

下 CO- 昨日 強風の 爲 日中 落ち 轉顛 せる もの 故 例外と すべ し 

2.04  100。 

1.71 80。 

1.67  130。 

4  gt.  27  fsuiy6bi) 上 1 下 1 

1.75  20。 

1.3S  130。 

4  «t.  28  ( Mo kuy ひ bi) 下 1 

1 ：さ -20。 

4  gt.  29  (Kin-y6bi) 上 3  p —— _  (苺 付) 

1.18  100。 

1.67  150。 

1.44  120。 
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記 3 中懷字 マ-口 


下 一 個 は 尊 付 

4  gt.  30  (Doy6bi) 上 2 

ニッ共 lis? 付き 

ナ シ  . 

ひ gt.  2  (Getuy6bi) 上 3 下：，？ 外に 萆付 にて 腐朽の もの 二つ 上向 

1.1S に 0。 

1.38  90。 

1.39  140。 

1.70  S -。 

1.1.7  400 

5  gt.  3  (Kwaydbi)  o 

ひ gt.  4  (Suiy6bi) 下 1 
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1.1S  30。 

5  gt. ひ (Moltuydbi) 上 1 下 1 

1.47 1 さ。 

1.70  90。 

5  ra.t.  6  (Kiu-y ひ Ibi) 上 3 

lb ひ 130。 

1.27  40。 

1.17  90 

5.  gt.  7  (Doy6bi) 上 2 下 1 下の は 腐朽 募 付 

P77 100。  上の 一 個 は萆付 なれと 腐朽せ す 

は gt.  8  (Nitiy6bi) 上 1 尊 付 

ひ 9  (Getuydbi) 上 2 內ー 個 尊 付 

L2 ひ 100。 
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IB 日中 懐 字 マ— a 


5  gt. 10  (KwayolDl)  Gakusun  ZyusyosiKi 

下 1 尊 付  - 

5 ち. 12  (Mokuy ひ t>i)  Ca-^S^^B 

は gt.  28  (Doy ひ bi)  Rilc21  no  Kwaig-i.  T-aih.  Gak.  T.  一 ..K. 

ひ gt. 13  (Getuy ひ bi)  K.6kfrdan\vakwai  T ひ lian 

9  gt.  3  (Doy6bi)  2  Kwakai 

9  g;t. は (Q.etuy ひ t>i)  ，rudakun  no  Kwai 

9  gt. 10  (DoydlDi)  6  7」 T-KK.K;  wb-wpl^  K-ekkonsiki 

^  gt.  24  (Doydbi)  Taiheiyo  G.  T.  T.  K. 1^  li. 
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10  gt. 10  (Getuy6t>i)  M-^dl  K6ken.  SyotvG  ICGho  senlcyo 

Hattol-i  I16k6kwai  Zyllsy6skkl  . 

11 gt. 11 (Win-y61bi)  2 一一-^  wo^=<o^e-M.P^C  一 

12  gt.  7  (suiy ひ t>i) 

理 研から 仁壽 講堂の ラボ ー 一一 四重奏へ 行く 爲 宅へ 歸らす 美 松て 夕食、 雨 を 冒して 講堂に 行く。 

七 時開會 間近く 宅より 電話、 雪 子 負傷との 事で 急き 歸宅、 溝 淵さん 來合 はせ 居たり。 

晝 御茶の 水 喫茶 室で お 友達と 晝 食後 階段から 落ち 失神、 電話で 正 ニ迎に 行く、 えん 不在、 

溝 淵 氏 も 不在、 夕方えん 歸り 仁壽へ 電話。  - 

眼 打撲 腫 股、 右 肩の 鎖骨 挫折の 疑 ありとの 事、 大学 整形の 高木 氏へ 依顿 する 事に なり、 田 端 一 

45 ひ の 氏の 家 を搜す 就寢中 を戶を 叩きて 紹介 狀を おいて 歸る。 明朝 來 診と 電話 あり、 夜中 嘔氣ー 

あり、 

終日 雨、 

S. 木曜、 

朝 高木 氏來 診、 鎖骨. -折、 此れ は 心配な し腦 出血の 爲の 嘔氣故 此方 大切との 事で 痛心す。 氷爨 

の 効か、 晝 過より i! 氣减 退。 夕方 柑 少し、 ドロップ 叉少 i とる。 頭痛 は殘留 他に 苦痛な し、 鎖 
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記 日中 懐 字 マー 口 


骨 部 は 安静に すれ は 無痛、 明日 入院の 害、 夜 安靜、 看護婦 鈴 木氏晝 前より 来れり、 

見舞 人、 藤 岡 母子、 坪 井 松澤 

9. 金曜、  ， 

より 機嫌よ く、 林檢 汁少. -、 彌生を 夏 目 氏へ 使に やり 今日の 法事の 供物 料 届ける、 正 二 学校 

の歸 りに アイ スクリ ー ム を 求め 少し 食 ふ、 

午後 三時 整形外科 第 七 室へ 人院、 交 持 石原醫 学士な り、 レ ン トゲ ン 撮影、 鎖骨 外 1  一 3 折 

ヌ や 喰-;^ ひ あり、 此方 は腦 のよ くなる 迄 待つ 由、 夕方 称 創膏で 右腕 固定」 入室せ し 

時 脈 一 度 六十に 下り 驚きし も 間もなく き 近く、 在宅 中の 數に 回復せ り、 

溝 淵 氏、 正 二、 つる、 同伴で 來る 正 二 は 明日の 合奏の 榜 古に 行く つる は 二 時頃歸 へす、 

見舞 人、 藤 岡、 筒井 夫人 

1 一-日 晴、 

昨夜 は 石 原 氏の 窒で寢 る。 病人 異狀 なし。 不二 屋へ 行って 朝食。 八 時 頃 石 原 氏 来診、 


〔同じ 手帳の 餘 白に〕 
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俳 〔？ の特徵 は 「取り合せ」 モ ンタ ー ジ ュ て ある 時鳥 聲橫 ふや 水の 上と 白露 橫江を 比べ て も 分 

り、 又 西洋の 詩 を 見ても 分かる。 二つの 必然の 關係 なきもの \ モンク ー ジュ によって 具体的な 一 

幅 を 作る 

連 5^ の附 1? はかう いふ 取合せ が 過ぎる といけ ない、 それで 發句は 一 つの 小歌 仙と も 見られ 哥仙 

は 長い 發句 とも 見られる。 

西洋 音樂の 尖端に クルト、 ワイルの 「三文 オペラ」 の 音樂が ある。 ルネ タレ ー ル 「自由 を 我等」 

の 伴奏が ある- - 此れ等の 傾向 は 長 詩から 俳句に 移った 觀が ある。 

俳 Ie: と クロ ー ズ アップ (エリオット 七 一 頁) 

俳句と リズ ム 

五 七 五に は 緩急が ある 七 七に はない 

ク 口  ！■ ズ アップ に 於け る 日本 舊劇 風の メ ー キア ップ の 醜 怪はク n  — ズァ ッブ の 意義の 誤 鮮の結 

果 である 此 に反して 。シァ 農民の ク n 1 ズ アップの 眞實性 を 見よ 

〇 色蕉 「あかく と 日 はつれな くも 秋の 風」 の 句と 原 歌との 關係は 所謂 カツ ティ ング である。 

〇 連：？ の 句の 移り 方に は Fade  in や r-.is  in に 似た ものが ある。 或る 手 を 絞って 「ade し 次 

に 同し 手 を 絞り 開い て^の 人 を 出す 類 ボラ ー ジ ュを 見よ 


力 メ ラ 移動で パ ー スぺ クチ ゥを 得る 事 
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記 日中 懷字 マ— 口 


單色 彩の 効果 

人形芝居と 不自然の 調和、 

映 1! の 任意の もの か 任意の 時に 見られぬ 不便 

造型 美術で は 始め 全体 を 見て 後 細部 を 見る。 

音樂 映画で は 細部 か 集って 後に 全体 か 捕 へられる。 此れに は 記憶 を 要する 


俳諧の 流行の 一 起因 は 異種 階級の 接觸の 自由で あつたと 思 はれる 

不 3^ 流行 は徘 句に 限らす、 凡ての 眞の 表現に apply する 科学 研究の 道筋 も 同様で ある 同し 

精神が ちがった 着物 を 着て 来る。 

俳諧の 根 本義 は luolltaa-e  cutting- である 

さびしお り =喑 示 

ル ー ピッチの 映画，  . 

子ク タイ、 ボタン、 Kauz  (譯 164) 

クヴ インチと 映画 藝術 

モ ン タ ー. ジ ュ と 因果律 
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去 卞の有 明月の 咐句は uiitransitional  acting  (a 画辨 liM 法 p.  7s) 

〇 映画 art の 特異性と しての 共同 制作 過程 

十 令 人の camel-aluan 

四 一 1=^ の Architecture 

短い 詩 钐程嚴 格な 形式 を 要する "^ビ Romains  (Mollbianc  4) 

日本の 藝術は 其 觀賞者 を collaborater にす るメ  — トル 

手荷物 はお 膝の 上に ぉ乘 りの 方 はお 降りの 方が すんで から 

変態 俳句 は、 自分の 皮膚の 黄色い 事 を 忘れた 日本人の 無駄な 愚な 努力の 訓練で 歪められた 心に 

のみし か 反響 を 呼ぶまい 

俳諧 は 結局 謠 ひもので ある、  . 

風雅の、.：： の 自由 は 一 面に 於て、 死 を 前に 自己 を靜觀 する 絞首 臺の 恢^と も 通じる 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


俳句の 詩形の 短い 理由。 暗示 象徵の 効力 は 長さに 反比す る 

連句と 共同 制作。 個性の 交響 樂  ， 

時 {且 と 世相。 人情つ、 きの 嫌 三 物 表 合  .1 

俳諧と 滑稽、 風雅の 諸相 ， 

蕪 村 時代の 事、 艷 麗豪壯 のさび を强 調して 正風に 對 した、 積極的。 しかし 狭い 

月並の 事 

現 俳壇の 鬪爭、 狭い 我執 や 流派 爭ひ 

旣 得の 地に 安住す る もの 

奇を 求めて 脫 線し 本 を 忘る 、もの 

現代 俳句 は ジャ— ナ リズ ム の 波に 浮んで 居る、 宗匠 は雜 誌の 資本 主で ある、 

未來の 俳諧、 連句の 復活、 万 葉 的と 近代的の 積極 分子 ある 風雅 道の 發展 

佛ゃ 老莊、 儒敎の 外に 西歐 文化 を 取 人 るれ は 未来の 天地 は無邊 である 

俳句に 關 する 敎育 者の 誤 謹 

中 谷 君の 先生の 俳句 觀 

發句は 連句の 壓縮 であり、 連句 は發 句の デべ n プ メント である 意味の デべ ロフメ ントて はない 
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運動、 さびしお り 響 句の 發展 進化で ある 

外人と 俳句 

チヤ ムバレ ン、 メ  — トル、 ク— シュ 1 

連句せ すに 發句 ばかりす るから 今の 徘句は 進歩す る 害がない。 發句は 連句の 壓縮 である、 連 俳 

は 数奇の 体驗 である、 

從來 の 俳諧 の 研究 は 多く は 俳諧 の 中に 居て 俳諧 を 見た も ので ある C 外側から 見た 研究が 必要 で 

ある 野 口 米次郞 氏の 諸 著な とも 面白い。 併し 他の 日本 文化の 一 つと して 見た 研究 かき まし い 

茶道 花道 能樂の 如き もの 

武術の 方面、 

Ania  ：  AInbal-a 

Surga  sora 
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記 日中 该字 マ— 口 


口 ー マ 字慶 中日 記 (昭和 八 年) 

一 

Ih- の r  i  ka  ni  一 iikilto  G!e,ll;-a  一 vc  site  9 l〈a  ni Da 一， J^ilku  livcin 】11 liairi  soko  (Ic  Siiuien 

1 の t. ひ (Moltuy ひ t>i)  」linl  T(>>iti  S 三 zi  to  Ihiiiti  S や i;o  do  Jlinslosi.  Atodc  H.  to  Tai 一 £• 

1 gt.  c  (Kln-ydol)  llil-u  ，.sk.  K. 】〈wan.  dc  Abo  ； N..  Kiui  to  Mcsi.  5-  Matmic  to  sylln- 

zyukii  IMOjltulli  de  air  R211S  sukosi.  Giszfl  Silm  K..  to  Tai 一 s. 

一 

1 e;t.  7  (Doy6bi)  、一 Y-iti  2-  . 一,  sppporo  c  tatii. 

1 gt. 12  (Mokuy6bi)  (iukusiill iio  K ノ vai. 
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1 et. 13  (Kin>y6bi)  Yukiko  Taiiii. 

1 gt.  21 (Doydbi)  、raill (二 yr-  二 TI つ 

Grselmca  macro phylla 

1 gt.  30  (Getuydbi) 小宮、 鈴 木、 森 田、 野 上、 大河 內、 幸 田、 齋藤、 西 本 

2  ^t. 13  (Getuydbi)  2-- 《；； -kken  3 一-  (ialssiill. 

2  gt. 14  (wwaydbi)  5 一-  polar  y§r  Meet  inn. 

2  gt. 15  (Suiy6bi)  Kikcii  no  ilailslovili 

2  gt.  21 (Kway6bi)  Dishi K,.  Danwakwai. 

3  ^t. 1 (Suiy6bi)  4--  一  Hattol-i  IIr_k<>>kwn  i. 

3  gt.  *  (Doydbi)  Taijleiv<、>  (二  K". 
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記 日中 澳字 マ-口 


3  gt.  6  (Getuyobi)  2--  Kik21 i 一 o  K.wni. 

-t  18  (wwaydbi)  sarii  sail. 

Disiii 一 ご Imvnkwai. 

4  gt,  20  {Mok 一 ly ひ b-i)  sil-zokukwaiy-i  1--- ； 1」--. 

4  e;t.  24  {Getuy6bi)  (； i-kl-k21 10 一-. 

*  gt.  26  (suiydbi)  Kf>ka-hy6s.ik\vai  Icol- aha. 

ひ ^t.  9  (Icwaydbi)  SJ-k;l.i. 

は ^t. 11 (Mokuy ひ bi)  Trio. 

5  e;t.  20  {Doy6bi)  T;-illrivA  二.  T. ヌ. 
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ひ gt.  24  (suiydbi)  re:.  K6eiikwai.  4 

8 

5 

5  gt.  2 ひ (Mokuy ひ t>i)  Dp 

5  gt.  26  (Kin-y6bi)  Do. 

6  gt.  26  (Getuy6bi)  5 一一  Hattol-i  w- w.  Nihon  Club. 

7  gt.  23  (Kin-y6bi) 星 野 温泉 行、 夕 軽 井澤 行 N き Grsld で 食事 

7  gt.  29  (Doydbi) 朝 鬼 押出 行、 野 上 谷川 戶坂三 氏に 逢 ふ、 歸り Green  Hotel で 喫茶 

7  gt.  30  (Nitiydbi) えん 歸京 

7  gt.  31 {Getuy6bi) 午後 軽 井澤 行、 万 平で 樊茶 雨に 逢 ふ、 バスで 眞嶋 君に 逢 ひ 星 野へ 案內 

す、 伊野部 みか子 来り 一 泊 

8  gt. 1 (K:way6bi) 朝 みか子 歸る、 


記 日中 懐 字 マ— 口 


午後 轻 井澤 行、 ゴルフリンクから N2V  Gr 一 md へ 散歩、 喫茶 マ— ケッ トで 買物、 風月、 汽 

車で 歸る、 醉 つた 勞働 者と 若者 

8  gt.  2  (slliydbi) 曇、 時 M 少 1^、 午後 グ リ ー ン ホテル 迄 散歩 ホ テ ル 屋上で 寫眞、 

8  gt. l;MNitiy6bi) 星 野 行、 岩波 君と ー處 になる、 夜 盆 踊 

8  gt. 14  (Getuy6bi) 渡邊 君と ハ釜ケ 淵 行 

8  «， 15  (Kway6bi) 觀測所 落成式、 评 井君來 泊、 淺尾君 夫妻と 子供 盆 踊 見に 來 

松 根せ、 山 脇敏子 女史 芙蓉 孃來 

0  9 16  (suiyobi) 石 本、 坪 井、 津屋、 八 木 諸君と 鬼 押出、 鬼の 路次 見物 

8  eit. 17  (Mokuy6bi) 松 根 山 脇 等と グ リ —ン ホテル 行、 松 根 北 軽 井澤 行 

8  gt. 18  (Kin-y6bi) 安倍 君來、 夜 山 脇 母子 歸京 

5 


8  gt. 19  {Doy6bi) 朝 安倍 君 等と 上野 原 散歩、 午後 一 同觀測 所行、 夕 安倍 君歸 る、 

夜 岩波^ 澤敬三 一 泊 

a  gt.  20  -w^s^^l^ 軽 井澤 

夜ト ー キ ー 

9  gt.  0  (Doyelt>i)  - 一-  Da-iiti  S ひ 2.O.  Avata-lla 一 )0  K.  s^il〕ctu. 

10  gt. 14  (Doy6bi) 午前 十 一 時 上野 發 一 時 五八 分 漉 川 伊香保 行バ ス、 松 根に 聞いた 木暮 別館 

は 断 は 〔ら〕 れる、 塚 越^ 莊と いふの を 見て 森 秋新舘 にと まる、 四階窒 眺望よ し、 夕方 湯元 迄 散歩、 

10  gt. 15  (Nitiy6bi) 夜雨 止み たれ ど 曇、 ケ ー ブル 力 ー は滿 員で 断念、 七重の 瀧、 大杉 公園 

を 見て 山 を 下り 丘 麓 を 廻って 伊香保へ 歸る 途中 急坂 んに 後押し、 て 貰 ふ、 午後 手形交換所の 圑 

体 120 人來 り、 四 階の 窒は明 渡し 二階へ 移る、 四時より 大廣 間で 東京 音頭が 始まり 半時 間 も 騒 

ぐ 五 時 過 引上げて ひっそり となる。 今日 午後 半日 は 階段：；^ 降の 音 断 間な し、 

夜 は 四 階の 良窒に 移る、 終夜 雨 

上野より 高 崎へ の 途中 小 驛何處 でも バ スが來 てんる、 ョ ボ々々 の 車夫の 感傷 はもう 味 はれぬ、 


記 日中 澳字 マ一口 


豚 を^んだ 貨車、 宅の 白 猫に 似た 隊、 隊の 鼻の セン シュア ルな感 汽車の 烟の 後に 靡く 理、 線路 

脇の 工場の 焖、 流体力学の 新 問題 

積雲の 基底と 山の 平均 高、 稻 田と 桑園の モノ トー 一 ー、 ^川の 電車と バ ス、 女 車掌、 途中 道 傍の 

輊石 層、 木 慕 別館の 態度、 女中 二三 人 # を もって 立つ、 歸る 相^、 大森舘 客 引、 塚 越の 番頭、 森 

秋 新館、 眺望、 新 宿 三越、 千 住驛團 体、 

御用邸、 ？ぎ兀 行、 道中の 樹木の 標札、 崖 崩 蛇 籠 紅葉 橋 本の 寫眞 師、 ？ II 本の 樹 葉の 色、 湯の 

豊富、 万 葉の 昔、 宗祇 の棍、 橋 本 ホテル、 樂燒、 くり 物 細工の 安い 理由、 

伊香保 町の 石段 ノ半 側づ、 に variation 店屋の 單調、 雜誌星 一軒、 本屋な し、 軽 井澤との 大 

Stic 

差、 橫 道の 窮屈 fiinzaiio の 町の 感し、 

鉄筋で 廣場を 作り 下 は 物 S とする。 其 隅の 石 地 藏の涎 かけ 

日本銀行と 新 三越 圑 休の 差、 階下 若者 團 体の 東京 音頭 四 階の 三絲 ォ ツビ キタイ クイ 門 

前 カフ HI の 蓄音機、 四 階の 泊 客の 蓄音機、 ラヂォ の 野球 放送 日本人の 歩き 方、 廊下の 濁聲、 

不 折の 掛物 一 拂枕憐 長夜」 本舘 の混雜 玄關の 出 人 

ケ ー ブル 力 ー、 人 擬癎、 ラヂォ の 舌 切^、 七重 瀧 道の 閑寂、 岩石、 やきまん ぢ う。 若旦那の 寫 

眞 旅行、 金魚 池の カヮ セミ、 青年 圑とョ ー々、 茶店の 葡萄と 山葡萄、 御水 洗 

大 杉の 苔、 子供と 野 羊、 生徒 帽、 敬禮 

草花 作り、 柿 紅葉 未だ、 山裾の 田 秋 t 刈 穂の 波、 竹 藪 秋風に 驟く、 水車、 谷川 を 渡、 坂道 杉、 ゴ 

ミ燒 場、 SiW の 中途に 曰お 水道 
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大工さん の 家、 カフェ— 「仲よ し」 の サイン、 午後の 混雜、 molecular  collision. 

夜雨、 五 階下の 杉、 溪流、 霧の まがき、 歸り 際の 虹、 歸 りの バ ス。 耳 かガ— ン とすると いふ 人 

の 話 

10  gt.  31 (Kway6bi) 帝展、 天 HI;: による 綾の 感じ、 肉塊、 ブラシの 樹木、 白日夢 

日本画の テ マ 

二 科の やうな 「胃病 患者の 夢」 はない 

日本一 S の 部、 現代 婦人 ガソリンスタンド、 ガ ー ド、 タンク、 测候 所、 海洋 up! 象臺 

3  13  1 

stupid な顏 

彫刻、 貰ったら 困る ものば かり 

日本画に 於け るルソ ー、 マチス、 ドラン、 マルケ—、 逆輸入 

洋画家が なぜ 武者 綺を か、 ぬか 

12  gt.  6  (Suiy6bi) 1 一- 30 ョ Gakusiiii. 

12  gt.  21 (Mokuy6bi)  5 一-; 一-  eaiitisGgo. 
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記 日中 懐 字 マー 口 


〔同じ 手帳の 餘 白に〕 

色々 な 疑問 を 起こす、 それ を 持 〔ち〕 つ ける、 讀 ||曰 中 や 又 自然に ふれて 答 を 見出 づ 愉快、 

釣を澤 山に 垂れて 魚の か \ る 愉：^ 

釣 を たれない 人に は 魚 はか、 らぬ 


天然の 縞模様の 補 遣 

板 橋で 見た 霜柱のと けた 痕跡の 並行 縞 

〇 物質と して 見た 魚群 其 他の 動物 群 

〇 湯 度と 樂器敍 の 振動 减衰率 の 關係 

物理学者に は 存外 物理的現象に 興味の ない 人が 多い 余り 興味が あり 過ぎる と 損 を するとい つ 

て忠吿 される、 黑田 君の 例 

1-ve ョ idlieh  ： 1, に 05 

Coal  dust  explosion に は ildsorlstl O2 が 重要 W き ler によれば ironoxide の 存在が 或^ 目 
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をす る。 此を 含む もの は低溫 でも Oa の adsorp. により 爆發 する が Fe  oxide なきもの は爆發 

せす 

Glass  plate の 破 像 を 水中で 試みれば b の 差の 爲 ちがった もの を 生すべし ？  ？ 

W.  H.  IIool〕er  ：  Deposition  of  Dust  on  .wall. ；? hysics.  Vol. 1. 1931, 61 

N.  Raslle.vsky  :  some  Theoretical  Asl)ec.ts  of  tlic  ； Biological  Apjplication  oi Fhysics  oi 

disperse  System.  Physics, 1 (1931)， 143 

此 づ aper 中 二種々 生物 的 問題 細胞分裂 等の 論文 文献 あり 

Kashevsky の ； papers は 

ZS.  f.  Ph.  53  (1929)，  IOT- 

AS (1928)， ひ 13 

ひ 9  (L930),  558 

き， (192S),  § 

64, (1930)，  556 

ひ 1, (L928)， ひ 71 
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記 日中 懷字 マ— 口 


W.  I).  coolidg-c,  L.  E,  usnpstel- & 11. K.  -rams.  High  .voltage  Cathode  litiy  &  x-l-ay 

Tutss  and  1;lleil-  opcl-tttion.  Physics, 1 (1931),  ，230. 

砲 子の bolllbill-dluollt により discolor された る 部分 を 生す 此の 部に tiny  spark  discharge を 

生じ、 顯微鏡 下に 見れば complicated  branching?  netwoik  of  tiny  canals を 現 はす、 此の net 

は Lenard  tube の 窓の 前面 空氕 中で cathode  ray の bombard を 受けた 時 或 物質 (セル & イド) 

などに 生す る ぽ .U1-C に 類す (coolidge  &  Moore.  J.  iVankL  Inst.  202,  ISG,  726—728) 


Gibson  :  pcl-iodic  iz-l-occss  in  Q^isp^  Reaction,  Nature,  L27  (L931), 13 

pctassi ョ -I の 酸化に よる crack. 

vertices  of  fame  in  tiUje  by  coiiibustion  of  Mf?. 

十三 渴 (大日 本 地名 辞 »I) 

爾散南 は 十三の 古名なる ベ し 延曆十 一 年 勅の 中に 

夷の 俘 囚の魁 帥の^ 「雨 散 南 公 阿 破 蘇」 が ある。 

東 潟 は 昔 は 木造の 邊 まで 汎濫 したれば 其 間 を人澗 郡と 名け た 

「十三 往來」 と稱 する に 往時の 風土 を 述べたり、 妙 見 堂 三 壬坊の 作と 傅 ふ 
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耳と 眼 

3 プ ョォ ^ ム OH  ！ XI ム H3 

空間 知覺 

び ム Rcrv ム Rn 

色と 音色  色盲と 音 盲 

Spectra 

rang.e 

JVIiniaulm  energy の 問題 

Illusion 

視 像の 欺瞞 

僞昔 

視覺と 聽覺の 相互 感應 


世 道 人心 を 害しても 商品が 賣れさ へ すれば よい。 さう いふ 方針の 會 社が あったら どうか 

新聞が 一番に 攻擊 する だら う 新聞社 自身が それ を やって 居る 三 原 山 自殺で も、 女鬪士 でも 

新聞の 產物 である、 
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記 曰 中懷字 マ— 口 


百貨店が 東側に ある 譯 


ェ レべ ー タ！ の 力 。リ ー 的考說 


ェ ライ 人 は 狂人に 似て 居る 

ヒット ラ 1 XXXX 

安全 地帶の 表示 札が トラ ッ クの 衝突で 曲って 居る 皮肉 

安全と 危險も 相對的 

凡ての 職業に 危險が 伴 ふ。 

pl.obality と 運 

Chissmates の 死 


マチス マヤ スマ ズ マ シ ベ テ ウジ モレ テ ジキ (雪) ォ モシ 口 キ； コ ノア スタ カナ 

1 仙 台 山形 

山形 


食 味の 偏向 性； 


593 


まぐろす し 期  カツレツ 期 

夏秋蠶 の遣傳 問題 

靴底の 金具、 靴 は减ら ない 爲に はく もので はない 

人の金 具が 氣 になり 出す 話 

昭 和會 委員 に 撰ばれて 断る 話 

惡臭 ある ゴ ム の 木の葉と 試驗 

いつも 機嫌の い . ^顏 をす る 事の 困難。 

木星の 安全 剃刀 をと いで 居る 紙の 器械 人形 はいつ も 機嫌が い \ 併し 自分 は 人形に なれない 

亭主が 豆腐 を 噴 はせ ぬと 云って 自殺した 女房の 新聞記事、 新聞記者 は 魔術師で ある。 肝心の 品 

玉の 機巧 を隱 して 灰 吹から 大蛇 を 出し ハ ンケチ を 鳩に する、 

地震に 歌 はせ る 法、 Seisiuogram を 蓄音機に かける、 あらゆる periodic  curve を 音に する 事 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


分析 硏究對 綜合 硏究 


自分の 服装 は 見えぬ から ilK にならぬ が 子供の は 

熟帶魚 風景 

S ヤス イネ 1 

g 千疋屋 のべ タカ ムボ チアと loneliness 

^ 三万兩 五十三次の 浪士 

新 宿の 露店 

科学 は 五官からの 解放と いふ 併し 五官な しに 科学 は 成立たぬ 

五官 は あらゆる tool の最 精巧な もの、 併し 心理との 交感が ある 爲に 誤謬 や 錯覺を 生じる、 し 

かし、 分析 的 研究と 練習で 心理的 効果から emancipate され、 ば 最上の 利器と ならう。 

人に よって 五官の 差の あるの は 仕方がない。 金の ある 人と ない 人。 天才と 不 天才と で 仕事の 能 

力が ちがっても それ は 仕方がない。 

thinking  machine を 尊んで seeh お- llcaring.  machine を 軽侮す るの は 如何 

眼 は integrating-  machine 耳 も 一度 analyse して 綜合す る。 凡ての ものが さう 見える。 

不規則な 模様、 例 へ は metallog-raphy の 寫眞、 泥 ゃガラ ス の 破れ目、 此等は harmonic  aily- 


595 


596 


自 

耳 は 

雜 

髮 

羽 

、 t  • 

分 

で な 

ま 

を 

左 

田 

の 

も い 

や 

短 

と 

が 

欠 

矢 と 

鼓 

< 

床 

膺 

占 

張 の 

の 

し. 

屋 

を 

調 說 

ま 

て 

知 

禾 fl は 

を 

居 

を 

る 

1、 

調 

る 

< 

人 

析 當 

禾ロ 

人 

れ 

は 

に で 

分 

は 

る 

割 

近 あ 

析 

大 

話 

に 

い る 

に 

抵 

多 

事 。 

力 1 

延原 

を 

け 

ば 

t 

る 

す 

し 

の 

と 

か 

は 

見 

し 

但 

苦 

商 

し 

し 

分 

せ 

味 

ぐ 

の 

ま 

で 

な 

sis にか けられな く はない、 併し 綜合 的に は 一目で 151! 別 出来る。 雲の 形 もさう である" 


味 


一度 目に 見た 「間諜 X  28」 


る 人 だと 床屋 云 ふ 


あると 力、 Ava-ve  lol.xn を specify する 外の 音^ 


が 非常 に low と 思へば よい 


美点 を 知る 人 はない 知る と 同時に 美でなくなる 


〇 待た される サイ コ 0 ヂ 


言 己 曰 中 懐 マー 口 


〇 植物の 移住 


軽 井澤 掛 星 野  ー 

數 日間 少し づ、 山道 を 歩いた。 段え 足が 軽くな つた. - 從來 はから だが 脚 を 荷物に して 引す り 歩 

いて 居た が、 此頃は 脚の 方が 達者に なって 樂> 、と 自分で 歩いて、 おまけに 身体 を 運んで あるく や 

うにな つた、 

星 に は 猫 を 見ない、 宿屋で は 料理 を 荒す から 飼 はぬ さう である、 以前 は 七面鳥 を 飼って 居 

たが 客の 坐 敷 を 荒す から 止めた さう である。 

發電所 65I<:W. 水量 不足で 40 しか 出ぬ 40,000  Y 位 か、 つた 

雀 も 居ぬ、 御代田へ 行けば 居る 由、 

鷥が 多い、 篤の 嫌いな 人が あれば 困る だら う。 人間の 祖先が 林で 鶯に敎 育され たと 考 へられる- 

凡て の 美も敎 育で 得た in 慣 であらう。 

淺 間の 附近 だけ 雲が 形が ちが ふ。 

草津 行の 中年 女 

デントの 家族と 支那 ァ マ， 

人力が 居ない、 

ホテルの 客 引、 

白 電車、 驚く 馬、 
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敎 文舘、 

三 笠 ホテルの 馬蠅、 

不機嫌と 人れ 齒  . 

感情が 顎 を 変形す る) 

靜の 世界と 動の 世界 

動の 世界に は 完成 はない 

水 馬の 子供、 目高との 交涉、 

水 馬の float 泳き 方 

執ー帶 魚の to- うに 目高 や 水 馬 や 水す まし 風船 玉 を 輸出- 

一 年生 だから 出来ない か 

いもり、 縞 泥鰌、 田に しの 輸出、 

たかとう だいの 雄蕊 雌蕊 の 不思議 

同種 植物の 群生 

蜜蜂 
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記 3 中懷字 マー 口 


千ケ 瀧の ト ー キ ー と 雷雨 

土 佐の 栗の ヒ ョ々々 

板 垣さん、 土 佐の 人 は 頑固、 

へ とし子と たつ子、 鲤と 金魚 

I つると つね、 鲋と i1 

犬に 喰 はれた 家鴨の widcm? 

ま ー ちゃんと 目. In 问 

「目高 はお もちや だから つ ぶしても い ：ー 

荒 川 氏の 男の子、 家鴨の 胸 を 見て 

「ぁひるの牛^!^」 をのむ とい ふ 


科学者と あたま 

地 求 物理と ス ぺキュ レ ー ショ ン 


〇 学位 問題 

事 翁であって 哲学で ない 
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價値 判断 は客觀 的に 不可能 

鲷と松 魚の 比較 

檢 事と 弁護士 を 要す 

通例 は撿 事ば かり. 

殺人者で も 弁護 はっく 

学位の 場合 は撿 事が もうけ 役で 弁護士 は 貧乏く じで ある 


P 皮 "ciblsn 


動物 を 愛する 人、 何 か を 愛したい が 人間 は 愛し 難いと いふ egoist が 動物 を 愛する 

Ltuly の蓄犬 はこれ とちが ふ 


三越 食堂で 大臣の 骨相 論 占 ひより は 人相が まし 云々 

女給と 世界中の 女の 各 タイプ 


帝 展の繪 に 海水着の マ ー クが 問題に なった。 

デパ ー トの 窓から 見る と 下の 町の 商店の 看板が 見える 此れ は 問題に ならぬ 
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記 日中 懷字 マー 口 


出 
席 

し 
た 
も 

の 

は 


斡 
事 

つ 

今 
曰 
は 


が 
多 

か 
ら 

な 
る 

ベ 

ぐ 

簡 

早 
に 


人 

方 

し 

の 

に 

び 

顏 

/PI  S 

似^ 

れ 

が 

る 

を 

誰 

老 

カュ 

力 S 

人 

< 

故 

の 

鄕 

顏 

の 

を. 

人 

見 

に 

て 

似 

居 

て 

居 

た 

突 

然 

ら 

し 

土 

佐 
方 

日本 橋畔の へ リオ 

猫の 糞 所、 


1 フ 


食堂で 向 ふの 

浮んで 来た。 其 

マッチと ライ 


学士院の 講演 

して 来た 人平氣 

〇 受賞 候補の 

年寄 は氣永 

rage  /-.><> 

ま- i 


dt 

d^  —  d-Td,!;  —  tlx 一  , 

dt/  dt  dt-  dt 


「ィゴ ッソ ー」 とい ふ 言葉が 頭に 


願 ひ ます」 あとから ぞろ ぞ ろ 遲刻 

夬局 損する。 


601 


區會 議員 候補の 立札と 特賨ゃ 其 他 の 札との 同價値 

へよ せ 鍋 はま 鍋 

〈かばやき、 藤蔭會 スケ ー ト場 

〇 氣 持の 分らぬ 人 

デバ ー トの 便所の 手 洗 場で 大勢 待って ゐ るのに かま はす ゆる々々 手 を 洗 ひう がい をし、 おめ 

かし をす る 人 

。万年筆 ケ— スの 型の 変遷 

H バ ー シャ ー プの 変化 

子孫の 爲に 計る 事の 無意味  . 


〇 日本語 を墮 落させた 漢字 言海 点撿 

さ； 

或 日曜 コ ー ヒ li 苺 砂糖  丁 〇〇 

その 火曜 グ  y  丄ハ 五一 
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記 日中 懐 字 マ-口 


次の 日曜 コ— ヒ ー 苺クリ ー ム  • 四 五 

その 水曜 …… 


小宮と 自分と 夏 目先 生に 關 した 日記の 点檢 をした とき 自分の に 貪 物の 記事が 多かった こと。 

子供が 食物の 記憶の 多い 事 


年を取ったら 粗食せ よと いふ。 粗食が い、 ので はない。 粗食 はま づ いから 食 過ぎない のがい \ 

の である C 

御馳走が つ くと 風 を ひく 


酒の みに は 下 戶は生 甲斐ない やうに 見える。 

下 戶には 酒の みが 馬から し い。 

コ I- ランと pl 

老子と 自分、 木戶 先生の 話。 黴 〔び〕 た 老子と 背 寅き た リベラリストの 老子と 

自働式 電話 交換 機 A2K さ S  Tacticiis の Tele ち .ilph 
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藥罐 を病氣 のま じな ひに する やうな 一 人物の 崇拜 

科学者 は 今でも 元素に 色々 な 人別 的 名前 をつ けて 居る。 原子 番号 だけで はす まされない 


変った 話、 L 電車で 老子に 會ふ 

0^ 一 一千 年 前の 自働 電話 

^御馳走で 風邪 引く 

も 一?il 會 議員と 蒲燒 

不機嫌で 顎が 曲 かる 話 

fij 正月の 目出度くない 話 

t ^薬瓶が 利く 話 

«3 新聞記者 は 魔術師 


〇 一 日に 會の 欠席 屆を 五つ も 出す 話 

〇 雜； P や 原槁を 包装す るのに ぐるぐ る卷 にした の は 困る 事 


Granite  sand 

dry  ,26。 
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記 曰 中懷字 マ- « 


さ et  35。 

I31ue  sand 

dry  30。 

wet  30。 

No. 1 

wastied ゝゝ 

ulssroed に 7- 


xf—21  whlc  sand  No. に 

(11 y  30。 

wet  :35。 

同じ 砂 alilfj 

wet  37。 

X  〔？ 1?〕—127 

新嶋 石英 砂 

drv  statical 

distuibecl 34。 

wet  statical 37, 
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ditstuibed  32。 


XI-12S 


Ih-y 


wet 一 


XT29 

wet 

此れに 

XI —29 

靑砂 


statical 


JI 

35c 

に ひ 

35。 

35。 


35。 

； 29。 

に 5。 

. 35。 

30。 

32。 

昨日より 放置せ る新嶋 石英 砂 

static.  35 

dist.  30 

Gelatine を 人れ 放置す る 事と す 

日の つ き 


Stat. 

.(list. 


35。 

wo ゥ 


30。 
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記 日中 懐 字 マ一口 


wet  . 

(ILSt. 

約 三時 間 後 

(list. 


き。 


W4。 


330 

30。 

-290 


32。 

30。 


33。 

： 一 0。 


XI—30 朝 

靑砂 

水中 昨日の ま ，^ 

statical :{4. 

-lisst ニニ 1 一-三- -re.i^ula 一- 

〔同じ 手帳の 卷 末に〕 

181114 


ss-le  <3011- :L- (させ aiigscheii  Nit3(12-schlil.l4-c,  K.ollcid  ZS.  64： へ 1933) 


延喜 元年 156.1 
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R.A.F. 加速度計 一 


C2H,,I3r,  CHOOCH3  (IVIethyl  form.)  Aceton,  Ethvl21e  Chloride  (CH)2C】2 


Aeeton  clilorate,  JVIetliyl &i  etliyl  iodide 


De-vaux  :  J.  physic^ue  (.1)  3  (1904),  § 

Metcalf  :  Z.  Phys.  Ch.  52  (1905)， 1. 


一- 1 

藥 種の 枰 目に て は 主に 4 匁 をい ふ 

斤は藥 種で は ISO 匁 


Finch,  Thomson  etc の inactive  film は 油の 膜が あるので ないか 


徒然 草、 20 枚、 十一月 中 
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記 日中 懐 字 マ一 口 


トランス フ才— マ—  (二)  ； {「 さ 

コンデンサ ー (二)  S ミ 

ケネ トロン (一)  . § 

水晶 水銀 材料  1 き 

sic 

KC 一  の I\ataphcres の 時間 変化 を驗 する 事 】>ilTl 一 si<m  一- at の 効果な き 故 

水澤 

Go-tl 二 K-1-shul y 

ITkiah 

Scinciiuiati 

Kit  ah 
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Btshnold.  Die  I\0112dc  in  del-  wiolog-ie ii. Medizinc  2  Auf  Q9i9).  91, IGS, に 19 

Fasersnel.de 


Structure  of  Mg.  Zn  and  AI  Films 

Finch  &  Quarl.ell  ； p.  398 

Catal.  pi-01〕. &  St  rue.  of  IVICtal  Fihiis.  J. 

p.  414 

Finch,  iviunson,  stual.t,  ，rhsllsoll 

P.R  S. 141 (1933,  No.  844) 

大判 生 漉 色紙の 黄、 淺黄 

Phys.  Z.  S.  d.  Sowjetiinioii 3, 1933,  Nr.  3,  2M 

JL.  Inge,  A.  AValthcr,  w.  wal, 

ivritische  welllelkung-  ； s  einigen  iieiieren  Aibjiten  tl. d.  Dul.chschlage  von  festeii  Tsola- 
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記 bi 中 懐 字 マ-口 


Mel】or  :  {Jolllpl-eh.  1-roat.  of  Jnorg.  p. 

\Vi 一 lie  Stiowo: ご； is  .Bild  als  Naclu-icht. 

Cypridiiia 發光 動物 

Lucilul-llK;  4VJ 取る soul-oe 

Fuess  N.? 105  Sp2..t5f^l.apll  3200  yen 

襌脫. (劍 氕、 輪 鼓 etc) 舞樂の 曲目。 情 子の 名との 說 あり 

c2II50c2Hr-  ethyl  ethel- 

CMHSBr  ethyl  IDl-om 

Methyl  dllcridci 
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Methyl  loclKlc 

Kthyl 、ゝ 

CHCI2CHCI2  Acetylene  tetl-;K 二 

c;iiI7Bl-  propyl  bl- 

sl51ello:tt-  :  Brush 1 ミ you--  Russian  12.00 


Oil  col 01- 

Fihn 

Fn ョ h1<-lllumf-c 

S-- 「>,「>  …-- 「10 草津行 
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記 日中 懷字 マ- ° 


ゴ マナ  一 

ラ ンブリ it 艇 (靑 森)  •  一 

下 加 茂溫泉 の 河原で 露 伴 翁の 拾， ふた 石  ： 

四季 矮性 Brilliant  ec.llo 

Royal s 一  ar 一 et 

松 井元 惇 梅園 日記  一 

松 井 氏 古梅 園發行 古梅 園墨談  • 

- (松 井元 泰編) 正德 年間の もの か 

田^^^：：醬油 搏 一つの 灰 I ン 炭が 四斗搏數個の 割 水分 僅で 粘着、 コネて 居 

.^H.  P  a 水 を 少し いれ 上面 ii して 型に 人れ 出して j 

める。 生乾きの 時に も 一 度 丸めて 亀裂 を 防ぐ  一 

他の 炭 星の 話 
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灰 は 用 ひす、 S 灰 を 製造す る 必要 あり、 木 節と 稱 する 泥 を 用 ゆ、 煉 瓦屋に ある、 少量で 足る。 

牛 a 位の 濃度に した もので 炭 粉 を 膠着させる。 光澤 惡し、 此に 藍殼を 入れる と 光澤よ くなる。 

別法と して は 藍 殼を用 ゆ、 併し 材料 手に 人り 難く 又 分量 を 多く 要す 木 節に 比し 十倍 位 vol を 

要す。 

灰のと 藍のと は 火が ついて 後 こ はれ 易し。 木 節 を用ゐ たる もの は壤れ にくい。 

堅める の は 三度 表面 をた.^ き 丸める。 さう すれば 堅 くもなり 光澤 も 出る。 

つのまた を 用 ゐる事 も あるが 多量 なれば 惡臭 あり、 少量 なれ はよ きも 不経濟 なり、 且つ こ はれ 

易レ 

濡炭を 石臼で つく 

乾燥 は 天日で 三日 位 乾かす 

地上に 落して 割れぬ 程度 

木 節 (キブ シ) 


ゴ la 長 野の 傍 

高 井 富士の 一 部もゴ ー 口 

猫 チヤべ 靑森 


6)4 


記 日中 懷字 マ-口 


Jalljlkc-Hmde,  FUTllctlonersateln  mit  p-ormeln  u.  Ivul.ven 


白旗 號 遭難 

行 橋より 無線 應答 なし 

針路 を 誤る 

六 時 小 低 UK 壓 あり、 雪 

無線 窒は 何處 か？ 

風 急に 加 はる 


fntl-oduction  to  the  ,Th.coly  of  Canonical  Matrices. 


ャマ グルマ 


地震に 伴 ふ發光 現象の 研究 及び 其 資料 
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四月^ ^一 日 二 時 十分 前後 
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高島屋 食堂 前 H レべ ー タ ー 觀察 

四月 十 一 日 午後 一 一時 過 

〔第 卷ニ 〇人 頁參 照， 一 
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記 日中 懷— マ— 口 


> 1-111 *2U  CJl- 

I  121  一； 一 tl  一. O  一  il タ ラエ フ 

Al-le 一-!.; :=.  Juu<! 19" に 

gellcnltol- 1j 三- 1-< 二 vo 二 l_--cl-l  IMa-lll- 

N"isir-a  lu:to--  -tisloi-or 

-20,0i  Ka-lss  5 一 s  K  \V. 

確實 にと る 事 に 1: ミ 00  A 

--luullb-!-- 一 一  つ 

Naur  roii 

Riith  i よ (-ker 

a で 7  4^1  ©xcltc.  lei 一  JulslslluJ  _Jy  cel,tie 一-  CCU.1  一 t- な 一- 


6J7 


Mile  cur】e,  Joliot が icpcai; 

破 壌カ大 

で we をた 、く  . 

Millikan の 養で 人工 S 

sic 

He の (.anal  lays を 使 ひ Be に 衝突され ると 出る、 

鈴 木 武夫 II 地表 曆 ある 時の Rayleigh  Avave の ^は W が X の邊に ョ あり 

=1 の 寺 は 1.3 に 近くなる 

^ ひ 

F  etluem.y  COSISC  l.ay 

1  一. er 1 sq.  i/II-nute 

.••  ^bp^^  ca 102—202 

or  1001400/min. 

ノ  for に4-  =  24乂60><  (こ) 

=  1440 
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記 日中 悽字 マ— 


綿の 織 維の 如き ものが 集團を 作る 性質の 研究 

E-e(0,n)3 の 如き もの、 flocculiition の ii 一 oclianiam  - 

此の 如き 物質が 水の "を 著しく 增す事 實の說 明 

11.21  oxide を 含む -arbon は W 溫で OK を吸收 すると explosion を 起す 事 あり (Fl-C3un 二 lir-h 

1, に 05) 

海搖蚊 ch ョ i? 幼虫の 時 は 後尾 部 直れと 成長 すれば 12)。 捻れ 下 面が 上面になる 

關東 地震 に對 する 伊豆 5vanu 

土 佐 沖 地震に. - 紀伊 swan 一 I  , 

は 同様に 何 かの huportaiit  function をつ とめる もので はない か 

JVIeteor.  (ML  Ail-  .Ministry 

9.1st の 論文 達る 事 


619 


ボリ、 ルック、 ナゲラ —ト 

寳珠の 玉 (小川 氏談) 

火 齊の珠 (ホ ー シ ー) 

齊は配 劑の意 

^の 鑑定に も 叩いて 音 を 試みる C 余り 堅くて 音の 高き もの は 不可" 少し 鈍い音が よい 

K.  C  Ricliardsoji aii 二  Tyler:  T-lle  Flow  oi;- liq  一一  i(l  suspel-sicn  一  pl-ys.  Soc.  Lomiorr 

p 1932〕 

內外 二重 闪筒 中に 人れ 外 筒 を 廻 はし、 內 部の 速度 分布 を 測る、 visssity が 叫 >. の 1. ミ Icti: 一一 

なりと して 說明 さる、 

IVnio  suyiulne  veil ： JihythJ-lis  phen.  (一 hse 一- ved  iii the  elect,  etle-- 尸 y  us な て， 

C.  R.  Nov.  7,  s; に 


sanlM-a  : ス atu 一- illiull-  Quilcsticlllull.  lib.  V!.  二 ip.  ,2.1 地震の 光 
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記 fcJ 中^す: マ— a 


製図 室 保 B: 芦雪 

レ ンズ室 織 田 亀 鶴 

学士院 WT  .,_  & 

理硏 給 巾吿額 <S60 

Tviidall ： 二 e;ll-t 水 .-^ の 一 日 

： IhfU 年の 山登り 

文 車の 星 一 つと なる 

昭和 パ年 a!K5.1) _x, に1 

武藏 北部 地震 

二 Issinm-.  ，nb  private  ； pn- づ ers  of  Hen!.y  livecroft. 
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震硏報 m,  4,  X2 

Hedge  i.  Liigang-  Rings 

〇 紋 葉と Fe  Gelialt との 關係 


小川 琢治 氏談 

鐘 を 鑄る 時 女の 鏡 を 入れる 

平 田 君の 話 

鐘 を 鑄る 時 一 度 失敗し、 次に 羊の 血 を 人れ て 成 効した 例 


622 


記 H 中 懐 字 マ 一 a 


口  — マ字懷 中日 記 (昭和 九 年) 

1 gt.  4  (Mokuy6bi)  5-,^  Abe-kuu  4-nnai. 

1 gt.  8  (Getuy ひ bi)  octuk:a  Kun  Konl-ei  s-,;^  Galcusitcwaikan. 

1 gt.  9  (Kin-y6bi)  Sakai  San. 

1 gt. 11 {Moliuy ひ bi) Ic^ikflhy ひ g.ikwai 10  ノ 

1 せ. 12  (K:in-y6bi)  Gal<usiin. 

1 gt. 16  {Kway6bi)  sinken  Daiuvakwai. 

1 g， 18  (Mokuydbi) 1-- K6ksly6g-ikwai.  Asa  R:6gi. 

3 

2 

6 


1 gt.  20  ( Doy 6bi)  Tcm32ldc  Li-ie さ 試寫き 3_-. 

1 gt.  22  (Getuy ひ t>i)  yaka-i  t^all  Kbiko. 

Gakuzyutu  sl:aKoli.wal. 

1 gt.  26  (Kin-y ひ b-i) 1 ノー  K:6ksly や Erikwai.  Moiilbu  Kwant. 

1 g;t.  27  (Doy6bi)  Taiheiyo  Gakuz. 

2  g;t.  6  (K;way6bi)  Sakai  Sau. 

2  gt.  7  (Suiy6bi)  cp-^l--^  sitlsakwai. 

2  gt. 12  (Getuydbi)  Gakusihi. 

2  gt. 14  (Suiy6bi)  M:iuakuti  Sail.  Kreutzer. 

2  gt.  20  (Kwaydbi)  Sh-k21da-ll さ- ak\v;i i . 
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,Kiri 中 tr 卜 マ—。 


2  gt.  22  (Mokuydbi)  5=- ふ Rainbow. 

2  gt.  23  (Win-y6bi)  4 一-  Hattol-i  HY 一 kAkwai. 

2  gt.  26  (Getuy61bi)  SancJai. 

3  gt. 19  (Getuy ひ bi)  sfrka-i  sail. 

3  gt.  21 (suiydbi)  6 一-  a. ョ. Li- 日本海 中央に ありて、 不速績 線 は中國 より 豊後 水道 を 通つ 

て 大平洋 に 出づ、 P.111. 中心 は 札幌の 西の 海中に あり 函舘 烈風 

3  gt.  22  (Mokuydbi)  (i--  a.  3. 中心 は 樺 太 東に 進出 東北 地方より 北海道 南部 w の 風 

3  gt.  23  (K!in-y6b>i)  5 一一  Ilattol.i  Hr)k6kwai  Hy5.Ji.il2viu. 

3  gt.  26  Haiiefla  TTik6dy6.  zucken. 

ヒ illak--  syulll 一；， itu. 
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3  gt.  27  (Kway ひ t>l)  sin  ； Kwaiisai  iyclc{- 

3 ち. 28  (Suiy6bi)  Gakuzyutu  sinkokwai. 

3  ^t.  29  (Mokuy6b>i)  Kx-kflhyd, 叫 jkwai. 

3  gt.  30  (K;in-y6bi)  IVIa.tmle. 

Kono  SyGkan  (3  gt.  26:4  gt. 1) 26—30 迄の 間 航空 評議 會實驗 

4  gt.  3  (Kway6bi) 一同で 正 一 一洋 服 注文 

4  gt.  8  (Nitiy6bi) 夜中 谷 桃 谷 

gt.  9  (Getuy6bi)  Matuue,  Abe,  Tuda  w 五 万 石で 會 

4  gt. 10  (Kway6bi) 震硏 
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記 日中 懐' れマ— n 


*  gt. 12  (Mokuydlbi)  (二-, 13siill 

4  gt. 15  (Nitiycibi) 黑田 君の 案內で 花見 ド ラ ノ 

史 目白 落 合 田 無から 村 山の 南の 櫻 並木、 雜木 林、 

帝 遣 跡、 桃 林、 二子の パ ンク 

4  gt.  20  (Kin-y6bi)  5 一-  (ink.  K，21.  Gcoph ま. 

4  gt.  21 (Doy6bi)  101-  Gakkeu. 

*  St.  25  (Suiy6bi)  K6kflhy6g-ik\vaiL 

4  gt.  30  (Getuydbi)  Ksl-iya  to  TikuyG. 

ひ gt.  2  (Suiy6bi) 10 一- 三 田 四國町 日本 鼋 ヒバ 


ヴ 初子 夫人 菅太郞 君、 日 比 谷 夫人、 大瀨女 

上水 畔、 立 川から 多摩川 對岸を 東 下、 明治 大 
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午後 一 時 振與會 Trio 

5  et.  7  (Getuy6Tt>i)  Sakai ひ an. 

ひ 3-t. 1 ひ (Kway ひ t>i)  sir-ken. 

5  gt.  25  (K;ilvy6bi)  Gak.  Snik6  K.wai  3  Tckubetu  linkwai  4-2 


5  gt.  26  (Doy ひ bi) 1 一- o  ，railleiy^>  p.  TV- 


IS  gt.  30  (suiydbi)  0 一-や Ita.iiaki  I ク  1=. Daiiti  s6g.o  iv- 

6  et-  5  (K;way6bi)  Gejisui  s6.K.i.  Mol-l  no つ oslKr 

の gt.  20  (Suiy6bi)  Tr-io. 

6  wt.  21 (Mokuy6bi)  oaiiti  sog.o. 
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記 日中 懐 字 マ —口 


7  gt.  9  (Ge1;uyd-t>i) 

4--  aluss  vmKh->d  N.aoll. Fr 暴 「Tfi  cs  from  tip  sm,ilred. 

J uly 1.4th.  Swit  rem 一一 rkatdji  covtst. 

M£t;h  Remarkable. 

7  gt.  2*  (Kway6bi) .IG 一一  5 一：  u(-uc  liJitu  Ilosln- 一  yuki. 

8  «t. 13  -Qstf^a-^-^ 星 野 I, つ、 午後 輊 井澤 行 Ni  Gra-d. 

8  gt. 14  (Kwaydbi) 朝 小 諸 懷古園 行、 水道 呑口、 天守 臺で藤 村 をよ む 一 高 生 藤 村 庵、 熊- 

孔雀、 ホ ti ホ P 鳥、 足な しの 猿、 父母、 子 猿、 寫眞屋 

栖原 君、 自動車事故 

9  gt.  5  (Suiy6bi) 杏掛行 

9  gt. 15  (Doy6bi)  Gak.  sink.  K.  ucllo. 
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9  gt.  25  (Kwaydbi) 「> 一一 学 研 日蝕 會議 

£>  gt.  26  (suiydbi) ；ち 電氕 試驗所 第三 部 駒 形作 次 氏  . 

9  gt.  23  («:in-y6bi) (ち 星 ヶ岡 

9  gt.  29  (Doyalbi)  ，r;_,iheiyo  r-ak.  T」〈. 欠 

も- 2<r- 新 宿發上 高地 行 切符 6.34 

10  gt. 1 (Getuydbi) 10- 上 高地 發 12ー> 松 本 着 」  一- 2-1 松本發 

松 本 村 井 棟瓦 を剝 かれし もの、 コケラ 屋拫を 大部 取られし もの、 木立に 圍 まれた 茅屋 無事、 

赤  <ム 並木の 內 折れし もの 少し 落葉松 林 中には 倒れ か V りし もの あり 暨尻 向井 問 赤松 林 風 面 並 

倒 

小 野 間 谷 脇 赤松、 小 野 ブリキ 烟突 倒、 倉 屋根 剝 かる 

辰 野 間 川 沿 二階屋 南 庇 破 

川岸 間 突出 二階 南 庇 刹 かる 落葉松 倒 赤松 折 川岸 工場 棟瓦 落、 

コケ ラト タン 屋根 剝、 藁屋 比較的 無事 石 をの せた コケ ラ 無事 
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記 日中 懷 T マ— n 


岡 谷 迄 ェ 場 南端 トタン 屋根 剝 

岡 谷 下 識訪間 工場 トタン 南 角、 瓦 フキ楝 瓦剝、 切ヅマ 南面 角 

下 誠訪驛 附近 屋根 剝 多し、 トタン 不可、 窪みて 植樹 蔽 ある 民家 無事、 工場 全 屋根 を 失へ る もの。 

棟に 石 を 並べ た コ ケ ラ屋 無事、 湖畔 一 一階 屋 屋根 飛 

上謙訪 山麓 民家 無事 赤松 大木 二 本 折る、 舊 村落の 無事な 一例」 茅 野 附近 比較的 無事、 地形 

の爲 か、 倉 車 南 角 白壁 剝落」 靑柳間 民家 無事、 落葉松 稀に 倒  . 

東西の Val!ey の 利 富 士見迄 全く 無事、 肥溜 も 無難 富 士見驛 前、 新造 屋コ ケラ 少し 剝 かる」 

信 濃境驛 附近 無事 小淵澤 無事、 長 坂 日 野 春 間 赤松 倒、 赤松に 老樹 少き譯 

甲府 附近 瓦葺 多く 無事」 日 下部 邊土倉 白壁 刹 落、 棟瓦 少し 落、 驛前 トタン 屋根 剝晚 多し 山 沿 

舊家 無事 

10  m;t.  4  (Mokuycit>i) 水口さん、 Br，！，l 一： rcn. 

10  gt.  24  (suiydbi)  s  =  is に- ii IJallwukwai. 

Ho  gt.  25  (Mokuy6t>i)  一一 一-  . 一  ni-iiti  SGgo  二 ot6 】 つ 

10  gt.  28  (Nitiydbi)  ^h^s 
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10  gt.  29  (Getuydbi) 朝 渡 邊光德 氏 

11 gt.  6  (Kwaydbi) , 一 航評、 文部省 第-一一 會議室 

llgt.  9  (Kin-y6bi)  4- 一， 文相 官邸、 震 評 

11 gt, 13  (K:way6bi>  ；,)  C  Kil7ui. 

11 gt.  20  (Kway ひ bi)  sillkcmhulwillisli. 

12  gt.  5  (Suiy6bi)  hval-alrli  r>--. 

12  gt.  6  (Mokuy ひ bi)  yiolin, 

12  gt. 19  {Suiy6bi) 理研 忘年 會 

12  gt.  29  (Doy6bi) 朝 雪の 中 を 阿佐谷 山脇敏 子方 へ 行き X  X 氏の 返答 を 聞く 事 を賴む 
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言 己 日中 懷字 マー 口 


〔以. 卜 同じ 日記帳 の餘 白に 記 人せ る もの〕 

Cracks.  ullih-.m で 個体の ない 世界から 個体が 發生 する 現象で ある" 

〔一月 一一 一日？〕 東 日記 事、 新 潟 縣で小 野 塚 某と いふ もめ 一 家が 雪崩の 爲に 家と 共に 壓死」 元 H 

と 二日に 餅で 死んだ もの 五六 名、 その 中 g の 老婆で 孫と 雜賓の 競 食 をして 九 片目が のどに つま 

つて 死んだ のが ある C 

地図、 コム パス、 卷尺、 

壞中電 §饩 テル モス 

袢 創膏、 靴、 

コップ、 リュ クサ ク 

カメラ、 フィルム、 スケッチブック 

油糟 具 植物 図鑑 

原槁 用紙、 

生理学、 金屬 合金、 其 角 

動物の 世界 
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半藏 門の 近くの 濠の 水面と 崖の 枯木の 枝と にか もめが 群れて 居た。 邦樂 座と 帝都 座も滿 員、 

或實業 家に 隨 筆の スト ッ クが あるかと 聞かれた。 倂し讀 者の 假想 しないで はどう も 書け ない。 

分量 も 規定され ない とかけ ない C 此点 journalist である。 

電燈の 灯に 馴らされた 眼で 夕 空の 色 か 特別に 美しく 見える 事 

学者の 病、 自分の 專 門外の 事 を 嫌 ふ 癖 (XX 氏と 測量)。 會議 好き、 seminary 好き (必要 は 必_ 

要 だが 大局から 見て ovel.kjad になる 例へ は F の 場合、 落 付いた 時間が なくなる から 困る。) 一 

婦人は自分の容貌^^最美し くす る Mcod を 知って 居る、 すました 方が 美しい 人 はすます 習慣： 

がっき、 笑った 方の 笑し い 女 は 笑顔 をす る 習慣が つく、 此れ か 其 人々 の 情緒 を 支配し 性格 を 支配； 

し 翻って 容貌 を 規定す。 それ故に 女 は 容貌 を 見れ は 性格 か 分かる、 男子 はさう は ゆかない  一 

Review  (Marcus  show) と 大衆 雜 誌の 編輯  .  一 

釣鐘の partial が 2  5  7  9 11 となって 居る。 美術家が 美しい 形 を 作った の は 鳴らなかった 一 

化学 藥 品の 効目 は强 すぎる 下劑 でも 收歛劑 を 交ぜて やる と 身体が 適宜に 調節す る。 從 つて 漢： 
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5己 日中 懐？^ マ— 口 


法藥が 合理的で ある 

viclill の 設計 

Azotolbactel-Ja と  一 二- orzoa の 稻に對 する 効果 

讀 書の 要訣 

自分に みになる もの を 完全に 吸收 しみに ならぬ もの を 忘れて しま ふ 

花見が 年取って 始めて 出来る 話 

チ ンド ン屋の 心理と 境地 

ギリシア 哲学者が bench の 端 を 撰んだ 話 

人間 は llrug- の 混合から からだに 必要な もの を攝 Iw^ する 
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Geological  age に UV の 強かった ときに 生物の 変異が 盛に 起った と考 へられる 

鄕 里の 家の 庭の 紅葉 を 描いた 油綺が 「秋 庭」 とい ふ 題で 國展 (四月 五日い に 出て 居る。 一 見し 

たと き はう ちの 庭と は 思へ なかった よく 見る と 中央の 長方形の 飛石が 見覺 へが ある。 右端の 石 

燈 籠が 思 出される。 左方に ある 枝の くねった 樹の 枝ぶ りに も 朧氣な 記憶が 甦って くる、 此れ は 古 

ぃ槲の 木で ある。 

色々 の 想 出 は 一 番 中央の 飛石に 集中して 居る、 秋の 紅葉よりも 夏の 蒸 暑い 夕方の 光景が 思 出さ 

れる、 

〇 稅關と 重い 水の 話 

明治座から 見る と 科学 博物 舘と 学士院が はなれて 見える 話 

小学 時代  ■ 

溺れた 話  ~ 

前 田に 鷹 を 貰 ひそ こなった 話、 

內 田が 昇 11 水で 死んだ 話 

X  、〈  > ク , 一一- P 
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； E 日中 懷字 マ— n 


直立 を 命ぜられる 話  . 

小指の 爪 を 長く 延ばした 人 を 見る と 神 軽 を 刺戟され る 話  .， 

(タ^と 夕風) 

土 佐の 夕風、 神 戶岡山 晝 間の マゼ、 陸風の 遲 さと 弱さ 東京の 凉風 

理 研の 廊下の 姓名 掛 札の 手 坂で よごれる よごれ 方が 人に よってち がふ。 性質の 似た 人 は 矢 張 似 

たのが 多い、 

R(>yal  scarlet の 花に は眞 紅色に 紫の 「かげろ ひ 一 一 搖曳ー が ある 花に はか ふい ふ 搖曳の ある 

のとない のとが ある。  . 

言語の 不 明晰な 爲に 注文の 間違 ふ 話、 マ グ n ズシ とマク のゥチ ゴ 、ノ ン とパ ン、 フィ シ マ ヨネ 

1 ズ とシュ ー マイ 

〇 東鄉 さんの 寫眞 

乃 木さん との 比較  . 
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〇 海水浴 

大野の 潮 湯治、 種 崎、 竹 崎、 ラムネの 瓶 

〇 虫の 話  . 

蛙の 子 を 飼った 話、 

蟹 釣り、 うま 蟹 くそが に、 赤 蟹、 田 打 蟹、 キリス、 鈴虫、 チン チ u リ 

電車で 空席に 腰かけた とき 隣席の 人が 一 寸讓れ は 相互が 樂 になれ るのに 妙に しゃち こばって 互 

に 不快 を 感じる 

〇 黑燒屋 は 1934 でも 殘存 する、 旅籠 町と 末廣 町の 間。 明治時代の 東京、 

9—W—30 グリ I ン ホテルで 珍ら しく 鳶の 鳴聲を 聞く、 昨日 は 古瀬 行の 軌道で 梢の 上 を 渡って 

居た のが 矢張鳶 らしかった、 

時鳥の 三聲 位つ けてから あと は 鳴かす に 飛ぶ 場合が 多い やうで ある、 

今年 は 鶴^ を 見ない と 思って ゐ たら 今日 はじめて 一 匹來た 
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記 [i 中 te¥ マ— >^ 


霧が 晴れた 後の 落葉松の 梢 

蛆の 効用と 飼育 Natw. 」 き 4  JlL-t  ； U 

csteomyelitls 外科 的 結核 劑- 

映 一 I 「喰 ふか 喻 はれる か」 

KillJ^  snake と 亀との 沒交涉 

King  2;ilkc の 身搆 へ 

Rattle  sllals の 橫這ひ 

ビ —ルー 一杯 を 一 息に 吞ん で 一皿の ライ ス をべ ろり と 喰 つた 男 

國 防と 科学 

〇 滿洲の 飛行機 

〇 満洲の 航空 寫眞 

〇 天 is^ 無線 放送 (今頃 航空 評議 會の 問題になる.) 

◦  catapult で 打 出す 飛行機の (iasolil-e  Tank 

〇 某 ii の 通風 管の ncise 
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〇g 号の 事故。 無線 係の 態度、 ゴ マ カクの 實驗 

〇 戰鬪 機と 艦との 通信 不能の 爲 敵を發 見しても 知らされる 此れ 位の SBlal はいくら も 出来る 

のに 

〇 霧中 衝突 

〇 タン ク線 爆破の 眞 因をゴ マカシ タ事 

〇 友 鶴の 設計の 不良"  . 

〇 助命 法の 遲鈍  ， 

〇 濱松 火薬庫の 爆發 による 大損 害 

〇 水雷艇の 夜襲が Noctihica で發 見され 失敗 

內務 大臣へ 

國防は 陸軍に 任されぬ 

水道 防禦  . 

都市 消火 地下 都市  • 

地震 國防 水上 都市 

水害 防 血 山地 市街 

^^^^^ 
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記 B 中懷字 マ-口 


科学的 行政 

二。 OSI-.  Review の 北海道 觀 

國防 制度の 欠陷 

〇 長官に 理解な き 事 

期限 切の 仕事 

持績 研究 不能 

報告の 分量に 重き をお きゴ マ カシを 批判す る 能力な し 

各部 連絡の 不完全 例 水路 部の 無線通信 各 研究所との 連絡、 現在の 方法 以上の 諮詢 機關 

必要 欠 策の 責任 は 完成で 贖 はせ る 事 

若い thinkcM- の 弊、 心の 窓 を 閉ぢる 

海軍  > 

一 、 天 HI- 豫 報電途 

二、 飛行船 事故 

三、 カタパルトと ガソリン タンク 

四、 H ン ヂ ン 
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五、 耐寒 飛行 

九月 二日、 日本銀行 附近の プ ラタ— ヌスが 美しい 秋 芽 を 出して ゐ るの を 見た が、 同日 丸の 內東 

京驛 附近の は 少しも さう いふ 風が なく 朽葉 さへ 交へ てゐ た、 

姉の 追憶  . 

震災 日記  . 


熱帶 魚が 水槽で 大体 同 方向に 併 列す る譯 


マッチの 不平  一 

鳥に 戀 される 話  - 

九官鳥の 聲、 慮 車の 音  - 

一 llt-usoria か 無性生殖 を 継績中 衰弱して conjugation を 起こし かけた 時 はソッ プを 水中に 入れ 一 

るか 义は潔 車で 搖ら せる と 又 無性生殖 を継鑌 する  一 

雜誌發 送の 包紙  一 
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記 曰 屮懐卞 マ— 口 


熱帶 魚、 異種の もの を 混 棲させる と絕 へす 泳ぎ 廻る、 同種 だと 或 時間に は靜 止して ゐる 


新宿驛 で 往復切符 は特 に 注意して 驗 する 濱ロ 內 閣以來 切符が 紙質 を おとした 

胃溃瘍 出血で 爪の 發 育が 惡 くなる やうな ものである、 此れ は 鉄道 省が 有機体 だからで ある。 有 

機体 中に 全体と 無關 係な 細胞 增殖が 起る と 癌と なり、 有機体が 死に 癌 も 死ぬ。 

國家 の 機能 に 無關 係な 國民 細胞が 增殖し て も 同様で ある。 

幸 田 翁の 話 

法螺貝の 音で 毛虫が 落ちる、 支那の 話、 

信 州で は蠶が 厭が る、  . 


〇 色 i の 音頭と 甚句が はやる 

onclo は ode  ノ 

j こ 通す 

Zinku は sine-/  ,ョ 


九月 廿ー 日の 暴風で 京阪 地方の 小学校が 多 數倒壤 して 兒 童の 死傷が あった。 時の 試練 を 軽ない 

建築の 設計 不備の 爲か 工事に 醜 事件が からまつ ている せいか 
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〇 進化論 的に 見た 俳句 形式の 変遷と その 將來の 可能性 

〇 飛ぶ 動物 はどうして 出現した か、 

化石の 鳥 を 研究 すれば 飛行機 改良の ヒ ン トを 得る かも 知れない 

大古は ち. avity か 小さく はなかった か 


〇 変態 俳句の 解剖 

漢字と 假名の 共存 

ピアノの 兩 手の 演奏との 比較 

後者 は 耳て 同時に 聞く 前者 は 同時に 見えぬ 

視覺の 助 をから なけれ は 成立せ ぬ もの は 詩 か 

もし 視覺を 許す とせ は 色 i の 可能性が 出来る、 例へ は 方陣 的、 階段 的、 円形、 花形. いろ々 --出 

來る 

此れ は 詩 か、  . 


〇 颱風の 烈度は その 直前の 天気図の みで 判断す べきで なく、 それ迄の 長い 経過の time  integ- 

ral から 判断すべき でない か、 九月 廿 一日 本州 を 襲った 大風な ど、 その 前 一週間の 異狀 天候から- 
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言 己 日中 懐 マ 一 口 


豫測 さるべ きではなかった 力 

〇 高嶋屋 食堂、 中年 ロイド メガ、 の 男と 二十 五六の 女、 久し振りに 偶然 會 つたら しい。 話の 途 

中 男 曰く 

「ナ ンデ モ H  、 ガ何ゾ 一 ッの事 を 仕上げる のが H 1 ノヤ ナ ー」 

色々 手 をつ け 散した 仕事の 事 を考へ てゐた 時に かう いふ 言葉が 耳に ついた 

〇 科学者の 仕事に も時メ 誤謬が ある、 併し 天才の 間違 は往々 l>】-£luctive で fertile である 力 

まの 人の は sterile であり noxious である。 

間違 ひ は 進化の 途中の mutation の やうな ものである。 

Cychme の track に gravity 分布の anomaly が 影響せ ぬ 力 

cyclonic  tiack の density は に g 分布図 を 比べ て 見る 事 

〇 昆虫の Pla ョ -ia  sh-lillae は 超 短音 波覺知 器？ 

風害 論 

科学 愛國心 
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ァ ン テナの 危險 

藁屋、 石 置 コケラ の 利 トタンの 不利 

地 を 相す る 事 

水車 米つ きを 保存せ よ 

神経 血管の 露出に 等しき 動力 交通網 

パパ マ マ はい 、が 何 V デ ー が 困る とい ふ 平 山 先生の 說 

メ ー トル 法と 尺貫法 は 理屈 の 問題 でな く 電燈と 行灯 の爭 である 行燈 の 長所 を あげれば いくら 

でも ある 

十月 七：：" 日曜 秋雨 

斯波男 告別式 

花環の 數、 株式 會社 〇〇 商會 

株式 會社 〇〇 組、 株式 會社 三越、 〇〇〇〇 株式 會社、 〇〇 銀行、 〇〇 新聞社な ど 

自働車 混雜、 同日 電車 再 罷業、 母性愛の 罹災民 救恤金 街頭 大 募集 

週間 朝日に 薬用植物が 連載され てゐ る、 此を 見る と 大抵の 植物 は藥 になる。 大抵の 植物が 人間 


646 


記 日中 懷字 マ  - a 


に藥 になる とい ふ 事 實には 深い 意義が ある。 天の 配劑 とい ふか 醫者 など は 入らない やうに 出來て 

ゐる。 人間の 祖先が 草 を 喰って 育って 來 たからで あらう。 

スコット 71- で英濠 飛行 を 了った 晩に 讀賣 文士 飛行 旅の 坐 談會か ラヂォ で 放送され た、 皮肉 

〇 南極大陸の 最小 動物 


〇 上野 夜市の 妙 かき 


〇 新 宿の さくら 


靑 楓の禱 

帝 展院展 の 繪は搶 の 定義に 背く 頭の 中に かいた 繪を などる だけ 

ェ藝品 

本當 の繪、 画因、 物對 人の 中間から 生れる、 

筆が 無意識に その 所産の 命に 隨ふ、 鐘と 撞木が ふれる 時に 鳴る、 平凡の 繪は 撞木と 鐘との 寫 眞- 

ー专. H 響かぬ、 料 里で も 舌に さわる 瞬間が 味で ある、 舌の 上に 一時間 ものつ けられる やうな のが 平 
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凡の 繪 である、 

繪の 具が 活 きて ゐる、 

さしみと わさびと 醬 油の 例 

十月 一 一十 七日 靑山南 町 1  一丁の 寺へ 告別式に 行く 赤 坂 表町邊 から 道路が 自動車て 埋まって 電車 

進ます、 途中下車 早慶 戰の爲 だとい ふ 

十月 廿 四日 水 產試驗 場 行 秋雨 烟る 勝鬨の 渡、 港町 情調、 船 夫 小屋の 爐邊 

〇 理 研 食堂 で A  B  二種の 食事 を 作 つて A 食 組と B 食 組と の 間 を 衝立 で 仕切 つた、 不平が 起って 

食堂 を脫 退す る ものが 出来た。 此の 官僚 的な やり方に は 人間 を 余り 器械 的に 見た 出發 点に 無理が 

ある。 

〇 音 樂會の 切符の 賣り付 〔け〕 つ こ をす る 差 引 計算 は zero である。 併し 相手との 人事 交涉だ 

け は net  gain か loss として 永久に 淺る 


〇 顔の 美醜と 腕の 美醜 

〇 ス テツ キと 腕時計の correlation 
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記 日中 懷字 マー。 


〇 停留 場の 円 タク は 高い 話 

〇 床屋の 追憶 床屋と 教育者 

〇 電車 停留 場の 安全 地帶に 立つ 人で 電車の 止まる 位置 昇降口の 位置 を考へ て 待って ゐる 人が 

意外に 少ない 

〇 娘と 母親の 連れで は 娘が 大抵 大きく、 そして 母親より 威張って 居る、 

〇 新聞社の 鳩の 飛翔の 觀察 

〇 上野 松 坂 屋七階 北 向の 窓の 金網 通して 山 下 を 眺めて ゐる 男が 網の 一 つ 目の 中に 收 まる 淺草行 

電車 安全 地帶の 上に 知人の 姿 を發見 するとい ふ 話  ， 

〇 四十 八戔均 一 大市 

〇 ラ ン グ ミ ュ ァ 

〇 本 所 深 川の 沈降、 前兆 か 

ぶ ゆの 翳 者が 人間の 診断 

1§ 年で 海になる 
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幼時の デバ ー ト、 本 町 市 淺草仲 見 世 祭 禮の賣 店 肉桂 肉桂 酒 甘展： 竹 羊羹 ボ ペン 

とんだり はねたり 

〇 橫濱 日本 料理屋の 便所が 坐 敷に なって ゐる話 床の 問が あり 額が ある 

神戶牛 肉屋の 坐 敷 装飾 

〇 論文 審査と 嫁婚 審査 ァラ ばかり 洗 立て &本當 に 取 柄の ある もの を 取 逃がし 取 外 づす例 

〇 食堂、 世間の 窓 

「御 食事 は 安全な 當 店で」 

〇 能 登 君の 雷雨 荷電 研究 (-hargo と pripitatisl の 關係は cyclone 內の up: 流 垂直 分布の 特 

異 分布 を 暗示す 

〇 画に かけない 景色 

〇 實寫 映画 は 切って はいけ ない 事 
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記 日中 懷' ドマ— 口 


〇 トラ ッ クに 積んだ 三つの 衔の 指針の 同時 振動 

〇Eiru,tein の 大名行列 

獨逸 語と 佛語 

頭の のろ い 國と早 ぃ國の 相違 

へ ブライ 語  ， 

要塞 地帶と 地球 物理 

〇 学校 図書 舘は 学生の 爲の 図書 舘で 図書 保存の 爲 ではな い 研究所 事務 窒は 研究の 爲の 事務室 

である、 此の 本末 顚 倒が 多い 

W 究 方法 は 研究の 爲で technique の爲の technique でない 

此 事が 屡 寝忘れられる 

〇 政治と 科学 

昔 は 政 治 と 科学 が沒 交渉であった、 段 > 丄父涉 が 多くなる 

凶作 問題、 農村 問題、 
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科 軍 滿 鉄 
学 塞 洲 道 
雀、、、、 


〇 靴が 鳴って 困る 話 

〇 鵜 野 氏と 科学、 目的な しの 研究 

0 別 役の 伯母と 手織 木綿 

〇 木綿 を 作 つ て 綿 車 を 引 い た 話 

ライク ー で 占い 火す る 時 ガソリン 焰の 中に 少 さな spark が 見える 

食後の コ ー ヒ ー との 交響 樂  . 

銀行 受付の 特徵 

大学 病院 看護婦の 特色 
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記 日中 懐 字 マ— 口 


鼠の 母 b-JIS 

Paul  wien,  iNus  二 21 wel.kstattell 二.  Lcibensforsclsngell 

振子 時計の 振子の 下端の 向 側に 尺度が 切って ある。 振子の 振幅が 尺度の limit より 大きくて 外 

に 振り出して ゐる のが 氣 持が 惡ぃ 

塚 本 氏 小型 映画、 吉田 町の 火 祭り 大鼓 をた、 く 場合で 大鼓の 音が 聞こえる やうな 氣 がする。 

そ は 窓外 を 通る 電車の 音の 中から 丁度う まく 大鼓 を 打つ 画像に 適合す る 音 だけ を 拾 出して 結 付け 

るら しい それから 笛 を 吹く 時 も 笛の 音が 聞こえた、 それ は映寫 機の islnming- の 中から 適當な 

もの を 選み 出す と いふ 心理 作用に よるら し い 

竹 葉で 弁 當喧ふ 三人 男 

週期 的の 爆笑、  ■ 

空腹、 食後 眞 面目になる 

隣室の ピアノ を 聞いて 居る と、 勝手な 3elodi.e の improvisation 力 出來る 

一 つの 絃 音に は實は 無數の melody が 含まれて ゐる それ を 任意に 拾 ひ 出す ので あらう 
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地下鉄の 藤棚 

牛 ひく 男と ガ ー ド 

八百屋の ォ ー ム 

そ ば やと プラ タヌ ス 

風呂屋の 前に 干した 桶と 柳 

ガソリン スク ン ド の 赤 白 

毛皮 星の 熱帯 玉 

キラ キラと ラス ボラへ テロ モルフ ァ 

ユラ ユラ と ベ タカ ムボ チア 

喫茶店の ス タントの 鏡の 前に ャグラ 形に 積んだ 銀の 盃、 兩 脇の 花 びんの 力 ー ネ ー シ ヨン、 天井 

の fan が盃の 一つ一つに 廻って ゐる 

〇 ほろび 行く 明治時代 の 遺物 

牛 肉屋、 女中の 注文 を 通す 呼聲 

人力 


〔同じ 手帳の 後の方に〕 
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i 己 日中 懐'： r 二 マ一"^ 


0 撰 点 100 方里 一 点 見通し 

技師 一名 人夫 天幕 五六 名 

一 点 一 一週間 

〇 造標 一 一週間 測 夫 (千 葉縣) 人夫 技師 一人 

地 高 三 米、 材木 人夫 3UUY. 普通 25 米 2000  Y 

樺 太 30 1U 覘標 (尋常、 髙) 

觀測 一 年 前 

一 一代 測 夫 四日— 十 一 日 

〇 觀測 

技師 1 技手 1 測 夫 -Is 名 回 照 器、 夜、 ァセチ リン 

回 照 係 1 人 (測 夫) 日出より 八 時 迄 三時— 日沒 

正午 信号 

丁； 3i に 二日 廻 照 六 人 

高山で は 人夫 をつ ける 

一 点 觀測ー 一週間 (平均)  ， 

毛 無 山、 天 城が 見えない、 甲武信 -.! 严日 

一 等 点に 70 日 居た 事 あり 

澤は 15 方向 を .10 日 
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一 人 十 点 ， 

一 点の 觀測費 7IS00 円 

一点 全部 J 400115 一一 0 円  - 

落雷の 故障、 熊に 押 へられた 話 豆腐屋の 笛 

伐木の 跡、 川が 道路 瀧の 障害、 瀧壺へ 落ちた 人 

暴風に 天幕 を 飛 はされ、 二日 も絕 食、 糧食 欠乏、 5 割の 予備、 一週間 粥 食 

ゆ 仪術官 の 犠牲者な し 

河畔の 山 崩、 川 中島で 流される、 二三 回 生死の境 

琉球、 無人 嶋、 水 も 持參、 雨水 を 集、 人 浴 も石驗 をつ けて 夕立 を 待つ、 

北海道 25 米の 橋、 熊 出現、 櫓に 三人 

樺 太て 途上の 熊と 一 日 睨み合 ふ 

蠻 人の 出 草 (首 切に 出る 事) の 原因 は 婦人 關係 

出 草 夢判断、 二方 向 をき める 三人 一組 

台灣 中央 山脈 蠻人 120 巡査 15 名 四日 露營 軍隊 組織 行列 二 里 

G000 尺 か 蹄と 險の境 


一 一角、 技師 一 人 

地形、 五 万 分 一 
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日中 懷字 マ— u 


今 第 京 〇 


月 

二 
金 

橋 

ベ 

"[。口. 

ン 

杯 

曜 

ト 

ノ 

ナ 

野 

四 

ィ 

Hi 

経 

ト 

象 

濟 

to 

学 

づ" +• 

ザ 主 

山 

Or 

會 

來 

形 

枚 

例 

縣 

W 

科 

產 

下 

> 

村 

to 

m 

九 

月 

八 

未到の 山で 釋杖發 見 


Finch  &  Ekin:  CataL  Prop  &  Struct,  of  met. ュ一ョ. Jr.  P.  R.  S.A.  145,  551 

Finel-l et?  .Beilt>v  L-a.ver.  do.  670 


. ^幡 5s 

2, 「>, 7,  9, 11 

I  and に OH  two  coinpt.  eactl 


日 迄 十四 五 枚 
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The  Panama  Canal 

panal  zone, 

fstljui  of  Panama 


星 野 池 水面 皮膜 


鮭 唐紙 10 倉 全紙 15 

黄 唐紙 10  連大紙 25 
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記 日中 懷午 マー 口 


大正 十一 年 一月 十四 理学博士 松 下 德ニ郞 

Yap. 陷沒 

Tjuk 沈降？  . 

Ralni 降 起 

pslape  300  3 位に reef 類似の もの あり 

^fp.^ 不明 

Jaluit 干 朝 時には reef が 露出す、 他の 嶋のは 露出せ す 


塩 風て よる 塩分、 海岸から 1—2 1S1 で 20mf?r/litl-e 

西ケ原 平均 l.s7mg.r/l. 

福 岡  17.23 


專賣局 の ェ 場 監督 の 仕事が ある 

技師に はなれる、 待遇 は 畜産より よし 

畜產の 方 は 見習 同様 故 一 1 一年 は 全く 修業に 費やす、 

當 人の 堅き 决心 あるか どうか 確め たし、 一度 會見 したし 
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学研輯 報/切 に 月 き 

今 年中 か來年 一 月に 出る 


S1;anley  Gal-diner  ：  O!oral  Reefs  ana  Atolls 


め 演奏 會 

中 野 君 一 円 二 枚 

高嶺 君 二  0： 一枚 


中 谷 君 

粒子の 大 さの Frequency  curve が hypert-olic になる 事 


BaCl  (Koii) 

Fe: 1.0-。X1.2  (二回 平均) 

Al ： 


大阪 風害 小学校 建 被害 調 

大正 九 年 以前  .24^ 倒濱 
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f 己 日中 懷 字-マ一 口 


大正 十 年， ー 昭和 二 年 .10%  . 

昭和 二 年 I 昭和 四 年 三月 5.5% 

昭和 四 年 三月 ー  0 タ (傾斜 -S) 

以上 大阪 風害 伖野君 調 ， 

昭和 二 年 以後 震 評 規準 を參考 したり (学 酉より 府に 移り 統一 されたり) 

昭和 四 年 三月 以後 は 全く 震 評 規準に 據り 作りた る ものな り 

次に 鉄筋 構造の もの は新舊 共に 全然 被害な し 木造家屋 被害な しとせ る もの にても 瓦の 翁 力お し 

もの はあり 


大正 三年 三月 十五 R 强首  _ 

に U  the  reading-  of  the  present  paper  Prof,  linamuia  rclllal.kcd  that  the  remarkable  dis- 

continuity shown  in  the  midway  between  Akita  &  corresponds  to  the  fault  fn.oduced 

on  the  occasion  of  seval.e  eq.k  al: Kxnvakulsi  on  IVIar. 1 ひ •  III 


都 新 問 新年号 文藝部 豊嶋 

5 枚 十二月 中旬 迄 


I,-llysico-;phonetieal  studies  of  the  lvT0n?4.011an  l^allg.llag.e 
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J.O.  &  Takehiko  Tesima 

蒙古語の 物理 音 磬学的 研究 

Exp.  Studies  on  the  Sound  &  A^ib"  of  the  Drum 

著者 同 

大鼓 の 音 及 振動 の 實驗的 研究 


A.  Cliaplet  &  tL  Rousset. 

L-mcendle. 

；? olyteclinique 

Ch.  B ひ ran, め el-  Jpal.is  et  Iii&g.e  193^ 


〇 血球と 墨汁 粒との 肖 似 

Fl-eundlich  Bd  E.  $ 

SVeundlich  IT,  -505 

B-uss を 弔ゐて Petroleum  .water  eiuulsion を 作る 事 


r-aul  Alexandroff  : 
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記 日中 懷字 マ—" 


Einfaehste  G-rundbeg-riffe  (le】-  Topolog-le 

Julius  SJPrlngel- 

〇 せ调の ； pe;ptlzaticn  adsorption  e1;c. 

Freundlich  IE,  507— 


l.f 1.08  m 

小金 網 27,5  §12 


〇 墨汁 膜 破目 

Kation-Antag-onlsmus の硏究 

(Freundl.  Jr.  517) 

Gelatine 膜の 破目 を 墨で 驗 する 事 

生物に 對 する 影響の test 

Discontinuity  in  Dispersion  Curve  of  Rayleigli  .vva づ es, 

Sezawa 
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Klyl  Kanai 

レ ー リ ー 波の 分散に 於け る 不連鑌 

妹 澤克惟 

金 井清， 


地震学 学費 


Paul  Bal-y 

Les  Colloicles, 


E. l}al.lni 

Le  Douterium  ;s  Ilydrogeu—Loul-d. 

L-ouls  L-e!>l.lnce-.I?-ln^ue<; 

Rayons  coilque 

Sus;pcnsH>ns,  Einulsions 
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記 日中 懐 字 マ 一 《^ 


日本人の 自然 觀 

生花、 庭 作り 


〇<15 一  月 十日 迄 

牛 頓祭誌 一角 精 時代」 


いたち じ そ (千嶋 おどりこ) 

か はらさい こ、 みつもと さう 

あきち やう じ しほが まぎく 


〇 油な し の vacuum  joint  ZS.  f .  i》. 89  3  &  4  Hf  t. 


Wllytlilw-Grily  s l)attol-son,  SI-lck，-  19.T2 


A  metliod  of  Ligiit  signals  tlln>lljs;.h  Fog.,  D.  -<pw--p 

霧中 光信 号 法 


； Faecllt-m  ec  svcllstad  ；  Optical  Kxiau-lultlon  of  Tlun  ！ Film.  1》. R.  S. 
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I  .  ,   6 

6 

純 技術 方面 例 へ は 畜物產 農産物 生産 加工 々場 又 研究 機關 

七月 中旬 迄 專賣 協會誌 七 八 枚、 大手 町 專賣局 編輯 部 舂田 伊久 藏 . 


Soap  -WC^EO 及 foaiii に對 する 墨汁の p-rotectlllg  actm 


が臺 地に あり 

全嶋 limestone, 上に 赤土 層 あり 二百 米の boring- にて base  rock に 達せす、 山 を 加 へれば 

270111 の 厚さな り 

さ in お】 は珊 糊の！ を 育し、 又 ，avcl-n 多し、 45 1 103  Jii は compact  limestone,  deutel.lc  coral 

.H ある、 90in 迄. H  cavern も ある。 103 ョ 迄 は dolomite になれ る 度 多き も 以下 は Mg- 少く掘 


記 日中 饿字 マー" 


進 早し  * 

生命と 2ud law  of  theicd.  Nature:  Jeans 133  (1934)  Nr.  3353,  Donuan  Nr:^ 

墨の Koagulatioii が 他の hydrophil な colloid で sensibilize さ ォるゃ 

{J.  ； Da-Z51.e.  Recherches  sur  la  solidification,  Jcurjl. dc  Phys.,  6  (1907)，  89c 

7  (1908),  930 

也 鼓の Divergence と溫泉^！^出地分布 

藤 原！^ 卷 論文 Jap.  J.  Astr.  Geop.  ATOl. 1 (1922124)， 125 

墨汁に 單 仁の 作用、 Fn" ョ idl.  jr.  p.  478 參照 

バクテリアの Ko.W. は Na や Mg.,ca,Ba では 8,  Al や iFe で 小ナリ 此れ は 墨に 類す る 

Fl.eulKU.  IE.  48】  t;:; 

6 

Se<>  487  wirkull" des  Seifens  a-f  C.  Spring の文葡 


Charles  Tomlinson  :  some  remarks  suggested  by  a  populal-  iUticle  on  the  Ignis  Fatuus; 

PWl.  Mag..  Lv〕，  32  (1891)  464.  - 

或 通俗 書、 追へば 逃げ、 逃げれば 追 ふ 

メ Velsli *  ccrlj.se  candles  - 

夜光虫の むれ  - 

憐火 水素の 燃燒、 List とい ふ ドイツ人 は 火の 中へ 手 を 人れ たが 溫 くなかった と 云 ひ、 Knorl- と： 

いふ 獨人は ステッキの 先の 金具 を 不動な ig-.  i.r の 中に 十五 分 も 人れ ておいた が溫 まらなかった 

Dr.  Vail  Musschenbrock,  Prof.  Math.  &  Philos.  Univ.  Leyclen,  Latin  Treatise  on  Nat, 

で hilos.  vol  a.  p.  291 (1726,  1734,  1762) 

wandering- ゆ re  or  Ignis  Fatui 丸くて 孅 燭の焰 の大、 時には 大きく 燃える 小枝の 束 位、 蠍燭； 

より 明るく 又 暗く 色 は 紫、 近くで 見る と 遠方で 見る より 弱、 地面 近い 穴 H 中 を 動く  unctuous で 泥 一 

沼の やうな 處又 芦の 多い 所に 多い 叉 墓場に 多い、 普通 夏から 秋の 初が 多い 併し wogg 一 a 附近 一 

では 年中 暗夜に 見ら る、 兹 では 地面が 雪で 蔽 はれて ゐる 時に 眞 夏より 多い 

急に 消へ たり 他 {^ で 又 光る、 地上 六呎 位の 高さ、 大きくな り 小さくなる、 波狀に 動き 火の 

子 を 降らす が 物を燒 かない 逃げれば 追 ひ、 追へば 通げ る、 つかまへ たもの は 光って 粘性で 膠狀ー 

で s の 卵に 似る、 冷く も溫 くもなくて 光る だけ、 それで これ は 燐 性の もので 腐った 植物 や 死が い 一 

が大場 熟の <it に 發生 する それが 夕 凉の爲 凝って 光る だら う、 ^し 土地に よりもの がちが う 力 も 一 


666 


gli 日中 M 字 マ-。 


しれす woncnia の は オランダの とちが ふらしい、 此れが 怪火で 幽鬼で 旅人 を たぶらかし 漆 や 沼 

に 落す とい ふう そで ある、 云ぶ 

p-riestley  1767 に Exp.  &  Ob"  §  二 iff.  kind  cf  Air を 始めた、 植物の 腐敗に よる 可燃 瓦斯 

vclta は silrsh  s.as が spark で 点火す ると 考へ た 

.\Wb6  Hcrthclon,  Prof.  Exp.  l〕llys.  Lall,?uedcc の メタンの 實驗 

;\rajor  Blcsson,  roerlin, は Gabitz の 森の 中の 谷で Tg..  Fat がよく 見える 處 で實驗 した、 沼 

の 水 は 金 UI- が 浮いて 光る、 晝は 泡が 上がり 夜は靑 紫色の 燃が 泛 ふて ゐた 

此の 焰で紙 を 燃さう としたが だめだった Poland の IComski  F ョ. est では 揷 入した 紙片に 

VISCOUS  k-ll】-l  or  moisture がつ いた 

近年 見へ な いのは drainage がよくな り讲 地に なった から 


〇 Stability  of  3  dimensional  Flow  H.  ra.  Squire,  Proc.  (A) 142  (1933)  SI. 


AU.JTU-st  Dimpken 液面の 板の 振動 Ann.  tl. Ph. 】9  C34)  Nr.  3,  225— 


池 部 君 迥轉 液の 問題 

理硏 ，"：见 報 さ 34  Nr 1. 
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Rashevsky. 生物の 形態の 理論 slys.  Rev.  45  (1934) 12a 


1 ョ K 100  0^  一 

Q  s: : さ 一一 一 ク ^  ^  . 

3000  §  / 


交の ひ ゲの感 する si^  0.2  microampere, 人間の 舌 は S lnl<<sa】-lp. 

Ki  Weiss の JJenaturieren 

水溶液の 赏沸 紫外 光線 其 他 

Fmmdlich  H  p.  439-440 


文学 10 六月 中 

セル パ ン 


变邊光 iCS  Ktchhl^i. 
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d'lifci 中 懐 字 マー。 


7'2 

AT  3 

A<7 

田  浦 

5052 

223 

229 

一 123 

-] 20 

+  36 

灣 北部 

一 

中央 

217 

+  71 

伊. 大， 間 

186 

177 

一 160 

-172 

+33 

灣 干央 

J  fid 

7U 

OO 

—19 

北部 

357 

349 

11 

土  0 

一 2 

京 都 

342 

346 

979.723 

350 

351 

346 

349 

五月 四日 迄 大学 新聞 7 枚 


墨汁、 種々 の溫 度で 氷結の 効果 を 見る 事 

J」\.  Daibyshire  &  K.IC.  Dixit: 

^P^tf3  of  JPolisJi  L-ayer.s.  r-hil. レ lag..  (7) 

IG  (1933)  961. 

下 諷訪大 池 間 水準測量 八 年 七月より 九 年 三月 

迄 


Sjue に al crack に diffuse する のが activated 

adsorpUon だとの 說  1 

7 

II  6 


ピ アツ ッ ァ バ ル ベ リ 二 ィ 

(即興詩人と マ) 

25 枚 位 安倍 

A.  sdloklitsh  ..  ubel-  die  vel.kleinerlmg-  del-  Gescliiebe  in  p-lussliiufen, 

Sitzberichte.  Ak.  Wiss,  wien,  Abt.  IT  a, 142  (1933)  S  Hft.  S.  343 


c.  Stracke  :  Krgebnisse  d.  exacten  Natul- 一 viss  4,  <192 ョ, .u 

(ssasnltvoluHlen  del-  Astl.olden  inacht  ein  KAlgel  sit  §9  kiii  Btulius 

K.  (J  raff:  G.  Hberhald,  A.  K:ohlschiittel-, 11.  Ludendorif,  Handb.  d.  Astsp.  4  (1929), 一 

413 

大 なる Asteroid は 多分 sphere  一 


桔掉は はじめは 上下の 意で 頡 頑と 聲 近し。 水に 限らす 蜂 火 を擧げ るに も用ゐ たる 如し 

BjtM.knc!s、H  Theory  of  Sun  Spot.  Astroph.  Journal,  1926  V  r)4,  p.  93 

GrJiber-K--k  :  hic  Gl.undgesetze  t  warmeiibertra-siun,?.  J.  sf>ring.el.. 2te ン ul.l.  1S3, 
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ぼ Liu 屮拔卞 マー。 


、露 i± 氏の 字考 

:^は血 頁 は 首 臼 はん. 一? で 手で 掬ぶ 。「血 を拘 して 人の 首に 塗る」 の義 

印度の 額に 紅 を^る 事 映！： バ ンザに 鶴 血 を 皿に 滴らし、 結婚式の 夫妻 ど 額 や 乳 下に 塗る 

卷秋。 昭公四 年。 叔孫 豹卒 

左傳。 叔孫 爲孟鍾 IT 爾 未だ 際せす 大 夫を變 して 以て 落 i せん。 杜 注に^ 猪の 血 を 以て 鐘 

に IJB^ る を 落とい ふ 

此れと 孟子 齊. 一 下； 問の 章と にだけ 鐘に 赏 るの 文字 あり 

周禮。 小 子、 邦 器 及 軍器に！ る。 邦 器 は 禮樂の 器 及 祭器の 屬を謂 ふ。 

周禮。 大司 馬に は 軍器に 血塗る 事 あり 

前 書。 髙帝 記。 「鼓に If! ^る」 


中 村 三郞 糸魚 川中學 

同じ 地質の 處で 特に (-rosion の甚 しい 處の あるの は fra<.turc の dense な處 であらう。 .5^ 野 

君 「箱极 火山 東部の 地質」 を 見よ 


ぼ ゆの 大 さの Il.equency  distribut-ics-s 
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C.  ，rsuboi 1). 76  (G9  5:) 

旭川 市藤屋 旅館 

三日より 四日 か 五日 


Heavy  1120  .1 g.allon  40^ 

5% 

90164 


.Tanzende  Linien  von  Oskar  ipishmger 

1. Stvulie  Nr.  5  Ainerik.  Foxtrou 

Nr.  8  r/eppl.enti  sol.cien  von  P.  Ducas 

i>  uns..  "Tanz  ； Brahms 

10  Ballet  Musik  aus  Aida  vou  Verdi 

s 一 c 

11 Menuette  in  D  Dm  von  Mozarli 

12  Lichtentauz  d.  .Blssute  von  Rubmstein 


靑山 外科 十 一 号窒 平 田 
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紀 日中 懐 字 マ- o 


くるめが すり 一 反で 蒸發皿 5- 部 


A.J.  wcinijn- ：  A  Full- 二 .inlml  tSize- Analysis こ 一- こ- .{r(G.rlruls  (Colorado  Sclhool  of  IVIines, 

水準測量 により 示さる、 地塊 境界 地帶 (線に 非す) 

飛行機の 緊要なる 綱 索 類の resel-ve を備 へ、 一 つが 切れた 時 reserve が act する やうに する 

振興 會/ 切 二月 末日 八月 末日 


おの 次の 問題 

.\;-hll.al P ミヒ 及 <|!1=モ>- を與へ て 一 ョ Iso の： id 質 を 知る 

ー\ .  r -------  U.  \v •  < 一 •  yll …ョ. 

ZI>1. r  MilltM.alogio  1933  Abt  B  S.  4331440 

一) ir  --\ I--- 二三 21  一 ：011->  D,-- l.sk>llun,LV  don  .Bl-o-lclbmlcns. 
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PUT- 


手 K  (太-. i:: 卜 一 年— 昭和 十 年) 


192 に 

rHyll こ lorry  an 二  the  二 av ノ,  A\，：「k  by  Edgar  James  Swift. 

广 -supccsslol- 一- 1- .Kvent. 

-r 一-一  ヒ， 一ん 二-一  <.y が 大統^ 一一  初メ テ携バ レ タ後デ 馬鈴罄 ノ做ガ 上ッタ ( 一 ブッシ セル-一 一 弗 

餘 程)、 ウィスコンシンの 農夫 等 ハ此ヲ 此携擧 一一 歸シ タガ、 實ハ產 地 ノ早魃 ノ爲デ アツ タ、 

--. さ •••  •： 一二 ミ 1-eflid  to  look  thro  Galil§、s  telescope  at  the  satellites  of  Jupiter  because, 

as  thty  一一，  the  satellites  一 V--1.1-  l--t  there,  but  if  s looked  the  devil  一 voiil 二  mak (-  tll2-l 

see  thi. 

一 S ミー spa の c ミ n-lati§ の 如き 問題に も往 i 此 種の 不信者が ある、 或 人 は 信す る 故にない もの 

を 見、 或 人 は 信せ ない 爲 にある もの を 見得ない )0  • 

--. に- Fanuly の赏 驗に對 する 神 や 者の 反感 

--. 「二  Bl.a<ll<.y の；^：; 示 


677 


p.  64 魔睡 劑に對 する 反感 を创 世紀の 言葉に よりて 融和せ し 話 

獨 創の 意 義 

蕪 村 「諸 流を盡 しこれ をー囊 中に 貯へ、 自ら 能く 其 物 を 撰び、 用に 隨 つて 出す」 

「名人 は あや ふきと ころに あそぶ、 俳諧な ほ斯の 如し。 仕 損す まじき 心 飽くまで ある。 之れ 下 

手の 心に して 上手の 腸 を 知らす」 俳諧 問答 

〇 廢埃捨 つべ からす 塵埃 捨てに 適 當な處 の 意 

小便 無用、 • 便 用に 便な 處 

〇 椿の 花と 地震の 事件 

〇 粘土から 陶器 を 造る 實驗を 三越て 見物、 藝術ゃ 科学の 素材からの 創作。 Acadelc と dllet- 

tant の 差、 土人と 藝術家 

〇 Physiological (ミ tics や acoustics が 始めは 物理学者が 專ら やって 居た、 後に 生理学 者の 手 

に 移った、 それで 犬に 進歩した が 叉 或 意味で は 行 止り にもな つた。 

もう 一度 物理学者の 手 を 出す 日が ある だら う。 


OBirkelancl の 死 
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帳 手 


〇 学の 眞草行 < 


〇yo-yo 流行の 心理 


〇 落魄して 家 を 亡って 流浪す る 人が 雨の 夕 屋敷町の 路 次で 昔の 飼 猫に よく 似た 猫 を 見ての 淡い 

鄕愁を 感じる 話 


〇 宇宙線と 自由意志 

腦の 原子 數と其 (， 一 §lb",  :penllt- の數 

意考の 項目の 數、 

例へば ソバを 食 ふか ウド ンを食 ふかと いふ や うな 些細な 差 を 决定す る ものが 少數 原子 の 狀態差 

によると すれば 宇宙線 は 此れ を 决定し 得る。 

猫 二. 匹橡に 並んで 居る 場合の 例 - 


〇 津浪に 何遍 さら はれても 懲りぬ、 此れ は 永久に 繰 返す であらう- 

〇 ヒ トラ I の ドイツ と 帝政 時代の ド ィ ッ との 外觀の 共通な こ と、 

OMaldlllger  In.ush 
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見 jr ける 迄 は 見えす、 見付けたら 見えて 困る 

眼 はう そ をい ふ、 盲目の 方が 欺され ないから い、？ 

恨が 虛 ばかり 云 へ はい 、が 時. -本當 をい ふから 困る 


〇 三 原 山の 調査 

女學 生の 投身  • 

新聞の 獎勵 

其 後の 投身 者 

〇 映画の ト リツ クを 見つけて 得意がる は 半可通 

凡ての 演 藝は洁 HI?  illusion にか \ ら なければ 味 は、 れ ない 

〇 天災  . - 

雨 も 風 も 週期 か 長 けれ は 天災と なる。 頻繁 だから 防禦 法が 出来て 居り、 防禦 法力 あれ は 天災 

でなくなる。 


〇 文學と 微分方程式 

14> かぶ •: 


6 せ 0 


OXCDD の 所謂 「学 賊」 

日本人の 仕事 を 日本人が 軽視 するとい ふ C  □□ の 意 は 「乃公の 仕事」 の 事 を 「日本人の 仕事」 

とい ふので ある。 □□ 自身 他の 日本人の 仕事 は 軽視す る」 但し 他 学科の 人 は 尊敬す る。 □□ 自身 

が ロロの 所謂 学賊の 校範を 示す。 

OJOlmullism で ゆがめられた 人生の 映像、 科学の 事實、 漉澤 君の 新聞 洋行、 黄海の 水 を 日本 

海へ 移す 話 

〇 三越 五 階 食堂の 隣に 自働 電話の 器械 窒が ある C 豆燈 が点减 して 居る だけで ある。 

observable な もの だけ を 見て 背後に 物 を 見ない のが 物理学 だと いふ。 

併し 此 場合に もし 店內の 同時 觀察を 詳しく 行へば 此 器械の 背後に 居る 人間の 活動が 此の 燈 火に 

つながる 事が 分かる であらう。  - 

B-.OWJliall  luotisl 等の 知れない 前から molecular  theory が 出来て 此れが 物理の 進歩 を 助けた、 

agnosticisju の 藥が利 過ぎても 困る、 


〇 新しく 出来た デパ— トの寶 子 達 は みんな 活々 として 活氣が ある 古いの 程 落 付いて 板に 付いて 

手 居る、 

帳   § 


〇 妻 は 草花の 肥料と 水 やりに 熱心 だが、 害虫 や 徵には 無頓着て ある、 自分 は 肥料 や 水 はかま は 

ないで 虫 や うどんこ だけ 氣に する 積極的と 消極的な 性質が 此んな 事に も 出る から 可笑しい  ，' 


〇 陸地 測量 部 地図 の 出来 る 迄 

測量 師の隱 れた勳 功、 


〇 新 宿の 一 セグリ 露店 商人  - 

〇 露店の 紙 製の 獅子 

技巧の 落、 昔の は 人 神 いまの は インチキ 

〇 ソ —ト ー な もん ぢ やとい ふ 流行語 

〇 ジ ン ジ ン ボ— と ボン ラ クサ 

ク ン デ ル ビ 上海 

〇 江 ロ澳と 學士院 授賞 

〇 親 は 子供に 敎 育され る 義務が ある 


〇 掃 溜の 眞實性 

「ま 曰いた もの を 何でも 集めて 本に する」 

「やった 研究 は 何でも 發 表する」 


かう いふ 非難 は當ら ない、  し 

全 休 を 見せなければ 眞實は 分らない 休 裁の い、 もの だけ 見せる の は 欺瞞 だと も 云 はれる 

M 人の を 見せる に は 全豹 を 示さなければ ならない。 個人 歌集の 意義と 選集の 意義と は^で あ 

る 0 

或 家族の 生活の 眞を 示す もの は 玄關ゃ 客間 だけで はない。 紙屑籠 や 掃 溜 塵芥 箱の 中に 多くの 眞 

5" が ある _,)  、 

鬼 C み、 十で も 詳しい 研究の 結果 は 生物学に 歸余 する つまらぬ 人間の 忠實な 記錄は 偉人の a- 

瞞 だらけの 傅 記よりも 有益で あらう 

比れ は 科学者の 立場で ある。 善惡 はない 唯 現象と 方 則の みで ある 

〇 安全 地 帶の危 險と危 險地帶 安全、 

安全 也 £w の標 柱に トラ ックが 衝突して 曲って 居る の は 人 を 笑 はせ る、 

安全 も 危險も 相對的 

工場の 水銀 蒸 1!ス 

〇靑 北 (あ をぎ た) 

土 佐で 野 分の 後で 吹く 秋風 

手 夕日の 空の 色、 稻の 露、 蝶、 露草" 

£   
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〇 蔓草の 美  . 

坦极 にからむ 瓜の 葉の 週期 件 一 

？膨 の^の 螺旋 つる ばらの pergola 一 

nexilsillty,  IJibel-alisn ご fl-eeclsll. 

むべ、 あけび、 つた、 美なん^、 忍 冬、 

智者 は 水を樂 み、 蔓草 を 愛す  _ 

0 松 相の 美  一 


中学校の 先生 列傳 


〇 植物の 生活 を敎 へる 植物学の 分派の 欠乏 

椿の 花、 藤の 實、 銀杏の 葉、 睡蓮の 花、 のう ぜんの 葉 


〇 Upanisad 

一 を 知りて 十 を 知る 修業 

^?<と ェ ナ， -ヂ ー . ： 
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帳 手 


〇 星 野溫泉 

水力 電氣、 仕事 をした 水が 靜 かなと いふ 話 

白樺の 皮の 層狀 構造 

猫の 居ぬ 事  - 

〇 軽 井澤 

支那 人 街の g.hptto 

敎文 館、 雨宿り、 F に 似た 銀行員、 道 を 聞いた 店員の 口上の 氣 障な 口調、 万 平 ホテルの 二 令 

西 村 氏^ 莊、 

N5V  Grand の IO-H- さ bill 

池畔の 老^ 人、 

マ— ケ ット、 風月 喫茶店、 

瀛 車の 醉漢と 若い マルキシスト 


〇 科^ 論文 中の H チ ュ ー ドと タブ n 1 

〇 ス ぺキュ レ— ショ ンとセ オリ ー 
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ファン タジ ー と n マ ンス 

〇 科学の 敵 

〇 ョ —ョ ー とコ リント 

個人的 ト集團 的 

力学と 公算 

因果の 二見 觯 

〇 山形 縣の 俳人 

〇 日永と 短夜 

夜長と 短日 

夜寒 

〇 日本 橋畔の ヘリ オト n 1 フ 

slg-nal 

〇 ドライ ヴ 
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tti 日中 懷字 マー 口 


口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 十 年)  " 

1 gt.  3  (Moltuy ひ bi) 

東ー歸 札， 一二 こ F 

1 gt.  4  (Kin>y6bi)  Tteki  dc  :<:ong  no  Hukusyl. 5 一-  if  si  Abe  to  ai, 

1 gt. は (Doyabi)  lieika  Gohfiki  do  Enlswai  otorjyame. 

，ra(hl  Seiiti,  Shi  to  Nonami  Kiin  so  taduncni. 

1 gt.  7  (Getuy6bi) 11  一一 Abe  RyG  w.  Rik (さ o. 

1 10  fMokuydlbi)  JKomiya  Abe  :Iviat-ne. 
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1 gt. 1 ひ (Kwaydtji)  shlktrn  Dalnvalia-i.  i、c5  Bansplllovn-l. 

1 ち. 1 ひ (Suiy6bi)  Kslisawa  ，ralieo  w. 

1 gt. 17  (Mokuy ひ Ibi)  JVIhiakuti  sruT 

1 ^t.  21 (Getuy ひ t>i)  Sink 一. Vlovai  Cosmic  ran 1 一- kara-  Itikeii  cle. 

1 gt.  22  (Kway6 び i)  si】-krik\va,i 10 一-  seiyi.)kelr  Yol-U  l-^akil-l  Saii. 

1 gt.  28  (Getuy ひ Ibi)  Yol.ll  Ishljucto  Sai!  Trio. 

1 gt.  30  (suiydbi 一  IVIinakuti  San  Tsulioi  Kim  Kreiitz ひ r  son-atn. 

2  ^t.  ^  (Get;uy6bi)  satai  San. 

2  at. 12  (B:w.ayb6i)  Gakusiin. 
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養己 日中 懊字 マ—。 


2  ^t. 13  (Suiy6bi)  Minak 一 iti  SSI. 

2  gt.  23  (Doydbi)  Ktlb-kiza. 

3  gt. 1 (K:in-y6bi)  Daif;akukhl21bi. 

3  e;t.  4  (Getuy6bi)  sinK-kwai 10 一-  nak 一 isiiii.  Irr-kr 一 kwai  4  \  Nillolllsrabu. 

3  gt. ひ (Kway ひ bi)  Sakai  S;iii.  , 

3  gt.  8  (Kin-y6b ご 二 alllfuEtu  no  Hatta  K.  KOkfi.  1っ o Isnl. 

3  ^t.  9  (Doydbi) 1ヒー>  sillk^ilovlli  sakusiill) 

3  ^t. 13  (suiycibi)  JUinakuti  sillr 

3  gt. 19  (Kwaycsbi)  ^illl£m 一 allwilkai. 
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4  mit.  9  (Kwayobi)  A1)CJ  Kun i ミ Ball-Sail. 

4  gt, 15  (Getuyabi)  u- 海軍大臣 

4  gt. 18  (Mokuy ひ bi)  ；R-iICU.S;.umlaiziJl  Sy6dai.- 

4  gt.  20  (Doy6bi) 箱 根 熱 海 行 

大船 映画 都市、 日本 ハリウッド、 坂 田 農場、 宮の下 バス、 ハ コネ ホテル、 大名行列、 盜 人既、 

熱 海 M 岸、 ホテル、 ハ コネ ホテルの 勘定と 熱 海 ホテルの 勘定の §lupl2=ellt;u.y 臨時列車の 便 

鴨の 宮、 山 田 耕作 

川 野 君、 繪 はかき 

耳が 聞え なくなる  . 

4  gt.  30  (Kwaydbi) 夜末廣 

ひ mit-  2  (Mokuy ひ Ibi)  Trio. 

ひ 31 (Kin-ydbi) 朝 鏡 を 見たら 急に 白 髮が增 して ゐ るのに 氣が 付いた。 五月 晴、 航硏行 
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i 己 日中 懷字 マー o 


夜 飛行 會 館に s 地文 子釗 試演 「あらし」 を 見る 

^  wt.  2 ひ (Kwaydlbi) .1  一- Siusai  Y.- 二 yG^l J< -. 

ひ gt.  27  (Mokuydbi)  Ihltts.i  l】c>li>>k\val. 

7 な. 2  (K;way6bi)  cello. 

7  tjt;.  to  (suiy ひ l>i)  K\v;i に. akii 11: Kwill 

7 の t.  4  (Mokuy ひ bi)  nlms.al<u  za<lallk\var 

7  t5t.  8  (Getuy6bi)  一  hittoi  i—一 loir  ，一一- に 0=-. 

7  b-t. 14  (Nitiy6bi) 靜岡 震災地 行 一 さ 405 

鈴 川、 富士邊 より 楝瓦 破損 

7  gt. 17  (Suiy6bi)  7 一-  453  K-tukako  yuki.  Takasaki  kara  Kcsamo. 
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咨掛驛 の 屋根、 馬 鈴薯の 花の 二色、 草花、 檜 葉、 ァ ヒル、 パテレンの 餘興  § 

鏡檢、 シ モッケ 

7  gt. 18  (Mokuydbi)  ；Kaniiza\va  w^-^s^p.  N2a  cfrcscz. 

南轾 井澤 行 

鏡檢、 力 ハラ マツ バ 

7  gt. 19  (Kin-y6bi)  Ueohi  yuki. 

Seizi  liaeru. 

7  gt.  20  BO< 

鏡撿、 ス カンポの 花、 車 前車 

7  gt.  30  (Kwayabi) 千ケ 瀧 行、 東 一 舘野 へ 

8  gt.  2  {Kin>y6bi) 西 村 伊作 氏 夫妻、 森 本 厚吉 氏 夫妻、 大河 原 氏 一 家 ホテルに 來る、 夜 驟雨 

8  gt.  3  (Doy6bi) 晝 キク ャ、 三 笠 ホテル、 千ケ 瀧、 家庭 風呂、 阿部 氏 


記 日中 懷字 マ一 口 


8  gt.  4  (Nitiy6bi) 朝 7 一-  30 頃淺間 山爆發 ハ ッ パ の 音、 降 灰、 池水獨 8-  30 降 灰 止、 蒼白 

の fume 

10 ば 30 發歸京 中 野 夫人に 會ふ 

8  gt.  5  (Getuy61bi) 理 ヤス ミ 

8  gt. 14  (suiydbi) 夜漱石 全集の 相談 會星 ヶ岡で 

8  gt. 15  (Mokuy6bi) 咨掛 行、 震 研の 人々 と 鬼 押出まで 行く、 植物 ハ近 藤氏 等 も 同伴 

8  gt. 17  (Doydbi) 軽 井澤で 晝食 車で 離山へ 登る、 途中 水上 获原兩 君に 會ひ 同行 

五 時 頃爆發 あり 

8  gt. 18  (Nitiyabi) 朝 9 ば 50 星 野から 車で 峰の 茶屋へ、 水上、 萩原 君 も 同伴で 小 淺間預 上に 

天測 中の 高 橋 君 を 尋ねる。 歸 りに 峰の 茶屋より ホテル へ の 道で 降 灰 

8  gt. 19  (Getuydbi) 安倍 夫妻と 子供 三人 星 野へ 來遊 晝 食後 グリ ー ン ホテルへ 行く 
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8  gt.  20  (Kway6bi) 朝 松根グ リ ー ン ホテルへ 來訪 星 野の 子供 等 を 呼び 畫食 松 根 高原 列車 

で歸京  . 

夜 ホテル 泊 

8  gt.  21 (Suiy6bi) 歸京、 朝 六 時 小爆發 

8  gt.  30  {Kin-y6bi) 高原 列車で 星 野 行、 松 根と 一 處 になる 

8  gt.  31 (Doydbi) 軽 井澤 12- 發 電車 北 軽 井澤 行、 和 辻君と 一 處 になる、 大川別 莊に松 根 を 

たづね31«.^野上別莊を見る、 クラブで 野 上 夫妻に 會ふ、 自動車で グリ ー ン ホテルに 歸り 夕食 

9  gt. 1 (Nitiyabi) 軽 井澤 行、 キク ャ晝食 

雨中 愛宕山に 登る、 淺間 庵に てす し、 しるこ、 夜 水上 君 

9  gt.  2  (Getuy6bi) 歸京、 湯 本君來 板 橋 地所の 件 断る、 大 連の 石 森氏來 

9  gt.  3  (Kwaydbi) 朝 小山 君來 
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記 日中 懷字 マ— 口 


9  gt.  7  (Doydbi) 雪 子 結納の 日 

9  gt. 16  (Getuy6bi) 靑木 母堂 死， 去  、 

0  gt. 17  (Kwaydbi)  p.  sinkokwai, 震 研 談話 會、 

9  gt. 18  (Suiy6bi) 坪 井 君途刖 東京 會舘 藤 岡 君 

10  gt.  7  (Getuy6bi) 此 日から 絕對 ねた 切りに する 

11 gt. 19  (Kway6bi) 理硏 講演 會、 今日より 三日間 

12  gt.  2  (Getuydbi) 昨夜 雪、 今朝 晴、 、 

晝前 ガラス 戶を あけ 外 11バ を 人れ 外氕を 吹 ふ 爽快 無限 


〔同じ 手帳の 餘 白に〕 
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〇 物理学と 自分 

幼時の 諸経驗 

中学 時代 高等学校 時代 …… 

種々 の 不幸に 打ちのめされた ときの 唯一 の 醫藥、 人生の 大事 生活の 第一義に 對 する ilK 持が 憂 

を拂 はせ る 

XX の 事に 關 する 時 Eucke 尸の 中の JVIischungswarme の條を 讀んだ 


マツ チ、 歷史、 不平、 樊 茶店の 景物 


鳥 や 蝶の 雄の 美し いのは 必 しも 雌の 視覺を 喜ばさな いとい ふ 事に なって 居る 他の 種類の 敵に 

眼に つき 易くて 雄の 數が 制限され ると いふ ことが 優生学 的に 有効な のか も 知れない 即ち 雄の 爲 

に は 保護色で なく 寧ろ 殺される 爲の 役目 をして ゐ るの かも 知れない。 最も 敏捷で 强 力な 雄 のみが 

死 を 免れる とすれば 猶更 である。 

〇 窓外の ラヂォ 体操  一 
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記 日中 懐 字 マ—。 


〇 オハ グ Q の 追憶 

〇 雪の 日に 煉瓦 色と 水色が 美しく  える 事  1 

〇 科学 は 理屈より data 

昔の 物寶—— 

かえち やう、 山 おこぜと 丸 葉 柳、 千金 丹賣、 辻占 賣、 苗賣、 きん ちゃんうまい、 こはだの すし、 

玄米 パ ン 

竹 葉 亭の御 客 

呼 鈴 をた \ きつける、 大聲で 呼 ふ、 

一：^ これ はいくら ぢゃ、 向 側の 御 客 は 拂 つたに 私 は 7 ヌ S ちゃ、 いや 器 はちが はぬ、 他の 

御客さん は タオル を 持って 來 るのに 私に は 持って来ない。 

分らない 文章に 一 一種 ある、 何 を 云 はんとして 居る かに 分らない のと 云 はんとす る 事 は 分る がそ 

の 事が 分らない のとの 一 一つで ある 
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話しで 聞いても 変らぬ 芝居と 話しで は 分らぬ 芝居、 菊 五郎と 喜 多 村 

大 銀行の 守衛の マ ンネ リズ ム 

顯微鏡 を 買て 貰 ふた 話 

山內 男爵 幼時の 御伽 役 

〇 ガ ラ スを喧 ふ 男 

〇 四國 遍路 

〇 新 宿 街頭の 前掛賣 とその サ ク ラ 

〇( 蔦と 自分) 高 知 公園の 大杉 のった、 夏 目先 生 玄關、 ケムブ リツ ヂ Oxford の 蔦、 板 橋の 家 

〇 女学生の 笑と 奥さんの 笑 

第 一 相互 樓 上の 校友 會 
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記 日中 懐 字 マ— n 


〇 我 子に 似た 喫茶店 給仕の 話 

陸相への 進言 

一 、 部外の 力 を かりる 事 を 恥と せす 最も 多く 部外の 力 を 集める 者 を勳功 者と せよ 

二、 学界の 若い 現役 を 多く 集め 老朽の 巨頭 をす てよ 

時事 偶感 

一 、 箱 根の 吊橋 

一 一、 米國 空軍 

三、 台灣 地震 

〇 学者の 病 

焦燥 病 

宣傳病 

繩張病  . 

潔癖 病 

發表 恐怖症 
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Bald  iiloa を發 表する と 学界 を賊 すると 思 ふの は自惚 である 

〇 映画 予告篇の 與味  . 

大平洋 攻防 戰、 寳嶋等 

〇 電車で 有機化学の 本 を 見て 居た とき 琉球 泡盛 酒と いふ 文字が 頭の 中に 現 はれた が 本の 中には 

見 付 がらない 停車場で 窓外の 看板 を 見た のが 混入した らしい 

〇Nitrog§ と 生命 

N2 と國 防、 N.2 と faschi 

〇 生物の 生長に 制限の ある 事と 化合物の chain の 長さに 制限 ある 事との 間の allalcs- 

〇 外國 学者 来訪と 大名行列 

〇 防 さ 演習と 風呂屋 

〇 レストランの コックの idiosyncrasy 

〇 中学 同窓で 軍人に なって 戰 死した 連中の 思 出 

〇 新顏 俳優の 腰の 据らぬ 事 
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記 日中 懷字 マー 


「僕 は藝人 だ」 の 役者 

〇 映画俳優の 人品と 敎養 

〇 簑の inse=uity 

〇 alibi が 日本語 化する 

〇 意地と i<li-> 

0 映画 ク カラッチ ャ 

パ —  „- の 嫁 取 


〇 坐 談會の 困難 

〇 エレべ ー タ ー の 上 行 下行 を考 へす に 飛込んで 又 飛 出す 人 山で 遭難す る 人 相手の 都合 を 聞 

かすに 訪問す る 人 いづれ も 世の中 は 自分の 爲に存 するとい ふ錯覺 

〇 若い 人で 自分の 感情 を 尊重して 世間の 拘束 を 無視す る ことが 現代的で あり 强ぃ 生き方で ある 

と考 へる ものが あるが、 此れ は あらゆる s->lltill51t;llis:m の 中の 最惡の ものである。 

〇 彼 は その 非常手段 によって 私に 勝った、 胖し彼 は 私に 勝つ 事に よって 人生の 敗亡 者と なった 

ので ある 
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tryjng-  ッ ライ 

rcqujl】  リ 力 

〇 死刑囚の 醫学 生理学に 於け る 貢献 組織学 敎科 書中の prapal.at は刑囚 のが 多い 

ONatus の卷？ (1935 六 七月 頃) 

Alitrol が D き bci おの 評 傳をか い てゐる 中に 獨乙 人と 日本人が 工業 國 民と して 同時に start 

したのに 獨 Z は發 達し 日本人 は に lutative と mechanical の 域を脫 しないと 喝 波して ゐる。 

〇 地震 現象の 全 機 的 把握 研究 を 心がける 必要が ある、 部分的の 原因結果 追究 は 鼬 こっこの vic- 

JOUS  circle になる 恐が ある 

〇 認 印の 革ケ ー スの 肉池の すぐ とれる 事 

P) 100  CC.  Messzylinder,  mis  saiul  (dry)  Elrd  up  to  50  2-1. 

つ ap  Avatcr  】5lm>d  in  and  shaken.  LMll(！  pi-14J-le】lt  washed. 

Then  sand  volume  dhninishcd  to  4G  cc.  Washed  for  the  2 ミ 一 tim (ノ  a.q-ain  46  (wash  一 vater 
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記 H 中 懷字マ — o 


sTJill  blue.)  一 

1/100  luol  MgCl2  solution  a<klcd  to  nulls  UI】 100  cc  of  sand  ^<p^0^.  nlbcture.  Tlien  settled 

down  to  47 

Deca-!ll;cvcd.  _ 

Again  .S:J;.C12  up  t;c 100  cc.  and  shaken,  .47.2 

■washed  wjth  water  3  tinie.s  ^7.2 


M:g.<J12  again  47.5 

shaken  again  -47.0 

>5roM.  lolls-  Ijuu な  4： ひ *0 

@  50  cc 131 ミ- sami 

-lecjul け 01-t-d,  1/10  Jp  AlCl;i  ひに .0 

48.0 

shaken  -17. 

shaken  for  2nd  ^=-5  ひ 0 —— 47. 
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A1G3  again  added  tc 100  cc.  49 11 47 

Water  to 100  cc  47 

.water  -  ^7t5 

®  (1) Sjpecumeii  used  yesterday. 

a)  (with  M.t^cl2) 

昨日の 「、 、 (distul.bsl  upside  dcnvn  52:0)  slightlv  shaken  51.0 


si.  Sha-Isil  45.5149.3 

ゝ、  i 

、、  4"5 

washe(l  Avith  water  51.5 

shock  ひ0.0 

washed  、ゝ .V  一 -atel-  ひ 0.2 

shoclc  44.3 


お. 3 

iit  this  stage  tliixotropic  Inclined  no  flo さ hy  shock  nuidous 
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記 日中 该字 マー 口 


wllshe 二 1 ーミ CP  wjit. 

slik 

washed 

〔赤 筆に て 1 Frcuiidlicli jr , 

lY  二 

b)  scecilueu  with  .AUJla,  of 


49.:" 

s.  一 J2r> 


Dlsturlst 


sliock  several  times 

一 >2-al-?M-e 一一 


53.0 

51.5 

51.0 

48.3 

47/7 

47.5 


vestertlay 

(sroppc-1) 


IJhlxctl-cli. 

so  11 二 
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1/10  in.  AICI3  added  up  t:> 100  cc. 

shoclc  ひ ChJ5 

き 

^7.5  thixotl-. 

47』 

47.0  s。lid 

新嶋 石英 砂 dry  51. cc. 

A  c) 前々 頁 (a) の 砂 を beaker に 人れ 何回も 水 を 入れ 硝子 棒で かき 廻して は 洗 ふ 

此の 洗滌に より 砂 若干と Colloid を 失 ふ 

洗 ひ 水 殆んど 濁らすな る 程度 

i 

49.3 

4S.3 


7,06 


旨 己 日中 懐 字 マ— o 


47.3 

さ 0 

^6.8  thi;^ 

46. ひ 

46.2  sol 

MOB 放置して 後攪 禅し たれ は 51 に settle す 

Decantel.ed  ； 1/2  noriu  Mg〇12  added  up  to 100  cc. 


上下 攪禅 

更に ッ 


52.3 

ひ 3.0 

Mb 

50.0 

さ. 3 

き .0 

4S.0 

47.3  solid 
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更に 上下 攪拌  52.5 

51.0 

ひ 0.0 

49.0 

-48.0 

さ 3 

き 

^6.3 

46.0  sol 


(3 前日の つに き Mgc】2 を 人れ たもの A 

攪拌  51.3 

shock  .50.0 

49.0 

-48.0 

47.3 

お. 0 
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記 日中 懐 字 マ-。 


46.0  solid 

(c)  wlue  sand  dry  ；. 30  cc. 

^p^o^.  adcletl  to 100  cc. 

&  disturbed  49.0 

Drecalltered  &  .water ひに .0 

、ゝ  ゝゝ again  r)l. ひ 

If  、ゝ 、ゝ ひ 2.3 

Shock  51.0 

き 

ひ- .0 

^9.0 

48.5  sol. 

Decantercd  1/100  In.  IVI-gcla  to 100  cc. 

ひ 0. ひ 

shock  ひ 0.0 
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48.5  ん 

48.0  _ 

sol. 

.wash  w.  II2O  in  ^ffip^row-  repeatedly- 

47.0 

46.8  一 

. 46.2 

^0.0  solid 一 

i/100  mol.  Mg.cl2  added  to 100  cc. 一 

49.0  i 

i  一 

き ， 

 i 11. 
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言 己 日中 懷字 マー 


distul-lsd  ux>  down 


46. ひ 

sol. 

ひ 1.0  . 

き. 7 

き. 0 

.18.0 

47.3 

47.1 

sol 

ひ 0.3 

ひ 1.7 

、ゝ  ゝヽ  50.r) 

ゝヽ  一/  50. ひ 

Decantered  1/100  Mgda  added 

Disturbed  52.0 

ゝゝ as:a,in  ひ 0.2 


Disturbed. 

、ゝ  again 
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52.0 

51.8 

mis  © 

s lv—13 實驗 後、 messzylinder に 入れた 砂 中に 硝子 管 を 突 人し 此れに 水 を 流 込みながら 

F—15 朝 迄 放置し、 更に 一 度ビ ー 力 ー に 移して 水洗し 午後 迄 放置して 實驗 を始む 

d^w^sw^fflo-^  up  down  52.0 

ゝゝ  >、 again  52.0 

、、 5,1.8 

52.0 

水洗の 爲 colloid も 若干 失 はれたり 

shock  oi.O 

ゝ、  50.0 

-  意 

一、  48.3 

48.0 

47. ひ 

^7.0 
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記 日中 懷字 マ— n 


46.8 

sol 

更に 上下 攪伴  52.3  . 

ク ク  li 

shock  ひ i.O 

i 

^7.2 

417.0 

、-  soli  二 


Decantel.ech  1/50  2  lvlgcj2.  added  to  lOOcc 

Distul.lKHl  ojice  51..8 
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twice  ひ 1.5 

F  ひ 2.0 

Y  5J.3 


Decanter.;  1/50 m  Mgclw 

Distul.lJ  ひ 2.3 

aga ョ  ひ 2.0 

52.2 

shock  ひ 1.0 


49.5 

48.8 

48.0 

47.5 

ま 

46.3 

4G  0, 
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記 日中 懷字 マー 


Disturbed  again 

—— again 

slioclj 


45.8 

soiiuify 

52.0 

52.0 

49.7 

47.7 

47.2 

46.9 

46.3 

4G.0 

さ .8 

45.3 

45.2 

solib 

i 
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1/iO  m  MgG2  ひ： L ひ 

52.0 

shock  き. 3 

49.0 

^8.7 

48.2 

47.8 

47.3 

47.0 

ね 6.3 

solid 

Disturbed 

—5X.8 

shiock 

repeated  ^^.0. 
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記 日中 懷字 マー 口 


^. 16  C 

昨日 終了後 水流 を 通じ て 今朝 ま で 放置す 


今朝 上下 提拌 


shork 


51.0 

51.5 

51.2- 

50.0 

49.0 

48.1 

47. ひ 

4G.8 

46.3 

46.1 

46.0 
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^ひひ 

solid! 

h  mol AICI3  added  © 

Disturbed  ひ 1.8 

-  52.0 

ひ 1. に 

51.7 

Decautel-ed 

—  mol  AIOII3  added  Distul-ljed 

ひ 1.3 

1 51.8 

shoclc  ひ 0.3 

き. 3 

48.0 
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記 日中 懷字 マ— o 


46.8 

き. 3 

45. ひ 

ね 5.2 

45.0 

solid 


F 11th  (b)  AICI3 人り の もの を (4G.7) 放置し たるま \ 今日 迄 置いた の 

disturbed  ひ 3.2 

W  /、  53.2 


shock  51.9 

51.0 

49.2 

き. 0 

さ. 1 


719 


き 

-47.8 

solid 


F. 17 昨日より 水洗 ひせる 砂 を 用 ゆ、 


disturlbeu 


B 


<  一 isturtsd 


54.7 

55.0 

53.0 

52.3 

ひ 1. ひ 

50.7 

ひ 0. に 

50.0 

.50.0 

solid 

54.3 
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i 一己 日中 懷リ マー o 


ゝ、  53.2 

ひ 4:3 

55.0 


Disturbed  54.0 

50.0 


Repeate<l  48.0 

17—20  B 

3V  J7 より 水洗 を継績 した 砂 を 一 度 distul.be す 

shock  52.5 

51.5 

50.3 

flo.o 
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49.9 

49.5 

き. 3 

き. 0 

48.7 

4S.3 

4S.G 

47.7 

sohd 

disturbed  J54:.2 

ゝ、  54.0 

54.0 

repeated  • : . 

47. に 

solid 
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記日中懐'^^マ— 


3/10  Jlr  Mgc】a  added  to  100  cm 

】)isturb  54.0 

ひ 3.3 

ひ 3.0 

さ. 0 

lv—*22  20th の もの を その ま \ 

-listulb  ひ 4.0 

shock  52.2 

51.0 

50.9 

50」 

r>o.o 


一日 間 放置した もの  B 


dist 

sliock 


48.9 

4S.5 

48.3 

48.2 

SOIKI 

54.0 

ひ 2.8 

52.0 

51.5 
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51.2 

51.0 

50.5 

50.0 


F—23 昨日の を 放置した もの 


disturlj. 

、52.3 

53.2 

54.0 

53.2 

ひ 3.7 


shock 

52.7 

52.2 

ひ l.r) 


51.2 

i 

ひ 0.3 闩 li 

50.0 

49.3 

4S.7 

48.3 


Dlsturb 


53.2 

53.3 

53.0 

•51.0 

51.9 

51.3 

50.8 

r)p3 


49.3 

き. 0 

49.0 

solid 


ひ 0. に 

50  0 

49.3 

き. 1 

.19.0 

4S.8 

48.3 

さ .1 

47.S 

-i7. ひ 
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記 日中 » [字 マー。 


IV—iG 以來 放置せ る © 

二  istuib  49.0 

一 50.S  48.S 

i  48、 し 

ひ 0.2  47.0 

 „  .  一  46,7 


sliock 

52.2 

51.3 

ひ 1.0 

50.5 

i 


4G.3 

4G.2 

46.0 

45.9 

45.7 

45.4 


45.3 

solid. 


49.3 

き. 2 

49.0 

48.3 

48.0 

47.9 

47.7 


47.4 

47.2 

.47.0 

solid 
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®  F—13 以來 放置せ る もの 


Dist 

51.3 

ひ？ .0 

,152. に 

ひ 1.S 


shocl? 

i 


3V—25 

® 昨日より 流水 洗せ る もの 

L>istul.b  49.2 


52.0 

. 52.0 

shock 

i 


4S.8 

48.3 

48.0 

feio  Til 

47.3 

47.2 


4S.0 

47 ひ 

47.3 

47.0 

46.8 

-46  3 


46.2 


H チ H- 矮 fS 


47.0 

solid 


& 0 
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記 曰 中 マ— n 


F—27 

® IV-  25 より 流水 洗に せる もの 


へ 512 

ひ 2.3 


51.4 

53.0 

52.7 

5 にヒ 


® 1V.——24 のま、 

鎖 

. 53.0 

53.7 

53.2 


shock 

r 一  1.0 

50.0 

4s.y  Til 


sho,k 

i 

51. 一- 

§•0 


さ. 4 

^8.3  ，rh 

47.H 

さ 4 

さ 0 

46.8 


49.9 

49.3 

き. 1 

49.0 

4S.3 


40.4 

46.2 

soli 二 


Dist 

52.8 

一 52.6 


shock  repealed  • 

47  Th.  45.0  ^ 


48.0 

47.1 

47.0 

solid 
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® 午前よ. 

-52.0 

shtck  lep. 

45.4 

solid 


r>istul-lb 

ひ 1.7 

52.2 

ひ 2.0 ャ 

52.3 

ひ 2.0 


z 水洗せ る もの 

Decantered  and 

52.4 

ひ 2.7 

ひ 2.8 

き 3 

一 shock  lep. 


10 


Inol  Mg.cl2  a-ckled 

j52.3 

ひ 2.3 

shock  1-ep. 


F—27 より 放置せ る もの 

shock:  4c-.,i 

ひ 0.3  47.9 

49.5  47.5 

49.2  47.2 

-48.9  47b 1.11 

4S.5  46.H 


^6. ひ 

46.2 

46.0 

soli<3 

Disturb 

52.0 
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記 日中 懷' f- マ- n 


日本人の 自然 觀 

n 本人が 日本の 自然に 對 する 見方と 外國 人が それ々 々 の國の 自然に 對 する 見方と 異る点 を 論す 

る 事になる、 人間 は 自然に 養 はれ 敎 育され て來 たもの だから、 結局 は 日本の 自然界の 特異性が 凡 

ての 特異性の 第 一 决定 要素に なって ゐる。 

地球上の 位置に よる 因子、 1! ス候、 氕象 地質 的 特異性、 

植物界 

動物界、 渡り鳥 

天災、 人災 (流行病) 

住居- 

衣服 道德、 犯罪 

食物 

生活、 農 本、 漁業 

藝術、 詩歌、 鎗 画と 自然 

庭園、 活花 

交通  ， 

人口密度 
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宗教と 自然、 無常感、 受働 的、 


電車の 中な どで ふいと 面白い 隨 筆の 材料 を 思 出して 色. -考 へる。 電車 を 下りて 何處か へ 落ちつ 

いて それ を 思 出さう とすると どうしても 思 出せない 事が よく ある。 或 刺戟で 呼 出された ものが、 

その 刺戟が 去る とキ レ ィ に 消 〔え〕 てし まふと 見える 


七月 一 一十 八日 朝の 夢、 

高 知 播磨屋 橋邊の 街路が 上下 二重に なって ゐた」 綠屋 とい ふ 宿屋 階段に 花賣が 居た、 法事 か 何 

か あって 和服 を 着て ゐた、 誰か 白い 鉢の やうな もの を 踏 割る と 自分 も 踏 割った 

嶋に 渡った。 對 岸の 山々 が 群青に 染まって 美しかった、 佐 藤 多 次 郎君に 會ふ、 先方で はどうし 

て も 此方 を 思 出さない。 

：冰 いで 歸 らうと 思った が 大変た と 思って やめる 歸る 方法が 分らないで 心配になる。 知らぬ 洋 

服 男で 鼻から 黑ぃヴ H 1 ルを かけた のが 來て、 ヴェ— ルを とってお じきした、 私 は 中 西の 兄 だが 

いっか 御 尋ねした とき 御 加 减が惡 くて 會 へなかった とい ふ。 さつば り覺 がない。 此 人に 船便 をき 

くと 船 はない と い ふ 長與 総長が 歸る とき は 八ち やう 艫の 漁船 を 仕立てた とい ふ 


地下鉄 切符 賣 場と 改札口の 非常識 
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記 n 中 懷卞- マ-口 


〇± 寺 円 タクで 愛 相よ くもう 10  sen  くれと いふのと、 コ ワイ 額 をして 「ィ カネ ー」 とい ふの 

-こ ある、 Pesshnist と optulllst 

〇 淺 間爆發 スナップ 

8  B?  2 日 午後と 8 月 4 日 午； is  7 一-  woo 

〇 映 両 Jun.u.lc で 象の 歩行 

石の 振子に 歩調 を 合 はす 

オット セィ (樺 太 紹介 鉄道 省 映画) の 子が 乳を吞 みながら 後 咬の 繕の 先で 脇腹 を かいて 居た。 

東 一 は 海猫が 飛行しながら 脚で 頭を搔 くの を 見た とい ふ 

映画の Sophistication と 誹諧、 「影な き 男」 の 夫婦 關係 

生命の 物理と 意識の 曙光 

.〇 31； (田の 殿様と 家老 
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1 日 暮視」 

〇 「砂漠の 國」 葡國 首相 サラ ザ— ル 

〇 デバ ー トの秋 

夏の 膝掛と 冬の 肩 ふとん 

常世の 國の時 じくの 果實 

乙 鳥の 巢の 子安貝 


淺 間の 草 

(竹 煮 草) 夜 自動車の へ ドラ イトに 照され て 白い 葉 裏が 著しく 見える、 赤土の 道 

(シモ ッケ) 七月 十七 日に 行った 時 は 盛りで あつたが 29 日に 行ったら もう 殆と 終って ゐた、 

(カノラ マ ツバ) も 同様で ある、 その代り (アキ カラ マツ) (ノコ ギリ ソゥ) r.=T ァヂ サイ) (ト 

デシ コ ) などが 目立った、 (ホ タルブ クロ) は 未 かった 

ャナ ギラン。 グリ— ン ホテル 附近から 峯の 茶屋へ かけて 多い が、 ホテル 以下 千ケ瀧 住宅から 星 

野邊 では 余り 見られな いやう である、 ダリン ホテルで は 夜 黄金虫が 多く、 ベランダの ラム プの风 

形の シ H— ドの內 底に 夥しい 遣骸の 堆積が 出 來てゐ る。 蚊 も 折 柄 襲来す る。 黄金虫が 一 匹 便听の 

器の 中に 生きて ゐ ながら 飛 去らす 三日 もゐ て、 おしま ひに 菊 形の 排出 孔 こから だ 半分つ.， こ 

んで 多分 死んだら しい、 
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記 日中 懐 字 マ一 口 


〇 オリ ンピッ クで 食事して ゐた 中年 男柔 かい 六角の パ ンを もって 來たボ ー ィに 硬い の を 持って 

來 いとい ふ。 手眞 似で 形 をして 見せる、 フレンチ nl 'ル です か、 コッぺ です か。 ァ ー、 その コッ 

ぺだ。 燒 いて 参り まし やう か。 ィャ、 燒 かないで 持て 来い。 持って 來 たら 叉 燒 いて 来い とい ふ。 

此 種の 人 は 恐らく 仕事が 出來、 世話が 出来る 人で あらう 嫁の 世話から 子ク タイの 世話まで 燒 

く 人 かも 知れない 

銀 坐 裏の 靴み がきと 犬 

信 州 下 高 井 郡 科 野 村で 蛇 類 を 捕獲したら (1910) 頃 もぐらが 繁殖して 困った、 數年 


〔以下 は 病臥 後なる べし〕 

か あか あ 鴉に 日が 暮れり や 

峯 のお 寺に 灯 かと もる 

月の す、 きが 招いても 

坊やの 母さん 歸り やせぬ 
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〇 防 さ 演習と 風呂屋 

〇 ファ ー デルの 子供の 熊 本 辯 

〇 Huxley*  wrain  new さ 01-ld,  science の 研究の 制限 機關說 

OQI に囚 はれた 醫 者が 注意深い 觀 察で 罪人 を identify した 話  . 

西 鶴の 類 話 

〇 病氕の 意義  ■ 

痛み は 養生 法 指導の 感覺 的な language 

犬 猫 養生 法 

十月 十七 日 Gijacol  Exhos を 塗り 奏効 痛みが 薄らいで 天地が 歡喜 する、 折 柄の 雨に か、 

はらす 

〇 賣 りに 出た 初嶋 

〇 瀧 田 君の 追憶 

Induced  Joul-naui 
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記 H 中懷字 マ-口 


人 を Journalist に；^ する 能力 


〔同じ 手帳の 卷 末に〕  . 

三月 号 動物 圍 

四月 

將來寺 田の 家に 起る 人事 的 並に 物質的 事項に 就て は X の 意見 は參考 とする 事 ある も 認めざる 事 

私 は 喧％ に は 耽けた、 併し 人生の 戰には 敗け なかった と a ふ 

貴方 は 喧§= に は 勝った 併し 人生の 戰には 敗れた ので はない か 

(日本人の 自然 觀) 候、 地質、 地震- 山 崩、 水害 

神話 一 

万 葉 一 自然 征服と 自然 復歸 

俳諧 一 

人間と 自然と は 不可分 

が； んで 長所が 傅ず 競爭が 向上 を 助けた、 各地 方の 特色の 交換 刺戟が 智力 を琢 いた 

現在で も 特殊な 國際關 係 に よ る 非常時 は 適當に 導け は 人 重 を 向上 させる 
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130  -10 

0  +20 

20  0 

一 5  -30 

一 30  -20 

+  50  一  20 

120  -10 

一 20  0 

- 30  +40 

一 10  +10 

― 5  -10 

+  150  +20 

+  20  0 

一 10  -10 

0  +30 
一 40 
- 5 
一 30 
一 20 
+  40 
〔別 頁に〕 

0  -  5 

±  do 10 

20  8 

30  5 

40  3 

50  1 


学界 諸 現象 

大名行列 

商 買 敵、 繩張爭 ひ 

講演 會等 で 平 で 長談義す る 人 

XX 氏の 世話 燒  . 

昭和 十 年 八月 1 一日 

原 

星野溫 泉別莊 号 前で 電線に 留まった 蜻蛉が 電線に 對 して 略 同じ 角度 をな して 居る のに 氕 付い 

\  たので 角度 を讀む 大体 西に 向へ る 電線の 方向 を 0 と 

f  \^ 七 1 ^ し 南へ 計った 角 を 正、 北へ 測った の を 負と し 記入す 大陽 

I  , なく は 略 +10。 の 方向、 但し 電線 は 影に あり 
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記 日中 懐す-マ— 


ン 

タ 

CO 

リ 

ン 

― ド 

ク 

it 

シ 

3 

も 

ン 

ひ 

は 

tC  LO 

か 

^  o 
" o 

さ 

CO  CO 

ヒ， Ifi^ 
ー丄 u 

ハ： 

ス 

—  X7  km=l-= |」「>  la 一- 

50  § 


U ひ km 

に 0  sec 


•0r>75km=^/,)8;-rl/se? 


o 譜面 臺、 


入- 植物 図鑑、 油 槍 具、 パ ス、 地図 


§0.  8.23 


445  7.1.4  i>」i 一 

r>.】7  7.4n  ！ 一.；. -こ 


--. 「>  2-  45 


Ma  k 付  ：{.5 一 

ナシ內  4.5  ； 

長時間 レ コ ー ド かる 一 
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U.  S.  A.  Toruadoes 

1934.  M0 114,  $  40 

3. ま 3x1000$ 

重水 HOO  § 

墨の 全量 208  gr. 

月曜 午前 十 一 時 

航研 報告 欠号 ；ヌ 53,  78, ま， Vol ^ の CJCntellt. 

{ 博芳中 元) 竹刀、 運動靴と ピ ン ボン 4J0 童話 三 冊 卜. き 

lutcl-llatlcmal  Coiif erenfe  on  Physics,  I-onticnl  1934. 
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Ill 日中 懐 字 マー 


霧 螢 
函華光 


K、>st- コル テス、 バ ンタァ 

〇淺 間噴烟 自記 器 考案 

〇 ゲ ー テ全集 推せん 

に (10 字 八 n 迄 

〇 俳句 作法 講座 ： さ 枚 

九月 十五 日 迄 

&柿 映画評 9 枚 

ジ ヤス ソング 

夢の タンゴ (中 野 忠晴) 
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.:， b 


年 

に 

1 

CX 

一 

0 

X 

砂層彈 性實驗 山 口 君 

U ヒ 5 ゝ、 

蠅の 羽根の 感覺器 


大阪低 

1 Litre にっき 墨 一に r)KI-, 

一一 f  5.X11 

1000 
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記 日中 懐 字 マー a 


(-. K.  (一 0-J12-:  Teii  Th<-usanll 1  一 ubiir  Kluell-y. 

(一一 aulss  d- lUiubiac  : 

^Jl^ 生 頻度の 實験 p 』" を 見よ 


--. 1;,>に5 立体 障害 hymllallco 

-i リヒテンベルク の すけ い は 

づけい 

〇 測地 委員 會 提出  「g 

リ 測定、 樺 太、 千嶋、 對嶋、 ィキ、 欝 陵嶋、 ォキ 

亀ケ 岡 新石器時代 遺跡と 過去 水準 変化に 就て (齋藤 報恩 會 事業 年報 第 十 - 

弘前 高等学校 小 岩 井 兼 輝 


レー"、 地震波 一つ s,/:_-ii 

K.  |\;ニ-;ニ 
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Ms-  Seismic  waves 

溶融 パ ラフィン 球の 落下 速度計 測 

〇 金屬 によ る蟥 酸蒸氕 の 分解 

llinshehvood  &  Tolwley 

J.  Chi.  Soc. 123  (1923)  1-14 

田 中 君に 知らせる 事 

づ(1 ョョ の 種々 な もの 、 f  reaction に對 する さ ta 一 yti<-  lion の 差 を實驗 したし、 

H.inshehvood  ：  Reaktionskinetik  S 150 -i 

01 や Iswder を Gel の 一 種と 見て liq-i (一  の 代りに さ. - を 二 ixpersin"  ilii! と考 

へ る 事が 出来る 

(Freuncuich  JT,  552 參照) 

Spck:  Koll.  Bcih  9  (1918)，  259 
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肯己 13 中 M 字 マ— 口 


CJlslhms- で Gastsia の 反 轉を說 明 

吹 込 器 上野 松坂屋  - 

CIPton  1200 

Stohi ぎ  4500  一 

s.  ^  にき 一 


steinls  4 個 新調 

豊原 東京 阿里 山 パ ラオ 


一、； ョ 1 Ne:m.6ny】, 

.\v;-wi-l-lm.nll<-llr  strolmlllu-sloh 一一 


明治 ： に-: MI,i2s  土 佐 暴風 


Jall-es  .well-  J._vonch  ； 
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More  Notes  on  G-lass  th-ludjnsi;-  and  ； pohsllinsT. 

Tiaiis.  Optical  Soc.  IS  0.917)，  s. 


墨汁に よる 色素 吸收の 研究 

結晶の 大 なる もの を 得難き 種類の 物質 は 場合により、 結晶 面に 溶媒 中の impurity を 形成す る 

colloid を 吸着し 易き 爲 かも 知れす と 思 はる、 もし 此の 如き (slloidal  impurity を 完全に 除けば 

大 なる 結晶 を 得る 場合な きか 

或は 逆に colloid が 結晶の speed を ゆるめ、 又 imcleus を 保護して 結晶 を大 にす る 場合 も ある 

力  . 
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本 卷には 著者が 平常 懷中— -て 使用して ゐた 手帳の 大部分 を收 めた。 多少 省略した の は、 本 全集 

の 一 卷に用 ひ 得る 紙数の 制限に も 依る ことで あるが、 後に 述べる やうな 理由に 依って、 省略した 

箇所 は 比較的 重要で ない と考 へられる ので、 此處 に收錄 した ものに 依って 此の 著者の 手帳の 全貌 

を、 傳 へたと 言っても 過言で はない と 思 はれる。 第一 に 省略した の は 主に 初期の ものである。 卽 ち- 

著者の 學 生の 時分に 使用して ゐ たもので、 實 驗に關 する 講義の 筆記 ゃ實驗 の記錄 計算な ど を 記し 

たもので ある。 此の 時分の 數冊は 全部 省略して、 明治 三十 六 年 七月すな はち 著者が 大學を 卒業し 

た 時から 後 を 本 卷に收 めた。 第二に 此の 時期 以後に 於ても、 一見 意味 不明の 計算 ゃ實 驗に關 する 

種々 の 數値を 書き記した 箇所な ど は 割愛す る ほかはなかった。 尤も 斯の 如き 種類の もので も、 そ 

れが 日記と して 興味 ある やうな 場合に は 専門的 研究の 記錄 でも 省略せ すに 收錄 した。 殊に 纏まつ 

記 た 日記の ない 時期の 手帳 は 成るべく 省略せ すに 收錄 する ことと した。 第三に 省略した の は 他人の 


住所 姓名 を 記した 如き もの や 其 他 全く プライ. ヴ ェ ー トの控 へ の 類で ある。 以上 記した もの は 何れ 

も 比較的 重要な も の で な く、 其のう ちの 或る もの は當然 省略す ベ き 種類 の ものと も 言 ひ 得 るので 

ある。 文擧的 斷片は 片言隻句と 雖 もこれ を收錄 した こと は 言 ふまで もない。 

これらの 手帳 は大體 年代順に 排列した。 然し 或る もの は數 年に 亙って 使って ゐ たの も あり、 そ 

れは 其の 期間 內の 適宜の 場所へ 收 める ことと した。 又、 內 容の續 きの 關 係に 依って 前後 を 定めた 

ところ も ある。 さう いふ 風に 排列した 上で 通覽 してみ ると、 文學 的と でも 一 百 ふべき 感想 ゃ觀 察の 

現 はれて 來 るの は 大正 五 年頃から である。 さう して 其の 傾向 は 次第に 濃厚に なって 來てゐ る。 殊 

に晚 年の ものに は隨 筆の 中へ 盛られて ゐる 資料が 著しく 目に 着く ので ある。 此 等の もの は、 隨筆 

に 限らす、 日記 • 書簡な どと も 密接な 有機的な 關聯を 持って ゐ るの は 言 ふまで もない。 其の 當該 

する 隨筆 • 日記 • 書簡 等の 場所 を 擧げる こと は餘 りに 多い ので 不可能に 近いので あるが、 例と し 

て 少しの 場所に 全集 中の 參照 すべ き 頁數を 記して おいた。 他は讀 者の 研究に 委ねたい と 思 ふ。 

「手帳 (明治 三十 六 年)」 ( 一 —一一 一一 一一.) は 明治 三十 六 年 七月から 九月に わたって 高知縣 下に 於て 行 

つた 靜振觀 測のと きの 手帳で ある。 手帳 はお ほむね 横書きに なって ゐ るが 本 全集で は 特別の もの 

の ほか 縱 蚩 曰きと した。 
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「手帳 (明治 三十 六 --七 年)」 (三 五 ー 四 一 ) は 明治 三十 六 年 五月 頃から 三十 七 年 四月 頃まで 使 は 

れた 實驗の 手帳で あるが、 熱海溫 泉の 調査に 關 すると ころ を拔萃 した。 

「手帳 (明治 三十 九 年)」 (四 三— 四 四) は 尺八の 實驗 のとき の 手帳で ある。 數 値の 記 錄を 省き、 

其の 中の 一 部 を 抄出した。 

「手帳 (明治 四十 年 七 1 八月 ご へ 四 五— 六 四) は大 島に 於け る觀 測の 手帳であって、. 第 一 頁に 

riOxpedition  /  t(>  /  pshmt,  】du./1907」 と 記されて ゐる。 これ は 全部 收 めた。 但し、 スケッチの 

中には 鉛筆 li 曰きの 不鮮明な もの も あり、 それら は 巳む を 得す 割愛した。 

「手帳 (明治 四十 二 年)」 (六 五— 六 九) は 著者が 外遊 中 用 ひて ゐ たもので ある。 明治 四十 二 年 九 

月 一 一十三 日の 日記 (第 十 一 卷四五 〇 頁) に riut に 行く。 (略) 陳列 場の 記事 は 他の 手帖に 記す。」 

と あるの が 此の 手帳であって、 其の 記事 は 本 卷の六 八， 丄ハ九 頁に 出て ゐる。 

「手帳 (明治 四十 三， 1 四 年)」 (七  一 I 九 一) も 外遊 中の ものである。 

「手帳 (明治 四十 四 年.)」 (九  一一 一— 一. 0 四) も 同じく 外遊 中の ものである。 

「手帳 (明治 四十 四 年)」 (一 〇 五— 丄 〇 ベ) は 外遊から 歸 つた 年の ものである。 これ は 一 部分 だ 

後 け抄 した。 

記 「手帳 (大正 1 丁 三年)」 (一 〇 七- 丄 〇 九) はこれ も 一 部分 を 抄出した。 
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「手帳 (大正 三年)」 (一 一一 —一 ニー 一) は 矢張り 一部分 を 抄出した ものである。 

「手帳 (大正 三 I 四 年)」 (一 一 五— 一四 九) は 大正 三年 二月 南 硫黄 島に 新 島が 噴出した とき 軍艦 

高 千 穂に 搭乘 して 觀 測に 行った ときの 記事が 主で、 其の あとに 他の 記事の ある ものである。 新 島 

の觀測 日誌 は 全部 收錄 した" 大正 三年 二月 八日の 日記 (第 十一 卷五四 〇 頁) に 「新嶋 派遣 中の 記 

事 は 別の 手帖 を 見るべし」 と あるの は 此の 手帳で ある。 同じ 手帳の あとの 方に 大正 四 年 四月 小 田 

原に 於け る 波の音の 觀 測が あるが (本卷 一 四 一 頁 以後)、 これ は 日記の 方に はない ものである。 

「手帳 (大正 五 年— 十 一 年頃)」 (二 五一： 一七 0) は 此の 種の 讀 書の 感想 ゃ覺ぇ 書の 書かれて ゐ 

る 最初の ものである。 

一手 帳 (大正 六 年 以降)」 (一 七  一— 二 〇 八) は 大正 六 年 か 大正 九 年頃に わたって 書かれた もので 

あらう。 「冬 彥集」 の 時代の 手帳で ある。 

一. 手帳 (大正 六年ヒ (二 〇 九 ：- 二  一  二) は 大正 六 年から 大正 十 年頃まで 使 はれた ものであるが、 

此處に は 大正 六 年に 關 する 處を抄 出した。 此の 中、 本卷 1 一 〇 九 1-1 一 一 一 一 頁に わたる 「前置」 以下 

の 記事 は、 大正 六 年 七月 三十 一 日 (第 十 一 卷七六 六 頁) に 「十 一 時より 小学校に て 理化学 進歩の 

現狀 にっき 一 時半 話す」 と ある 其の 講演の 要領で あらう と 思 はれる。 

「手帳 (大正 六 年— 十三 年ヒ (二 一  三— 二 一  四) は 大正 六 年から 十三 年頃に 及ぶ ものであるが、 
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I 己 後 


少しし か 書かれて 居らす、 本 卷に收 めた のが 其の 殆んど 全部で ある。 

「手帳 (大正 七— 十四 年)」 ニー 一  五-土 二 四) は 「靑楓 論 草案」 と 「稱原 紫 峰の 画」 が 主で ある。 

「手帳 (大正 七 年頃— 十 年頃)」 (ニニ 五— ニニ 七) は 科 學の專 門の 文 獻ゃ覺 え 書の 多く 書かれて 

ゐる ものであるが、 其の 一部 を 抄出した。 

「 a  ,1 マ字懷 中日 記 (大正 八 年)」 (ニニ 九-— 二三 八，) は — マ 字 社の 口 1 マ 字 日記帳に 書かれた 

もので、 日記帳に 印刷され てゐる 文字 は ゴシック を 以て 表 はした。 此の 如き ,1 マ 字 日記 は、 純 

粹の 日記の 部分 も 勿論 あるが、 日記で なく 豫定を 書いた もの も 多く あり、 また 餘白は 普通の 手帳 

と 同様の 目的に 使 はれて ゐ るので、 此の 手帳の 卷 へ收錄 する ことと したので ある。 以後の マ 

字 日記に ついても 同様で ある。 

「手帳 (大正 八 年)」 (二三 九 —二 四 0.) は 扉に 「scpt  I919/t< 二 と 記されて ゐる もので、 本卷に 

收め たのが 書いて ある ものの 全部で ある。 

「手帳 (大正 九 年頃— 昭和 四 年頃)」 (. 二 四  一— 二 六 六) は 最初の もの は 大正 九 年頃で あるが 最後 

の 方 は 昭和 四 年頃と 考 へられる。 文擧 的に 最も 輿 味 ある ものの 一 つに 屬 する。 

「口 ー マ字懷 中日 記 (大正 十 年)，」 (二 六 七，) は 僅かし か 書いて ない。 

「手帳 (大正 十 一 年)」 (三 六 九— 三 〇 一一 一) は 主に 漱石 俳句 研究の 草稿で ある。 「漱石 俳句 研究」 は 
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「漉 柿」 に發 表された ので あるが、 これ は その 草案の 全部で ある。 

「手帳 (大正 四 年 I 十二 年)」 (三 〇 五— 三 八 五) は 大正 四 年の 記事から 始まる が、 其の後の 過半 

數は 大正 十一 一年の 大震 火災の 調査に 關 する ものである。 大正 十一 一年 九月 十 一 日の 日記 (第 十一 ー卷 

五六 一 頁) の 終りの 方に 「(本日 踏査の 見聞 覺 書き は 別の ノ  I ト にあり)」 と 書かれて ゐ るの は 此 

の 手帳で ある。 又、 同月 一 一十 八日の 日記 (第 十一 ー卷五 七三 頁) に 「(談話 はノ ー ト にあり)」 と あ 

るの も 此の 手帳で ある。 

「手帳 (大正 十二— 十四 年頃)」 (三 八 七 I 四 〇 六) は 初めに 大正 十二 年大震 火災の 時の 旋風の 調 

査に關 する 記事が ある。 其の後 は 大正 十四 年頃まで 用 ひられた ものと 思 はれる。 

「口 ー マ字懷 中日 記 (大正 十一 一年)」 (四 〇 七 I 四 ニニ〕 

一. 口 ー マ字懷 中日 記 (大正 十三 年)」 (四 ニー 一一 ー 四 四 四) 

「口 ー マ 字 懐中 日記 (大正 十四 年)」 (四 四 五— 四 五 七) 

「口 ー マ 字 懐中 日記 (大正 十五 年 • 昭和 元年)」 (四 五 九— 四 七 二) 

「口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 二 年)」 (四 七三 I 四 七 九) 

「手帳 (昭和 1 一年 頃)」 (四 八 一 —四 八 一一 一) は 連句 草稿が あり、 それらに 依つ て 昭和 一 一年 頃の もの 

と考 へられる。 但し 本 卷には 連句 草稿 は 省略した。 
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「口，' マ 字 懐中 日記 (昭和 三年)」 (四 八 五 ー 四 九 四) 

「口 1 'マ 字 懐中 日記 (昭和 四 年)」 (四 九 五— 五 〇 四) 

「手帳 (昭和 四 年頃)」 (五 0 五— 五 0 六) は 主に 俳句 を iE いた 手帳で あるが、 俳句の 部分 は 省き 

散文のと ころ だけ 收錄 した。 

「tl I マ 字 懐中 日記 (昭和 五年ヒ 广 五 〇 七 I 五 一 六) 

「手帳 (昭和 五 —九 年)」 (五 一 七— 五 二 一 ) はこれ で 全部で ある。 

「口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 六 年)」 (五 二三— 五 四 四) 

「手帳 (昭和 六 年頃)」 (五 四 五— 五 五 〇) は 初めと 終りに これ だけ 書いて ある。 

「手帳 (昭和 六 年頃 1 九 年頃)」 (五 五 一— 五六 〇) は 物理 學の文 獻其他 少し を 省略した。 

「手帳 (昭和 六， t 七 年頃)」 (五六 了 —五六 四：) は 主に 連句 を 書いた ものであるが、 それら は 省き 

其 他の 處を 抄出した。 連句に 關 する もの は 昭和 七 年 以降に も 及ぶ ものが ある やうで ある。 

一. 口  — マ 字 懐中 日記 (昭和 七 年)」 (五六 五— 五八 P 一 

_  « 1 マ 字 懐中 日記 (昭和 八 年)」 £ 八 一 —六 ニニ  ) 

後 「口， I マ 字 懐中 日記 (昭和 九 年)」 (六 二三 I 六 七 五し 

記 「手帳 (大正 十 一 年— - 昭和 十 年)」 (六 七 七一. 六 八 六) の 初めの 僅かが 大正 十 一 年に 書かれた もの 
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で、 それから あと は 少し 時を距 てて 蚩曰 かれた ものの やうで ある。 終りの 方 は 昭和 十 年に 至る まで 

用 ひられて ゐ たやう である。 

「口 ー マ字懷 中日 記 (昭和 十 年)」 (六 八 七 I 七 四 四) は 最後の もので、 病床に 就いても なほ 使用 

して ゐ たもので ある。  . 

編輯 者 
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